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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ビルとビルの隙間から覗のぞく細長い青空を仰ぎ、俺は溜ため息いきを吐き出した。雲の切れ間から漏れる淡い光が路地裏に射さし込こみ、眼前にそびえる灰色の壁の上方を切り取っていた。

　壁を蹴る音と罵声で現実に引き戻される。俺の唇は意識を離れて勝手に動き始めた。

「ある商人が人ひと喰くいの蛮族どもに囲まれたとき、そいつは『私を見逃してくれたら三億エル支払おう』と言った。それからどうなったと思う？」

　返答はないようなので、そのまま続けてみることにした。

「蛮族のひとりはこう言った。『そんな紙切れ食ったら、腹を壊しちまうだろうが』ってな。結局、その商人はぶっ殺されて蛮族どもの糞クソに変わったってわけだ」

　肩を竦すくめながら締めくくると、俺の前に並んでいる三人分の眼めが一様に憤ふん怒ぬに染まった。男たちの周りの温度が一気に跳ね上がる。逃げ場のない路地裏で、この状況は苦行に等しかった。

「そのくだらねえ冗談ジヨークとお前が借りた五〇〇万エルに、どんな関係性があるんだよ？　なあ、ラルフ・グランウィード！」

　ご丁寧にフルネームで罵ば倒とうしてくれた借金取りのガスタは、唾が顔に掛かる距離まで禿はげ面づらを近付けてきた。顔か頭か分からない部分に浮いている大おお袈げ裟さな青筋に噴き出しそうになるが、全力で堪こらえる。そんなことで借金を増やすのは得策ではない。

「つまりあれだ。お金なんて紙切れに過ぎないんだから、借金もまたあってないようなもんだと思うわけです」

「ところが残念、ココは法治国家だぜ。もしかして俺が蛮族に見えるか？　もし見えるなら、良い眼科を紹介してやる」

「わお、すげえ親切。親切ついでに、借金も帳消しにしてくれたら助かるな」

　語尾にハートマークが付きそうな勢いで言うと、ガスタは黒塗りの拳銃を突きつけてきた。回転式の弾倉には六発の銃弾が入っており、撃鉄もちゃんと起こされている。銃身の向こうには、若ハゲ野郎の嫌らしい笑みが浮かんでいた。内心で唾を吐きながら、俺は両手を上げる。

「降参降参。今振り込むから待ってろ」

　俺は黒いスーツのポケットから携帯を取り出す。携帯を操作して電子通貨をガスタの口座に振り込むふりをしながら、電話張から番号を検索する。左手を降参のポーズにしたままで、俺は通話ボタンを押した。

「さっさと来いよ、相棒」

　俺の合図に呼応して、背にしたビルの屋上から若い女の影が降ってきた。五階建てのビルから飛び降りたイカレ女に、ガスタたち借金取りの視線が奪われる。その隙を突いて俺が禿はげ頭あたまを突き飛ばしたときには、紅あかい眼めをした黒髪の女が、音もなく俺の真横に降り立っていた。あの高さから飛び降りたのに、女は涼しい顔をしている。

「リザてめえ、何時集合だと思ってる」

　俺は呆れとともに零こぼす。やっと事態を把握したのか、取り巻きの一人が声を荒らげた。

「ななな何でだよッ！　てめえっ、なな何で、どうやってあの高さから！」

　今にも失神しそうなほどに錯乱する男を蹴飛ばして、リザは飛ひ翔しようした。黒地のジャケットに赤いミニスカートという攻撃的な格好の相棒は、華麗な宙返りをかましてアスファルトに着地。露骨に不機嫌な表情で俺の横に並んだ。

「この状況で何を格好つけてんだよ。モテたくて必死か？」

「助けに来てやってんのに礼も言わないとかマジなんなの？　あとで絶対殺す」

　耳に障さわる悲鳴とともに、金貸しのごつい顔面が次々と俺たちから遠ざかっていく。突然の増援に興を削そがれたのか、ガスタは逃げる部下の肩を摑つかもうともせずに得物を仕舞った。他の連中とは対照的に、大して驚く様子はない。借金取りの悪態が路地裏に溶ける。

「これだから嫌なんだ、化け物相手の商売はよぉ。なあラルフ、てめえいつになったら借金返すつもりだ？　てめえらなんざ明日にでもくたばっちまいそうな連中だろうが」

「熱心なストーカーどもには悪いが、俺には男だん色しよく癖へきなんてもんはないんでね。気色悪いから、地獄にまでは取り立てに来るなよ？」

　俺が皮肉を言うと、ガスタは鼻で嗤わらいながら口くち許もとを歪ゆがめた。俺たちに背を向けて歩き出しながら、若ハゲ野郎は吐き捨てる。

「はっ、自分がろくでなしだって自覚はあったのか」

　やけに胸に突き刺さる捨すて台詞ぜりふに、俺は気の利いた冗じよう談だんを返すことができなかった。隣を見ると、リザは欠伸あくびを嚙かみ殺ころしていやがる。足元に転がっていた空き缶を踏み潰して、路地裏を後にする。ゴミ袋を漁あさる黒い鳥の群れが、俺たちを嘲あざけるように啼ないていた。




　愛車のグリムス三〇二Ａに乗り込むと、俺は煙草タバコに火を点つけた。一五歳の頃から一〇年間は吸っているダフトフラック・スタンダードの濃厚な煙が車内を満たしていく。大して美味うまいわけでもない安い銘めい柄がらを好んで吸っている物好きは、周りでは俺くらいなものだ。有害物質が肺を満たしていくのを感じながら、助手席のリザに話しかける。

「一時間半の遅刻だ。倒産しかけの企業ならクビになってるだろうし、初デートの女になら余裕で振ふられてる。しかも、てめえがなかなか来ないせいで借金取りに出くわすという悲劇まで起きたわけだ。幸運すぎて涙が出るね」

「は？　知らねえし。てか何急に呼び出してんの」

「場所指定してきたのはてめえだろうが。わざわざイレッダ地区から出るのがどれだけ面めん倒どう臭くせえと思ってんだよ」

「はいはいご苦労様。で、用件は何」

「グラノフが回してきた、いつもの腐れ仕事だよ。そんくらい把握しとけ」

「まーどっちでもいいや」リザの口くち許もとが邪悪に歪ゆがむ。「ちょうど暴れたかったんだよね」

　三世代も前の古いエンジンが嘶いななき、廃車同然の車体が揺れる。ハンドルを回して車を車道に乗せながら、欠伸あくびをしている相棒を一いち瞥べつした。

　リザ・バレルバルトは黒いビニール袋を車内に投げ捨て、紅あかい瞳を眠そうに細めていた。

　長袖の黒いジャケットの袖そでから出た細い手首には、銀製のブレスレットが巻かれている。陶器のように白い肌からは生気を感じ取ることができない。この国ではあまり見ない黒髪は首元あたりで切り揃えられており、髪の間から覗のぞく鋭利な紅あかい眼めはどこまでも深い。

　不安定で妖しさを孕はらんだ美貌。無駄にスタイルが良いことも含めて、攻撃的で近寄りがたい女というのがリザの第一印象だった。俺も目つきの悪さに金色の短髪、左耳だけに付けたピアスという風ふう貌ぼうから「コンビニ強盗でもやらかしてそうな顔」と揶や揄ゆされたことがある。だがこいつはそれより更に上の、ある種の不吉さを孕はらんだ印象を周囲にバラ撒まいている。

　それにしてもだ。今のこいつの、酒場にでも出掛けるような服装はこれから向かう仕事場には相応ふさわしくない。青いシャツの下に防弾チョッキまで装備している俺とは正反対だ。

「これから仕事に向かうってのに、随分とラフな格好だな。死んでも葬儀代は出せねえぞ」

「蠅を殺すために武装するような特大のバカは、あんたの他にはいないと思うけど」

「一九のガキが油断してんじゃねえよ。相手はあのフィルミナードから〈銀の弾丸〉を二発も奪った連中だ。カイから貰もらった情報にはねえが、厄介な番犬を雇ってる可能性も覚悟しとけ」

「私はむしろそんな展開がいーけどね。てか虫を駆除するだけじゃつまんない」

　呆れながら見ると、リザは見るからに新品のケースから、見るからに新品のミュージック・ディスクを取り出していた。近くの大型店の袋が転がっていることから考えると、たった今買ってきたのだろう。わざわざ市街地に呼び出してきた理由もやっと分かった。

「まさかとは思うけど、遅刻の原因はそれか？　暴徒による襲撃にあったとか、道で困ってるお年寄りを助けてたとかではなく？」

「〈ディジーズ〉の新譜の発売日が今日だったのを思い出したから、急いで買いに行ってただけ。仕事が終わるまで待ってたら、いつ聴けるかも分かんないじゃん」

「その優先順位は、いったいどういう仕組みになってんだ？　このクソ女、もう溺れてしまえ」

「これでも店を出てすぐに約束を思い出したの。むしろ感謝してほしいんだけど？」

「なあリザ、責任ってやつを自覚した経験はあるか？　罪悪感って言葉くらいは知ってる？」

「あーもー黙って聴こえないから。何昼間っからテンション上がってんだよ」

　殺意と紫煙が混ざった溜ため息いきを吐き出す。大音量のロックンロールが鳴り響き、俺の舌打ちを搔かき消けした。




　波は濤とうのように押し寄せては後ろに流れていく窓の外の景色は、都会の喧騒を表していた。色いろ鮮あざやかな看板が生えた高いビルが乱立し、歩道には平日の昼間にも拘かかわらず人が溢あふれている。

　学生やスーツを着た勤め人が急ぎ足でどこかに向かっているすぐ側で、ボロボロの服を着こなしたホームレスが行き場もなく蹲うずくまっていた。極彩色の布切れを着て奇き妙みような踊おどりを披ひ露ろうしている、新興宗教の信者どもと思おぼしき一団もいた。島の外に住んでいるリザを迎えに来るたびに思うことだが、相変わらずエルレフには統一感がなく、正気と狂気が乱立しているように見える。

「いつも言ってるが、リザ、早くイレッダ地区に引っ越せよ。いくら同じエルレフ市内とはいえ、イレッダから中心街まで来れば片道二時間はかかる。往復なら四時間だ。なあ、四時間だぞ？　仕事のたびに迎えに来てやってる俺の辛つらさも少しは考えてくれよ」

「いっつも言ってるけど、ライブ・ハウスもＣＤショップもないような街になんて絶対住めないから。そこらへんも考こう慮りよしてくれる？」

「なら朗報だ。イレッダなら、銃声やら人の悲鳴やらが大音量で聴き放題。ずっと聴いてると、もれなく発狂してしまうのが難点だけど。……というかそもそも、俺やお前のような人間がこうして昼間の大通りを進んでること自体が、かなりイカレた状況だからな」

「役所に賄賂を贈れば悪党でも部屋を借りられるって現実の方が、イカレてると思うけど？」

「その賄賂は誰が振り込んでると思ってんだ。クソっ、一ヶ月以内に引っ越せよ。絶対だぞ」

　バレシア皇国で第二の都市であるエルレフは、俺やリザのようなろくでなしどもでも受け入れてくれる寛容な街だ。まともな人間であれば、貞操観念のない街だと嘆くかもしれない。

　大昔から貿易の街として栄えてきたエルレフ市にはどの段階からか、外資系の犯罪組織が大量に流入し始めたのだ。その中には〈銀の弾丸〉を多数保有する大組織も含まれており、この街における幻想と現実の境界線は消去されて久しい。

　悪夢のような幻想は人々の心を捻ねじ曲まげ、倫理観や価値観を崩壊させていった。もともと糞くそ塗まみれな黒社会に至っては、抵抗することもなく幻想に溺れてしまった。それが生んだのが、増殖する墓標と、俺たちのようなハイエナどもだ。

　一度警察の記録を盗み見たことがある。その電子資料によると、〈銀の弾丸〉が登場したここ三〇年の間に、バレシア皇国における殺人事件の被害者数が年間五万人弱という途方もない段階に到達しているとのことだった。つまり、かつての紛争地域に匹敵する量の殺人が、他国と戦争状態にあるわけでもない平和な先進国で行われているのだ。明らかに尋常な数字ではない。

　車は、黄昏たそがれに染まる海の上を走っていた。

　今渡わたっているのは噂うわさ好ずきの連中が〈墜つい落らくへの道〉と格好つけて呼ぶ全長二二五六メートルの大橋だが、正式名称はとっくに忘れた。そして橋の終点にあるのは、悪名高き地獄の番外地、エルレフ市イレッダ特別自治区──通称〈成れの果ての街〉だ。海の上を無法地帯に向かって一直線に進む古い車は、確かにどこかへと墜つい落らくしているようにも見えた。

「入るのは簡単だが外に出るのは難しい街、ね」

　反対車線に発生している大渋滞を眺めながら、思わず呟つぶやいていた。

　イレッダ地区に入る際はデータ通信による簡単な入島手続のみで済むが、エルレフ市街の方に行くのは容易ではない。身体検査、所持品の確認、経歴の調査など、過剰に過剰を重ねたような検閲が橋の入り口で執り行われているためだ。俺のように警察に協力者がいる場合を除けば、犯罪者が正規のルートで島を出るのはほぼ不可能である。

　人工島に上陸してからも、しばらく車を走らせる。橋の向こうのエルレフ港が遠くに見える海に近い土地に、古ふる臭くさいネオン灯とうの看板を掲かかげた合法・非合法様々な店が並んでいた。

　クズども御ご用よう達たしの観光名所としても有名なネブル通りには、数々の娼しよう館かんや賭と博ばく場じよう、安価な武器を扱あつかう玩具おもちや屋やに、人工の幸福を人々に配る麻薬専門店と、法律に喧けん嘩かを売っているとしか思えない店が、偽装しているとはいえ大通りに存在している。そこでは秩序や倫理モラルは淘とう汰たされ、欲望と混こん沌とんが我が物顔で闊かつ歩ぽしていた。全くもって、気が滅め入いる光景だ。

「人工島イレツダに初めて来たときは、この通りも映画のセットか何かにしか見えなかったよ。ここを爆ばく撃げきで滅ほろぼそうと訴うつたえてる過激派連中に、あのときほど賛同した瞬間はないね」

　俺の舌打ち交じりの感想に、リザが冷たく笑って同意する。

「まあ、確かに。こんな街を抱えてて、バレシア皇国もよく法治国家を名乗れてると思うわ」

「イレッダ地区で生まれ育った奴も何人かいるそうだ。その一人が島の外で人を殺して捕まったとき、そいつは終始警察に対して不満を述べていた。俺が親から習った法律じゃあ殺人は三人までならセーフだった、二人殺したくらいで逮捕される理由が全く分からないってな」

「はっ、ぜんぜんジョークに聞こえないのが笑える」

　そもそもイレッダ地区とは、リゾート地だか工業地帯だかを造る目的で埋め立てられた人工島だ。政府主導の一大事業だったが、開発中に起きた大事故や、計画を主導していた政治家どもの不正が発覚し、プロジェクトは頓とん挫ざ。当時のエルレフ市長が暗殺されたのをきっかけに、イレッダ地区は大小様々な建築物や道路だけを残して無人島と化した──というのが、教科書にまで載っている史実だった。

　それから何がとち狂って今のような有あり様さまになったのかは謎だ。俺がガキの頃には既に、紛争地域を除けば世界一危険な場所であると言われていた。こんな犯罪集団そのもののような通りに、警察がほとんど介入できていないのが好例だ。

「着いたぜ」

　狭い車道の反対側にある派手な外観のバーを顎で示しながら、グリムスを路肩に停とめる。駐車禁止の標識が申し訳なさそうに立っているが、こんな街では意味がない。

　他の店同様、バーの出入り口の前には「準備中」の立札が設置されていた。近付いてくる夜に備えて、ネブル通りの店々は開店準備に勤しんでいる。しかしこのバーの様子は他のそれとは少し違っていた。扉の前に立っているのは従業員ではなく、武装した黒服の二人組だったのだ。エンジンを止めると、歌詞の中で何十人死んだかも分からない物騒な曲も中断された。

「あ。もうすぐサビなのになんで消してんだよ」

　気付くと、ナイフが喉元に突きつけられていた。もう、この程度の奇行には慣れている。

「これから仕事なのにどんなバカだ？　わざとなのか病気なのかはっきりしろ」

「仕事、ね」凶悪な形状のナイフを引きながらリザが嗤わらう。「強盗殺人の間違いでしょ？」

「……パッと見ただのバーにしか見えねえが、実は犯罪組織の事務所も兼ねてる。バラドー商会とかいう弱小組織だが、何とビックリ、あのフィルミナード・ファミリーから奪った銀の弾丸を隠かくしているらしい。奪った後に自分らがどうなるか想像できる頭脳はないようだが」

「殺しの許可は？」

「ついさっきグラノフが政府公認のブラックリストに申しん請せいしてくれた。もちろん生死不問。愛と正義のために、どうぞ連中を皆みな殺ごろしにしてください、だとさ」

　短くなった煙草タバコを灰皿に押し付け、深呼吸をする。俺がリザの皮肉を流した理由は、無駄な問答は無意味だと判断したためだ。精神を犯してくる罪悪感から逃げたかったわけではない。

　疑問を押おし退のけ、思考を放棄し、しがらみを振り切る。余計な感情ものは、ここから先には必要ない。右手に持つジャン・バラックス社製の自動拳銃オートマチツク、バラックＭ三一の美しい銃身を指でなぞりながら、助手席のリザに問い掛ける。左胸の〈銃創ステイグマ〉が疼うずいた。

「最終確認だ。今回の仕事の目的は？」

「ゴミどもが抱えてる、銀の弾丸の奪だつ取しゆ」

　紅あかい瞳に氷点下の殺意を滾たぎらせながら、リザは口くちの端はしを歪ゆがめてみせた。俺は続ける。

「じゃあ、どんな作戦で行く？」

「作戦なんか要らねェし。正面から乗り込んで、向かってくるバカは全員ぶっ殺す」

「上出来だ」

　皮肉に笑って締めくくると、俺たちは扉を乱暴に開け放って飛び出した。周囲に誰もいないことを確認すると、車道を横切って正面玄関まで走る。入り口付近まで迫ると、扉を護るように立っていた二人が銃を取り出して威い嚇かくしてきた。

　怒号が静寂を撃ち抜いて、殺意が秩序を蹴散らしていく。何十分の一にまで圧縮された体感時間の中で、発砲するか否いなか逡しゆん巡じゆんする男たちの葛藤が見えた。

「銃が脅おどしの手段になるとでも考えてんのか、素人ギヤングども？」

　気の迷いは反応の遅れを呼び、それは死という結果に帰結する。リザのナイフが流れるように動き、二人の喉元を一瞬で切り裂いてしまった。引き金を引けない拳銃など、ただの鉄てつ屑くずでしかない。本当に俺たちを威い嚇かくしたいなら、まずどちらか一方を問答無用で撃ち殺してから喚わめき散ちらすべきだ。冷めた墓の下で、存分に自分のミスを嘆いていればいい。

「リザ、中には何人いる？」

「今確認するから少し黙ってて」

　リザは静かに瞑めい目もくし、内部が見えない造りになっている木製の扉に耳を当てた。リザの知覚器官は常人の数百倍もの感度、および精度を誇る。増幅された聴力は建物内の極小な音でさえも問題なく拾い、音の種類や大きさから内部の状況を瞬時に把握する。耳を扉から離したリザの横顔には、凶暴な笑みが浮かび上がっていた。

「店内にいるのは三人。入って右のカウンターに二人が座ってて、もう一人はうろうろ歩き回ってる。あーそれと、全員がご立派に武装してるね」

「警戒してやがるな。ヤバいものを隠してる証拠だ。肝心の事務所はもっと奥か？」

「っぽいね。地下に広い空間があるみたいだし」

　合図とともに扉を蹴破る。そのまま俺は機関銃を構えて立っていた男の眉み間けんを正確に狙って、バラックの引き金を引き絞る。乾いた銃声が室内を渡り、少し遅れて排出イジエクトされた空から薬やつ莢きようが澄んだ音を立てて跳ねた。崩れた笑みを浮かべたまま絶命した男が後ろ向きに倒れるのと、カウンター席に座っていた二人が俺たちの存在に気付くのが同時。連中が懐ふところから得物を抜いたときには既に、リザがカウンターテーブルの上に着地していた。

「反応おっそ。寝起きかよ」

　気の抜けた声とともに、リザは片方の男の頭を摑つかみ、手首を支点に捻ひねってみせた。首が一八〇度回転したびっくり人間を見て、生き残った黒服は絶叫とともに椅子から転げ落ちる。

「てっ、ててててめえらまさかっ、〈銀シロガネ使つかい〉かよッ！」

「正解」

　発狂寸前の男を見下ろしながら、左胸に棲すむ怪物に働きかける。〈銃創ステイグマ〉が嬉うれしそうに脈動し、男に向かって突き出した左手に黒い霧のようなものが発生。脳内に広がる無数の選択肢から一つを選び出し、次の動作を確定する。呼応するように霧が瞬時に晴れ、左手に黒塗りの短機関銃が一丁召喚された。

　毎分五〇〇発もの連射速度を誇る短機関銃〈クリックガン〉のフルオートが、黒社会の屈強な男を挽ひき肉にくにしていく。三〇発ほど撃ったところで短機関銃を消し、バラックをホルスターに戻しながらカウンターの奥にある金属製の扉へと向かう。リザが苦笑しながら肩を竦すくめているのは、しっかりと施せ錠じようされているという合図だろう。右手に出した散弾銃シヨツトガンでドアノブを粉砕し、強引に地下への階段を露出させる。

　特殊な外科手術により銀の弾丸を体内に移植された人間は〈銀シロガネ使つかい〉と呼こ称しようされ、人並み外れた身体能力と、ＳＦじみた特殊能力を手に入れる。別次元に棲すむ悪魔とやらの異能の力を、銀の弾丸を介して借りることができるのだ。

　その特殊能力というのも千差万別で、俺のように武器を召喚するものから、リザのように音を司つかさどるものまで様々だ。銀使いの戦闘能力はほとんど化け物といっても良いほどであり、特にこういった対集団戦における制圧力は、一人で皇国軍の特殊部隊にも匹敵する。

「悪く思うなよ。銀の弾丸に手を出せば賞金稼ぎに狙われるってのは常識だ。恨むならアホな上司と、自分たちを生死不問の賞金首にした政府を恨め」

「死体に何無駄なこと言ってんの」

「こう言っとけば善人っぽいだろ？」

　心臓に棲すむ怪物に精神を侵食された銀使いには罪悪感を感じる機能はなく、殺人という禁忌を破ることに対する躊躇ためらいも存在しないとされている。だとすれば、この胃の底に溜たまる泥どろのような感情は俺の錯覚だ。心臓を締め付ける棘いばらのような疑問は、タチの悪い幻影だ。

　冷たい壁面に反響し、地下から幾つもの足音が怒号とともに階段へと近付いてきた。踊り場付近に差し掛かったばかりの俺たちの周りには遮しや蔽へい物ぶつなど一つもないが、それでも恐怖を感じることはない。到着した七人の男たちが、機関銃の銃口をこちらに向けた。

　リザが凍るような笑みを残して床を蹴った。男たちが焦燥に駆られて発砲するも、リザの黒髪が後ろに流れ、無数の弾痕を置き去りにしていく。訓練された軍人ならともかく、ただ強力な武器を持っただけの素人ギヤングの攻撃が銀使いに当たるわけがない。疾走するリザが囮おとりであることにも気付かず、俺を意識から外しているのも致命的な失敗だ。

　リザが連中の手前で飛ひ翔しようし、射線から逃げた。その瞬間を逃さず、俺は両手に召喚したクリックガンを一斉掃射。死神の息い吹ぶきはリノリウムの床を蹂じゆう躙りんし、圧倒的な破壊力に晒さらされた人体を瞬時に肉塊に変換していく。鼓膜を劈つんざく轟音を背景音楽にして、大量の空から薬やつ莢きようが足元で踊り狂っていた。

　頰に掛かった紅あかい飛沫しぶきを手の甲で拭いながら、閉められた扉の前に二人並んで立つ。

「そういえば」乱れた前髪を直しながら、リザが呟つぶやいた。「家の鍵かけてくるの忘れてた」

　この状況でくだらないことを考えていられるリザは、完全に常軌を逸している。

「どうせ、家に盗られるようなもんなんて置いてないだろ？　安心しろよ」

「政府にバレない隠し口座作るのも面倒だから、今までの報酬は全部テーブルの上に重ねて置いてんの。それを誰かに見られたら流石さすがにヤバいでしょ」

「……マジかよ。そんな大金を、隠しもせず堂々と放置してるってのか？　お前の無神経っぷりが一番ヤベェよ。ああ、鳥肌立ってきた」

「ベッドとテーブルしか置けないような狭い部屋のどこに、隠すスペースがあるんだよ」

「まず、家の中に置くっていうイカレた発想をやめろ」血ち塗まみれの俺たちには一番似合わない台詞せりふが、自動的に飛び出した。「この仕事が終わったら、防犯講習に無理矢理連れて行ってやる」

　言いながら扉を蹴破るとまず眼めに映ったのは、一般企業のオフィスのような空間に浮かぶ、幾つもの銃口だった。憎ぞう悪おと恐怖が混じった瞳で、十人を超える男たちが拳銃の照準を俺たちに向けている。秩序を裏切り、混こん沌とんに身を預けたはずの悪人どもの手は震えていた。

　闇やみのように昏くらい銃口たちが、一いつ斉せいに火を噴ふいた。既に予測していた俺は、右手に警察の機動部隊が使うようなライオットシールドを展開。合金製の頑強な盾が鉛の矢をすべて弾はじいていく。

　後ろで銃弾をやり過ごしているリザが舌打ちをしやがった。そんなに暴れたいのかよ。

「ほら。いつもの奴。さっさと渡してよ」

　このままでは興奮した相棒に後ろから刺されかねないので、仕方なく要求に従うことにした。左胸の〈銃創ステイグマ〉に干渉し、能力を発動。後ろに回している左手に、一本の〈刀〉を召喚した。それを受け取ったリザが、嬉き々きとした表情で盾の陰から飛び出していく。

「大人しく暴れろよ？　お前がそれ使うと、本気でグロいから」

「はっ、そんなの私には関係ない」

　安全圏からわざわざ射程内に入ったリザを、手前にいた二人の男の銃口が追う。距離にして三メートル弱。その距離ならば銃弾が敵の体を射貫く方が早いという二人の判断は、残念ながら完全に間違っていた。男たちの指先が動いて引き金が絞られるよりも早く、白銀の切っ先が左から右に流れ、二丁の拳銃を解体していたのだ。リザは敵の武器を無力化しつつ飛び上がった。空中で旋回しながら男たちの首筋や胸部を正確に狙い切断していく。

　残る九人がリザの危険性をようやく理解したが、もう遅い。噴水のように飛び出してきた紅あかい液体をその身に浴びることもなく、既にリザは致死の旋風と化していた。

「あはっ、やばいマジで楽しいっ！　あんたらもビビってないで暴れろよッ！」

　流れるような動きで身の丈ほどもある刀を振るい、一陣の風となって並んだ机の上を走り抜ける。秒速三〇〇メートルの弾丸の雨が、たった一人の人間を掠かすめることさえできない。

　自らの死を認識する暇すらなく、バラドー商会の構成員たちは次々に二等分されていき、大量の血液と内臓をブチ撒まいて嵐に華を加えていく。鼓膜を揺らす悲鳴と吹ふき荒すさぶ血の嵐の中、リザが振るう刃はどうしようもない説得力を伴って、触れた者に死を運んでいた。

「全員は殺すなよ」

　ホルスターから抜いたバラックで最小限の援護射撃を行いながら、リザに向かって叫ぶ。
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　部屋の一番奥、見るからに高級そうな木製の机の上で、リザの乱舞は停止した。刃に付着した血ち糊のりを払い、恍こう惚こつとした表情で低い天井を仰いでいる。彼女の口くち許もとに浮かぶ稚ち児ごのような笑みは場違いなほど無邪気で、そして先刻まで淀よどんでいた紅あかい瞳は宝玉のように輝いていた。

　一種の神こう々ごうしさすら感じさせる光景に、俺は眩暈めまいを覚えた。戦闘行為を娯楽のように享受し、殺戮という愉悦に浸るような人間が、そんな冗談のような化け物が、この世界に存在していいはずがない。

　だが、この感情は禁忌だ。人間兵器たる銀使いにとっては、壊れていることこそが正義なのだ。だから俺は、狂った笑顔を貼り付けて言い放たなければならない。

「俺たちの目的ならもう解わかってるはずだろ、幸運なクソ野郎ども？　楽に死にたいなら、銀の弾丸の在あり処かを吐けよ。……ああ、そうそう。そこのイカレ女は三度の飯より拷問が好きな加虐主義者サデイストでね、今もお前らを切り刻みたくてうずうずしてる。一方俺は聖者のように優しく慈悲深い男だ。正直な奴には、なるべく苦痛の少ない死を与えてやるよ」

「ラルフ、私の間違ったイメージを植え付けないでくれる？」

「どう違うんだよ」

　銃口を向けて脅しながら、三人を一ヶ所に集める。強面こわもての男たちの顔は一様に恐怖に染まっていた。恐らく一番若いであろう金髪の青年に至っては、震えながら嗚お咽えつを漏らしている。

「くそッ！　ハァ、はっ、きき聞いてた通りだ。しっ、銀使い、てめえらはマジでイカレてやがる！　なあおい、早く死んだ方がいいぜ腐れ野郎どもっっつあああああああッッ！」

「なにそれ、遺言？　まじウケるんだけど」

　やけくそになって怒鳴り散らしてきた中年男の太ふと腿ももを、リザは冷笑を浮かべながら貫いた。

「てか何？　銀の弾丸を売うり捌さばいてる張本人が、それが何のために使われてるのか知らないわけがないじゃん。そんなもんが大組織の手に渡ってしまう前に食い止めるのが、私らなりの優しさなんだよね。社会貢献ってやつ？　罪のない連中が大勢死ぬよりゴミ虫どもが先に死んだ方が合理的だし、なにより私も楽しめるわけだし。だから私のためにも死んで？　お願い」

「やめろバカ。そいつはレイナス・バラドー、この組織のボスだ。写真で確認しただろうが」

「だって私、興味ないことはすぐ忘れちゃうし。こいつが銀使いでも雇ってくれてたんならもっと楽しかったんだけど」

「この戦闘狂が」呆れすぎて皮肉も出てこない。「縁起でもねえこと言ってんじゃねえよ」

　苦く悶もんに呻うめく白髪頭の男の顎を持ち上げ、無理やり目を合わせる。逃げ場のない殺意は脆い精神を砕き、決意を崩壊させた。男は申し訳なさそうな顔で二人の部下の顔を交互に見る。自らのボスが賊に屈服したのを見て、哀れな部下たちは肩を落とした。金髪の青年はまだ子供のように泣なき喚わめいている。危うく同情心を抱いだきかけた俺を、リザの真しん紅くの瞳が見ていた。

「……分かってる」

　リザは俺の弱さを知っている。化け物でありながら、人間に未練を持つ俺の惨みじめさを。だがそれを声に出して指摘しないのは、こいつなりの配慮なのだろう。

　迷いを押おし退のけ、バラックの銃身をレイナスの口内に突き入れる。前歯が砕ける感触が銃身を伝ってきた。更に深く突き入れると、レイナスは最さい奥おうの壁、大きな本棚の方向を指差した。

　バラックを抜く。唾液と血液、更には胃液が糸を引いて銃身に纏まとわりつく。ようやく呼吸を整えた男が指示したのは、本棚の下から三段目、分厚い辞書によって隠いん蔽ぺいされている、壁に嵌はめられた隠し金庫だった。恐怖に心を折られた男は、こちらが優しく訊きくまでもなく、金庫の番号まで教えてくれた。一二桁けたの数字を暗唱することで襲撃者の赦ゆるしを得られたとでも勘違いしたのか、レイナスは威い勢せいよく叫ぶ。

「はっ、はっ、てっ、てめえらは必ず後悔するぞ！　後で絶対に殺してや」

「あっそ」

　唾を飛ばしながら喚わめく往おう生じよう際ぎわの悪いボスが、突然静かになった。見ると、皺しわだらけの眉み間けんに禍まが々まがしい形状のコンバットナイフが突き刺さっていた。

「リザ、番号が本物かどうかも判わからねえのに何殺してんだよ」

「こいつの心音に噓うそはなかった」

「はっ、そうかよ」

　リザは聞き出した番号を入力し、金庫の電子ロックを解除する。しかしその中に入っていたのは白い封筒が一つのみ。捜している銀の弾丸はおろか、現金や通帳すらなかった。

　焦あせりとともに封筒を破くと、中から出てきたのは一枚の黒い手紙だった。片目から左腕が生えたようなふざけたマークとともに、洒落しやれた字体で「ドラッグ・パーティーにようこそ」とだけあった。普通に考えるなら、何者かが既に銀の弾丸を持ち出しており、そいつはありもしないものを巡って殺し合う俺たちを嘲あざ笑わらうためにこれを用意したということだ。

「どういうことだ？」動どう揺ようを隠せていないのが自分でも解わかる。噓うそならリザが見み抜ぬくはずだ。「こいつが噓を言ってないのなら、誰かがボスに内緒で持ち出したってことか？」

「あんまり現実的じゃないと思うけど。でも少なくとも、レイナスは何も知らなかった」

「じゃあいったい、どういう」

　疑問を口に出したその瞬間、死の予感が頰を撫なでた。

　殺気の正体を察知するよりも先にライオットシールドを出して備える。響き渡る轟音。突然の事態に身体が硬直してしまって動けない。ああ、これは間違いない。間違いなくさっきまでの奴やつらとは種類の違う殺意だ。すなわち、化け物の放つ殺意である。

「やっば。まじ激ヤバっ！　願ってもない超展開じゃん！」

　リザの歓喜が、緊張する空間を貫いて俺の鼓膜に届く。もう大丈夫だ。身体も正常に動く。

　轟音が発生した方向を見ると、さっきリザが金庫を探していた本棚が、何か巨大な獣に食い破られたかのように破砕していた。巻き上がる粉ふん塵じんの中に、粘着いた殺意の正体。そいつは確かに、さっきまでレイナスの隣で泣なき喚わめいていた金髪の青年だった。

　ただし、その風貌は先程までとはまるで違う。纏まとっている空気の違いもあるが、最も大きな相違点は通常よりも二回り以上は肥大した右腕だろう。皮膚は赤黒く変色しており、五本の爪は短剣のように鋭利だった。広げれば俺の肩幅ほどはある掌てのひらを徒いたずらに開閉しながら、青年は空虚に笑っていた。

「さっきの号泣は演技か。まんまと騙だまされたよ。こんな腐れ仕事からはもう足を洗って、俳優で世界でも目指したらどうだ？　もちろん陰ながら応援してやるよ」

「ははっ、そんなお世辞はいらないよ」

　好青年のような口調だが、本質にある狂気が全く隠しきれていなかった。なんせ、まともな人間はこんな人形めいた笑顔は作れない。こいつの視線は俺ではなく、俺という破壊対象を見ているのだ。こうして言葉を交わしてみても、会話をしている実感が全くない。

「よ、よしいいぞエリック。そのまま助けてくれ！」

「いいですよ。ほら、手を握って」

　唯一生き残っていた男に、エリックと呼ばれた銀使いは人間のままの形状を保つ左手を差し出した。相変わらずの中身が伴わない笑顔を警戒して、俺は動けない。気付くと、既にリザが横に立っていた。桜色の唇が愉たのしそうに動いている。

「ねえラルフ、私の勘ってヤバくない？　まさか本当に銀使いを雇っててくれたなんて！　ああヤバい、テンション上がってきた！」

　異常さでいえば、うちのリザも負けてはいない。普段は低血圧で常に不機嫌なくせに、戦闘になると思春期の少女のように活発になる。だがまあ、味方のうちは心強いのは確かだ。

「気を付けろよ。見るからにあいつと接近戦はヤバい。距離を取って戦うぞ」

「私が射撃とか苦手なの知ってんじゃん。陰湿な戦い方なら、あんたがやってりゃいい」

　俺の忠告を無視して、相棒は刀を構える。俺も、仲間の手をまだ握っているエリックにクリックガンの照準を合わせた。膨張する空気。交錯する視線。リザが喊かん声せいとともに飛び出した。

　俺が引き金を引こうとした瞬間、視界に黒い影が広がった。

　それはエリックが放り投げた仲間の身体だった。毎分五〇〇発の弾丸が男を蜂の巣に変えていくが、肝心のエリックには届かない。死体が失速して地面に落ちたときにはもう、二人の決闘者は部屋の中央まで移動していた。

「さすが銀使い、仲間の命を何とも思ってないね！」

「彼らはただの依頼主だよ。もしかして引いた？」

「まさか！」俺の眼めでは追えない速度で刀を振り乱しながら、リザが笑う。「私が戦う相手なら、そのくらいじゃねーと話になんねえよッ！」

　エリックは壁や天井を蹴りながら、部屋を立体的に利用して太刀筋から逃げる。俺が援護射撃しようとすると、すかさずリザを射線上に誘導するという視野の広さも脅威だ。だがこちらが数的有利な状況に変わりはない。銃撃で敵を牽けん制せいしつつ、俺も徐々に距離を詰めていく。

　リザが突き出した白はく刃じんを、エリックは異形化した右腕で受ける。まるで鋼か何かでできているかのような硬度で、リザの刺突は軽々と弾はじかれた。

　しかし、リザの剣技の神しん髄ずいは流れるような連続攻撃にある。右に流れた刀を両手で握り直し、エリックの足元に踏み込みながら振り下ろす。それを後方へ跳んで回避した相手の喉元を狙って、掌てのひらで反転させた刃を斬り上げた。金髪の男の口くち許もとには笑み。戦せん槌ついのような右腕が漆黒の颶ぐ風ふうとなって刀身を横から捉え、金属質の悲鳴を残して刃を圧へし折おった。

　得物を破壊されたリザは、柄と砕けた刀身だけになった刀を投げ捨て、太ふと腿ももに巻かれたホルスターからナイフを抜く。刀を犠牲にすることで敵の体勢を崩し、まんまと懐ふところに入り込むことに成功したのだ。

　突き出されたナイフは、反応が追い付かないエリックの左胸に突き刺さる。リザは即座に男の身体を蹴飛ばして後退。緩慢に宙を舞う刀の破片が、今頃になって落下した。

　俺の横に並んだリザには、何故なぜか焦燥の色が見られた。

「なんなのアイツ。アホみたいな筋肉のせいで、ナイフが心臓まで届かなかったんだけど」

「……マジかよ」

　怪物は空虚な笑みを浮かべたまま、リザが突き刺したナイフを引き抜いた。傷口からは僅かに出血している程度で、致命傷には程遠かった。

　その上、奴の右腕は更にドス黒く巨大になっている。事務机を握り潰せるほどの大きさになった剛腕は、この狭せまい地下室では脅威だ。押し潰すような空気を纏まとっているせいなのか、奴の身体全体の体積も増しているように見える。

　恐怖を押し殺し、俺はエリックに問いを投げた。

「一応聞くが、銀の弾丸は今どこにある？」

「僕はただの傭よう兵へいだよ。邪魔者を消せという以外、何も伝えられていない」

　リザに確認するまでもなく、エリックに企てに参加する協調性があるとは到底思えない。

「何も知らねえなら、こんなバカに用はねえ。さっさとぶっ殺すぞ」

「笑える冗談だけど、無駄だよ。壊されるのは君たちだ」

　エリックの赤黒く変色した右腕が膨張する。巨人のような手が摑つかんだのは、部屋の中央に置かれていた革張りのソファだった。

「避けろっ！」

　俺たちは左右に分かれて地面を転がる。風を切る音が聞こえるほどの速度で投とう擲てきされた家具は机や椅子を破壊し尽くし、壁に激突したところでようやく停止した。

　奴の狙いが俺たちを分断することだと気付いたときには既に、向かってくる五本の爪が視界を覆っていた。生存本能が下した命令に従って、ライオットシールドを高速展開。合金が陥没する轟音と脳の髄まで揺らしてくる衝撃を受けて初めて、防御が無意味だったことに気付く。

　朦もう朧ろうとする意識の中で何とか機関銃を召喚するも、もうエリックの姿が視界から消えていた。リザの叫び声。俺はやけになって床に頭から飛び込んだ。

　一瞬遅れて、質量の塊が頭の後ろを薙ないでいく。だがまだ状況は全く好転していない。急いで立ち上がったときにはもう、怪物が腕を振り上げていた。

「どんだけ世話掛けさせんだよこのバカっ！」

　俺の後方にいたリザの援護射撃。銃の扱いが壊滅的に下手な相棒の攻撃は全く当たらないが、一瞬の足止めには成功している。内心で胸を撫なで下おろしながら後退する。

　こいつは強い。手しゆ榴りゆう弾だんの爆風すら防ぐ盾を陥没させるほどの馬鹿げた筋力だけでなく、相手を追い詰めるための冷静な思考も兼ね備えている。

　見ると、奴の身体は二メートルを超える高さにまで達していた。右腕だけでなく胸部から両脚にかけての筋肉が肥大化しており、奴が着ている黒いスーツは膨張に耐えられず所々破れていた。人間の形状を保っているのは首から上と、それから左腕くらいなものだ。

「奴の能力もだいたい見えた。どうやら奴の身体は時間の経過とともに怪物に近づいていき、質量も増大する。最初俺たちがこの部屋に入ったときに弱者の演技をしてたのは、そのための時間稼ぎだ。これ以上デカくなられると、この狭い室内じゃどうしようもなくなるぞ」

「なるほど、次が最後ってことね」

「そういうことだ。何か策は？」

「……アレを使う。ラルフは隙を作ってよ」

「了解。てか、刀の在庫はあと一本しかねえからな。大事に使えよ」

　右手に出した刀を投げ渡しながら、俺は切り札となる兵器を左手に生成する。勝負は一瞬だ。タイミングを逃せば、そこですべてが終わる。

　リザはまだ異形化していない左側から回り込む。短機関銃の射線上にある家具が無残に食い散らかされていく中、巨大な腕を掲げていたエリックは無傷。俺の攻撃を防ぎつつ後退していた男は壁かべ際ぎわで急停止して、追撃しようと近付くリザを狙った。

「さあ、壊れろ！」

「ごめん、それこっちの台詞せりふ」

　皮肉めいた微笑で黒髪の女は空中を駆ける。後方に宙返りして超質量の激突を躱かわしたリザは、着地と同時に腰から抜いたナイフを投とう擲てき。エリックはそれを右腕で防ぐしかない。

　リザの強さは索敵能力だけに留とどまらない。極限まで研ぎ澄まされた動体視力や反射神経は、接近戦での一瞬の駆け引きにおいて真価を発揮する。刹那の瞬間を分割し、僅かな筋肉の動きから敵の次の行動を予測、最短の動作で対応してみせるのだ。

　だが、流麗に踊る相棒に見み惚とれている暇はない。俺は左手に握っていた円筒状の物体をエリックの足元に投げた。

　閃せん光こう。続いて響き渡る世界が壊れるかのような轟音。

　殺人的な光と音は目を閉じていた俺の瞼まぶたを容易たやすく通過し、両手で塞ふさいでいた耳の機能すら一時的に奪うばってしまった。最初から備えていた俺ですらこれだ。至近距離で閃光手榴弾スタングレネードの直撃を受けたエリックの視力と聴力は、もはや機能していないはず。

　常人なら確実に気絶したであろう光と音の爆発も、銀使いの耐久力なら軽減できるだろう。目を押さえながらよろめいているだけのエリックは、確かに化け物だ。だが、今この部屋にいる三匹の内の一つに過ぎなかった。

　耳鳴りが響く世界で交錯する、大小二つの人影。

　一瞬ののち、巨体の方のエリックは膝から崩れ落ち始めた。左肩から心臓まで達した深い斬り傷から鮮血が噴出し、リザの横顔を血の雨で染めていく。短機関銃の連射すらも完封する硬度の身体を両断されたエリックの顔面には驚きよう愕がくがあった。痛みや絶望よりも先に、有り得ない現実への回答を求めていた。

「ど、どうしてそんな刃物で、この身体を……、い、いや待て、なん、だそれは……？」

　ようやく回復した聴覚が最初に捉えたのは、空間を切り裂くような高音。女の悲鳴にも似た高音の出所を探ると、リザが握る刀が高速で振動していた。直接触れなくても身体を刻めるほどの速度で振動する刃は物体を切削し、副次的に発生した高温は万物を溶断する。通常を遥はるかに超える威力を持つ刃は鋼すら薄紙のように両断してしまうのだ。

「光栄に思いなよ。この私が、奥の手を出してやったんだからさ」

　銀使いのリザは、周囲の音を支配できる。数キロ先の微かすかな音を拾うことも、自分の周囲の爆音を消すことも、超音波で空間を瞬時に把握することも、今のように高周波を発生させて物体を振動させることも可能だ。銀使い同士の戦闘において、この応用力の高さは脅威となる。

「でもまあ、ほんと、楽しませて貰もらった」

　少女のように屈託のない笑顔を見せるリザに、瀕ひん死しの怪物の表情は恐怖に覆われた。

「こここ、この化け物、め！」

「え、何それ。なんかさ、すげー醒さめるんだけどそういうの」

　リザの紅あかい瞳に、昏くらい影が差した。金属分子まで揺らす振動に耐えきれず、ついに刀身が砕ける。白銀の破片が紙吹雪のように虚こ空くうを舞い、リザの凍え切った横顔を彩いろどっていく。

　エリックの顔には極限の苦痛。哀れな怪物は、心臓に届く致命傷を受けていながらも、まだ死ぬことができていない。銀使いの自然の摂理を無視した生命力は、敗れた男の魂をいまだに地上へと縛り付けていた。死神が緩慢な速度で近付いて、涙すら流す殺人鬼を嘲あざ笑わらっている。鎌はまだ振られない。圧縮された永遠の中で罪人が罪を悔いても、まだ救いは来ない。

「ああああああああああっっっ！　やめろ！　来るなああああああああっっっつつつ！」

　そして次に、何かを恐れるように絶叫するのだ。何度も見てきた光景だ。銀使いの最さい期ごは、決まってこのような結末を迎える。今まで俺が殺した連中にも、例外は一つもなかった。

　死にゆく彼らが恐れているのは死ではない。断じて、そのような生易しいものではない。それだけは解わかる。根こん拠きよもないのに解わかってしまう。

　絶叫するエリックの眉み間けんを、俺が抜いたバラックの九ミリパラべラム弾が撃ち抜いた。男の身体は一瞬の痙けい攣れんの後に完全に停止。ようやく死に抱かれた亡なき骸がらを見下ろしながら、俺は煙草タバコに火を点つけた。煙がいつもより苦いのは、きっと気のせいではないのだろう。

「ねえ、ラルフ。死んでいく銀使いは、何から逃げて泣き叫んでるんだろうね」

　ついさっきまで戦闘を楽しんでいたリザの声からも、喜びは消きえ失うせていた。

「さてね」紫煙を吐き出しながら俺は言う。「そんなのは、死んでからのお楽しみだ」

　精一杯の皮肉が強がりでしかないことくらい、リザには気付かれているだろう。だが彼女は何も言わない。当然だ。お互いに、とっくに理解していた。

　精神こころを餌に手て懐なずけた狂きよう気きで、俺たちはすべてを喰くらってきた。背後に築いた死体の山がどれだけ俺たちを戒いましめても、構わず進んできた。そのための代償が救いようのない惨みじめな死であるというのなら、罪人おれたちはそれを甘あまんじて受け入れるしかない。

　俺がエリックにとどめを刺したのは同情からではなく、突きつけられた自分の未来という現実から、少しでも目を背けたかっただけなのだ。

「……くそったれ」

　吐はき棄すてた言葉を拾う者はいない。意味は霧む散さんし、音律は血に汚れた床を転がって爆はぜた。
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　薄暗い照明が、灰色の部屋を照らしていた。夜の街を埋め尽くす猥わい雑ざつな光が、閉められたカーテンの向こうで淡く点滅している。

　黴かびのような臭気が鼻をつき、シエナ・フェリエールは思わず顔をしかめた。粗末なベッドに腰を掛け、不安と恐怖の混じった表情で淡い唇を開く。

「これからどうするつもりなの？」

　シエナの問いに、部屋の隅で蹲うずくまる男は虚うつろな目で返答した。

「どうするも何も……、早く成れの果ての街から抜け出さねえと」

「ダニー、本当に私たち逃げ切れると思ってるの？　この街を出る前に組織に捕まれば、どんな目に遭うのかも解わからないのに！」

　お抱えの高級娼しよう婦ふである自分を連れ出して逃亡した構成員ダニエルを、組織が見逃すはずがない。もし捕まれば、ただ殺されるだけで済むはずがなかった。

「簡単なことじゃないのは解わかってる。でも、こんな街からは早く逃げ出すべきなんだ」

「だからってこんな危険なこと……！　あなたはただの運転手で、私はただの娼しよう婦ふ。映画の主人公にでもなったつもりなの？　私はあなたのように楽観的にはなれない！」

「いいか、シエナ」ダニエルは真剣な表情になり、両手でシエナの肩を摑つかむ。「俺がお前を守ってやる。だから俺を信じてくれ」

「解わかってる。別にあなたを信用してないわけじゃない。ただ……」次を言いかけて、シエナは首を振る。「……ごめん。少し、落ち着いて考えさせて」

　自分たちの置かれている状況は、人の歴史の中で幾度となく繰り返されてきたものだ。多くの男たちが自由への飛ひ翔しようを夢に見て、多くの女たちが甘い希望に身を預けてきた。しかしシエナは知っていた。彼ら彼女らの物語が、どう終わり、どう語られてきたのかを。

　薄暗い部屋を覆う霧のような絶望が、ふたりを閉じ込めているようだった。




　　　　◆




「〈デイドリーム〉っていうクスリの噂うわさを聞いたことは？」

　退屈を紛まぎらわすためだけの俺の問いかけに、助手席のリザは窓の外を向いたまま答える。

「いや、聞いたことない」

「昔仕事で関わった売人に教えてもらった話だが、イレッダ地区でもほとんど流通していない、かなりの高級品だそうだ。その効能が何より便利で、服用した人間の前後数時間の記憶がブッ飛ぶばかりか、効いている間は誰の命令でも忠実に従うようになる」

「へえ、本人に記憶が残らないなら、いくらでも悪用できそうじゃん。攫さらってきた女とセットで金持ちに売りつけるとか」

　ボロ車を運転して目的地まで移動するという退屈な作業に、俺もそろそろ飽きてきていた。眠たい目を擦こすりながら、面白くもないジョークを紡つむいでいく。

「一番人気だったのは、組織の構成員に汚れ仕事をさせる前に服のませるやり方だ。実行犯には記憶がないから情報が漏れることはないし、どんな無茶な命令でも喜んで実行してくれる」

　相棒は欠伸あくびを隠そうともしていないが、構わず続けることにした。

「ある弱小組織のボスはよく、その辺のチンピラどもをとっ捕まえてクスリを服のませ、敵対組織を襲撃させていた。だけど、どんな便利なアイテムにも欠点はある。どこかの倉庫で薬漬けにしたガキどもに武器を渡していたとき、外から拡声器の声がした。『目の前にいる連中をぶっ殺せ！』ってな」

「ああ、敵対組織の命令でも聞いちゃうってことね」

「その通り。おかげで、敵対組織は一人の犠牲も出さずに連中を皆殺しにできたってわけだ」

「それで、この話の教訓は？」

「『力に溺れる者は、いつかそれが原因で自らの身を滅ぼしてしまう』かな」

「相変わらずくだらない」

　リザは間を持たせるだけの陳腐なジョークを鼻で嗤わらう。俺たち二人に対する皮肉も込めてみたつもりだが、どうやら相棒のお気に召す内容ではなかったらしい。退屈な話が終わったところでやっと、目的地に到着したようだ。酒場近くの駐車場に車を停める。

「行くぞリザ。今夜は奢おごってやる」

「私はいい。ここで寝てるから」

「もうガキじゃないんだから、少しは社交性を持てよ」

「は？　うるさい……」

　会話の途中でもうウトウトし始めたバカを引ひき摺ずってまで連れて行く義理もない。相棒を残して車から出ると、微かすかな潮の香りが冷たい海風に運ばれてやってきた。

　穏やかな夜の海に、雑多な光の群れが揺らめいている。西海岸にあるここからでも、人工島イレツダのシンボルである、建設途中の超高層ビルの威容が遠くに見えた。遥はるか高みを目指し、半ばで放棄された欲望の巨塔。この街の有あり様さまを表現するのに、あれ以上のものはないだろう。

　駐車場から少し離れた目的地まで歩く。通りを抜け、狭い路地に入ってからは陰鬱さも増していた。娼しよう館かんの客引きや薬の売人の媚びるような声を無視して奥へと進んでいく。血ち塗まみれで倒れている中年の男も見掛けたが、この人工島では野良猫よりも頻繁に見る光景だ。

　大口を開ける地下への階段を降りた先に、〈アルーゼ〉の桃色の看板が見えた。鉄の扉を開けて店内に入ると、銃撃戦でもやらかしているかのようなバカ騒ぎが広がっていた。カウンター席に座る中年の大男が、小さく手を挙げている。苦笑とともにそちらへ向かう。

「相変わらず下品な店だ」

　座りながらそう言うと、グラノフが俺を一いち瞥べつした。

「こういう店は嫌いか？」髪と同じ砂色の顎あご髭ひげを擦さすりながら続ける。「俺は好きだけどな。こういう、ろくでなしどもが好き勝手に騒いでる感じ」

「この空気を居心地いいと思えるなら、それはもう頭の病気だ」

　適当に酒を注文しながら店内を見渡す。それぞれ凶悪な顔面をした犯罪者どもが、怒鳴りつけるように騒いでいた。麻薬の売買が平然と行われ、殺すだの殺しただのの台詞せりふがあちこちから聞こえてくる。隅の方では大男たちが殴り合い、周囲の連中はどちらが勝つか賭けていた。

　馬乗りになった方の男が取り出したナイフを見て、客どもは腹を抱えて笑い始めた。奴らにとっては、他人の死すらも娯楽でしかないらしい。温和な顔をした老店主も、苦笑いを浮かべているだけで止めようともしない。後片付けが面倒だな、としか思っていない表情だった。

「銀使いは人の心を棄すてた化け物だと言われるが」グラノフは酒杯を傾けながら笑う。「この街の連中も充分なほど人間を辞めてる。ラルフ、お前よりはよっぽどな」

　長い付き合いだ。グラノフは、俺が銀使いとして異質であることを、人間のままの精神で化け物を演じていることを知っている。

「それは皮肉のつもりか？　ジョークの腕も随分と落ちたな」

「そう怒んなよ。ちょっとからかってみただけだ」

　イレッダ署で課長の役職についているグラノフ・ギルヴィッチは、店内を満たす騒音に耳を傾けながらグラスを呷あおる。二五歳の若造でしかない俺に、たまに裏口で仕事を回してくれたりもするこの男は、イレッダ地区における数少ない協力者の一人だ。

「仮にも警官が、こんな無法地帯で吞んでるなんて知られたら大変だな」

「成れの果ての街の警察が正義の味方じゃないことぐらい、今どきガキでも知ってるさ」

　グラノフが言う通り、この街では警察なんてのは置物に過ぎない。そうでなければ、動く募金箱か何かだ。よほどの大事件でもやらかさない限り、たいていの犯罪は署に賄賂を贈れば揉もみ消けせる。そして銀の弾丸が絡からむような危険な仕事は、中央の〈猟犬部隊ドツグス〉や俺たちのようなフリーの銀使いに丸投げしている有あり様さまだ。

　本来、政府に登録されていない銀使いはそれだけでブラックリスト行きなのだが、実は俺たちのような協力的な化け物を何人か手元に置き、その存在を黙認しているのが現状。グラノフは俺とリザにとっての警察へのパイプ役ということになる。

　馬鹿でかい口へ酒を流し込むグラノフの瞳には、悪戯いたずらめいた気配が混じっていた。

「そういえば、リザはどこだ？」

「車で寝てるよ。あのガキは酒が嫌いらしいからな」

　言いながら煙草タバコを箱から取り出す。差し出されたライターの火を拝借していると、髭ひげ面づらの男は優しく微笑ほほえんでいた。

「あの戦闘狂にも、可愛かわいらしいところがあったってことか。ほのぼのするよ」

「その台詞せりふを寝起きのあいつの前で言ってみろ。次の日の新聞にお前の訃報が載る」

　以前そのことを指摘して笑った俺を、リザが本気で殺そうとしたことがある。よっぽど恥ずかしいのか知らないが、照れ隠しの一環で殺される俺の身にもなってほしいもんだ。

「しかし、お前らがエリック・フォスターを殺やったとはね。確か、政府も軽くマークしてるくらいには危険人物だったはずだけど。あれからもう、一週間くらい経たつか？」

「リザが同等以上の化け物じゃなかったら、ぶっ殺されてたのはこっちの方だったよ」

「お前の証言をもとにレイルロッジ協会の学者どもに調べさせたが、奴の銀の弾丸の悪魔なかみは〈ザガン〉というものらしい。単純な序列で言えばリザの〈アムドゥスキアス〉以上とのことだが、お前らが死んでないってことは、能力を上手うまく引き出せてなかったんだろう」

　銀使いである俺ですらよく知らないことも多いが、銀の弾丸に封じられているとされている悪魔の能力を引き出すには、ある程度の才能というか資質が必要らしい。いくら強力な怪物を飼っていようと、その資質とやらが足りなければ意味がない。

　そもそも、銀の弾丸の移植手術自体にもかなりの危険性がある。四分の一は拒絶反応を起こして死ぬか廃人になると聞くし、仮に生き残っても化け物を身体に宿していれば精神に悪影響が及んでしまう。それは、エリックやリザを見ても明らかだ。

「前にも話したが、銀使いとして強力ってのはつまり、それだけ人間から遠ざかっていってるってことだ。しっかり手綱を握っとけよ。飼い犬に手を嚙まれる程度じゃ済まなくなる」

「あいつが雇い主の命令をおすわりして訊きくような忠犬に見えるか？　それにまあ、何というか、あいつにそんな心配は要らねえよ。銀の弾丸の悪魔なかみに喰くわれたりはしない」

「やっと他人を信用できるようになったか。昔のことはもう吹っ切れたのか？」

「……死ね。くだらねえこと言ってんじゃねえよ。そんなに脳天で呼吸したいのか？」

　グラノフは困ったように笑いながら、肩を竦すくめてみせた。今の俺はどんな顔をしているのだろう。考えたくもないが、動揺しているのは確かだった。

「悪かった、素直に謝るよ。ただ、苦い過去を忘れないってのはいいことだと思うぜ。空っぽのまま生きていくよりは遥はるかに救いようがある。苦悩することもまた、生きている証明だ」

「はっ、せいぜい肝に銘じとくとするよ」酒杯を一気に仰ぎ、感情をリセットする。「ところで、事務所から消えた銀の弾丸の行方はどうなってる？」

「この街の警察の無能っぷりを舐なめない方がいい。恐らく流通経路は何重にも偽装されているだろうし、すぐに探し出すのは無理だ」

「予想通りの返答だな。それと、疑問はまだある」

　エリックにやられた右肩がまだ少し痛む。苦い記憶を吐き出すように続けた。

「バラドー商会は零細の武器商人どもが創った、生まれて間もない弱小組織だ。武器の流通に一枚嚙かんで細々とやってはいたが、大組織の後ろ盾も満足に得られていない連中でしかない。そんな奴らが、何故なぜエリックのような銀使いを雇えた？　それにフィルミナード・ファミリーから銀の弾丸を奪おうとするなんざ、命知らずの馬鹿でも滅多にやらない」

　現に連中は、警察グラノフの依頼を受けた俺たちによって壊滅させられた。俺たちがいなくても、五大組織の内に数えられるほどのフィルミナードが黙っているはずがない。

「何か他の組織の後ろ盾があったのかもな。適当に挙げるなら、フィルミナードと何かと対立しているロベルタ・ファミリー、それか他の五大組織のどれか……。他にも成り上がりを狙う連中がいるかもしれない」

「結局、見当がつきませんってことじゃねえか」

「あたりまえだ。俺とお前の仕事はとりあえずはここで終わり。組同士のゴタゴタは知ったことじゃねえ。これ以上仕事が増えなければそれでいいんだよ」

「はっ、警察官の鑑かがみだな。小学生のガキどもに聞かせてやりたいくらいだ」

「さぞ警察官志望のバカが集まるだろうよ」

　倫理観を機関銃でブッ飛ばして、その上にクソを塗りたくったような街だ。当然、そこに住む連中がまともなわけがない。俺たちは揃そろって吹き出した。

「しかし、お前ら化け物といると、例のおとぎ話が現実にあるような気がするよ」

「あの、悪い魔女が悪魔の軍団を連れてやってくるー、ってやつか。俺もガキの頃にだいぶ脅おどかされた記憶があるな」

「本当に恐ろしいのは、三〇年経たってもまだ、銀の弾丸について何も判わかってないことだ。移植手術の方法と、各地に散らばる文献だけを残して、魔女とやらの痕こん跡せきは消えた」

「魔女そんなもんが実在したのかも怪しいけどな。銀の弾丸は各国の政府が創った科学兵器だって都市伝説まであるくらいだ。そもそも銀使いである俺ですら、あんたと同程度の知識しかない」

　世界には解わからないことが多すぎる。銀の弾丸の製造方法もそうだし、化け物どもが棲すむ別の世界というのも現実味が全くない。そういう疑問は、政府や学者に任せておけばいい。俺たちはただ、目の前の腐れ仕事をこなし、霞かすみのような日々を消費することしかできないのだから。

　懐ふところに入れていた携帯が、さっきからずっと振動していることに気付いた。

「リザがお呼びだ」

「待ちくたびれたみたいだな。早く行ってやれ」

「はた迷惑なお姫様だな」

　代金をカウンターに叩きつけると、俺はバーを後にした。




　火ほ照てった体に夜風を浴びながら駐車場へと向かう。かなり酔ってはいるが、車を自分の家まで走らせることができるくらいには頭も動いているはずだ。記憶が確かなら飲酒運転は懲役刑になるほどの重罪だった気もするが、この街では素面しらふで運転している人間の方が珍しい。

　駐車場に着くと、違和感があった。愛車のグリムスを停めていたはずの場所には、何故なぜかフロントガラスに穴が開いた廃車があった。助手席側のドアはよほど乱暴に開けられたのか、もう二度と閉じることのないような開きっぷりをしている。可動域を遥はるかに超えて開かれた扉は、車の側面から情けなくぶら下がっていた。

　酔って場所を間違えたのか、違う車を見ているのか、そもそも車で来たこと自体勘違いだったのかなどといろいろ考えたが、何処どこをどう見ても俺の車だ。

「ははーん、これはさてはドッキリだな。どっかにテレビカメラでもいるってことか？」

「バカ言ってねーで伏せろ貧弱野郎！」

　襟首を摑つかまれて地面に叩きつけられる。頭上を通過していく銃弾を見て、リザに助けられたことに気付いた。混乱する頭を必死に整理しようとするが、情報が足りなさすぎる。命を狙われる心当たりがありすぎて、敵の全貌が全く摑つかめない。

「おいこらアホ女、これはいったいどういう状況だ？」

「マヌケ面のラルフが酒飲んでる間に、知らない連中がフロントガラスをノックしてきたの」

「それで？」

　止やまない銃撃をしゃがんでやり過ごしながら、リザの言葉を待つ。

「いきなり起こされたからイラついて、ナイフぶん投げてやったらガラス貫通しちゃってさ。なんか肩に刺さったのかブチ切れてきちゃって」

「そして、応戦してたらこうなったってことか？」

「そうそう。てか今思ったけど、私もしかして悪いことしちゃった感じ？」

「いきなり殺されかけてブチ切れない聖人がいたら、お祈りしてやりたいくらいだ」皮肉を返しながら、俺は重大な事実に気付いた。「ってことは、俺の車をぶっ壊したのはてめえじゃねえか！　もう死ね！」

「あーもーうるっさい。だから悪いっつってんじゃん」

　反省の様子が見られないバカはあとで必ず殺すとして、まずはこの状況をどう切り抜けるかだ。まず確認すべきなのは、敵意の有無。話を聞く限り、今のこの銃撃はむしろ正当防衛に近い。話し合いができる状態かどうかは定さだかではないが、試してみる価値はある。

「あーあー、言葉は通じます？　えー、なんかうちのバカがそちらの誰かの肩をイッちまったみたいで？　まーそのあれだ、やっぱ痛い？　一旦銃置いて話し合おうよ」

　完璧な交渉術だったはずだが、お気に召さなかったらしい。返答の代わりに返ってきたのは鉛弾の嵐だった。俺が溜ため息いきとともに肩を竦すくめると、それを合図にリザが飛び出していった。

　向かってくる銃弾を意に介さず、リザは車の屋根の上を矢のように疾走していく。俺はリザに注意が向いている内に他の車の陰から回り込み、銃声が聴こえる方向を目指す。あと少しまで近づいたところで、初めて男たちの姿を見る。左胸あたりに施されている金色の薔薇ばらの刺し繡しゆうを確認して、酔いは完全に醒さめた。

「リザ、絶対に殺すな！　こいつらは……」

　俺の威嚇射撃でできた一瞬の隙をついて、リザは車に隠れている男たちの背後に着地。彼らが振り向くよりも速く、流れるような動きで五人の男たちの顎に触れていった。

「てめえ、なにしたたたああるるるっ？」

　立ち上がって銃口を向けようとした男が奇声を上げて膝から崩れ落ちる。俺が駆け付けたときには既に五人とも意識を失っていた。泡を吹いて白目を剝むいている者までいる。

「相変わらず手て際ぎわが良いな」

　リザは自分の周囲に発生する音を支配する能力があるが、音を支配できるということはつまり空気や物質を意のままに振動させられるということに等しい。外からの干渉を受けにくい銀使いでもなければ、顎に触れるだけで脳をシェイクし、気絶させることすら容易たやすいのだ。

　夢に墜おちた男の左胸にある、金色の薔薇ばらの刺し繡しゆうを指さしながらリザが言う。

「こいつらがフィルミナード・ファミリーの下したっ端ぱどもだとして、私らに近付いたのは何で？　確か今まで仕事受けたことなかったじゃん？」

「だからこそ新規の顧客を開拓できたかもしれねえのに、お前のせいで台無しだ。まあ、知らない内にやらかした何かが原因で、狙われてただけかもしれねえけどな」

「残念ながら前者だ」

　背後に気配。振り向くと、声の主と思われる瘦そう身しんの男と、闇に浮かぶ十数もの銃口があった。リザが物体を振動させている間は聴覚の増幅が使えないことを知っていたかは解わからないが、気付かれずにここまで接近できるとは大した統率力だ。

　しかもこいつが羽織っているスーツは、他の連中のそれと比べてもかなりの上物。時計や革靴も、高級品とは無縁の俺ですら知っている一流ブランドのものだ。いくら五大組織のひとつに数えられるフィルミナードであっても、こんな恰かつ好こうをしていられるのは幹部クラスの人間だけだろう。緊張が背筋を伝う。

「私はオルテガという者だ。ラルフ・グランウィードとリザ・バレルバルトは貴様らだな？　それとも化け物らしく、〈ハルーファス〉に〈アムドゥスキアス〉と呼んだ方がいいか？」

「随分と物知りですね」

「貴様らはそれなりに有名人だからな。先日の、バラドー商会の件ではお世話になった」

　俺たちの悪魔なかみが知られていることについては驚きはない。具体的な能力以外のプロフィールは自ら流しているし、先日の仕事を受けて組織が俺たちを調査するのは当然とも言える。垂らした釣糸に、獲物が掛かったということだ。

「それで、フィルミナード・ファミリーの幹部様が俺たちに何のご用件で？」

「〈ダイバー〉という情報屋から貴様らの評判は聞いている。金さえ積めば何でもやる守しゆ銭せん奴どで、特に人のケツを追い掛けるのが得意。副業で探偵もやっているほどだ、とな」

　待ち伏せされていた理由が分かった。協力者の一人である情報屋のカイ・ラウドフィリップが情報を流していたのだ。カイには常に俺たちの現在地を知らせてあるため、奴が仲介役になり俺たちの居場所を顧客に教えることで取引をスムーズに行えるという仕組みだ。今回事前に連絡がなかったのは、あの変人なりの嫌がらせなのだろう。

「守しゆ銭せん奴どってのは誤解がありますね。俺たちは別に、小金のために仕事をやってるわけじゃない。まあそれはさておき、ご予算はいくらです？」

「はっ、聞いた通りの男だ」

　カイによる風評被害にはあとで断固抗議するとして、今は注意深くこの男の話を聞くしかない。この手の上客が持ってくる仕事はほとんどの場合厄介で、そしてほとんどの場合、断ることは簡単ではないからだ。

「人捜しをやって貰もらいたいんだが、それは貴様らの得意分野だろう？」

「確かにそうですが、初恋の相手でも捜しますか？」

「生あい憎にく捜して貰もらいたいのは男でね。それも愛いとしい愛いとしい、裏切り者だ」

　差し出された写真を見る。薔薇ばらの刺し繡しゆうが施されたフィルミナードの制服スーツを着た、若い男だった。移民系なのか浅黒い肌をしており、年の頃は俺と同じか少し下、少なくとも二〇代前半であることが窺うかがい知しれる。それと、どことなく軽薄そうな、はっきり言えばバカっぽい面つら構がまえをしていた。耳以外の場所にピアスを開けている男は頭が悪いというのは俺の持論だが、唇や鼻にまでピアスが付いているこの男はまさにそうだ。

「そいつの名前はダニエル・ゴースリング。私の娼しよう館かんで運転手をやっていた男で、まあ、写真を見ても分かる通りチンピラ上がりの能無しだ」

「で、こいつがフィルミナードを裏切ったと？」

「そうだ。腹立たしいことにこいつは、重要機密と現金を奪い逃走した。またその際に、娼しよう婦ふを一人連れ去ったとのことだ。今すぐ捜し出して、生きたまま二人とも連れてきてほしい」

「連れてきて、その後は？」

「解わかってるはずだろう？　ゴミはゴミ箱に、だ」

　オルテガは冷静な表情を装よそおってはいるが、心中は穏やかではないはずだ。

　確かフィルミナードのボスであるアントニオ・フィルミナードが病に倒れ、今組織では水面下で勢力争いが起きているらしい。内戦がいつ起きてもおかしくないとまでされる状況下において、重要機密を持ち出されるという不ふ手て際ぎわは致命的である。今回のことを内密に済ますためにも、自分の軍隊を動かすわけにはいかない。そこで白羽の矢が立ったのが、情報屋に推薦された俺たちというわけだ。どちらにせよ、これは商機だといえる。

「もしダニエルが成れの果ての街から逃げ出した後だとしたら、いくら俺たちでも捜索はかなり困難になりますが？」

「その心配は要らない。この時間から橋を通ってエルレフに渡るためには警察との銃撃戦を搔かい潜くぐる必要があるし、事件コトが起きてからまだ二時間と少しだ。夜が明けるまで何処どこかのホテルにでも潜伏していると考えるのが妥当だろう」

「〈舟渡し〉を雇ってる可能性は？」

「有力なところは既に押さえてあるし、奴が娼しよう館かんから持ち出した二八万エルだけで向こう岸まで連れて行ってくれるような良心的な業者はいないはずだ」

　当然ではあるが、その辺りの対応は流石さすがと言わざるを得ない。これで、ダニエルたちは大橋の検問ゲートが開かれる午前一〇時まではイレッダ地区から出られないということだ。タイムリミットは、およそ八時間といったところか。

「生きたまま連れてくることに俺たちが適任だということは、ついさっきリザが示した通りです。ただ我々はさっき言った通り、小金では動かない。まあご存じみたいですが」

　クズが足元を見やがって、という台詞せりふが額に浮かび上がったまま、オルテガは冷静な表情を作ろうとする。俺はオルテガを激げつ昂こうさせず、なおかつこちらの利益が最大化する金額を探る。隣を見ると、リザが呆れきった顔をしていた。

「前金で一五〇万、成功報酬として三五〇万でどうです？」

　五〇〇万エルは、バレシア皇国の男性会社員の平均年収ほどの額だ。ロクに武装もしていない一般人を捕獲するだけの仕事としては、本来なら法外な金額だった。だがオルテガは要求を吞のむしかない。失脚の可能性すらあるこの状況下で、主導権を握っているのはこちらだ。

　脇腹を銃弾で抉えぐられたような顔で、オルテガは首を縦に振った。

「まいどあり。あ、それと」大事なことを忘れていた。「さっき壊された俺の愛車の代わりに、車を一台用意してくれます？　あんな目立つ状態じゃ、尾行もできないんでね」

「……手配しよう」

　崖っぷちの幹部は、今度こそはっきりと舌打ちをした。




「流石さすがにあれはやりすぎじゃね」

　黒塗りの高級車の助手席で、リザが溜ため息いき交じりに零こぼした。

「もしオルテガが昇格でもしていったら、私らは真っ先に狙われる。まあ私的には強敵と闘えてラッキー、って感じだけど」

　リザの言葉を聞きながら、俺は項うな垂だれていた。金に目が眩くらんで要らぬ恨みを買ってしまった。悪い癖だと自覚はしているが、金の魔力と、圧おし掛かかる借金の重みには耐えられない。

「ああクソッ、アホか俺は。何も考えてなかった」

「小銭が主食の貧乏人が、札束を前に冷静じゃいられなかったってことね」

「ああそうだ、今だけはてめえに何も言い返せねえよ」

　カイの情報料は毎回ながら法外だし、仕事によっては他の業者にも頼らなければならない場合もある。おまけに俺の能力は少し特殊で、維持するためには莫ばく大だいな金を必要とする。しかも他の銀使いと違って驚異的な回復力や薬物への耐性を持っていないため、仕事のたびに闇医者のお世話にならなければならない。更に、借金の利息は笑えないジョークのように高いときてる。守しゆ銭せん奴どだと揶や揄ゆされても仕方なかった。

　イレッダ地区西部にあるスラム街の近くまでやって来た。

　この先は車で通るには狭すぎるほど路地が入り組んでいるため、ここに停めておくことにした。この辺りはもともとはリゾートで働く労働者たちのために作られた区画だったらしいが、開発が失敗に終わった今となっては、低所得者層や不法滞在中の移民などが集まっているのが現状だ。とはいえ、粗末な仮設住宅がひしめく雑多な空間は、多すぎる敵から身を隠しておきたい者にとっては都合がいい。

「てか私、あのチャラい上にイカレてる変人に会いに行くなんて嫌なんだけど」

「あれでも有能な情報屋で、数少ない共犯者パートナーだ。仲良くしとけよ」

「ほんと無理。生理的に受け付けない」

「お前に好意があるかもしれない、たった一人の人間だ。素直になれよ、応援してやるから」

「は？　あんな万年発情男になんて、全く興味ないし」

　軽くからかってみただけのつもりだったが、予想以上にリザが不機嫌になってしまった。そういえば、俺はリザの過去やプライベートについての情報をほとんど知らない。

　組んでから一年以上が経たっても、ロックが好きでイレッダ地区の外に住んでいること以外はリザの口から聞いたことがないのだ。まさか経験が全くないなんてことはないだろうが、色恋に現うつつを抜かす暇があれば殺し合いに全力を注ぐようなタイプという印象なのも事実だ。いや、どんなタイプだよ。

「リザ、お前は銀使いになる前は何をやってたんだ？　普通に学校に行ってる姿なんて全く想像できないけど」

「答える必要ある？」

「仕事仲間として、共犯者パートナーの人となりをある程度理解しておくのは義務だろ」本当は面白半分でしかないが、俺の口からはそれっぽい言い訳が淀よどみなく出てくる。「ほら、本人の性格が連携にも影響してくるかもしれないだろ？」

「……普通の、クソつまんない人生を送ってたよ。貧乏なくせに過保護で教育熱心な両親に、しょーもない習い事を飽きるほどやらされてた。音楽教室に、水泳に、ダンス・スクールに」

「本当のことを言えよ」今のリザの姿からは全く想像できない少女時代だ。俺は疑いの目を向ける。「からかってんのか？」

「あ？　噓うそついて何になんの。まあ確かに、親の過保護っぷりがウザくて、習い事なんてほぼサボって遊びまわってたけど」

「……意外だな。お前にもそんなほのぼのとした過去があるなんて。そんな可愛かわいらしい女の子が、どうして成れの果ての街に？」

「事業に失敗して借金地獄になった親が、いつの間にか夜逃げしてたの。過保護の反動で夜まで暴れまわってた私を置いてね」

　リザの両親は、くだらない世間体とやらのために習い事をさせておき、自分たちが苦しくなれば娘を簡単に切り捨ててしまうような薄情な連中だったということだ。恐ろしいほど平然と過去を語るリザに、俺は素直に謝罪することにした。

「……辛つらいことを思い出させて悪かった。そうか、お前は一人で生きるために仕方なく」

「まあ、イレッダを拠点にしてる強盗団にスカウトされてたから、どのみち家は出ようと思ってたんだけど」

「待て待て待て待て」感情の行き場がどこかに消えた。「なんでいきなりそうなる。俺はもしかして一〇分くらい寝てたのか？　だから話が進んだことに気付いてねえのか？」

「お人形みたいに扱われるつまんない生活がとにかく嫌だったから、親がいないとこでは楽しそうなことだけやるようにしてたの。ギャングの車をパンクさせたり、ギャングの下したっ端ぱの財布を掏スったり、ギャングの事務所に石を投げこんだりね。まあ、スリルを求めて色々やってるうちに、いつの間にかそういう奴らに目をつけられてたって感じ」

「なんでそんな執しつ拗ようにギャングばかりを狙うんだ？　こんな感情は生まれて初めてだけど、連中に心から同情するよ。……まあとにかく、昔から悪党の素質があったことだけは分かった」

「あんたも大学辞めてから、運び屋紛まがいのことやってたんでしょ？　充分悪党じゃん、ショボいけど。てかそもそも、この街に関わってる時点でまともな人生なんて送ってる訳がなくね」

　そう呟つぶやくリザの目には、僅かに暗い色が混じっていた。リザが昔からスリル渇かつ望ぼう症しようだったとはいえ、イレッダに来るほどに道を踏み外し、しかも銀使いにまでなってしまうのにはもっと重大な理由があるのかもしれない。だが仕事仲間パートナーへの最低限の配慮として、その寂しげな表情が意味するものを深ふか掘ぼりするのはやめにした。

　なおもくだらない話を続けながら、薄暗い路地を進んでいく。やがて辿たどり着ついた簡易的な集合住宅の前で、俺たちは足を止めた。やけに古ぼけた二階建ての建物の階段を昇っていく。

　ドアをノックすると、何重にかかっていたのかも分からないほどのロックが、けたたましい音を立てて解除されていった。粗末な木板にしか見えない外観からは想像もつかないほどに重厚な、合金製の扉がゆっくりと開いていく。

　中は薄暗く、様々な機器が放つ光が妖しく点滅していた。廊下の左右にある金属製のラックには正体不明の電子機器が所狭しと並んでおり、機械の過熱を防ぐためか夏でもないのに冷房がガンガンに効いている。

「ようカイ、まだ孤独死してないか？」

　リザの溜ため息いきを背中で聞きながら、返答も待たずに奥の扉を開けた。

「男の子の部屋を開けるときには、必ずノックをしろって教わらなかった？」

　気の抜けた声が薄暗い部屋の中から返ってきた。この部屋の主であるカイ・ラウドフィリップは、椅子を回転させてこちらを向いた。ジーンズに赤いシャツ、青く染めた髪に派手な伊達だて眼鏡という格好は部屋に籠って仕事をするには派手すぎるし、回転椅子に膝を抱えて座りながら飴あめを咥くわえている姿は、とてもではないが悪名高き情報屋〈ダイバー〉には見えない。

「あれ？　珍しいねリザちゃんがここまで来るなんて。遂ついに俺の誘いに乗る気になった？」

「うっさい」

「え、まじ？　もしかして照れてんの？　うっわ可愛かわいい」

「あーもうマジでぶっ殺すっ！」

　リザはどこからかナイフを取り出し、カイに襲いかかろうとする。予測していた俺が必死にリザを羽交い絞めにするのを、カイはけたけたと笑いながら見ていた。銀使いに殺意を向けられてもプレイの一環と思っているだけのこの男は、間違いなく異常者だ。

「いやあ、やっぱ君ら仲良いねえ。息が合ったコンビネーションだ」

「はあ？　どこが」

「アホ言ってねえで早く標的ターゲツトの居場所を捜せ。こっちは急いでんだよ」

　一向に抵抗を止めないバカを全力で押さえながら言うと、カイは不敵な笑みで応えた。

「もう終わったんだな、それが。街中の監視カメラの映像はとっくに解析したし、島中の安宿の宿泊客リスト、その他た諸もろ々もろの電子記録は一通り洗ったよ」

「それで、ダニエルと女は見つかったのか？」

「当たり前じゃん？」

　相変わらずの仕事の早さに、思わず感心する。確かにカイは軽薄で女好きな典型的ダメ人間だ。だが、ありとあらゆるセキュリティを搔かい潜くぐりながら電子の海を遊泳し、求められた情報を即座に見つけ出すその能力には、悔しいが敬意を払うしかない。仕事のやり方は企業秘密だと言っていたが、もしかするとこいつも銀使いなのかもしれない。真相は定さだかではないが、少なくともそんな推測をさせるくらいには、情報屋として信頼に足る男だった。

「で、これが今回の情報提供料ね」

　カイが突き出してきた紙を見る。これが夢や幻覚でないとするならば、一〇〇万エルが俺に請求されていることになる。大組織から逃げ出してきたとはいえ下したっ端ぱに過ぎないダニエルの居場所を捜すだけの仕事にすれば、随分と法外な金額だ。

「おいおいおいおい、なんだこの額は？　たかが居場所を調べたくらいで高すぎるだろ」

　俺が反論すると、カイは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめて見せた。

「ラルフ。この世界で最も大切なものは何だか知ってる？」

「話を逸そらしてんじゃねえよ」

「真面目な話さ」

「……それは愛か金かって話か？」

　呆れながら答える。隣のリザに至っては、露骨な舌打ちで興味のなさを表明していた。

「愛なんてのは多少の見た目の良さと、大量の金があればいくらでも買える」

「じゃあ金か？」

「金も結局は不安定だよ。昨日までの大金が、次の日には紙切れに変わってたなんて話はザラにある。でももしそういった情報を真っ先に摑つかめたら、それを利用して更なる金かね儲もうけができるだろ？　そしたらその金で女も買える。要するに、情報こそが最も大切だってことだ」

「その意味不明な理論と、このイカレた代金とに何の関係がある？」

「つまり、情報は本来なら端はした金がねで買えるような代物じゃないってことだよ。それを一〇〇万で手に入れられるってのに、文句が出る方がおかしくない？」

　呆れて言葉も出ない。めんどくさくなってきた俺は、カイに中指を立てながら携帯から代金を振り込んでやった。居場所はもう摑つかめたとはいえ、これ以上時間を食うのは得策ではないからだ。さっさと退散しようとする俺たちを、カイが呼び止めた。

「あー、それからラルフ。あんたがこの前買った玩具おもちやも届いてるよ」

　すっかり忘れていた。立ち上がって歩き始めた華きや奢しやな男の後を慌てて追う。この二階建てのアパートは実はすべて内部で繫つながっており、出入り口もさっき俺たちが入ってきた扉以外にない。しかも、他の場所から無理に侵入すると自律機械による狙撃を受けるという徹底ぶりだ。

　足元に散らばる書類の山々を避けながら、下階へと降りていく。三人揃そろって突きあたりまで歩くと、一ひと際きわ重厚な金属扉が見えてきた。右端に取り付けられている電子錠に、カイは番号を入力していく。扉が開くと広がっていたのは、子を持つ親が見たら卒倒しそうな、つまりは凶悪な光景だった。

　俺は思わず口笛を吹く。部屋を埋め尽くしていたのは、あらゆる種類の銃器、刃物、爆薬に弾薬、それと個別に注文していた二つの特殊兵器だった。

「エリックを始末した報酬で多めに仕入れたが、これでもまだ不安だな」

「相変わらず身の丈に合ってない能力。金持ちが使えば強いんだろーけど」

　リザの皮肉にも、返す言葉がない。俺の能力は一見すると自由自在に武器を取り出せる便利なものに見えるかもしれないが、実はすべて自腹で買ったものに過ぎない。俺の銀の弾丸に棲すむ悪魔の美学に反するのかなんなのかは知らないが、他人から奪ったり、格安で譲り受けたものについては対象外となる。職業柄入ってくる金は確かに大きいが、それ以上の速度で出ていくのであれば、この苦しい生活にも納得するしかない。

「じゃあ確認だ。俺はこの部屋にある玩具おもちやを、すべて自分の金で買った。いいな？」

　俺の問いに、カイの眼鏡の奥の眼めが妖しく光る。

「ああ、間違いない。代金は既に受け取ってるよ」

「よし、契約成立だ」

　左手を冷たい床に押しつけると、そこから赤く光る文字列が溢あふれ出でてきた。学者どもの間では〈忌いみ字〉とも呼ばれているらしいが、俺には到底解読することはできない。一文字一文字が絵のようにも見える忌み字の羅列は、蜘蛛くもの巣すのような模様を描きながら部屋を覆い尽くしていく。それらは部屋を埋め尽くす兵器や弾薬を搦からめ捕とっていった。魅惑的な輝きを放つ文字の群れは周囲に黒い霧を発生させ、その中に武器たちを引ひき摺ずりこんでいく。

　やがて文字列がすべて俺の掌てのひらに返ってくると、部屋は噓うそのようにもぬけの殻と化していた。

「これだから怖いねえ、銀使いとやらはさ」

　カイが少しも怖くなさそうに言うので、俺は苦笑を返してやるしかなかった。




「で、ターゲットはここにいるってことね」

　すぐ前方に見えてきた安ホテル、というか廃はい墟きよに近いそれを指差しながら、助手席のリザが呟つぶやいた。組織の下したっ端ぱを捕まえて引き渡すだけという仕事では味気ないのか、どこか退屈そうな表情を浮かべている。さっきオルテガに送信した報告書を見返しながら、情報を整理する。

「情報によれば、お二人は偽名を使ってこのホテルに潜り込んでやがるみたいだ。ただ、ろくに変装もしてなかったから、ロビーの監視カメラにばっちりと捉えられてる」

「なに、ダニエルって奴頭悪いんだ」

「組織内での評判も調べて貰もらったが、お世辞にも有能とは言えないみたいだな。今回の脱走も、成功したのは奇跡としか言いようがない」

　組織から金や情報を盗み、恋人とともにどこか遠くの街へ。ありもしない終着点を探して、ありもしない希望ひかりへと走ろうとする連中を、俺は何人も見てきた。そしてそいつらのほとんどが迎える、救いようのない結末も。この世に奇跡などはないという、そんなシンプルな真理に気付けなかった者たちから、この街は簡単に振るい落としていくのだ。偶然が重なりフィルミナードから女を連れ出すのに成功したとしても、夢物語はここで終わりだ。

「ただ、そんなに簡単な仕事じゃねえぞ。最悪のケースも考えとかねえと」

「最悪のケース？　私らが扉を開けたら、ヤッてる最中だった、みたいな？」

「まあそれもあるが」リザのジョークは軽くあしらう。「潜伏してる間に口論になり、女が殺される場合。それから、最初ハナから心中が目的だった場合だ」

　依頼内容がただの暗殺ならそれでもいい。だが今回の依頼主は二人を生きて連れてこいと仰おおせだ。扉を開けたら首を吊つった二人分の死体があった、なんて展開だけは勘弁したい。

　オルテガへの報告を済ませた後、路肩に車を寄せ、標的たちがいるホテルの中へと歩く。自動ドアすらないらしく、ろくに掃除もされていないガラス扉を押して中に入るしかなかった。電灯が壊れたまま放置しているのかエントランスは薄暗く、床には埃ほこりが溜まっている。

「いらっしゃいませ。お泊りですか？　それとも休憩？」

　年増の女店員が、ニヤニヤしながら訊きいてきた。誤解されているようで不愉快だが、大人しく後者だと答えておく。こんなところで時間を取っているのは無駄だ。カウンターに代金を置くと、店員がルームキーを手渡してきた。女が指を差した方にあるエレベーターへと歩く。

「なんか勘違いされてるみたいでムカつくんだけど」

「奇遇だな。俺も不快な気持ちになった」

「あー、吐き気が止まんない。てかエロい目で見んな。鼻息荒いから、もっと離れろよ」

「ちょっと待て」そこまで言われると、男としては弁解するしかない。「言っとくけどなリザ、俺は笑いながら人を殺したりしない程度には良識がある、物静かで家庭的な女がタイプだ」

「世界で一番どうでもいい情報」

「……とにかく、自意識過剰も大概にしとけってことだよ」

　狭い箱の中での舌打ちと悪態の応酬という、この世界で最も非生産的な行為を一通りやった後、ダニエルたちの部屋があるという五階でエレベーターを降りた。堂々と歩いて五〇三号室に近付こうとするリザを慌てて制する。追っ手を警戒して敏感になっている逃亡者を前にして、無策で近付くなどあり得ない。

「リザ、音を消せ」

「は？　あれ疲れるから嫌なんだけど」

　不満を言いながらも、リザは渋々能力を発動した。そのまま歩き始めたリザと俺から、足音も、衣きぬ擦ずれの音も、呼吸音も、ドアノブを回し施せ錠じようを確認する音も、ショットガンを召喚しスライドレバーを引く音も、とにかく俺たちを元に発生する一切の音が消失していた。

　リザが扉に耳を当て、内部の様子を探る。二人分の声が聞こえるという返答すらも、俺たち以外に聞こえることはない。俺はショットガンの銃口をドアノブへと向ける。

　次の瞬間、音もなく木製の扉に大穴が開き、大量の木片が宙を舞った。引き金を引いた俺ですら撃った実感がないのだから、中にいる二人がこれに気付くはずがない。堂々とドアを破壊して、堂々と部屋の中に押し入ってきた二人組を見て、ターゲットの両名は愕がく然ぜんとしていた。

　ソファに座る浅黒い肌の男の眉み間けんに銃口を向けてもなお、二人は状況を摑つかめていないようだった。ベッドに腰掛けている女の方は、場違いなほどに呆けた顔をしている。

「あー……、あーあーっ、聞こえますか？　おいリザ」

「とっくに範囲をこの部屋に広げてる」

「了解。ところでお二人さん、あんたらはダニエル・ゴースリングにシエナ・フェリエールで間違いないな？」

「てめえらいったい何なんだ！　組織の追っ手か？　それにどうやって入ってきやがった！」

「さてね、そいつは秘密だ。まあでもとりあえず、黙ってて貰もらってもいいか？」

　俺はショットガンを消し、代わりに出したバラックで男の右の太ふと腿ももを撃ち抜く。片方だけを撃ったのは、完全に動けなくしてしまうと後で運ぶのが面倒だからに過ぎない。

「ダニーっ！」

　恋人が撃たれてようやく事態を摑つかめたのか、女は悲鳴を上げた。白いシャツには男の血が飛び散り、現実に抵抗するように耳を塞いでいた。見ると、まだ二〇にも達していないくらいには若く見える。そういえば情報では、一七歳になったばかりの少しよう女じよ娼しよう婦ふという話だった。こんな少女が不条理な世界に巻き込まれているという現実に嫌気が差すが、感傷に耽ふける暇もない。

「俺たちが入ってくるのを見てたなら、大体解わかるだろ？　この部屋でどれだけ大声を出そうと、外には何も聞こえていない。勿もち論ろん、銃声もな」

「あなたたち、まさか銀使いっ！」

「ご名答。ただ、俺たちが話したいのはあんたじゃない」

　リザがソファに座る男の髪を摑つかんで強引に立ち上がらせる。ダニエルの顔は苦痛に歪ゆがみ、写真で見た陽気な印象は消し飛んでいた。

「おっ、お前ら俺を殺しに来たんだろ？　殺やりたいなら早くっ」

「残念だけど条件ノルマは生け捕り。でも、あんまイライラさせたらマジ知らないから」

　言いながら、リザはダニエルの鳩尾みぞおちに強烈な拳こぶしを叩き込む。激しく咽むせびながら体を折る逃亡者だが、リザの非情な左手が髪を摑つかんで倒れることを許さない。また一発。シエナの悲鳴を無視して、更に数発叩き込む。ならば俺も、非情な追跡者を演じなければならない。

「吸っても？」

　煙草タバコを咥くわえながら、ベッドに座り込むシエナの隣に腰掛ける。抵抗するシエナの肩に腕を回しながら、布切れのようになったダニエルの顔を見上げる。

「あんたにはいくつか訊ききたいことがある」

「てめえっ！　シエナに手ェ出してみろ！　ぶっ殺してやるからなっ！」

「てめえは聞かれたことにだけ答えてりゃいいんだよ、タコ野郎」

　言いながら、リザは更なる一撃を加える。既に肋ろつ骨こつの数本は折れているかもしれない。殺さないと言われてはいても、リザの凍えきった眼めと言葉は男の脆もろい自尊心を粉々にしてしまった。血と涙が混じった顔で喘あえぐダニエルに、俺は言い放つ。

「どっちが主導権を握ってんのか考えろ。ああそれから、誰が誰を殺すって？」

　腕の中のシエナと、ダニエルの両方が、絶望に包まれていく瞬間が見て取れた。一度心を折ってしまえば、尋問は半分以上成功したに等しい。

「哀れなダニエル、改めて質問だ。あんたが持ち出したフィルミナードの重要機密とは何で、そしてそれは何処どこに隠してある？」

「隠し場所だけ聞けばいいんじゃないの？」

「いや、これでいい」

　これから先のオルテガとの交渉を有利にするためにも、手札は多いに越したことはない。しかし、ダニエルから返ってきた言葉は、予想していたものとはかけ離れていた。

「……は？　……重要機密？　そんなもんがあんのか？」

「……………………は？」

　慌ててリザを見る。これだけの秘密だ。噓うそを吐つくにしても、心拍が乱れているなりに動揺があってもいいものだが、ダニエルは本当に何のことだかわからないという顔をしている。

　確かに、リザの能力すらも欺あざむくことができる人間も数多くいた。だがそれらは軍隊などで特別な訓練を受けてきた連中に限られる。とてもダニエルがそんな種類の人間には見えないし、もしそうなら、ただの運転手に追いやられるなんてことはあり得ないはずだ。

「ラルフっ！」

　リザの声で現実に引き戻される。気が付けば俺はベッドに仰向けで倒れており、シエナ・フェリエールが俺の上に馬乗りになっていた。左手に握る護身用の小型拳銃の、震える銃身は俺の眉み間けんに突きつけられている。迂う闊かつだった。

「さっさとそいつを押さえつけろマヌケ野郎っ！」

「解わかってるよ！」

　右手で少女のか細い左腕を摑つかみ、手前に引き倒す。その反動を利用して起き上がり、そのまま頭を後ろから押さえようと手を伸ばす。しかし、ここでも状況は俺の予想を裏切った。

　シエナは俺の下で素早く身を反転させると、拳銃を右手に持ち替えて俺の喉元に突き出してきたのだ。全身が総毛立つ。ほとんど反射で、俺は銃のスライドを強く握っていた。オートマティック式であるため、これで発砲することは不可能になる。少女から銃を奪い、銃口をそのまま脳天に突きつける。形勢逆転だ。

　それにしても、こいつはただの娼しよう婦ふではない。いくら俺の身体能力が常人のそれと変わらないにしても、大した体術だ。危うく殺されかけた。

「くっ……！」

「あんた、娼しよう婦ふになる前に格闘家でもやってたのか？」

　そこで初めてシエナの顔をまともに見て、思考が停止する。

　整った鼻び梁りように、絹のように白い肌。腰まである白金色の髪に、緑色の大きな瞳。身体的特徴を羅列すると、心臓を淡い痛みが刺してきた。似ているのだ。あまりにも似ている。シャルロッテに。俺が昔好きだった女に。決して戻ることのない、写真立ての中の追憶に。

「……っ！　離してよっ！」

　下から蹴飛ばされ、俺は情けなく後ろに倒れ込んだ。上体を起こしたときには既に、シエナが繰り出した蹴りが鼻先まで迫っている。

　鈍い痛み。リザの呆れた顔、啞あ然ぜんとするダニエルの横顔、粗末なソファ、冷たい床、そして暗転。すべてがコマ送りのように俺の横を通り過ぎて行く。いや、俺が吹き飛ばされていたのだ。床と激しい抱擁を交わしている俺に、リザの不愉快な笑い声が突き刺さる。

「え、まじ？　何やってんの。ねえラルフ、生きてて恥ずかしくない？」

　最悪だ。油断していたとはいえ、こんな屈辱はない。痛みに抗あらがって強引に起き上がると、俺を倒した張本人であるシエナ・フェリエールがベッドの上で仁王立ちしていた。彼女が着ている薄緑色のカーディガンや白いワンピースが、今では何か高貴な召し物にすら見える。

「何なんですかあなたたちは！　いったい私が何をしたっていうの？　確かにダニーは組織を抜けたみたいだけど、私は関係なくない？　強引に連れ出されただけで、別に私は組織から抜けたかったわけじゃない！　乱暴にしなくても、自分で勝手に戻りますからっ！」
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　早口で捲まくし立たてるシエナに、誰よりも動揺しているのはダニエルに他ならない。俺たちにボコボコにされ、恋人に裏切られ、しかもこれからオルテガに殺されるのだ。仕事に最も不要なものは同情だと何度も言い聞かせてきたが、今回は流石さすがに可哀かわい想そうすぎる。

「そんな、どうしてだシエナ！　二人で一緒に人工島イレツダを出て、どこかで静かに暮らそう？」

「大体さあ、なんで私たち付き合ってるってことになってるんですか？　逆上して殺されるのが怖かったから話を合わせてたけど、恋人面はもうやめてもらえます？」

　さっき感じたシャルロッテの面影もどこかに吹き飛んだ。外見こそ確かにかなり似ているものの、中身は全くの別人だ。親近感でも覚えたのか、リザは口くち許もとを吊つり上あげて笑っていた。

「いい感じに性格悪い娘こじゃん。なんか気が合いそう」

「頼むから地球の外でつるんでてくれ」

　どちらにせよ、これで戸惑いも消きえ失うせた。あとはリザの能力で二人仲良く気絶させて、オルテガに送り届けるだけだ。

「そろそろこの腐れ仕事も終わりだ。おいリザ」

　轟音。振り向くと窓ガラスが割れていた。襲撃？　馬鹿な、ここは五階のはずだ。

　続けて視界の隅で、何かが爆発していた。鮮烈な赤が舞う。

　いや、違う。大量の血が飛び散っているだけだ。遅れてやってきた異臭で、それに気付く。

「え、ダニー…………？」

　シエナの声は震えていた。慌てて、虚うつろな眼めが見ている方向を追う。

　それはソファに座りながら、大量の血を撒まき散ちらしているダニエルだった。浅黒い顔は自分に起きたことが信じられないような表情に覆われている。死体の腹からは死神が振るうような大鎌の切っ先が生えており、傷口から血液が際限なく噴き出し続けていた。

　カイから情報を貰もらった際に部屋の間取りも確認していたが、客室にはベランダなどなかったはずだ。しかもこの部屋は通りに面しているため、向かいの建物から飛び移ったということも考えられない。

　つまり、ダニエルを殺し、今ソファの後ろに隠れている者は、壁伝いにこの部屋まで辿たどり着ついたことになる。いや、屋上から飛び降りてきた可能性も充分にあった。

　ダニエルが殺された以上この仕事は失敗だが、シエナまで殺されるという事態は避けなければならない。ならば、俺のやるべきことは一つだ。

　ソファの向こうの襲撃者に向けて、両手に召喚した短機関銃クリツクガンを向ける。リザもナイフを両手に構え、臨戦態勢に入っていた。互いの目的はしっかり共有されている。つまり、邪魔者は蹴散らし、シエナを抱えてこのホテルを脱出するということだ。

「誰だお前は？　いや、誰だとしても殺すけどな」

「これからくたばる雑魚ザコどもに、んなもん教えても意味ねーと思うけどね」

　おどけた声で挑発しながら、侵入者がソファの陰から飛び出した。背もたれの上に立つその姿に俺は啞あ然ぜんとする。男は、死神としか形容できない姿をしていた。髑どく髏ろの仮面に、黒いフード付きのコート。そして肩に担いでいる、血の滴る大鎌。

「くたばる？　どっちが？」

「はっ、てめえのことだよ淫売ビツチ。豚みてえにヒィヒィわめく暇があったら、涎よだれ垂らして股開きながら命乞いでもしてな」

　中指を立てながら罵倒する男に、しかしリザは場違いなほど満面の笑みで相対していた。背筋に寒気が走る。俺はこの表情に見覚えがあった。経験則に従って断言するなら、まずこの男は惨ざん殺さつされるだろう。それも、味方である俺が引くぐらい凄惨なやり方で。

「あはは。いいね、元気のいい馬鹿はぶっ殺し甲が斐いがあるから好き。ところでさあ、ラルフ。イレッダの廃棄物処理場ってここから近かったっけ？」

「……ああ、車で行けば五分も掛からないはずだ」

「ああ？　んなもん確認して、どうするつもりだてめえら」

「だってあんたの葬式をしようにも、今日は燃えるゴミの日じゃないからね」

　極めて穏やかな声色で放たれるリザの挑発に、死神は仮面の中でけたけたと嗤わらう。

「はっ。いいねえ、大好きだぜそういう感じ。殺ヤったらさぞかし気持ちいーだろうな！」

　死神が大鎌を指揮棒タクトのように振ふり翳かざす。引き金トリガーに指をかける俺の横から、リザが無邪気な笑みとともに飛び出した。

　リザは弾丸の速度で敵へと疾走。ナイフによる刺突は正確に心臓へ向かう。並の相手ならまず殺せる先手必勝の一撃を、侵入者は身を翻ひるがえすだけで躱かわした。

　返す刀で大鎌が振り上げられる。リザが猫のように後ろへ跳んで回避するも、死神の凶きよう刃じんは凄すさまじい速度で回転しながら追おい縋すがってくる。壁かべ際ぎわまで追い詰められたリザの喉元に、大鎌の切先が容赦なく迫る。そこでリザが見み出いだした活路は上方だった。その場で飛び上がり、壁を蹴って前方に回転する。

「はっ、なかなかやるじゃん？」

「黙れ。死んでろ」

　化け物どもの攻防は速すぎて、援護をする隙がない。それにこの狭い室内で動き回られては、シエナを巻き込まずに短機関銃をブッ放すのは無理だ。大人しくクリッガンを消し、ホルスターのバラックＭ三一に持ち替える。

　目線の合図に呼応してリザが動く。相棒は正面から男に斬りかかろう、として真横に飛び跳ねた。鉛の矢が、リザに気を取られて無防備になった男の左脇腹、右腕にそれぞれ命中。激痛に膝を落とした襲撃者の側頭部を、距離を詰めていたリザの水平蹴りが襲う。

　勝機。俺は一気に間合いを詰めながら追撃。数発が脚や腕に命中し、転がって逃げる男の機動力を確実に殺していく。

「畳み掛けろ！」

　俺が怒鳴るよりも速く、音速の斬撃が襲撃者の首筋に迫っていた。襲撃者は辛かろうじて躱かわすことに成功するも、趣味の悪い髑どく髏ろの仮面が砕け散っていく。

「あー…………」

　襲撃者はがくりと肩を落とし、仮面の外れた顔を左手で押さえて俯うつむいている。黒いコートは無数の穴と切り傷で無残な姿になっており、所々から大量に出血しているのが窺うかがえる。不愉快なくたばり損ないに銃口を向けた俺の背筋を、極大の悪お寒かんが走り抜けていった。

「てめえ、何笑ってやがる」

　仮面を剝がされた男の唇には歪ゆがんだ笑み。ウェーブが掛かった薄緑色の髪の隙間から覗のぞく瞳孔は完全に開いており、喉の奥からは唸うなり声ごえが漏れていた。危険を感じた俺は男の息の根を止めるべく、バラックで続けざまに胴体に風穴を開けていった。それでも異常者の薄ら笑いは消えない。被弾の衝撃で奇妙なダンスを踊りながら、出入り扉近くの壁に叩きつけられる。常人なら即死、銀使いであってもまず助からないほどの大量出血だ。あれだけ大口を叩いていた割に、呆気あつけない幕切れだった。

　追い討ちを掛けるように、リザが全体重を掛けた蹴りを肩口に浴びせる。既に銃弾で抉えぐられている左肩を、リザは満面の笑みを浮かべながら踏みつけていた。爪先に隠されていた刃に切り刻まれ、もはや左肩は原形を留とどめていない。味方の俺ですらドン引きするサドっぷりだが、襲撃者は苦痛に叫びながらも口くち許もとの笑みを消してはいなかった。気味が悪すぎる。

「何か遺ゆい言ごんは？」

　リザが異端審問官のように冷酷な言葉を投げると、血ち塗まみれの襲撃者は喉を仰のけ反ぞらせて笑った。

「はっ。ケツの穴に気を付けてな、マヌケども」

　背後で物音。慌てて振り向いたときには既に、俺の視界は赤く染まっていた。

　状況をようやく脳が処理する。どうやら俺は攻撃されていて、右肩から胸にかけて深く斬られているようだ。激痛で膝が落ちる。突然の奇襲者はリザに飛び蹴りを放つ。細腕で受け止めるしかなかった相棒は体勢を崩し、反撃に転じることができなかった。

「なる……ほど、リザが気付かない……わけ、だ」

　リザも瞳に理解の色を浮かべていた。俺に背後から重傷を負わせ、リザが攻撃を受けるまで感知できなかったもう一人の襲撃者は、さっき殺されたはずのダニエルだったのだ。

「ダニー、まさかまだ生きて、……いや」

　シエナも勘付いたようだ。ダニエルは確かに起き上がって俺たちを攻撃してきたが、相変わらず腹には大きな穴が空いているし、そこから大量の黒血が零こぼれ続つづけている。つまりこれが、襲撃者の能力ということだ。心音のない死体による奇襲は、いくらリザでも初見では察知できない。

「俺を殺しかけてくれちゃったお馬鹿ちゃんたちに、このマクスウェルが特別に教えてやる」

　悪魔マクスウエルと名乗った襲撃者が、大鎌を振り回しながら告げる。かつてダニエルだった生ける屍しかばねは、涎よだれと血液と糞ふん尿にようを垂れ流しながら墓場の王に跪ひざまずいている。

「俺がわざわざこんな使いにくい大鎌モンを振り回してんのには理由があるんだわ。要するに、こいつで殺した相手は、俺のかわいい奴隷ちゃんになるの。もちろんただの奴隷じゃないぜ？　俺が殺せと言えば誰でも殺すし、ケツを突き出せと言えば喜んで突き出す。それに」

　死神の鎌が一いつ閃せん。ダニエルの首が飛び、断面から大量の血が飛び散った。血液は空中で集結して大きな紅ぐ蓮れんの塊となり、傷だらけのマクスウェルを目指して飛んでいく。警戒して動けない俺たちを尻目に、マクスウェルはそれを全身で受け止めた。

「奴隷どもの血と肉は、ぜーんぶ俺のものだ」

　襲撃者が立ち上がり、狂気を纏まといながら嗤わらう。致命傷だったはずの傷はすべて癒え、傷口だった場所からは白い煙が立ち上り続けていた。

「不死身かよ。はっ、なるほど化け物だ」

「殺し甲が斐いがあっていいじゃん！」

　呆れるしかない俺とは真逆に、リザは嬉き々きとした表情でマクスウェルに向かって走る。俺は召喚した刀をリザに投げ渡して後退。出血が多く、立っているのも苦しいが、それでもここで倒れる訳にはいかない。リザが奴と遊んでいる間に策を練るのが俺の仕事だ。

「楽しみだねえ！　お前をぶっ殺して奴隷にしてやるのがな。手足を捥もいで滅め茶ちや苦く茶ちやに犯してやるから楽しみにしてな。楽しみ過ぎて、自分から殺されに来るのも大歓迎だぜえ？」

　驚くべきことに、頭部を失っていてもなおダニエルの死体は活動を続けていた。ダニエルは両手に握るナイフを無造作に振り回してリザの退路を断つ。逆方向から挟み込むようにマクスウェルが大鎌で斬りかかるという連携まで、完璧に成立してやがった。

「気色悪いからマジで。あんただけは絶対に殺してやるっ！」

　刀の切っ先が躍り、二方向からの攻撃を流れるように捌さばく。リザはそのまま攻撃に転じ、体勢が崩れたマクスウェルの右手首と、死体ダニエルの胴体を両断する。しかしダニエルから流れた血はすべてマクスウェルへと向かい、斬られた箇所を瞬時に覆った。傷口が泡立ち、瞬またたく間まに骨格が形成され、筋肉が生成され、皮膚が再生していく。

　例の如ごとくマクスウェルは不死身だが、それでもダニエルは行動不能にできた。二つに分かれた胴体と下半身が打ち上げられた魚のように跳ねているだけで、脅威はない。

「やめだ、やめやめ。もうお前を綺き麗れいに殺して奴隷にすんのは諦めた」言葉とは裏腹に、死神からは狂喜に満ちた気配が放出されている。「跡形もなくグチャグチャにしてやるよ」

　直後、外階から、いやこのホテル全体から、大量の足音が聞こえてきた。なんとなく想像ができる。奴は俺たちを襲撃する前に、ホテルにいた連中を皆殺しにしていたのだ。これから迫ってくるであろう亡もう者じやの軍勢を予感して、俺の全身を寒気が這はいずっていく。

　俺とリザにシエナ、それからマクスウェルの位置を確認。襲撃者が入り口に陣取っているため、退路は後ろにしかない。つまり窓の外へ飛ぶしかないということだ。

　リザは舌打ちとともに男に飛び掛かる。どうやら俺たちの思考は一致しているようだ。リザが時間を作ってくれている間に、部屋の隅で腰を抜かしているシエナを担かついで逃げなければならない。怯おびえた目で俺を見上げる少女の傍そばまで来たところで、眼前にある壁が吹き飛ばされた。

「おいおいマジかよっ！」

　咄とつ嗟さにシエナの手を引いて抱き寄せていたから助かったが、一歩遅れれば爆発に巻き込まれるところだった。土煙とコンクリの破片を手で払いながら、戦慄の光景を目まの当あたりにする。

　内壁を吹き飛ばしたのは、マクスウェルによって創られたゾンビだった。十数体ほどいるゾンビのそれぞれが腹や胸に大穴を穿うがたれており、顔からは生気が消きえ失うせている。前列に並ぶ亡もう者じやたちはダイナマイトを咥くわえていた。

　哀れな死者たちは、涎よだれまみれの爆薬から延びる導火線に自らライターを近づけている。入浴中に殺されたのか、濡れた裸体のままダイナマイトを咥くわえている女が、虚うつろな瞳で迫ってきた。

「裸の女に迫られても嬉うれしくないのは、今日が初めてだよ！」

　咄とつ嗟さに顎を撃ち抜くと、ダイナマイトは女の口から零こぼれ落おちた。しかし、迫りくる女はまだライターをカチカチ言わせていやがる。

　俺はシエナを後ろに突き飛ばし、死体の顔面を足裏で蹴りつける。背骨の折れる嫌な感触が伝わるが、女の前進は止まらず、俺は床に背中から叩きつけられた。背骨が反対方向に折れ曲がった状態の女に首を絞められているという恐怖。マクスウェルの能力により筋力が強化されているのか、とてつもない力で押さえつけられ動けない！

　死を覚悟したそのとき、俺に跨またがっていた女が真横に吹き飛んだ。慌てて立ち上がりながら振り向くと、シエナが荒い息とともに木製の椅子を両手に握って立っていた。

「悪い、助かった」

「あなたを助けないと、私も殺されると思っただけですっ！」

　安あん堵どする暇もなく、残りの亡もう者じやたちが迫ってきた。亡もう者じやたちはダイナマイトを咥くわえたまま、俺とシエナに殺到。呼び寄せた機関銃で数人の足を破砕し、物理的に行動停止にする。だがこの物量に加えて、被弾を厭わない不死の軍団だ。俺一人の火力では、まるで追いつかない。

　二体の中年男が弾幕を抜け、シエナの両腕に嚙かみついた。俺は目の前のゾンビで手一杯で、とてもじゃないが援護はできない。

　亡もう者じやの動きを止めたのは、意外にも襲撃者の声だった。

「ヘイヘイ、お馬鹿ちゃんなのかなてめえら。俺は女は傷付けるなって言ったはずだぜ？　そいつは大事な大事な、お姫様なんだからよ」

　シエナに嚙かみついている二体の上半身が爆裂し、鮮血が飛び散った。血液は帯となって支配者の元へと飛んでいく。見るとマクスウェルの右腕は吹き飛んでおり、大量の血を流して顔面蒼そう白はくとなっていた。前方で膝をついているリザにしても、血に染まった脇腹を押さえて呻うめいている。そこから感じられる熱気だけで、凄すさまじい死闘が行われていたことが窺うかがい知しれた。

「おイタしちゃった罰として、二度目の死刑だ豚野郎ども」

　歪ゆがんだ笑みとともに、男は奴隷の血液を全身に浴びた。右腕から白い煙が立ち上り、凄すさまじい速度で新たな腕が生えていく。言うまでもなく血液に治癒効果なんてものはないが、銀使いが起こす不思議現象に物理法則を当てはめるだけ馬鹿馬鹿しい。そんな意味不明の相手と戦っている余裕は俺たちにはない。シエナを抱えたまま、声を張り上げる。

「リザ！　窓へ走れっ！」

　左胸の〈銃創ステイグマ〉に働きかけ、手しゆ榴りゆう弾だんと閃光手榴弾スタングレネードを両手に収まるだけ召喚する。俺はそれを亡もう者じやどもとマクスウェル、そして逆側の壁へと投げつける。爆発が内臟の底から体を揺らし、閃せん光こうが部屋を覆い尽くしていく。それでも世界は無音だった。リザが指向性を操作して、俺とシエナに向かう音だけを消してくれていたのだ。

　俺たちは攪かく乱らんのために叫んだ窓の外ではなく、今爆破してできた大穴から隣の部屋に飛び込んだ。体勢を立て直すと、閉じていた目を開けて一直線に窓へと駆ける。シエナを庇かばいつつ大窓に体当たりをすると、全身を浮揚感が包み込んだ。ネオンが放つ淫いん靡びな光を反射して、俺たちに追おい縋すがるガラスの群が輝いている。

　絶叫する女を抱えたまま地面に左手を伸ばす。叩きつけられて潰れるはずだった俺たちは、突如出現した防護クッションによって衝撃を吸収されて無傷で済んでいた。警察が投身自殺を止める際に使うような代物だが、念のためカイから買っておいてよかった。

　即座にクッションを消して車へと急ぐ。そろそろマクスウェルは回復するだろうし、あれでゾンビを全員行動不能にできたとも思えない。いつの間にか並走していたリザが口を尖とがらせる。

「いいとこだったのに、なんで逃げないといけないの」

「なら提案だ。お前だけ残って時間稼ぎをしてろ。尊い犠牲は決して忘れないでやるから」

　リザは苦々しく舌打ちをするだけだった。こいつは戦闘馬鹿だが、馬鹿ではない。狭い室内では俺の能力は満足に使えないこと、すぐに再生する化け物に、斬撃や銃撃では分が悪いことは理解しているはずだ。大人しく逃げておいた方が、不利な状況で戦うより遥はるかにマシだ。

　担いでいたシエナを後部座席に投げ入れ、俺は運転席に乗り込んだ。後から乗ってきたリザに押さえつけられながら、囚とらわれの娼しよう婦ふは罵声を放つ。

「もう最悪っ、このバカ、化け物どもっ！　私が死んだら絶対に呪ってやる！」

「おーおー、怖い怖い」車を全速力で発進させながら、後部座席に言葉を投げる。「とりあえずまあ、しばらく人質になってて貰もらえない？」




　　　　◆




　土つち埃ぼこりと死し臭しゆう、肉が焦げる臭気が混じり合う混こん沌とんとした部屋の中で、マクスウェルは大鎌を担かついで立ち尽くしていた。黒いコートは大部分が破れ、所々から死人のように青白い肌を覗のぞかせていた。右手首から先は消失しており、手しゆ榴りゆう弾だんの爆発により飛び散った鉄片が全身に万遍なく刺さっている。出血多量。常人であれば即死と診断されるような状態だった。

　舌打ちをしつつ周囲を見渡すと、爆撃で粉々にならずに済んでいた奴隷が四体ほど蠢うごめいていた。そのどれもが四肢のいずれかを吹き飛ばされており、芋虫のように這はっているのが精一杯のようだった。

「さっさと追い掛けて来い、って言っても無駄だろうな」

　冷たい目で見下ろしながら、マクスウェルは死神の指先を振るう。死者たちの身体が冗談のように破裂し、血ち飛沫しぶきが男の身体に吸い込まれて負傷個か所しよを修復していく。背後に何者かの気配。男がゆっくりと振り返ると、そこには赤いスーツを着た中年女が立っていた。

「てめえは確かヴェロニカ、いやレベッカ、それともナターシャだったか？」

「今はクリスティーナよ。もう辞めるけど」

　女の輪郭が水面に映っているかのように歪ゆがむ。目と鼻と口、顔面を構成するあらゆる部分が渦を巻いて中央に集まっていき、絵の具を水に溶かしたように混ざり合っていく。女が顔を手で覆い、離したときそこには、絶世の美女とでもいうべき秀麗な顔が現れていた。続けて全身の骨格が音を立てて矯正されていき、脂肪も減少していく。映画女優かモデルでなければおかしいほどの美貌とスタイルを併せ持つ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女へと、先程の中年女は変貌していた。信じられないことに、スーツのサイズも体格の変化に合わせてタイトになっている。

「それとも単純に、名無しジエーン・ドウとでも呼ぶ？」

　美女は悪戯いたずらめいた声色で囁いた。マクスウェルは鼻を鳴らして不快感を示す。

「先に消えたと思ったら、受付嬢に変身してたのかよ。奴らに奇襲をかけるわけでもなく、いったい何がしたかったんだてめえ？」

　相手を圧殺しそうなほどの殺意を向けられていても、ジェーン・ドゥは飄ひよう々ひようとした態度のままだった。紅い口紅が塗られた魅惑的な唇からは、鼻歌でも漏れてきそうなほどである。

「別に何も。だってほら、世界はそもそも無意味なことで溢あふれてるわけじゃない？　どうしても理由を答えろというのなら、気き紛まぐれか趣味だと言うしかない」

「はっ。俺が言えたことじゃねえが、てめえはかなりイッちまってる」

　マクスウェルの嘲ちよう弄ろうにも、女は微笑ほほえみを返すだけだった。

「とにかく、連中には逃げられた」

「別に問題はないんじゃない？　彼らが向かう先には〈狩人かりゆうど〉もいるわけだし」

「馬鹿かてめえ。俺は仕事なんざどーだっていいんだよ。ただ、楽しく殺し合いができればいいだけだ。ついでに可愛かわいい奴隷ちゃんが増やせれば言うことないね。ジェーン、てめえみたいな女かどうかすら怪しい謎の生命体は願い下げだけどな」

「あなたの屍し姦かん趣味はともかく、珍しく同感ね。私も任務しごとなんてどうでもいい」

　ジェーン・ドゥはガラスの割れた窓の向こう、ネオンの輝く街の更に向こうを見ていた。

「私はただ見ていたいだけ。劇作家がどんな脚本を書くのか、呪いの子がどう踊るのかを」

　上空には、地上に蔓延はびこる欲望の光を見下ろすように、下弦の月が浮かんでいた。人々が奪い合い、そして殺し合い、殖ふえては死ぬの営みを繰り返していく有あり様さまを、闇夜からずっと見つめてきた。いくら人間が神に近付いたと錯覚しても、あの小さな天体すら摑つかむことなどできていない。ジェーン・ドゥは、それでも全能を目指した愚者に敬意を払い、謳うたうように呟つぶやいた。

「私はただ、貴女あなたが語ろうとしたおとぎ話を観みてみたいだけなのだから」
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「さて、危機的状況だ」

　激痛で汗ばむ手で高級車のハンドルを固く握りながら、俺は後部座席に言葉を投げた。

　人質となっているシエナは既に観念したのか暴れるのを止め、おとなしく俺に殺意の籠った目線をくれている。バックミラーはあえて覗のぞかないようにした。

「こちらの手札は重傷を負った銀使いバケモノが二匹と、人質にとった女が一人。向こうはまさか単独犯ってことはないだろう。そして何より厄介なのが、俺たちは奴らの目的も、正体も、敵がどのくらいいるのかすら全く知らないってことだ。こいつはいったい、なんて名前の悲劇だ？」

「いいね、楽しくなってきた」

　リザの緊張感のない声が後頭部に響く。一つ付け加えるならば、一番の悲劇はこの戦闘狂バカが同じ車に乗っていて、しかもそいつが俺の唯一の仲間であるということだ。アクセルを限界まで踏み込んで高級車を加速させながら、俺は重たい息を吐く。

「お前の自殺に付き合ってやる暇は俺にはないね」

　時速一三〇キロ以上で進む車内からは、景色が帯のように流れて見える。しばらく逃げてきたが、未いまだに追っ手の気配は感じられない。だがそれがむしろ不気味な予感を俺に抱いだかせる。

「シエナ、一つ聞くが、ダニエルはどうしてお前を連れ出したんだ？」

「それは……、ここにいると私の身が危ないって、ダニーが」怯おびえているのか少し上擦った声でシエナは続ける。「私が近いうちに組織に拘束されるって偶然聞いちゃったみたいで。それが何故なぜなのかは彼も知らなかったみたいだけど」

「だが俺たちは、奴が重要機密を持ち出して逃げたと聞いた。それについて心当たりは？」

「わからない……。とにかく彼は何も言ってなかった」

　薄々気付いていたアイデアが現実味を帯びてきた。俺は苦々しく舌打ちをする。

「シエナ、実はお前が重要機密を抱えてるってことはないよな？」先程の戦闘中、襲撃者はシエナだけを生け捕りにしようとしていたように見えた。「知ってることは全部話してくれ」

「そんな、私はただの娼しよう婦ふよ？　重要機密なんて知ってるはずがない」

　その返答には、偽りなど微み塵じんも感じられなかった。ダニエルが重要機密を持ち出したという情報は噓うそだと確定したわけだ。つまり、オルテガは俺たちに何かを隠しているということになる。

　……ということは、奴が用意したこの車に乗っていること自体がもう危険だ。

「とにかく、近くを走る車を見つけ次第、そいつを奪ってこの高級車とはさよならだ」

「は？　なんで」

　前方に赤いワゴン車が見えた。リザの問いには答えず、車を一気に加速させて真横に付ける。そのままハンドルを左に滑らせて車体を激しくぶつける。喧やかましいクラクションを鳴らしながら赤い車の運転手は急ブレーキを踏んだ。急停止で車体はバランスを失い、タイヤが路面を摑つかめずにスピンする。間髪入れず、俺たちはドアを開けて飛び出した。

　ゴムの焦げたような臭いの立ち込める道路の真ん中で、俺はバラックの銃口をワゴン車に乗っている男女二人組に向ける。

「殺されたくねえなら今すぐ二人とも車を降りろ！　さあ早く、三、二……」

「わわわわかったわかったから、そんな拳銃モン仕舞ってくれ！」

　この街の連中は突然の理不尽に対しての物分かりがいい。それは生きていくための必須条件であり、いわば成れの果ての街でやっていくための処世術と言える。走行中に発砲されることすら挨拶程度の意味しか持たないこの街では、こうして車を奪うことすら容易たやすいのだ。

　リザによってワゴンの中に投げ込まれながら、シエナは信じられないといったような表情で絶叫する。

「こっ、この悪党ども！　地獄に墜おちろ！　絶対墜おちろ！」

　俺は苦笑を浮かべるしかない。

「俺たちはたまたま通りかかった知り合いに車を借りただけだ。なあリザ？」

「間違いないね。今私、友情の尊さに感動してる」

　呆れとも怒りともとれる表情のシエナを一いち瞥べつして、奪った車を夜の闇に発進させた。

　そもそもこの一件は警察を通していない闇営業というやつで、できることならグラノフを頼りたくはない。かといってこのまま走り続けて朝が来るのを待つのも現実的ではないため、車の目的地は俺の隠れ家のどれかということになる。現在地から最も近いところへは、このままの速度でいけば一〇分とかからずに到着できるだろう。

「てかラルフ、なんで車を乗り換えたの？　さっさとオルテガに連絡して、助けを呼べばいいだけじゃね？」

「出来すぎなタイミングでシエナを狙ってやってきた襲撃者。俺は奴が、オルテガが差し向けた刺客だと見てる。もしオルテガが俺たちを嵌はめているなら、どんな細工があるかもわからない車に乗るのは危険だ。そうでなくても、ずっと同じ車で逃げ続けるのはリスクが高いしな」

「さっきの変態にシエナが攫さらわれる前に、私らに保護させようとしてたって考え方は？」

「だとしたら、ダニエルが重要機密を持ち出したなんて噓うそをつく必要はない。それに、敵対者がいるなら俺たちに前もって伝えておくべきだろ？　まあ確かに、根拠はねえよ。だが俺たちはもう、オルテガに嵌はめられてると仮定して動くべきだ」

　この街では、噓うそつきは人殺し以上に信用できない。常に最悪のケースを想定すべきだ。

「仮定の話を続けよう。襲撃者の行動から推測すると、オルテガはシエナを必要としている。だから自分が経営する高級店で囲っていたわけだが、正義感か何かに駆られたダニエルがシエナを連れ出すという非常事態が起きてしまった。しかも組織は今、後継者争いでゴタついてる真っ最中ときてる。自分の所の娼しよう婦ふをただの運転手に攫さらわれるなんて不ふ手て際ぎわは、他の幹部たちには知られることなく解決したいってのがオルテガの本音だろう」

「そこまでは私も分かってる。だから自分の手駒じゃなく、私らに二人の回収を依頼したわけでしょ？　でも、さっきの襲撃者にオルテガが関わってるって推理はどっから来たの？」

「恐らく保険のためだろうな。後継者争いから脱落したくないオルテガは、今回の一件が外部に漏れた場合に備えて、責任の所在を曖昧にしておきたい。一介の運転手に出し抜かれてお姫様を失うというミスなら幹部の責任問題になるが、二匹の化け物によって抵抗の余地もなく攫さらわれたという悲劇であれば、周囲の批判はいくらか軽減される」

　少し間があってバックミラーを見ると、リザの口くちの端はしが不機嫌そうに歪ゆがんでいた。どうやら俺が言いたいことを理解してくれたようだ。

「つまり俺たちは、スケープ・ゴートに仕立て上げられたのさ。銀使いを使って俺たちを殺してしまえば、ストーリーは後からいくらでも付け加えられる。俺たちの死体を踏みつけながら、奴は組織にこう説明するだろう。『この二匹の豚がダニエルを手引きして娼しよう婦ふと現金を連れ出したのを突き止めた。そこで私は速やかに追っ手を送り、連中の抹殺に成功した』ってな。銀使いが誘拐に絡からんでいるなら危機管理能力を問われることもないだろうし、俺たちを殺すことができれば組織への忠誠と迅速な対応力をアピールできる。そしてその一方で、本来の目的であるお姫様の奪還を果たせるってわけだ。なんでシエナが特別扱いされてるかまでは、流石さすがに解わからねえけどな」

　そして恐らく、この推測は正しい。何故なぜなら、マクスウェルはホテルにいた人々をあらかじめ殺していたからだ。あの凶行も、ダニエルたちの潜伏先を事前に知ってなければ不可能だろう。そして潜伏先を知っていたのは俺たちと、メールでの報告を受けたオルテガだけだ。

　絵に描いたように絶望的な状況だった。気丈に見えたシエナも、今では涙ぐんで、全身を震わせている。彼女に掛けてやれる言葉は、この汚れた街の何処どこにも見当たらなかった。

　アクセルを限界まで踏み込み、他の車を追い抜きながら目的地へと急ぐ。前方を行く赤い車を追い抜こうと車線を変更したとき、リザが異変に気付いた。

「ねえラルフ。なんかおかしくない？」

「お前の頭以外はだいたい順調だ」

「バカ言ってねえで後ろ見ろ！　なんかが飛んできてる！」

　後部座席から身を乗り出したリザがハンドルを強引に回す。

　俺は咄とつ嗟さにブレーキを踏み込むが、タイヤの摩擦力が耐え切れず、車体は大きく旋回しながら反対車線へ突っ込んだ。ギリギリのところで追突を避けた対向車がクラクションを鳴らしながら遠ざかっていく。

　リザに文句を言おうと口を開いた瞬間、視界の端で爆炎が広がった。

　さっきまで目の前を走っていた車はどうやら逃げ遅れていたようだった。生き物のように揺れる炎の中に、大破した車体が囚われている。あの様子だと運転手はまず即死だろう。

　だが死者を弔ってやる時間などは全くない。俺はアクセルを踏み込み、反対車線を逆走する。バックミラーを覗のぞくと、車種は様々だが一様に武装したゾンビどもが乗っている車が五台、銃撃とともに追随してきているのが見えた。

「ロケットランチャーだと!?　それにあのゾンビどもは、いったいどっから湧いてきた！」

「理由は一つしかないじゃん。私らの居場所は特定されてて、しかもこんな不思議現象を起こせる銀シロガネ使つかいがもう一匹いる」

「化け物はリザとさっきの変態だけで充分だよ。ああクソっ！　胸焼けがしてきた」

「どうする？　私の銃の腕で、あいつら全員とやりあうなんて無理だけど？」

「解わかってる。運転を代わってくれ。それから位置情報のデータをカイに」

　狭い車内を窮屈に移動し、リザと入れ替わる。皇国陸軍の標準装備となっている中量級の汎用機関銃〈ローディングＭ二〇四〉を召喚しながら後部座席に転がり込むと、シエナは震える肩を抱きながら声もなく泣いていた。いくら気丈な女でも、いきなりこんな状況に放り出されれば耐えられないのは当然といえる。シエナはうわ言のように呟つぶやいていた。

「……ああ、神様。嫌だ、まだ死にたくない……」

「安心しろよ。連中は少なくとも、お前だけは殺すつもりはないみたいだ。この銃撃もさっきから、車体とタイヤだけを狙ってきてるだろ？」

「でももし捕まったら？　私、どんな目に遭っちゃうの!?」

「案外、お誕生日会でも開いてくれるかもな。とにかく伏せてろ」

　俺の迎撃は何体かを吹き飛ばしてはいるが、そもそもの物量が違う。しかもこちらは対向車両を避けながら進まなければならないときてる。リザの反応速度と運転技術、そしてゾンビどもの粗末な射撃能力を差し引いても、防弾仕様でもない車が破壊されるのは時間の問題だ。

　機関銃がワゴン車を運転するゾンビの上半身を吹き飛ばした瞬間、俺たちが乗っている車体が大きく揺れた。何者かが車の上に飛び乗ったのだと気付いたときには既に、俺の右腕が凄すごい力で摑つかまれていた。

「どっから飛んできた！」

　左手に出した散弾銃シヨツトガンで亡もう者じやの腕を吹き飛ばす。しかし相手は痛覚を持たない死者だ。間髪入れずに、血ち塗まみれの上半身を車の中に捻ねじ込こんできやがった。

　反応が遅れた俺の首を、男が反対の腕で締め上げてくる。殺されてから時間が経たっているのか、凄すさまじい腐敗臭が鼻腔を突き刺してきた。

「その、すぐ死にかける性癖を早くどうにかしろ！」

　リザが罵声とともに拳銃を抜く。耳元で銃声が数発響き、俺は窒息の恐怖から解放された。両腕が消し飛んだ男をなんとか車外へ蹴飛ばして、追跡者たちの方を向く。

　そこで俺の視覚が捉えたのは、極めて非現実的な光景だった。

　追跡してくる五台の車の奥から、死体どもが四、五つほど飛んできている。最高速度でレースを繰り広げる車よりも速く、生気を失った男女の顔がミサイルのように迫ってきていたのだ。

　脳神経が、反射的に〈銃創ステイグマ〉へと命令を送っていた。

　車の後方、リアガラスから見える景色が白に覆い尽くされる。高速で飛んでくる人間砲弾は防護クッションに激突し、失速。衝撃で宙に浮いた分厚いクッションは後方から迫る車を巻き込んで、玉突き事故を引き起こしていた。本来は高所からの脱出にのみ使っている道具だが、こんな使い道もあることに気付けてよかった。

「人間を砲弾にして飛ばす能力、ってとこか？　人権団体にチクれば止めさせられるかな？」

「ゾンビに人権が適用されるなら、いい手だと思うけどね」

　安あん堵どした直後、轟音が俺の鼓膜に殴りかかってきた。時間差で飛んできた女の死体が防壁をすり抜け、リアガラスを突き破って車内に侵入してきたのだ。気付いたときにはもう、亡もう者じやは運転中のリザにナイフを突き出していた。知性のない亡もう者じやの攻撃程度はリザなら目を瞑つぶっていても避けられるだろう。しかし、頸けい動どう脈みやくを搔かっ切きってしまえば動きが止まる常人とは違い、狭い運転席で死体の動きを完全に停止させることは極めて難しい。

　両手を切り落としてもなお亡もう者じやは芋虫のように暴れ、車を運転するリザを押さえ付けようともがいている。背筋に寒気が走りきるよりも早く、俺は叫んでいた。

「シエナ！　座席に摑つかまれ！」

　制御不能になった車は、信号機らしきものに激突。慣性の法則に従ってゾンビは車外に投げ出され、衝撃に備えていた俺とシエナも前部座席に叩きつけられた。全身に激痛が走る。シエナは頭を打ったのか、気を失ってしまったようだった。外に出て確認するまでもなく、車は大破しているはずだ。エアバッグに顔を埋うずめたままのリザは、絶望的な言葉を吐く。

「ああ、くっそ。もう囲まれてる」

　完全に停止した車の周りには、涎よだれを垂らした亡もう者じやが群がってきている。リザと俺だけなら連中を蹴散らすぐらい簡単ではあるが、気を失ったシエナを抱えてとなると話は別だ。

「どうすんのラルフ？　その子を置いて逃げる？」

「この場をどうにか生き延びるだけでいいならそれもありだろうよ。でも、それでオルテガがシエナを捕えるという目的を果たしてしまったら、今度は組織そのものを敵に回しかねない」

「私はそれも楽しそうだと思うけど？」

「五〇〇〇人近い軍隊と、〈薔薇ばらの女王〉のような伝説級の銀使いに狙われて、失禁しない自信でもあんのか？　俺にはねえよ」

　シエナを肩に担かつぎながらそう答えるのを合図にして、俺たちは車外へと飛び出した。先行するリザが逃走経路を文字通り切り開き、右手にクリックガンを召喚した俺がゾンビどもの脚を吹き飛ばしながら続いていく。右斜め前にいたギャング風の死体が発砲。音速の弾丸が俺の足元のコンクリを破砕する、が俺は構わず走り続ける。

　連中は俺が担かついでいるシエナに被弾するのを警戒しているため、威嚇以外の目的では銃撃ができないのだ。ゾンビどもに動いている脚だけを狙う射撃技術があるとは到底思えないので、間合いに入らないように警戒すれば充分に切り抜けられる。

　だが、姿を見せていない人間砲台が次にどんな手を打ってくるかが判わからない以上、油断などは絶対にできない。俺たちは全力で、遮しや蔽へい物ぶつとなるビルの影を目指して走り続ける。

「ゾンビどもの服装が、みんなギャングっぽくなってたね」

　前を走るリザが呟つぶやいた。今更驚くことでもないが、化け物は息一つ切らしていない。

「マクスウェルのゾンビ生産能力は、自分の手で殺さないと発動しない。いくらここが成れの果ての街でも、一般人への大量虐殺は難しいはずだ。それこそ、ギャング同士の抗争にでも参加しない限りはな」

　この街で暮らす一般人がどこまでカタギの人間なのかについては議論の余地があるが、つまりはそういうことだ。

「俺たちのように警察や犯罪組織の依頼をこなすだけの掃除屋エージエントとは根本的に違うってことだ。奴はいわゆる戦争屋。恐らく、ゾンビを飛ばしてきてる新手も同じだろう。つまり連中には『穏便に』とか『控えめに』という概念がそもそもない。こっちの常識で奴らを測るのは危険だ」

　連中は目的のためなら手段を選ばない。ホテルにいた人々を皆殺しにし、自らの人形として利用していたことからも明らかだ。

　恐らくだが、一連のイカレた行動は警告の意味を孕はらんでいるのだろう。大人しくシエナを引き渡さなければ、死体の山は更に高く積み上がっていく。そこに俺たちが加わるのも時間の問題という訳だ。

「こっちだ！」

　俺たちは三階建ての鉄筋ビルの裏側に転がるように逃げ込んだ。ゾンビたちが飛んできた方向からすれば、射線をこのビルが遮ってくれることになる。道路を挟んだ先には人工的に作られた運河があり、向こう岸に広がる街の明かりが水面を彩いろどっていた。

　全く息切れをしていない相棒は、皮肉交じりの表情をこちらに向ける。何か言い返そうとした瞬間、頭上で銃声が鳴り響いた。

「……おいおい冗談じゃねえぞ」

　恐らくビルの屋上から暗視スコープでも付けて撃ってきているのだろうが、夜間であるためこちらから視認はできない。俺は咄とつ嗟さにライオットシールドを二つ呼び出した。ひとつはリザに投げ渡し、もうひとつの陰で身を屈めて銃撃をやり過ごす。新手の銀使いの能力があれば、有利な場所に一瞬で陣形を作ってしまうことができるのだ。

　俺は自分の判断の甘さに舌打ちをするしかない。リザは瞑めい目もくし、聴覚を研ぎ澄ませていた。

「こっちは高所を取られてて、反撃の手立てがない。おまけに銀使い様までお出ましだ！」

「ゾンビだけじゃ仕留めきれないと見て、早速登場してくれた感じ？」

　リザは楽しそうに言うが、生あい憎にくながら俺の感性はそこまでぶっ壊れていない。安全圏から攻撃できる能力を持つ敵がわざわざ近くまでやって来たということは、つまり俺たちを殺す算段をとっくに整えてしまっているということだ。どう甘く見ても、絶望的すぎる状況だ。

　必死に銃撃の雨に耐えていると、胸ポケットに入れていた携帯が振動した。俺は音声応答機能を起動させ、盾を構えたまま通話を開始する。

『やあラルフ、元気でやってる？　外の様子はどう？』

　電話口のカイは、気の抜けた声で俺の神経を逆さか撫なでしてくる。先程リザに簡単な状況説明と位置情報のデータを送らせていたのだが、このタイミングでやっと連絡が来たわけだ。

「スピーカーから聞こえないか？　なんと局所的に銃弾の雨が降ってる。異常気象だ」

『はは、それは大変そうだね』

　当然ながら、この銃声は奴にも届いているはずだ。盾を構えてやり過ごしてはいるが、シエナを抱えている状況ではこの場から動くこともできない。だがこの天才クラッカー様にはどうやら、俺の危機的状況が可笑おかしくてたまらないらしい。電話の向こうで、飴あめを舐なめながら笑いを堪えている姿がありありと思い浮かぶ。

「それで要件はなんだ？　俺たちを今すぐ救ってくれる手でも思い付いたなら助かるんだけど」

『いいや、まだ契約が成立していないだろ。俺が金額を提示して、ラルフ、あんたがそれに了承する。後になってから、アレはお前の善意からの行動だったなんて言われても困るからね』

　続けて言い渡された金額に、俺の視界は歪ゆがむ。足元がぐらつき盾を落としそうになるが、なんとか踏みとどまった。金と自分の命だ。天てん秤びんにかけるまでもない。カイのイカレ野郎については後で必ず殺すとして、今は建設的な話をするべきだ。

「……分かった、どうすればいい？」

『今から……そうだな、二分三四秒後だ。後ろの運河に全員で飛び込むんだ。それが今回俺が教える情報だよ』

　電話が途切れたところで、俺はリザを見る。当然今の通話も聞こえていて、相棒は目で合図を送ってきていた。他に手立てがない以上、俺たちはカイの言葉に従うしかない。

「ああああああっ！　まじイライラする！」

　時間が来るまでただ盾の後ろに隠れているという状況に耐え切れなくなったのか、リザは声を荒らげる。戦闘狂のあいつがここまで我慢できているのは、ほとんど奇跡と言っていい。

　突如、電流が全身を駆け巡った。

　弾はじかれたように虚こ空くうを見上げると、ビルの屋上から七人乗りの黒いワゴン車が降ってきていた。ワゴン車の落下速度と、シエナを抱えた俺の移動速度を計算しようとして、やめた。ああクソっ、何を混乱してやがる。

　結局俺は、その場から一歩も動けなかった。視界を塗り潰してくる物体を、ただ見上げることしかできないでいる。

　──ああ、これは避けられない。確実に死ぬ。

　目を閉じてしまったそのとき、俺とシエナはまとめて、リザに真横から突き飛ばされた。

　ついさっきまでいた場所にワゴン車が墜つい落らくしてきた。落下の衝撃で骨格は歪ゆがみ、フロントガラスは大破。原形を留とどめていない車体と破砕されたアスファルトが、そのどうしようもない破壊力を物語っていた。

「ぼーっとすんな！　すぐ次が来る！」

　この極限の盤面においても、リザだけは冷静だった。いち早く奇襲に反応し、俺とシエナを救ってくれたのだ。それにリザが言った通り、奴の攻撃がこれで終わりだとは思えない。警戒レベルを限界まで引き上げ、ビルの屋上を睨にらみつける。

「そんなに真剣に、何処どこを見ているのですか？　そこに私はもういないのに」

　背後からの声に振り向くと、そこには迷彩柄の軍服を着た丸眼鏡の男が立っていた。男は後ろで手を組み、一切の感情が含有されていないような鉄面皮で俺たちを睨にらみつけている。ゾンビどもを引連れ、さながら軍隊の指揮官のような態度だ。

　しかし、ノコノコとここまで近付いてくれたのはこちらにとっても好都合だ。既にリザはナイフを構え、低空姿勢で男へと疾走していた。

「躾しつけがなってないお嬢さんだ」

　男が溜ため息いき交じりに呟つぶやくと、右側で銃を構えていたゾンビの一体の姿が消えた。違う。リザへと向かう弾丸になったのだ。背後では、リザがゾンビもろともビルの壁に叩きつけられる音が響く。俺にはほとんど見えなかったのは当然で、その速度はアクセルを限界まで踏み込んだ車よりも上なのだ。いくらリザでも、不意を突かれて反応できるスピードじゃない。

　男が左手を挙げるのを合図に、二匹のゾンビが俺の脳天に銃口を向ける。

[image: ]

「ゾンビどもを弾丸にできるなら、ワゴンや自分自身を飛ばせるのも当然ってことかよ」

　つまり奴は、どれだけの制限や条件があるのかは解わからないが、あらゆる物体を高速で飛ばすことができるのだ。怪我けがもせず平然と立っている所を見ると、どうやら速度の調節も自在らしい。ＳＦっぽく例えるのなら、サイコキネシスのような能力と捉えた方がいいのだろうか。

　為なす術すべがなくなった俺は、大人しく両手を挙げるしかなかった。

「チェックメイトです。死に急ぐのでなければ、そちらのお嬢さんを引き渡すのが賢明かと」

　感情の起伏のない平へい坦たんな声で、指揮官は告げる。どうやら俺たちはゾンビから必死に逃げていたようで、実はこの場所に誘い込まれていただけだったらしい。屋上に仕込んでいたワゴン車の弾丸を躱かわすところまで、すべてが想定通りだったのだ。腹立たしいが、冷静になるしかない。身動きができないのなら、口を動かせ。

「噓うそはよくないね。ここで要求を吞のんだところでどうせ、俺たちは殺されるってオチだろ？　さすがに、そんな甘言を信じるほどお花畑な思考はしてねえよ」

　俺の返答にも、男は無感情に口を結ぶだけだった。挙げている左手の時計をチラリと見ると、カイが指定した時間まであと一分と少しあった。ただ時間を稼ぐだけでは足りない。何か決定的な隙を作り出し、上手うまく逃走できる状況を作り出す必要がある。手信号サインも出せない状況の中で、リザも俺の意図を感じ取ってくれていると祈るしかなかった。

「動くな」

　降伏の構えを取っている俺がそんな身の程知らずの言葉を吐いたことに、男は少なからず警戒する。俺は右手に、起爆装置と爆薬が一体になった小型爆弾を召喚していた。過激派のテロリストが自爆する際に使うような代物で、文庫本ほどの大きさながら、人間ふたりを殺傷するには充分な威力をもつ。わざわざ連中に見えるようにボタンに親指を乗せており、押した瞬間にそのまま爆発するようになっていた。

「……どういう意味です？」

「お前がシエナを狙ってんのは解わかってる。ここで俺と一緒に心中ってことになれば、困る誰かがいるんじゃねえか？　そして俺は、ゾンビに殺されるくらいならこちらを選択する」

「……なるほど」

　男の合図によって、ゾンビどもは銃口を下げる。リザは既にゾンビを八つ裂きにして、俺とシエナの横に並んでいた。あと三六秒。形勢逆転とは行かないまでも、希望は少し見えてきた。

　男の顔色は変わらず、何を考えているのかが全く読み取れない。表情筋が退化でもしているのか、それとも本当に感情を持たない機械か何かなのか。どちらにせよ銀使いがまともであるはずがない。全く変わらない表情のままで、男は口だけを動かして言った。

「私はよく、ジョークが解わからない、つまらない人間だと言われる」

　男の真意が摑つかめず、俺は動けない。残りは二七秒。

「だから、あなたが言っている言葉の意味が全く解わからないのです」

　視界の両端、眼鏡の男の左右の大地が蠢うごめく。緩慢な速度で、運河沿いに植えられていた街灯が空中に持ち上がっていたのだ。これがさっきのゾンビどもと同じ速度で飛ばされてきたらどうなる？　しかも、弾丸は二メートルを超える街灯。これが回転しながら向かって来れば、回避できる自信は全くない。男は眼鏡を中指で直しながら、底冷えのする殺意を放出した。

「どうやら、自主的に死ぬつもりなどまるでないようだ」

　自爆スイッチがハッタリなのがバレていた。俺は爆薬など入っていない玩具おもちやを投げ捨て、シエナを抱えて男へと走る。少し遅れて、風を搔かき混まぜる轟音とともに街灯が両端から迫ってきた。反応するのが早かったため直撃は免まぬがれたが、逃げ遅れた右足に掠かすめて激痛が走る。

　街灯同士が激突して砕ける悲鳴のような轟音も、骨折しているかもしれない右足首の痛みも、今は知るか。連中を突っ切って運河へと飛び込むしか、俺たちに生存の目はないのだ。

　リザが飛ひ燕えんの速度で男へと向かい、ナイフによる刺し突とつで迷うことなく男の喉元を目指す。しかし、刃が突き立てられたのは横から飛んできたギャングの死体だった。高速で飛ひ翔しようする物体に引っ張られ、リザの体勢は大きく崩れる。得物から手を離したときには既に、銀使いの太い腕に首を締められ、宙に捕らえられていた。

　残りは七秒。もう後がない。脳内に散らかっているアイデアを必死に探る。

　記憶の中に埋もれている、微かな光を見つけた感覚があった。

　俺は〈銃創ステイグマ〉に干渉し、能力を高速展開。かなり前に、ヘリコプターの回かい転てん翼よくを使って知り合いの技師に試作させていた大剣を召喚した。男の胴体に、全体重を掛けた斬撃を叩き込む。

　巨大な回かい転てん翼よくによる攻撃は、男の左肘と左膝に挟まれて停止させられていた。遠隔系の能力といえども、相手は銀使いだ。その筋力は俺を遥はるかに上回っている。だがこれで、リザの首から手を離させることには成功した。

　勝機。俺は怪力でびくとも動かない大剣を消し、空になった両手に短機関銃クリツクガンを呼び出す。抱えていたシエナが背中から剝がれ落ちていくが、視線の交換で俺の意図を把握したリザが、地面に落ちる前に彼女を受け止めていた。

　相棒がシエナを担かつぎ直なおしながら運河の方へ走り出すのを背後に感じながら、俺は両手の引き金を引き絞る。男は射線から一瞬で消え、気付いたときには車道を挟んだ向こうまで逃げていた。俺は運河へと後退しながら一斉掃射を続け、連中をその場に釘くぎ付づけにする。

「歯ァ食いしばれ！」

　相棒の怒鳴り声に素直に従うと、襟首がとんでもない力で後ろに引っ張られた。続いて両足が宙に浮き、俺の全身は浮遊感に包まれていく。

　横目で落下地点を見る。俺の襟首を摑つかむリザの左手、乱れた黒髪から覗のぞく横顔、その先に続く暗黒に染まる運河。カイが手配してくれたゴムボートが低速で進みながら待ち構えており、浅黒い肌の操縦士と、一足先に投げ込まれているシエナが見えた。急激な落下で三半規管がシェイクされるのに従って、それらの映像も搔かき混まぜられ、夜の闇に混ざっていく。

　背中への衝撃には歯を食いしばって耐え、のたうち回るのも我慢してすぐに立ち上がる。秒単位で通過時刻を合わせてきた熟練の操縦士が、舌打ちとともにボートを加速させた。

　ボートの接近を敵に悟られずに済んだのは、リザが周囲の音を遮断してくれていたからに他ならない。そのせいでリザ本人の超感覚は制限され近接戦闘での優位性が損なわれたわけだが、おかげでなんとか逃げ切ることができた。後は追撃を躱かわしながら安全圏まで進むだけだ。

　俺たちを乗せて進むゴムボートを追い掛けるように、木製のベンチや街灯が飛んできた。俺はリザにも短機関銃を投げ渡し、二人で飛来物を撃ち落としていく。砕け散った木片や金属の欠片かけらが、ゴムボートの後ろで暴れる曳ひき波なみに搔かき消けされていった。

　運転手は終始悪態をつきながら暴れ馬を操縦し、水みず飛沫しぶきを夜の闇に置き去りにしていく。向かってくる兵器が段々とお粗末なものになっていくまでずっと、俺たちは弾幕を張り続けた。




　ボートが橋の下を潜くぐり、人工島に張り巡らされた地下水道へと入り込んだところで、銀使いの攻撃はようやく鎮しずまった。救世主たるゴムボートの運転手、この街では〈舟渡し〉とも呼ばれる男は、わざわざ俺たちに見えるように唾を吐はき棄すてた。

「乗せるのが訳アリの化け物どもだなんて、〈ダイバー〉からは何も聞いてねえぞ」

「運んで貰もらっている俺が言うのも何だが……、あんたには同情するよ」

　俺は本心からの言葉を述べるが、男から返ってきたのは立てられた中指だけだった。男の真まっ直すぐな好意に、俺も親指を下に向けて迎え入れてやる。お互い立派な大人だ。

「それでお前ら、これからどうするつもりだ？　墜つい落らくへの道の検問ゲートが開くまで、地下街のどこかでネズミのように震えてるつもりか？」

「そうしたいところだけど、状況はもっと複雑でね」

　まだ確認は取れてないが、俺たちは恐らくオルテガの術中にハメられている真っ最中だ。

　このままイレッダ地区から脱出できたとしても、ダニエル逃亡の手配、およびシエナ誘拐の濡ぬれ衣ぎぬを着せられてしまう。そうなればオルテガの情報操作によって、俺とリザの名前はフィルミナード・ファミリーの「絶対殺す奴リスト」に仲良く並び、星の裏側まで追いかけ回されることになる。

　俺たちが生き残るためには結局、オルテガの目的を暴き、身の潔白を証明した上で、シエナを組織に返還するしかない。できなければ、二人仲良く深海魚のエサだ。

　照明もない地下水道を、エンジンを消したボートが順調に進んでいく。男がモールで水をかく音が壁面に反響していたが、この程度なら現在地が追っ手に悟られることはないだろう。

　舟渡しとは、船頭に取り付けられた粗末な電灯だけで迷路を進み、客を目的地へと運ぶことができる特殊技能者の総称だ。男はあの修羅場を潜くぐった直後だというのに、大口を開けて欠伸あくびをしていた。シエナは気を失っていて、リザも腕を組んで瞑めい目もくしている。特に話題もないので、なんとなく尋ねてみた。

「とにかく、あんたには助けられた。名前は？」

「ジェイムズだ。……なんだ、化け物が世間話か？」

「そういう日もある」

　俺には別に、中年のしかも男と談だん笑しようする趣味がある訳ではない。俺は会話をしているようでいて、しかし何も喋しやべっていない。ただ自分の感情を整理し、鏡に向かってぶつけているだけだ。

「世界は……この街は、裏切りに満ちている。裏切らない唯一のものがあるとすれば、それはまあ、金くらいかな」

　俺は今日、そしてこれまでの人生で、いくつもの裏切りを目撃してきた。男は好きな女を連れ出すために組織を裏切り、女は生き残るために残酷な噓うそを吐ついた。倫理観に唾を吐いた俺たちがホテルに駆けつけたとき、脚本を書いた誰かは何処どこかで嫌らしく嗤わらっていたのだ。

「真顔のまま人を裏切り、殺すことができる怪物どもがいる。勿もち論ろん、俺たちも含めてな」

「ああ、お前ら銀使いは……いや、この街にいる全員が、もれなくイカレちまってる」

　男は喉の奥で笑った。明らかにイカレている者が、自分たちはイカレていますと当たり前の宣言をしているのが滑稽でたまらないのだろう。残念なことに、俺も全く同じ気持ちだった。

「……ときどき思うことがある。俺は人を殺す。自分が生き残るためだけに、ありとあらゆる手段を使って殺す。警察の犬として犯罪者を始末することもあるが、それも死刑囚にならないための点数稼ぎに過ぎない。俺は、どこまでも自分のために人を殺す」

　黙々とボートを漕こぐ男の背中に、返答など求めていなかった。

「だけどたまに、恐ろしくなることがある。……俺は爆薬入りの首輪を巻かれた兵隊だ。後にも先にも、網膜に映し出される光景は死体ゴミの山だけ。自分がいつそこに加わるのかは分からない。それは明日かもしれないし、今日かもしれない。だが、戦場から逃げることだけは決して許されない」

　俺は瞑めい目もくし、波の音が感覚を支配していく暴挙を受け入れた。

「怖いのは、自分がいつ死ぬか分からないことなんかじゃない。怖いのは自分の精神こころだ。左胸の手術痕に棲すむ、悪魔もうひとりだ。俺は、このまま自分が狂っていくことが何よりも怖い」

　瞼まぶたの裏側ではいつも、凄せい惨さんな記憶が上映されている。

　能力を発動し、短機関銃の引き金を絞り、向かってくる敵を挽ひき肉にくにしていく。殺さつ戮りくの日々で理性は擦り切れ、徐々に何も感じなくなっていく。初めのうちは感じていた罪悪感や自殺衝動も、近頃では滅多に姿を見せなくなった。

　左胸に棲すむ怪物に、自らの精神が作り出した幻影に、俺はいつか喰くい殺ころされてしまうのだろう。俺はそれが何より怖い。リザやマクスウェルのような〈銀シロガネ使つかい〉に成ってしまうのが先か、成り損ないのままくたばるのが先か。どちらが俺にとって幸福なのかは明らかだった。

　凍いてつくような殺気。

　振り向くと、目を覚ましたリザが、座ったままナイフの切っ先を向けていた。

　心を棄すてた〈銀使い〉の本気の殺意に、俺は呼吸をすることすらできなくなる。

「たしかにあんたは成り損ないで、私らとは事情が大きく違う。正直そこは同情するよ。ところで、そんな可哀かわい想そうな可哀かわい想そうなラルフくんに、ひとつ質問してもいい？」

　リザの緋ひ色いろの瞳に睨にらまれた俺は、金縛りにでも遭ったように身動きひとつできない。

「狂うってなに」

　この不規則に揺れる船体の上で、俺とリザ以外のすべてが世界から消失していた。ボートを漕こぐジェイムズも、頭を打って夢の中にいるシエナも、壁に反響する波音さえも、すべてが取っ払われていた。ぶつかり合う視線と視線が質量を獲得し、停止した世界で確かに蠢うごめいている。

　俺が答えを出せずにいると、リザは突き出していたナイフを収めた。

「私からすれば、この狂った世界で、臆面もなくマトモでいようとするあんたの方がよっぽどイカレてると思うけどね。心の底からキモいと思う」

　リザは真剣に、相棒である俺を糾弾している。断罪している。[image: 叱]責している。

「ガキみてえな幻想は棄すてろよ。さっさと棄すてろ。『正当性』は何処どこにあるって？　『正義』は？　『解答』は？　……そんなもん何処どこにも転がってねえよ。なんならドブでもさらって探してみればいい。ラルフ、あんたの手が汚れるだけだから」

　その言葉には仕事仲間への配慮も、まして正義などという架か空くうの概がい念ねんも存在していない。あるのはただ、真実だけだった。

　殺やらなければ殺やられる。狂わなければ野垂れ死ぬ。それはつまり、この世界における真理なのだ。銃弾や策略、銀使いどもとの戦いを生き抜くためには、曖昧な人間性など棄すてなければならない。価値観を変革させなければならない。思考を軽量化しなければならない。大切な何かを、虚飾に塗まみれた大切な大切な何かを、笑って切きり棄すてなければならないのだ。リザは俺に、それを受け入れる覚悟をしろと迫っている。

　今すぐ、このボートを降りる頃にはもう、俺は生まれ変わっていなければならない。でなければ俺たちは捕らえられ、変態野郎マクスウエルの奴隷の仲間入りだ。

「……まあ、言い過ぎて悪かった。ただ、このままじゃ早死にすると思っただけ。それも今日中に、わりと高い確率でね」

　リザは懐中電灯に照らされた進路の先を見ながら、小さく呟つぶやいた。相棒のらしくない気遣いに、何となく居心地の悪さを感じた俺は軽口を叩く。

「生あい憎にくだが、楽しみにしてる映画もある。まだ死ぬには早すぎるね」

「ああ、あの禿はげた俳優が主演のやつね。アレだったら、記憶喪失の主人公が実は犯人でしたーっていう、大量生産のオチだったよ。駄作だったけど、まあ暇潰しくらいにはなった」

「お前……まさかだけど今のはネタバラシか何かか？　それとも他殺願望の告白？　なら奇遇だけど、俺にもたった今動機ができた。早く、そのヘリウムの詰まった頭を差し出せ」

「はっ、心残りがひとつ消えて良かったじゃん。これで安心してくたばれる」

　目も合わせずに言い合う俺たちを見て、操縦士のジェイムズは完全に呆れ返っていた。

「この状況でガキみてえにふざけてられるお前らは、二人まとめて死にたがりの狂人だ」
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　シエナ・フェリエールは幼少の頃、「信じる者は救われる」「思おもい遣やりの心を大切に」「信頼できる友達を見つけなさい」という教えを両親から授かっていた。

　それらはもしかしたら、育児指南書の最初のページに載っているような、使い古された常じよう套とう句くなのかもしれない。それでも当時の彼女はこの教えを守って、希望に満ちた未来を生きていこうと誓っていたのだった。

　だから、小学校の級友たちに虐いじめられていたときも彼女は人知れず涙を拭いて、信仰心が自らを助けてくれる日というものをずっと待っていた。そして同時に、神様とやらはとても多忙で、しかも救う者を選えり好ごのみするような嫌な奴だとも勘付いていた。

　それでも両親はとても優しかったし、彼女は特に聡そう明めいな父親のことを心から愛していた。

　友人のいない彼女にとって、様々な書物に溢あふれた父親の書斎は絶好の遊び場だった。従順なシエナは父親の言いつけを守り、書棚の奥にある難しそうな本には絶対に手を伸ばさなかった。なにより、当時夢中だった冒険小説のシリーズを読むだけで、彼女の心は充分に満たされていたのだ。他には何も要らなかった。

　紙の上に記された物語の数々に、部屋を埋め尽くす書物の香り、そして父親がペンを走らせる心地よい音。たったそれだけが一〇歳のシエナにとっての、世界のすべてだった。

　やがて彼女は少し大きくなり、世界を朧おぼろ気げにではあるが理解することができるようになっていた。小学生の頃虐いじめられていた理由が、自分の両親の経歴にあるのかもしれないと気付いたが、彼女にとっては些さ細さいな問題だった。一四歳になった頃には、信頼できる友達も見つけて平凡な毎日を謳おう歌かできていたからだ。

　しかし彼女の生活に、悪い予感が迫ってくる。

　愛いとしい両親と暮らす家に、いつからか見知らぬ男たちが出入りするようになったのだ。来客たちはほとんどの場合、小こ綺ぎ麗れいなスーツに身を包み、謙へりくだった態度で両親と接していた。そしてシエナがたまに居合わせたとき、彼らは愛玩動物を慈いつくしむような笑顔をこちらに向けてくる。

　──ああ、この人たちは信用できない。

　シエナが彼らの薄紙のような笑顔に警戒心を抱いだいていた理由は、思春期の娘の移ろいやすい機嫌にあるわけではなかった。ただ根拠もなく、心の内側のほとんど本能と言ってもいいような部分で、その男たちのことを怖おそれていたのだ。それが何故なぜなのかは、シエナ自身にも到底説明できるものではなかった。

　父親が男たちとどんな内容の話をしていたのかは分からない。しかしシエナは後になって、その会話の中身が両親の経歴、あるいは父親の書棚に関係しているということを確信した。そして両親が犯した最大の過あやまちは、大人しく男たちの提案に従わなかったことであるとも。

　シエナがその結論に至ったのは、初夏の眩まぶしい光が世界を埋め尽くしていたあの頃、風邪を引いた彼女が学校を休んだ日のことだった。その日のシエナはウイルスがもたらす気け怠だるさに身を任せ、昼過ぎまで二階にある自室のベッドで天井を見上げていた。

　微睡まどろみを消し飛ばす銃声。

　響き続ける轟音。父親の怒号。母親の絶叫。男たちの下卑た哄こう笑しよう。

　そのとき感じた恐怖を、シエナは鮮明に覚えている。

　下階で起きているのが何なのかも分からないまま、彼女は部屋の隅で膝を抱えて震えていた。

　一、二発の銃声を最後にして、床の下の喧けん騒そうは途絶える。その静寂が何を意味するのか、そのことについて考えるのは禁忌だ。シエナは耳を塞ぎ、必死に思考を凍結させていた。世界から自分を切り離し、心を薄い膜の内部に閉じ込めていた。

　自分が生き残ったのだとシエナが初めて気付いたのは、嵐が過ぎ去った後、銃声を聞いて駆けつけた警官に肩を叩かれたときだった。平日の午前中に中学生の一人娘が自室で寝ているなど男たちの想定にはなかったのか、とにかく彼女はひとり生き残った。

　少女は周りを囲む大人たちの静止を振り切って、両親がいるはずのリビングへと走り出した。壊れた人形のように階段を転がり、永遠と見み紛まがうほどに長い廊下を進んでいく。

　これは実は隣人たちを巻き込んだ芝居で、両親はリビングで声を殺して笑いながらコーヒーでも啜すすっているのだ。そうだ、そうに違いない。そうでなければ、世界の何処どこかに神様がいるという両親の教えが噓うそになってしまう。

　頭の中では、先程の銃声も男たちの怒号も母親の悲鳴も、すべてが都合の良い何かに変換されていた。目の前の扉を開ける、ドアノブを右方向に半分ほど捻ひねりそっと押してあげるだけの簡単な動作を実行するだけで、すべてを否定することができると信じていた。

　シエナがそんなおとぎ話から現実に引ひき摺ずり込こまれた原因を指摘するのは、極めて簡単なことだ。何故なぜなら彼女は、正解を知ってしまったのだ。

　あの耳を劈つんざく銃声が意味していたものは、穴だらけの赤黒い肉塊となってしまった父親だったものの成れの果て。

　男たちの哄こう笑しようと母親の悲鳴の正体は、衣服を剝がされ人間の尊厳を奪われ、命をも刈られた母親だったものの残ざん骸がい。

　そこには悲劇があった。そして悲劇は、この狂気に汚染された世界において別段珍しい話というわけでもない。そのとき彼女はすべてを悟ってしまった。

　親戚付き合いのなかった家だ、これから私はどこかの施設に入れられるのだろう。だけど、もし男たちが自分の生存を嗅ぎつけたら？　きっと今も連中は学校の周辺に貼り付き、舌した舐なめずりをしながら興奮を鎮めているに違いない。

　警察は信用できる？　いや、正義など映画や小説の中にしか登場しない概念だ。〈銀の弾丸〉の登場で、すべてが置き換わってしまったのだから。

　──そうだ、だったらあの街を目指そう。

　狂気が自らを狙うなら、それを上回る狂気に身を隠せばいい。成れの果てまで逃げれば、より深い闇に紛れることができる。早い方がいい。まずは金が必要だ。

　幸いながらシエナには武器があった。何故なぜなら少女は一四歳で、美しかったのだ。

　一四歳という年齢がもたらす付加価値は確かなもので、彼女が孤児院を抜け出すのにはそう時間は掛からなかった。イレッダ地区にある娼しよう館かんにスカウトされ、シエナは当初の目的通り、狂気の世界へと辿たどり着つくことができた。黒塗りの高級車に乗せられて〈墜つい落らくへの道〉を渡るとき、彼女は白く輝く水面を見つめながら呟つぶやいた。

　──くそったれ。

　それでも、時の針は廻る。数年が経たち、フィルミナードが管理する娼しよう館かんへと移籍しても、彼女は主力商品のひとつだった。何より彼女は店に対して、更にその上の組織に対しても非常に従順だった。そうしてさえいれば、組織が自らを護まもってくれる。

　五大組織と、それに続くいくつかのマフィアによる実質的な分割統治が為なされている〈成れの果ての街〉において、それは身の安全を保障する最大の盾となった。彼女は生き残るために、臆病な自分を貫いた。

　だから、冴さえない運転手が差し出してきた手を摑つかむ理由など、本当は何もなかったはずなのだ。頭では理解していた。なのに感情が静止を振り切って飛び出してしまった。

　立入禁止キープ・アウトの黄色いテープの先にあった地獄を、忘れたことなどないというのに。

「俺と一緒に抜け出そう。こんな狂った街から」

　違う。あなたを好きなわけじゃない。

「何があってもお前を守ってやる」

　馬鹿な、逃げられないに決まってる。

「さあ、早く！」

　そのとき彼女は、あろうことか気付いてしまったのだ。

　本当の自分が、希望を求めてしまっているということに。

　この世界から連れ出してくれる誰かを、ずっと待ち焦がれていたということに。

　そんな致ち命めい的てきな事実を、彼女は自覚してしまった。ありもしないものに縋すがった女がどうなるかなんて、とっくに知っていたはずだったのに。

「…………ほんと？」

　だから彼女は、喉の奥から溢あふれてくる言葉を塞せき止とめることができなかったのだ。




　　　　◆




　木製の粗そ末まつなベッドが二台、そしてひび割れたガラス製のテーブルに、それを囲むいくつかのパイプ椅子。地下に沈んでいるこの部屋には窓などひとつも設置されておらず、古臭い照明が頼りなく明めい滅めつしていた。日常生活を送るには色いろ褪あせすぎているこの薄暗い場所は、俺たちのような逃亡者を一時的に匿かくまうためだけにある簡易宿泊施設だった。

　俺は自ら呼び出した医療器具をテーブルに並べ、できる範囲の応急処置を行っていた。俺が肩や足を負傷している情報くらいは共有されているはずで、普段使ってるような闇医者を訪ねることはできない。リザは外に出て見張り中、シエナはまだベッドでうなされているとなれば、自分で包帯を巻くしかない。

　処置をした箇所をそれぞれ確認する。戦闘時は脳内麻薬の分ぶん泌ぴつによって忘れていたが、やはりゾンビとなったダニエルに斬られた傷はかなり痛む。最初感じた印象ほど傷は深く達していないようだが、どちらにせよすべてが終わったら通院は免まぬがれないだろう。

　その他にも細々とした打撲や切り傷があるが、これらは無視していい。問題は回転する街灯によって砕かれた足だ。包帯をキツく巻いて足首を固定してはいるが、まさかギブスを嵌はめて化け物どもとやり合えるはずもない。全くもって気乗りはしないが、非合法の鎮痛薬を飲むより他に手段はないようだ。

　トレイルセットと呼ばれるこの薬を服用すれば、半日ほど外的要因による激痛をほぼ完全に消してくれる。そんな便利なアイテムが違法薬物と認にん定ていされている理由は、その強烈な副作用にある。この薬がもたらすのはあくまでも平穏の前借りに過ぎず、効果が切れたあとは倍以上の苦痛となって使用者を襲うのだ。

　だが、逃げ切れなければ死ぬ俺に迷う理由などない。砂糖菓子のような青色をした錠じよう剤ざいを、水とともに嚥えん下かする。コップをテーブルに置き、一息ついた所で、ベッドの上のシエナがゆっくりと上体を起こしていた。

　いきなり殺し合いに巻き込まれて、しかも頭を打って気絶までしてしまった人質に掛けるべき言葉が見付からなかったのだが、存外、先に話し掛けてきたのはシエナの方だった。

「銀使いはみんな、噓うそみたいに傷の治りが早いんだと思ってた」

「もう一匹の化け物は、もう傷が塞がりかけてる。頭の方は相変わらず損傷が激しいけど」

「あなたは違うの？　同じ化け物なのに？」

　シエナは俺のジョークに反応するわけでもなく訊きいてきた。素直に回答しようとして、思いとどまる。シエナはただの人質で、俺たちの切り札で、オルテガが手に入れたいマスターピースに過ぎない。わざわざ説明してやる義理もないと、内心では首を振る。

「悪党にも守秘義務はある。個人的な情報で、あんたのような一般人には答えられない」

「ああ、そう」

　残念そうに零こぼしながら、人質はベッドから起き上がり、こちらへと近付いてきた。それからテーブルに置かれたコップを手に取ると、俺の正面に腰を下ろす。半分ほど入っていた水を一気に飲み干してから、彼女は切り出した。

「じゃあ、一緒に逃とう避ひ行こうを続ける共犯者として訊きくことにする。あなたの回復が遅い理由は何故なぜ」

「俺が足手まといにならないかどうか確認してるわけか」

　俺が苦笑すると、シエナは肯定とも否定とも取れる笑みで返してきた。

「あの恐ろしいゾンビたちに追われている間、私はずっと震えていた。その原因はダニーが目の前で殺されたことにあるのかもしれないし、自分の行く末に絶望してたからなのかもしれない。けど、気を失って目が覚めて、ついさっき気付いたの」

　彼女はやはり昔の恋人に似ている。長い白金色の髪を指で梳とかす仕草などは特に。だから何だと自分に言い聞かせて、シエナの次の言葉に耳を傾ける。

「私が怖かったのは銀使い。空っぽな心に狂気を無理矢理詰め込んで、笑いながら殺しあっているあいつらが、たまらなく怖かった。その胸の奥に、その人じゃない何かが息を潜めているような感じがして、凄すごく怖かった。銀使いは今までも仕事で何人か相手にしたけど、殺し合いの中にいるときはもっと救いがない」

「俺たちが怖いなんてこと、水が凍れば氷になるってぐらい当然のことだろう」

「でも、あなたは違う」

　一瞬、呼吸が断絶した。何だ、こいつは何を言っている。

「あなたからは何も感じない。化け物の胸に詰め込まれてるはずの何者かを。あなたは本当に銀使いなの？　あなたの本当は、なに」

　翡ひ翠すい色いろの瞳は、真まっ直すぐにこちらを見ていた。俺はたまらず聞き返す。

「どうしてそう感じた？」

「解わからない。……なんとなく？」

　ある程度熟練した使い手であれば、戦闘中の立ち回りなどから、俺が銀使いとしてあるべき基本性能を持っていないことに気付くだろう。リザやグラノフのように古くから俺を知っている者であれば、俺の精神状態が銀使いとしては異質であることに気付くだろう。

　だが、初対面で且かつ戦闘員でもないシエナはどちらにも当あて嵌はまらない。本当になんとなくそれを言い当てたのであれば、その感性の鋭さに拍手を送ってやるしかないようだ。

　そろそろ、彼女をある程度までは信用しておくべきなのかもしれない。これから先、俺やリザが守りきれない展開もあり得る。

「ほとんどの場合、銀使いってのは外科手術によって生産される。大昔に魔女とやらが遺のこした、〈施術書グリモア〉に記された手順に従ってな。手術を経て被験者は銀の弾丸と肉体レベルで同化し、化け物じみた身体能力や生命力、おまけに退たい廃はい的てきな思考を手に入れることができるわけだ」

　俺の解説に、シエナは小さく頷うなずいた。こんな基本は、成れの果ての街に住んでいるろくでなしどもにとっては交通ルールよりもよっぽど常識だ。

「じゃああなたのときは、施せ術じゆつが上手うまくいかなかったってこと？」

「違う。……というか、俺はそもそもその手順を踏んでいない」

　机の上に散乱した医療道具を霧のように消失させながら、俺は言った。

「自分で弾丸を埋めたんだ」

「……自分で埋めた？　銀の弾丸を？」

「ああ。そのときは緊急事態で、すぐに人間を辞める必要があったからな。だから目の前に転がっていた銀の弾丸を、穴の空いた左胸に押し込んだ」

　そこまで言って、俺は口を閉じた。シエナもそれ以上の詳細を訊きこうとはしない。暗黙の了解に従って、俺は話題を変える。

「あの格闘技術はどこで？　あんたの娼しよう館かんでは、就業後の特別レッスンでもやってんのか？」

　前屈みになって両りよう掌てのひらを合わせているシエナは、短い息を吐いた。

「いいえ、独学。まあ、昔から何かと敵が多かったから」

「同級生の女の子たちから、かなり嫌われてたタイプだろ」

「かもね。子供って、横一列で進みたがる生き物でしょ？　はみ出しているのが前だろうと後ろだろうと、自分たちとは異質なものと看み做なして攻撃する。だから、初めて友達と呼べるものができたのは中学に上がってからかも」

「俺も似たようなもんだったよ。それで、同級生をぶちのめすために始めたわけか」

「まさか。本格的にやり始めたのは、この街で働き始めてから。一度客に殺されそうになって、それをきっかけに護身術として学び始めたってわけ」

　シエナは何の気なしにそう言うが、恐らく格闘技術を研けん鑽さんした理由は別にある。

　あのホテルに向かう前にカイに調べさせていた情報によると、三年ほど前にシエナの両親が強盗に殺されるという事件があったそうだ。データベースから抜き取った警察の調書によると、取り調べを受けた少女は「どいつもこいつも殺してやる」などと錯さく乱らんしていたらしい。

　彼女が強盗どもへの復ふく讐しゆうを一度も考えなかったと推測するのは難しい。俺に封印したい過去があるように、シエナの心にも鍵のかかった部屋がある。

「ああそういえば、まだちゃんと名乗ってなかったな。俺はラルフ・グランウィード。もうひとりの頭の悪そうなクソガキが、相棒のリザだ」

「じゃあ私も、共犯者として自己紹介するね。もうとっくに知ってるだろうけど、私の名前はシエナ・フェリエール。気安く名前で呼んでくれた粗そ相そうも、今回は仕方なく許してあげる」

　改めて自己紹介をすることで、互いに協力関係にあるという了承とした。これで本当に信頼関係が芽生えることなどあり得ない。これはただの儀式だ。だが、これで俺たち二人とシエナは単なる『誘拐犯と人質』ではなくなってしまった。

　俺は気を取り直し、固形の携帯食料を喚よび出だして口に放り込む。味覚がイカレていることでお馴な染じみの皇国軍が標準装備している兵糧食レーシヨンで、実際ひどい味だが、安くて保存がきくため重宝している。今回のように補給ができない状況では、医療道具や薬、食料を一式保管できる俺の能力は非常に便利だった。

「銀使いが能力を使ってるところなんて今日初めて見たけど、あなたのそれは本当に便利」

「確かに、俺より使える能力なんて見たことないな。日常生活においてだけだけど」

「うまく使えば、かなり儲けられるんじゃない？　例えば、運送会社に就職するとか」

　一瞬だけそんな平和な光景を想像してみたが、すぐに現実が目の前に立ちはだかってきた。

「能力が使えるのは、自分の金で買ったものだけなんだよ。しかも条件がやたらと厳しくて、後で代金を返してもらう約束になってる場合は発動しない。複数の口座を経由させるのも駄目」

「細かすぎない？　というか、銀の弾丸の悪魔だっけ？　なんでそいつがこっちの世界の取引のことを詳しくチェックしてるの」

　シエナに指摘されて背筋が冷たくなる。厄介な制約が付いて面倒だ、くらいにしか思ってなかったが、深く考えてみると恐ろしい話だ。

　銀の弾丸に棲すむとされている悪魔は何故なぜ、俺たちの世界の商取引の仕組みまで知っているのだろうか。何故なぜ、俺たちの企たくらみをことごとく見抜いてしまえるのだろうか。人じん智ちを超えた何者かに常に監視されているという悪い想像が過よぎる。

「あとそういえば、生き物を出し入れすることなんて可能なの？」

　危機的状況でも正気を保つためなのか、初めてまともに会話をする銀使いに好奇心が芽生えたのか、シエナは矢継ぎ早に質問を浴びせてくる。俺は戸惑いつつも答えた。

「少なくとも、生きてる内は無理だな。昔、試しにペットショップで買ったネズミにやってみたことがあったけど駄目だったよ。ただ、そのネズミが死んだ後は問題なく発動したな」

　つまり死体になるまで予約して待ち続ける必要があるということだ。我ながら、悪趣味にもほどがある能力だと思う。

「ついでに、人間の死体は無理だった。死体処理の手間が省けると思ったんだけど」

「へえ、何でできなかったの？」

「この能力のもう一つの制約に、発動対象は実際に売買されていて、売値がついてるものに限られるってのがある。だから、ぶっ殺した後で能力を発動しようとしても無駄ってことだ。てかそもそも、売値がついてる人間なんてそういないだろ？」

「ああ、私は分かるよ、自分の売値。一時間五万エル。どう、買ってみる？」

　シエナの悪戯いたずらめいた笑みが昔の恋人に似ていたので、俺は思わず目を逸そらしてしまう。

「はっ、考えてみるよ」

　居心地の悪さに立ち上がると、狙いすましたように隠し部屋の扉が叩かれた。

「ラルフ、見張り交代して。あと腹減った」

　返事も待たずに扉を開けたリザに、余っていた携帯食料を投げ渡す。左手で受け取ったリザは、乱暴に袋を破いて嚙かぶりついた。一応の配慮として、もう一箱呼び出すことにした。

「シエナも食うか？　美味うまいってことはないけど、かといって気絶するほどでもない」

「……遠慮しとく。まだ食欲がないし」

　無理もないが、食えるときに食っておいた方がいいのも確かだ。携帯食料の箱をテーブルに置き、俺はそこからもうひとつだけ取って扉へと向かった。

　常に不機嫌な相棒と、リザを恐れているシエナがどんな会話をするのかは疑問だ。気まずい光景を一瞬だけ想像したが、まあどうでもいい。俺は扉を開き、部屋の外へと踏み出した。

　金網の下を流れる地下水路のせせらぎが、深い闇に溶けていく。

　肩幅ほどの広さの足場には、一箇所だけ人ひとり通れるほどの穴が開いており、ロープで組まれた簡易的な梯はし子ごがそこから水路へと伸びていた。迷路のように入り組んだイレッダ地区の地下水路にはこういった金網がいくつかあり、ぶら下がった梯はし子ごを上ることで隠し部屋に入ることができるわけだ。舟渡しどもが管理しているこれらの施設は、連中の重要な収入源のひとつとなっている。

　目を凝らし耳を澄ませ、近くを通るボートなどがあればすぐに銃弾をぶち込めるよう備える。ライフルを構えたまま情報屋に電波を飛ばすと、返答はすぐに返ってきた。

『……ああ、ラルフか。今ちょっと忙しいんだけど？』

　スピーカーから流れてくるカイの声は何故なぜかひどく焦燥していて、少し苛いら立だっているようにも感じられた。俺としては、ビジネスパートナーの問題点を指摘してやるしかない。

「何やらコントローラーをカチカチ言わせてドラゴンを討伐しているかのような音が聞こえるんだけど、これは俺の幻聴か？」

『分かってくれてるなら、そのまましばらく待っててくれないかな？　そうだな……二時間くらい。そのくらいあれば、このステージをクリアできそうな気がするんだ』

「オーケイ、わかった。一回裁判で労働の在り方について語り合おう。顧客の非常事態にアホ面下げてネットゲームに興じている情報屋は、満場一致で死刑だと決定されるだろうけどな」

　職業倫理の欠如した情報屋は俺の怒りを完全に無視して、魔法や剣を駆使してドラゴンを倒す作業に戻っていった。現実逃避の手段としてネットゲームに溺れる者は太古の昔から大勢いるだろうが、今のこいつのように仕事相手から催促されている真っ最中にドラゴンと戦っている馬鹿はそうはいないだろう。

　契約の打ち切りと怠け者の滅殺までを真剣に考え始めた頃、電話の向こうでコントローラーが壁に投げつけられる音が聞こえた。

『ああクソっ！　肝心なときに本当に使えない奴だ！　もう少しで行けそうだったのに』

「自己紹介はもう解わかったから、さっさと情報を寄越せ。こっちはお子様の遊びに付き合ってられるほど人生に絶望してないんだよ」

『……情報？　ああ、さっき頼まれたやつか。どれから聞きたい？』

　あれだけゲームに熱中しながら、どうやって情報を搔かき集あつめたというのか。情報屋ダイバーの人間の辞めっぷりは相変わらずで、さっきまでの怒りも何処どこかへ行ってしまった。

　どれだけ勤労態度が悪かろうと、カイは誰よりも早く、そして正確に仕事を遂行してくる。おかげで今の今まで俺やリザによる処刑を免まぬがれているわけであるが、そもそも常識から逸いつ脱だつした天才に説教をする時間ほど無駄なものはこの世界に存在しない。俺はさっさと要件だけを伝えることにした。

「じゃあまず、襲撃者たちの情報から教えてくれ。あの変態野郎どもはいったい何者だ？」

『マクスウェルと名乗ったゾンビ使いに関しては、ラルフ、あんたの見立てで間違いなさそうだ。奴は一部で〈墓場の独裁者〉とも呼ばれる戦争屋で、先月西海岸ウエスト・コートで起きたあの大規模な銃撃戦にも関与が疑われてる。典型的な虐殺主義者シリアルキラーで、今回みたいに誰かと組んで仕事をするのはかなり珍しいみたいだね』

「銀の弾丸について何か解わかったか？」

『以前レイルロッジ協会が見解を発表してる。死者との交信や降こう霊れい術じゆつを司つかさどる〈ガミ・ジン〉が封じられてると見て間違いないようだね。愉快なニュースだけど、かなり高位の化け物らしい』

「なるほど、そいつは不愉快なクソ情報だ。それで、もうひとりの銀使いについては？」

　ゲームの件をまだ引きずっているのか、カイは何処どことなく不ふ貞て腐くされた声で続ける。

『情報が少ないから断定はできないけど、物体を操作する手口で知っている有名人は〈狩人かりゆうど〉のユルゲン・シュバルツに、〈大道芸人〉ボヌワマ辺りかな。ラルフの証言を信じるなら、元軍人のユルゲンと考えるのが妥当かもね』

「ああ、そいつなら聞いたことがある。どこかの小国の独立戦争でも活躍した、優秀な傭よう兵へいだってな。何がとち狂ってこの街に流れ着いたかは知らないが、厄介な相手なのは間違いない」

　連中は個々でも相当に強力な使い手だが、手を組んだときの相性が凶悪すぎる。マクスウェルが生産した屍しかばねの軍団は、ユルゲンの能力によって驚異的な機動力を持つ特攻部隊へと生まれ変わるのだ。どちらか一方を先に落としておかなければ、状況は苦しくなる一方だ。

　そして、カイへのもうひとつの注文、この襲撃の黒幕である可能性が高いオルテガについての情報が耳に流れ込んでくる。

『オルテガはフィルミナード・ファミリーに一〇人いる最高幹部のひとりだけど、序列は下から数えた方が早いくらいだ。今水面下で起きている跡目争いでも、中心に割って入ることが全くできていない。フィルミナードのシノギの中心である麻薬に武器、〈銀の弾丸〉の取引ではなく、風俗アミユーズメント部門を取り仕切っているだけの立場だ』

「昇格の見込みの薄い哀れな男ってわけか？　ますます、俺たちに罪を着せて殺す動機がはっきりしてきたな。なんせ、奴には後がない」

『さあ、どうだろうね。内部からの証言も色々漁あさってみたけど、オルテガという男がギラついた権力主義者だっていう情報は少なかった。まあ末席にいる立場上、牙を隠してるだけだと思うけど。……ああ、面白い情報としては、〈魔女の左目〉とかいう新興宗教に関わってるって噂うわさがあるね。極彩色の服を着た愉快な狂人どもが馬鹿なことをやっている団体だ。最近報道でもたまに出てきてるから、ラルフも存在くらいは知ってるでしょ？』

　これは意外な情報だった。あの冷徹な合理主義者が、世間で笑いの種になっているようなカルト教団の信者だとは信じがたい。どう考えても、魔女を神と崇あがめ変な歌や踊りをやらかしているような姿など想像できなかった。

「宗教は金になるって言うだろ。バカどもの洗脳事業に一役買って、せっせと小銭稼ぎでもしてるんだろうさ」

『まあ目的はどうあれ、定期的に教会へと足を運んでるみたいだね。犯罪組織が絡からんでるとなると、世間も彼らをそう笑ってはいられなくなる』

　更なる詳細はこれから文書で送ってもらうことにして、カイとの通話は終了する。敵への対策を練るのは勿もち論ろんだが、それ以上にオルテガの行動の不可解さについても検討が必要だ。

　シエナ誘拐の罪を外部の仕事屋に着せ、マクスウェルたちに始末させることで「事件発生の不可避性」と「緊急事態への対応力」をアピールする。権力争いで崖っぷちに立たされている現状からして、今回のトラブルを穏おん便びんに片付けるにはそれが最適解のように思える。

　だが、オルテガがわざわざ俺たちのような銀使いをスケープ・ゴートに配役した理由だけがずっと引っ掛かっていた。罪を着せて殺すだけなら、もっと殺しやすい人間、それこそその辺のチンピラ崩れでも雇った方がいいに決まっている。シエナの誘拐を防げなかった正当な理由を創るためだとしても、手痛い反撃を受けるリスクなどは考えなかったのだろうか。

　黒い水の流れを見つめながら、煙草タバコに火を点つける。薄暗闇を淡く漂う煙を眺めながら、俺は長い長い息を吐いた。不可解な状況だが、答えを出すには材料が足りなさすぎる。解わかっていることといえば、最悪な状況はいつも、より最悪な方向に流れていくという事実だけだ。

　今いる場所は紛まがうことなき地の底だが、その底とやらもいつか抜け、奈落の蓋が開いてしまってもおかしくはない。あの平穏で退屈だった日々、好きだった女の横顔、色いろ褪あせていく遠い記憶。すべては金網の下に零こぼれ落おち、黒くうねる水流に吞のまれていく。

　目を閉じ、ありもしないものに祈りを捧ささげる行為は自殺だ。じっと奇跡を待っていても結局、俺とリザはふたり仲良く細切れにされて深海魚の餌となる。俺は決してそうはならない。あの日、愛していたシャルロッテの亡なき骸がらを見下ろしながら誓ったはずだ。生き残るためには、覚悟を決めなければならない。狂気の世界へと踏み込む、悲痛なまでの覚悟を。

　俺は正気を何重にも縛りつけ、心の最さい奥おうにある牢ろう獄ごくへと投げ入れた。しっかりと鍵をかけたら、今度は胸ポケットから携帯を取り出して親愛なる宿敵へのメッセージを書かき綴つづる。

『シエナ・フェリエールを受け渡す。四時間後に落ち合おう。報酬はそのときに手渡しで構わない。受け渡し場所は追って連絡する』

　躊ちゆう躇ちよする時間を己に与えないように、すぐさまメッセージを送信した。俺の背中から天井へと糸が伸びており、それを骸がい骨こつ頭あたまの死神が手繰り寄せている幻げん覚かくが見えた。俺はそれを鼻で嗤わらってみせることができず、舌打ちとともに水路へと唾を吐き捨てた。




　暗闇の向こうから、ボートを漕こぐ音が聞こえてきた。そろそろ隠し部屋の使用時間が過ぎる頃なので、〈舟渡し〉のジェイムズが迎えに来たのだろう。一応の警戒として、ライフルの銃口をボートに向けてみる。男は恐れる素振りなど全く見せずに、淡々と告げてみせた。

「あと三分で時間終了だ。それ以降は一秒あたり五〇〇エルの延長料金が発生するから、早く支度するんだな」

「この街には、まともな料金設定で商売しちゃいけないって決まりでもあんのか？」

　ただでさえ出費が多い日だ。これ以上財布を軽くする訳にもいかないので、大人しくジェイムズの指示に従うことにした。ライフルを消し、金網の床を歩いて隠し部屋の扉まで進む。そこでふと、リザとシエナがどのようなやり取りを繰り広げているのかが気になってしまった。

　ドアを開けようとした手を止め、薄い扉に耳を当てて中の様子を窺うかがう。

「……リザ、あなたの怪我けがはもう大丈夫なの？」

「まあね」

「……それは良かった。そういえば、あなたは今いくつなの？　私とあんまり変わらないように見えるけど」

「一九だけど。それが？」

「……いや、ごめん。少し気になっただけ」

「ふーん」

　室内の凍え切った空気がこっちにまで伝わってきた。俺はいたたまれなくなって扉を開ける。

「……お楽しみのところ悪いが、もう時間だ。さっさとここを出るぞ」

　リザとシエナはそれぞれ部屋の隅に対角線上になるように座り、視線は壁や天井の方にしか向いていない。年下であるはずのシエナが気を遣って話しかけているのに、我が相棒には会話を広げる気が全くない様子だった。

　とにかく、リザのコミュニケーション能力のなさには改善の余地がある。別に俺たちとシエナの間に友情が芽生える必要なんて全くないが、最低限の情報収集や信頼関係の構築は必要だ。

　机の上に散らばった備品を回収しながら、相棒の問題点を遠回しに指摘する。

「リザ、お前が島の外で日常生活を送れてることが不思議で仕方ねえよ」

「は？　どういう意味？」

　本気で解わかっていない様子のバカは無視して、シエナを扉の外に誘導する。俺が先導する形でロープ製の梯はし子ごを降りてボートに着地すると、シエナも恐る恐るそれに続いた。リザがボートに乗り込むのを待ってから、俺はジェイムズに紙切れを手渡した。

「そこに書いた住所を目指すには、どこから地上に上がればいいか解わかるか？」

「そうだな……」回答は一瞬で導き出されたようだ。男は俺が渡した紙切れに簡単な地図を記していく。「ここから南に五分ほど進めば、その建物がある通りに直結するルートに入れる」

「じゃあそこまでお願いしてもいいか？」

「了解した。ただそこは大昔に使われなくなった水路で、もう水は引かれてないんだ。一応ボートで進めるとこまで進むつもりだが、そこからは三時間くらい歩くと考えてもらっていい。当時の設計者の頭がよほど悪かったのか、絶望的なほど入り組んでやがるからな」

「三時間？」リザが声を上げる。「ふざけんな。この辺から地上に出て、そこから車で移動すればいいだけでしょ」

「お前らの事情はよく知らないが、もうじき夜が明けるこの時間帯に車で堂々と移動する勇気があるってのか？　驚きだな。……このルートなら舟渡しでも限られた人間しか知らないし、出口は目立たない場所にあるから待ち伏せされる心配もない。まあ、詳細はこれを見れば解わかる」

「逃走の専門家としての意見ってわけか」手渡された地図を見ながら、俺はルートの安全性を確認した。「解わかった、従うよ。入り口まで送ってくれ」




　ボートを降ろされ、俺たちは懐中電灯の明かりだけを頼りに地下通路を進んでいた。通路が非常に狭いため、先頭を行く俺と最後尾のリザがシエナを挟む形で、一列になって進んでいる。既に一時間以上は歩いていて疲労も溜たまっている上、下水道が近いのか異臭が仄ほのかに漂ってきているという素晴らしい状況だ。俺の口からは、自然と不満が溢あふれてくる。

「ああクソっ、こんなに歩かされるのは久しぶりだ」

「まあ、あと一時間も歩けばお楽しみがあるんだからいいじゃん。このくらい我慢しろよヘタレ野郎」

　超人的な身体能力を持つリザならこの程度の行脚あんぎやは余裕だろうが、俺やシエナのような一般人には三時間ぶっ通しでの移動は流石さすがに堪こたえる。

「誰もがお前みたいにイカレまくった思考回路を搭載してると思わない方がいいぜ、脳筋女」

「どうでもいいけど、背後からナイフが飛んでくるっていう不ふ慮りよの事故にも警戒してね」

「ご忠告どうも。お前こそ、脳細胞が腐っていく奇病が進行中みたいだから気を付けろよ」

　イライラが絶頂に達して、俺たちの会話は最も早はや殴り合いの様相を呈してきた。これだけスラスラと悪態が出てくるのは、もはや一種の才能なのかもしれない。一瞬だけ振り返ると、シエナは心底呆れかえったような顔で溜ため息いきを吐ついていた。

「あなたたちって、いっつもそんな感じなの？　そんなに仲が悪くて、よく今まで組んでられてるわ」

　一番年下のシエナに呆れられては、苦笑で誤ご魔ま化かすしかない。戦闘能力が不足していた俺と、立ち回りや交渉が下手なリザをグラノフが引き合わせたのがきっかけだったが、奴にしてもこれだけ長く続いているというのは想定外だろう。

「俺らが組んでるのは、単に他に相手がいないからってだけだよ。何か他に理由があった気もするけど、もう忘れた」

　何となく居心地が悪くなって、俺は話題を強引に変える。

「シエナは、この一件が終わったら何がしたい？」

「何がしたい、か。生き延びることに必死で、そんなの考えたことなかった。……まあ、人工島の外で普通の暮らしをしたいっていうのが一番かな。一生叶かなわない夢だろうけど」

「俺も全く同じ気持ちだよ。命の危険にも、迷惑な相棒にも悩まされることのない平和な生活が一番の理想だ」

「リザは？」流れで言ってしまったのを後悔するかのように、シエナは恐る恐る続ける。「あなたは生き延びたあと、何がしたい？」

「さあね」

「リザ、せっかく聞かれてるんだからちゃんと答えろよ。もしかして恥ずかしいのか？」

　俺の指摘に、リザはわざとらしい舌打ちとともに渋々答えるのだった。

「私は楽しく戦争ごっこができてればそれでいい。……って言いたいところだけど、最低でも三日後にはイレッダから出てたいね」

「へえ、意外だけど、それは何故なぜ？」

「〈ディジーズ〉のライブがあるから。もうチケットも取ってるし」

　確か、リザがいつも俺の車で大音量で流しているバンドだ。何を歌っているのか全く聞き取れないほど怒り狂った歌声と、観客の鼓膜を破壊しないと気が済まないかのような暴力的な演奏が特徴で、静かな音楽が好きな俺の嗜し好こうとは正反対。ことごとく趣味の合わない相棒だ。

「ああ、猟奇的連続殺人シリアル・マーダーツアーでしょ？　エルレフ公演ってそんな近かったんだ。私はイレッダからあんまり出れないから見送ったけど」

　ごく当然のように返すシエナに、俺は内心で驚きよう愕がくする。常に血生臭い闘争に飢えているリザならともかく、落ち着いているように見えるシエナがあんなバンドを聴いているところなど想像もできない。慌てて振り返ると、リザは口くちの端はしを僅かに吊つり上あげていた。試すような目つきでシエナに問い掛ける。

「じゃあ、この前出た新しいアルバムも聴いたの？」

「もちろん。まあ、イレッダ地区じゃ海賊版しか買えないから、ネットで落としたものだけど」

「へえ、意外とやるじゃん」

　その後も二人の会話は広がっていく。これはまさしく、人工島イレツダの外の喫茶店で少女たちが繰り広げるような、他愛もない会話だ。俺は途方もない気分になる。

　そうだ。シエナにしても、色々とイカレているとはいえリザにしても、まだ二十歳はたちにもなっていない少女に過ぎないのだ。本来なら、将来への淡い期待や同じくらいの不安に悩まされながら、友人や恋人とくだらない話で笑い合っているべき少女たちなのだ。

　そんな彼女らが、血と死に塗まみれた逃避行に巻き込まれてしまう原因とは何だ。〈銀の弾丸〉に翻ほん弄ろうされなければならない道理とは何だ。俺には解わからない。誰に解答を求めればいいのかも、果たして解答など本当に存在するのかどうかすらも。

「とにかくシエナ、今回のアルバムはヤバかったでしょ。特に歌詞のメッセージ性」

「ああ、出てくる殺人の描写がリアルすぎて、ボーカルのグレイグに警察から出頭命令が来たんだっけ？　そういえば今作で、歌詞の中で死んだ人間が二〇〇〇人に到達したって聞いた」

「それだけじゃなく、脱退したメンバーのほとんどが死ぬか廃人になってるのが最高にイカレてる。グレイグがぶっ殺してるって説まであるくらいだし」

「軟弱な人間が二度とバンドに入ってこないように、今は服ふく役えき経けい験けんがあることが加入の条件になってるらしいね」

「そもそも刑務所の中で結成されたバンドだから、原点回帰ってことでしょ。やっぱディジーズの音楽性に付いていけるのは、限られた狂人だけってこと」

「確かに、普通の感性じゃあんなイカレた曲は作れない。メンバーは基本的にクスリをキメてから演奏してるって噂うわさもあるし。そういえば、物販にも正体不明の乾燥植物が置かれてた」

　……感傷に耽っていた自分がアホらしくなってきた。何だこいつら。

　音楽の趣味と人間性は連動していると聞くが、成れの果ての街で生きる者たちの、趣しゆ味み嗜し好こうに連動した心の闇とやらを垣かい間ま見みた気がした。

「シエナ、お前があんなバンドを聴いてるってのは少し意外だな。人は見かけによらない」

　率直な俺の感想に、シエナはさも当然のように返してきた。

「まあ、色々と発散したいときもあるからね。あなたにもあるでしょ？　そういうの」

「ああ、そいつに訊きいても無駄。戦闘しごとも楽しめない、ロクな趣味もない退屈な人間なんだから」

　リザに指摘されて一瞬考えてみたが、確かに趣味と呼べるものなど全く思い浮かばなかった。異常者である銀使いに感受性の乏しさを指摘されては、人間代表としての立つ瀬がない。

「じゃあ、仕事がない日は何をしてるの？　部屋の隅で膝を抱えて、天井のシミをひとつひとつ数えてるとか？」

　嫌味の籠った口調で問い掛けてくるシエナは、この短期間で間違いなくリザの影響を受けてしまっているようだ。俺は深い溜ため息いきを吐き出した。

「基本的には、能力で使う武器やら道具の買い出しで一日潰れてるよ。あとはまあ、誰かに誘われれば酒場に行くくらいか」

　言いながら悲しくなってくる。酒に賭と博ばくに女にクスリといった、ギャング・スターどもの華やかな世界とは縁遠い生活だ。酒場まで飲みに行くといっても、相手はグラノフか、カイが斡あつ旋せんしてきた新規顧客くらいなものだ。そもそもイカレた街でお友達を作ろうとは思っていないというのもあるが、言い訳だと指摘されるのも癪しやくなので黙っておくことにする。

「なんて色気のない生活。やっぱりあなたは、この街じゃ完全に浮いてる」

「そりゃどうも。俺の誠実っぷりを見直してくれた？」

「はっ、昔の女のことをまだ引ひき摺ずってるってだけでしょ」

　悪意がたっぷりと混ぜ込まれた言葉が、爆薬のように目の前で弾はじけた。相棒の性格の悪さはいつものことだが、今回ばかりは反撃したい気分になった。悪意を限りなく薄めた、真面目極まりない口調で問い掛ける。

「リザ、お前の私生活の方がよっぽど謎だね。今は血ち塗まみれのナイフが恋人で、寄って来る男はカイのような異常者か、数秒後に他殺死体になるようなギャングだけなのは解わかってる。でもそんなお前にも、地元にいた頃の甘あま酸ずっぱい青春の記憶があるんだろ？」

「なんで、あんたに、そんなことを話さなきゃいけないの」

　あんたに、の部分を強調しながら相棒は言う。少し怖いので、シエナに援護射撃をお願いすることにした。

「秘密主義を貫いてミステリアスなキャラを演出するなんて、今どき流行はやらねえんだよ。なあシエナ、お前も気になるだろ？」

「確かに、少し気になるかも。普通にモテそうだけどね」

　シエナはニヤニヤしながら俺の意見を肯定してくれた。二人分の視線に観念したのか、リザは小さく舌打ちをしながら口を開いた。

「……甘あま酸ずっぱい青春、ね。まあ、夜の学校にみんなで忍び込んでたのはいい思い出かな」

　主旨とは少しズレた返答だが、確かにそれは甘あま酸ずっぱい青春の香りがする話だ。

「誰かが持ってきた肉食魚をプールに放って水泳大会したり、壁かべ伝づたいに屋上を目指すレースを開催したり」リザは遠い過去を懐なつかしむような目をして言う。「ミスって死にかけてる奴を見て爆笑してたのもいい思い出。今思えば、あの頃は今よりもっと純粋だった気がする」

「違う違う、青春の方向性が全然違う」

　銀使いになる遥はるか前から既にスリル渇かつ望ぼう症しようだった相棒に、俺は尊敬の念にも似た感情を抱いだいてしまう。本来訊ききたかったこともとっくに忘れてしまった。

「……よく今まで無事にやってこれたな」

「てかむしろ、あんたみたいに窮屈な生き方の方が私には理解できないけど？」

「何というか、アレだな。お前みたいな奴が世界を変えていくのかもな」

　九割の皮肉と、ほんの少しの正直な感想を込めて俺は呟つぶやいた。リザは特に気にする様子もなく欠伸あくびをしている。全くもって、こいつは凡人の俺には理解できない生き物なのだと思う。

「ほんと、ここまで全部が真逆な二人も珍しい」

　背中越しにシエナの笑い声が聞こえてきた。生産性皆無の会話が氷を融とかしているのか、シエナの声からは徐々に緊張が取れてきたようだ。リザにしても、戦闘時のように狂喜してる様子ではないものの、普段の不機嫌な態度とはまた違う様子で会話に参加している。

「ああ、こんな生なま温ぬるい時間が、永遠に続けばいいのに」

　無意識に口から出た言葉だったのだろう。シエナは恥じるように口を閉じ、黙々と歩を進める作業に埋没していった。現実を思い出した地下通路で、新たに切り出すべき話題など持ち合わせていない俺は、ただ口を噤つぐんで沈黙に身を預けることしかできなかった。
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　厠かわやに立っていた俺は、喧けん騒そうの海で満たされている〈アルーゼ〉の店内を歩いてカウンターへと進む。その途中で、泥でい酔すいして踊り狂っている厚化粧の年増女がいきなり抱き着いてきて、無理矢理唇を奪っていきやがった。機関銃の連射でこの酒臭い口を拡大してやろうとも思ったが、アホ臭くてやめた。女を引き剝がし、中指を立てながら別れの言葉を乱暴に告げる。

　悪党どもが好き勝手に騒いでいる店、この店の有あり様さまをそう形容したのはグラノフだった。もうとっくに太陽が昇りきってしまっているのに、馬鹿騒ぎは鎮しずまるどころかより不愉快極まりないものへ昇華している。恐らくこれが昼過ぎまで続くのだろう。もう知るか、勝手にしていろ。

「客の頼みはなるべく聞くようにしていますが、本当にこれでよろしかったのですか？」

　言いながら、温和な仮面を被かぶった老店主はアルコールの含有されていない黄色の液体、いわゆるオレンジジュースを差し出した。それを見て、シエナは驚いた様子で感想を漏らす。

「あれ？　リザってお酒飲めないの？」

「これから敵と戦うってのに、アルコールなんて入れるわけないじゃん」

「ああ、確かに」

　もっともらしい返答に納得してしまったシエナに、俺は真実を告げてやる。

「違う違う。こいつは酒が一滴も飲めねえんだよ。確か、味が嫌いとか言ってたよな？」

「え、そうなの？　可愛かわいらしいところもあるんだ」

　不機嫌な表情のリザは頰ほお杖づえをつきながら一口だけ啜すすり、ニヤニヤする俺たちに向けて露骨な溜ため息いきを吐はく。

「苦くて不味まずい上に喉も焼けて、理性も吹っ飛んで見るに耐えない獣に退化する。アルコールを好んで摂取するようなマゾどもとは、ホント関わりたくないね」

「心配しなくても、俺はお子様に酒を飲ませるような悪い大人じゃねえよ。人それぞれ、色んな生き方があっていい。悪党のクセに酒も飲めないとかいう安易なキャラで、懸命にギャップを演出していく健けな気げな生き方があってもいい。可哀かわい想そうで泣ける話だ」

　蒸留酒のグラスを傾けながら挑発する俺に、リザは舌打ちを返すことしかできなかった。どうやら本人も本気で恥ずかしいと思っているのだろうが、実にいい気味だ。

　リザの最大の弱点がこれだ。味が無理だとかで一滴も飲めないアルコールだけでなく、野菜全般や魚などもロクに食べられない。味覚がガキのまま成長していない迷惑な女に、俺は精一杯の悪意を込めた笑顔を向けてやる。なんせ、こういうときしか優位に立てないからな。

「シエナ、そういうあんたは吞のめるの？　私より年下だし」

「結構強い方だと思うよ。まあ、出張の仕事のときに勧められれば吞のむくらいだけど」

　信じていたものに裏切られたとでもいうような表情で、リザはシエナを睨にらみつける。

「この国の法律じゃ、酒は十八になってからしか駄目だから」

「もっとヤバい犯罪を犯しまくってるお前が、絶対に言っちゃ駄目な台詞せりふだな」
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　不ふ貞て腐くされてしまった相棒は無視しつつ、気になっていたことを訊きいてみることにした。

「出張の仕事とかだと、有名人が客になることもあるんじゃねえか？」

「まあね。報道番組の司会者とか、映画に出てるような役者とか、私でも知ってるような政治家とか。こっちに守秘義務がなければ、今ごろ世間が軽いパニックになってるかも」

「へえ。何か、面白い話でも聞かせてくれよ。どうせ、俺たちは誰にも話さねえし」

「面白い話、ね。……ああそういえば、子供向けの教育番組で教師役をやってる大物俳優に、撮影で使ってるセットまで呼び出されたことがあった。そいつが全裸で授業してるのを、女の子何人かでずっと見てるだけっていう楽な仕事だったけど」

「それは……何というか凄すさまじい闇を感じるな。訊きかなきゃよかった」

「この機会に全部ブチ撒まけちゃえば？　変態どもが慌ててる様子とか、想像したら笑えるし」

「はは、確かにそれは最高かも」シエナは悪戯いたずらっぽく呟つぶやいた。「無事生き延びたら考えてみる」

　右にリザ、左に俺という形でシエナを挟み、カウンターに座って安い酒を飲んでいる。相変わらず酷ひどい店に酷ひどい食事だが、軍のレーションを貪むさぼっているよりはいくらかマシだ。右隣のシエナも空腹を思い出したようで、給きゆう仕じされたミート・ソースのパスタと恋に落ちていた。

「今の俺たちは、狼おおかみの群れの中を堂々と歩く、よく肥えた豚みたいなもんだな」

「脂が乗ってとってもおいしいです、のプラカード付きでね」

　リザは薄っぺらいパイを齧かじりながら、退屈そうに付け足した。敵に追われている真っ最中に酒場でのんびりと食事をするという行動は、我ながらかなりイッてしまっている。リザが言うように狂気に身を委ねてみた結果が、この策ということだ。

「どのみち私は、あなたたちに全部任せるしかない」

　目を見張る速度でパスタを平らげてしまったシエナが観念したように言う。何らかの理由でオルテガに狙われているシエナにとっては、銀使いである俺たち二人は生命線だと言える。そしてこちらにしても、フィルミナード・ファミリーに身の潔白を証明するためにはシエナを渡すわけにはいかない。両者の利害は完全に一致している。

「まあ最悪、この馬鹿を身代わりにして助けてやるよ。デカい不ふ良りよう債さい権けんも消えて一石二鳥だ」

「じゃあ私は、このアホを殺してから盾として再利用してやる」

「人語を覚えたての馬鹿にリサイクルの概念があったとは驚きだな。よし、次のステップだ。今すぐ土に還かえって、更なる環かん境きよう保ほ全ぜんに努めてくれ」

「あはは、ラルフの雑魚語じゃ何言ってるか全くわかんない。『もう生きるのに疲れました、今すぐぶっ殺してください』って感じで合ってる？」

「……今のあなたたちを見てると、任せるに足る相手だとは到底思えないんだけど」

　この期ごに及んで不毛な言い争いを続ける俺たちに、シエナは心底呆れた表情をしている。人格に欠陥を抱えている銀使いは、戦闘以外の場では基本的にお荷物なのだ。自分のことを棚に上げている気がしないでもないが、気を取り直して酒杯を傾ける。この状況で酔うまで飲めるはずもないが、恐怖心を消すためにも多少のアルコールは有効となる。隠すまでもないことだが、俺も少々ビビっていた。

「とにかくシエナ。さっきも言ったように、俺たちは全力でお前を守る。何故なぜなら自分の命が惜しいからだ。お前がオルテガに攫さらわれると、俺たちの立場は致命的に悪くなるからな」

「自分たちの保身のためってことね」

「ああそうだ。それじゃ不満？」

「まさか。むしろ、そのくらいの方が信頼できる。行為の動機に正義感や思いやりを使う人って、どこかで裏切るのが目に見えてるから」

　その言葉はどうしようもないほどに、現実であり真実だ。人間とは結局、自分のためにしか行動できない生物なのだ。大切な誰かに起きた悲劇を哀かなしむ者は、それを哀かなしむ自分に同情して涙している。他者のためと宣のたまって命を賭ける者は、その行為の虚むなしさに気付いた瞬間に逃げ出してしまうだろう。

　これは果たして、穿うがった思考なのだろうか。世界を達観するひねくれ者のレンズを通して見た、歪ゆがみきった虚像なのだろうか。しかし、それはきっと違う。ソースの付いた口くち許もとを拭うシエナの、光の閉じた双そう眸ぼうが、それこそが真実なのだと叫んでいる。

「私はひねくれてる、って思う？」

「いいや」

　溜ため息いき交じりのその問いに、俺は迷うことなく首を振った。

「無償の愛や真実の友情が実在すると言っている人たちが、現実を見ていない間抜けだなんて揶や揄ゆするつもりは全くないの。ただ、彼らは知らないだけ。流行の歌なんかでは拾えないような現実が、世界の何処どこかに転がってるってことを。私の絶望を共有できる相手なんてこの世界の何処どこにもいない。あなたの絶望を解わかってやれる人がいないようにね」

「ああ、俺も同意見だ。……だけど、それではあまりにも」

　救いがなさ過ぎる。

　言いかけて、しかし俺は口を閉じた。痛みとは個々が個々で抱えるもので、それを誰かと共有することなど本当にはできはしない。惨ざん殺さつされた両親の死体を見てしまった少女の絶望を、自らを切り売りして成れの果ての街に漂着した女の覚悟を、俺は理解してやれない。同情の文句を言ってしまえばそれまで。すべては噓うそになり、砂のように崩れ去ってしまう。

　妙な空気になってしまったことに気を遣ったのかどうなのかは解わからないが、リザは空にしたグラスをテーブルに叩きつけながら言った。

「人生について気難しく哲学してる暇なんてないでしょ。私もあんたらも、次の朝日を拝める保証すらないんだから」

　身も蓋もない言葉に、俺とシエナは吹き出してしまう。確かにそうだ。絶望も苦悩も、そんなもんは大した問題じゃない。目の前に迫る現実を処理してからゆっくり考えればいいことだ。

　精一杯の強がりで笑ってみせたシエナが、悪戯いたずらっぽく零こぼした。

「リザって確かに理解できない悪党だけど、それでも案外、悪い人じゃないかもね」

「あ？」

「あなたが自分で思ってるより、周りが見えてるなってこと」

　見当外れな指摘だとでも言わんばかりに、リザは露骨に不機嫌な顔を作ってみせた。

　琥こ珀はく色いろのアルコールに浮かぶ氷が、音を立てて弾はじける。その涼しげな音に共鳴するかのように、来客を知らせる鈴の音が店内を渡った。

「……おでましだ」

　来客はふたり。破れかぶれの黒いコートを羽織った狂人に、軍服をきちんと装備した眼鏡の男。記憶と情報に従って断言するなら、連中の名前はマクスウェルにユルゲン。仇きゆう敵てきどもは壊れたような笑みと氷のような鉄面皮をそれぞれ纏まとい、俺たちのいるカウンターへと近付いてくる。それから何も言わずに少し離れた席に座り、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

　カウンターの下で、俺はバラックを、リザはコンバットナイフを、シエナは自らの両の手を固く握り締める。俺たちから放たれる殺気には言及せず、死神は退屈そうに切り出した。

「なあ狩人かりゆうど、仕事の調子はどうよ？　ちゃんと楽しんでる？」

「それなりに順調ですよ。もっとも、楽しくはないですが」

「そいつはよくない、本当にダメダメだ。人生って一度しかないんだぜ？　楽しくもねえことに時間を使うなんざ、まったく馬鹿げてると思わない？」

「見解の相違です。仕事とは単なる経済活動で、つまりは生きていくための行為でしかない」

「はっ、相変わらずつまんねえ男だわ」

　大げさな動作で肩を竦すくめたマクスウェルは、一転、凶悪な色彩を瞳に宿らせる。

「楽しくねえことに使う時間は無駄だし、価値観の合わねえバカと過ごすひとときは糞くそだね。そう思うだろお前らも。なあ？」

　俺は残っていた酒を一気に呷あおり、末端まで伝わっていた震えを強引に押し込める。

「バカの言語は難解すぎて、何を言ってんのか全然解わからねえ。知的レベルをもっと上げてから出直してくれ。あ、言ってる意味は解わかるよな？　簡単な図で説明してやった方がいいのか？」

「……ああ、こう言えばよかったわ」空気中の酸素濃度が低下し、気温も急降下していく。「退屈な時間はもう終しまいだ。楽しんで死ね、クソ野郎ども」

　襲撃者どもが腰を上げきる前に、リザが視界の端から飛び出した。相棒はカウンターテーブルの上を猫のように疾走。グラスや瓶を蹴散らしながら、一条の閃せん光こうとなって襲撃者に迫る。

　ナイフの軌道は、動けないユルゲンの首元へと向かう。不死の化け物は一旦放置して、まずは砲台から先に排除していこうという、打ち合わせ通りの動きだ。しかし、傭よう兵へいは神の摂理に中指を立てて、椅子ごとその姿を消した。

　リザは肩の動きのフェイクでマクスウェルに防御を強制させ、テーブルを強く蹴った。少し遅れて伸ばされた大鎌は、先を読んで発砲した俺の銃弾に弾はじかれて届かない。

　高速移動直後の隙を狙い、リザの斬撃がユルゲンを襲う。終着地点を予測されていたとしか思えない反応速度に、眼鏡の奥の瞳が見開かれた。振り下ろされた切っ先は男の右肩を抉えぐるが、致命傷には至っていない。更なる追撃を警戒して、ユルゲンは店の端まで飛ひ翔しようした。

　どうやら分析は当たっていた。ユルゲンの能力は確かに、機動力と射程を兼ね備えた強力なものだ。だが、先程の戦闘とカイがよこした情報から組み立てた仮説がある。

　それは、奴の物体操作の精度とその速度とは反比例しているというものだ。中近距離での奇襲攻撃や、今のような自分自身を飛ばす緊急回避の場合、高速移動の軌道は極めて直線的になる。更にこの狭い酒場では椅子やテーブルといった障害物が進路を阻はばむため、おのずと移動範囲は限定される。

「とりあえずまあしばらくは、あんたの相手は私。一緒に楽しも？　ね？」

「……まったく、相あい容いれない考え方だ」

　幼いたい気けな少女のように残酷な笑顔に、ユルゲンは無表情のまま応えてみせた。物体操作能力を封じられたわけではないが、少なくとも臆せず間合いを詰めてくるナイフ使いは不快なはず。

　一瞬の静寂。そこでようやく、バーの客どもが馬鹿騒ぎから醒めた。悲鳴を上げる者、まだ状況がつかめていない者、拳銃えものを取り出し警戒を強める者、完全に酔い潰れてしまっている者も何人かいた。それぞれがそれぞれの表情を浮かべ、自分にとって最も危険なのはどの化け物なのかと探っている。

　だが、その答えはすぐに見つかった。

「ヘイヘイヘイヘイ、なにガン無視してくれちゃってんの。傷ついちゃうだろーが」

　張り詰めた空気には不釣り合いな声で、マクスウェルが言った。台詞せりふの途中で大鎌が振り下ろされ、近くにいた不運な男が背中を深く斬られて絶叫とともに息絶える。ほんの少しの沈黙のあと、死んだはずの男は虚うつろな目で起き上がり始めた。

「そこの人間砲台野郎を封じるためにこの酒場を選んだんだろーが、ハッキリ言って愚ぐ策さくだぜ。なんせここには、俺の奴隷候補がわんさかいる」

「はっ、だからこそなんだよ」

　後ろから発砲音。どこかの組織の戦闘員と思おぼしき男たちが、既に攻撃を開始していた。標的はもちろんマクスウェルとユルゲン。酔った客どもの銃撃に精度などは期待できないが、しかし少なくとも奴らにとって、この店の客ひとりひとりが不愉快な敵になった。

　グラノフに連れられて何回か来た経験から言って、ここの客どもには人間に向けて発砲することへの抵抗など存在せず、死線を潜くぐった経験も一度や二度ではない。そんな連中がたむろする酒場で、「私たちは今からここで無差別殺人をおっ始めます」などと宣言すればどうなるのか。全員の生命を脅おびやかす共通の敵が出現したらどうなるのか。その答えがこれだ。

「なるほどね。陰湿で反吐へどが出るやり口だ」

「言ってろ」

　俺は短機関銃を召喚し、客どもと一緒に弾幕を張る。横よこ薙なぎの暴風が、生まれたてのゾンビを一瞬で挽ひき肉にくに再変換していく。マクスウェルは死体を盾にしてやり過ごすしかない。

「クソっ！　気持ちよく吞のんでたところだったってのに、あんな化け物を連れて来やがって。後で絶対お前らもぶっ殺してやる」

　上半身が裸の屈強な大男が、機関銃を連射しながら俺を睨にらんでいた。

「酒場に機関銃そんなもん持ち込んでるようなチンピラには、ちょうどいい余興だろ？」

「死ね。この悪あく魔ま憑つき、魔女に身体を売ったイカレ野郎どもが」

「はっ、まあ頑張って生き延びてみろ」

　男に中指を立てながら、俺は間合いを詰める。多方向からの一斉射撃で窮地に立たされたマクスウェルは、死体を投げ捨てて床を転がった。幾つもの銃口が火を噴き続けるが、奴は不規則な動きと漫画のような速度で連撃をことごとく躱かわしていきやがる。進行方向にいる悪党どもを次々に斬り殺しながら、軌道は店の奥で戦闘を続けるリザたちの方へ向かっていく。

　カイの隠れ家で武器の補充をした場面が脳裏を過よぎる。一瞬の閃ひらめきに身を投じて、俺は肩ほどの高さの黒い箱を目の前に呼び出した。裏側の起動装置へと手を伸ばす。

　しかし、この狭い室内で箱型兵器を発動させるには時間が足りなかったようだ。危険を察知したマクスウェルが二対一の状況を棄すててこちらへと方向転換してきたのだ。舌打ちとともに黒い箱を消して、代わりに召喚したクリックガンで死人使いを迎え撃つ。

「漫画カートウーンの美学に従って、大人しく食らってみる気はないか？」

「はっ、そんな怪しいもんを使わせてやるほど俺もお人ひと好よしじゃねえのよ」

　瞳孔が開いたまま大鎌を振り回すマクスウェルは、至る所に弾丸を受けながらも徐々に距離を縮めてくる。リザはもう一人の相手で手一杯。覚悟を決めた俺は、短機関銃の代わりに特殊警棒を召喚した。先端に流れる高圧電流の設定は、カイに頼んで対化け物用に弄いじってある。

　マクスウェルはもう眼前まで迫っており、大鎌を握る左手を大きく振り上げていた。死の予感を吹き飛ばす轟音。後方からの銃撃は、男の左手首から上を消し飛ばしていた。耳を塞いでいるシエナの横で、老店主が散弾銃から空から薬やつ莢きようを排出イジエクトしながら穏やかに笑っている。好機と判断した俺は、低空姿勢での体当たりとともに特殊警棒を突き出した。

　高圧電流がもたらす激痛で、マクスウェルの顔面が苦痛に歪ゆがむ。動きの止まった所へ更に体重を掛けて背中から叩き落とす。血ち塗まみれの床を絡からみ合あいながら転がり、回転の終点で散弾銃を召喚。馬乗りになって押さえつけたマクスウェルの口内へと、銃口を捻ねじ込こんだ。

「そうかそうか、おクチでしてくれるのか」

　言い捨てて引き金に指を掛けた瞬間、背筋が急速冷凍された。マクスウェルの、辛かろうじて動いた右手が有り得ない握力で銃身を摑つかみ、飴あめ細ざい工くのように捻ねじ曲まげてしまったのだ。このまま引き金を引けば銃身内部で散弾と火薬が弾はじけ飛とび、俺自身が即死してしまう所だ。慌てて散弾銃を消して次の武器を選択、している時にはもう視界の端から黒い塊が迫っていた。

　条件反射に操られてライオットシールドを高速展開。死角からの蹴りによる凄すさまじい衝撃で意識が飛びそうになるも、頭と胴体が永遠の別れを惜しみ合う必要はなくなった。

　有利な体勢は容易たやすく崩された。手首から先がなかったはずの左手には、既に五本の指と黒光りする大鎌が生えている。相変わらず狂気に歪ゆがんだ表情のまま、死神は残酷な宣告をした。

「ああ、認めるよ今のは危なかった。だけど残念、俺を今殺せなかったてめえはもう終わりだ。確実に殺す。普段の五倍張り切って殺す。いつも拷ごう問もんされる想像で勃起してるてめえのような変態マゾ野郎ですら泣なき喚わめく楽しい殺し方だ。さあどうだ、興奮してきたか？」

「生あい憎にくそういうのは間に合ってる。頑丈な縄なら貸してやるから、今すぐ一人で死んでこい」

　俺の精一杯の強がりにも、男は捕食者の笑みを崩さない。

「確認ですが、仕事を忘れてはいませんか？」

　リザと睨にらみ合あう膠こう着ちやく状じよう態たいが続くユルゲンの声からは、呆れの色が強く感じられた。

「解わかってるよ、お姫様を攫さらってあのロリコン野郎の前に差し出せばいいんだろ？　ただ別に両手両足が揃った状態でとは聞いてねえし、雑魚どもの死体と一緒に郵送しちゃ迷惑とも言われてねえ」

　マクスウェルは大鎌の先端をこちらに向け、喉の奥で嗤わらってみせた。状況はまさに絶望的。後方支援に特化した俺の能力、そして常人と変わらない身体能力では、こいつのような化け物との接近戦を生き延びることなど不可能に近い。

　考えろ。何か、何か策はないか。

　解答が天から降りて来るなんてことはなく、そして殺人鬼がそれを待ってくれる道理もない。マクスウェルは虚うつろな笑みを残して俺へと迫ってきた。確定しかけている死の未来を否定するため、俺は迫り来る大鎌に向けてピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんを突き出した。道連れとなって爆死することを嫌ったのか、死神は爆弾に激突する寸前で大鎌を翻ひるがえす。銀使いの超筋力のみが成せる強引な軌道修正で、鋭利な切っ先は酒場の床へと突き刺さった。

「はっ、バカはさっさと死ね」

　罠わなだと気付いたときにはもう遅く、突き刺さった大鎌を支点とした回転蹴りが俺の側面を捉える。咄とつ嗟さに防御体勢を取った左腕が嫌な音を立て、守りきれなかった肋ろつ骨こつが軋きしむ。呼吸の断絶に伴い意識も一瞬だけ飛び、気付くと俺は部屋の隅のワインセラーに叩きつけられていた。

　銀使い、特に正規の手順を踏んで自らの身体を化け物へと換装させた者は、身体の構造からして俺たちとはかけ離れている。奴にとって、俺はただの捕食対象でしかなかった。

「さあ、これでてめえの糞くそ塗まみれの人生は終しまいだ。振り返ってみろ、楽しい出来事はあったか？　哀かなしい記憶は？　それとも恐怖で何も思い出せねえか？」

　身体がまともに動かない。薬の効果が追い付かないほどの激痛に縛られ、能力の発動も満足にできない。身体のどの骨が折れていて、どこが無事なのかすら分からない。

「ぶっ殺した後のてめえの死体がどうなるか想像できるか？」

　激痛に視界が赤く染まる。異常者マクスウエルの演説が脳を揺らし、自我から思考が排除されていく。

「まずは携帯で写真を撮ってネットに投稿だ。全世界に死んだてめえのアホ面を晒さらしてやるよ。世界中の日陰者ギークどもの笑いの的になるだろうな、嬉うれしいだろ？　それから……そうだな。全身バラバラにして、細切れの肉でそのへんの野の良ら犬いぬを餌付けしてやってもいい。首から上は腐らねえように処理して、成れの果ての街の入り口にでも飾ってやるか。落書きと小便まみれになったら、まあ流石さすがに海に投げ捨ててやるよ。だって可哀かわい想そうだからな」

　震えが止まらない。これは恐怖か、それとも痛みによる痙けい攣れんか。

　いや、違う。これは怒りだ。俺は怒りに震えているのだ。歯を食いしばり、まだ動く右手を握り締め、自らの生を脅おびやかす者に殺意を向けている。俺はまだ死んでいない。俺はまだ、目の前の生を棄すてていない。

　視界の向こうに希望が見えた。ユルゲンと相対していたリザが突然踵きびすを返かえし、こちらへと疾走してきていたのだ。能力により移動音を消している上、快楽と興奮に支配されたマクスウェルは周囲の情報を遮断してしまっている。俺は中指を立てて呟つぶやいた。

「ケツの穴に気を付けろ、マヌケ野郎」

「あ？　何か言ったか？」

　横よこ薙なぎ、一いつ閃せん。背後からの斬撃はマクスウェルの首元を正確に捉えた。己の死を認識する暇もなく、愉悦に満ちた表情のままで、死神の首は弾はじけ飛とんでいった。

　断面から血液が噴出し、〈アルーゼ〉は一瞬の沈黙に包まれる。首なしの身体は膝から崩れ落ち、自らが作り出した血の湖こ畔はんへと倒れ込んだ。頰についた飛沫しぶきを拭い、リザが深い息を吐く。

　マクスウェルは間違いなく強敵だった。まともに戦えば、俺たちはまとめて殺されていたはずだ。ただ奴は殺しが好きすぎる。快楽殺人者のうえ不死身に近い化け物には、自分が意識の外から狙われる想像が最さい期ごまでできなかったのだ。リザはユルゲンと戦っているようでいて、その殺意は常にマクスウェルだけを捉えていた。それに気付けなかったから、奴は今首無しで転がっている。

「やった、これで……」

「まだだ」

　シエナの泣きそうな声を遮さえぎり、痛みを何処どこかへと押し込んで立ち上がる。まだ何も終わっていない。味方の死に感情を動かされたようには見えないユルゲンを、俺と相棒で睨にらみつける。

　前を向いたままのリザが、左手を差し出してきた。俺は要求に従い、鞘に収まった刀を召喚して受け渡す。リザが刀を抜くと、緩く歪わい曲きよくした薄い刀身が現れた。鏡のように磨かれた刃紋が、闘争の予感に妖しく揺らめいている。対たい峙じする男の眼めに警戒の色が灯ともった。

「よく斬れそうな刃物だ。何故なぜ最初から装備していないのです？」

「歩くとき邪魔だから」

　リザは言い放ち、一歩でユルゲンの眼前まで間合いを詰めた。心臓を正確に狙った刺突が繰り出される。必殺の一撃を寸前で止めたのは、刃の軌道に突然現れた木製の丸テーブルだった。刀は分厚い木板を容易たやすく貫通するも、男にまでは届かない。リザは舌打ちとともにテーブルを蹴飛ばし、突き刺さった刀を強引に抜く。苛いら立だつ相棒を援護しようと短機関銃の銃口をユルゲンに向けた瞬間、死の予感が脳内を駆け抜けた。

　同じように危険を感じ取ったリザとともに、近くにあるテーブルの陰に飛び込む。少し遅れて、今いた場所をテーブルや椅子、酒瓶やグラスによる弾幕が破砕していった。

　一箇所に固まっていては危険だと判断した俺たちは別方向に飛び出した。軍服の指揮者は標的を絞ったのか、密度の濃い弾幕をリザへと向ける。奴が飛ばしてくる弾丸の大きさや形はバラバラで、射出される地点や速度も毎回違うため、リザの反応速度と予測をもってしても完全に躱かわすのは不可能だ。衣服はところどころが破れ、傷付けられた肌からは薄く血が滲にじんでいた。

　リザに注意が向いていると油断していた俺を狙い、ユルゲンは操作能力を発動させた。

　前後左右のあらゆる物体が浮遊して、俺の周囲を取り囲んだのだ。ナイフとフォーク、割れた酒瓶、鋭利な包丁の数々が、俺に突き立つ瞬間を待まち侘わびて光っている。

　リザですら完全に躱かわしきれない攻撃だ。不可避の全方位攻撃は、身体能力に劣る俺を確実に殺す。それが奴の判断だ。確かに何一つ間違ってはいない。だが、それでも俺は冷静だった。

「悪いな。そいつはもう俺が買った」

　突き出した掌てのひらの先から、赤い帯の群が噴出する。発光する文字列が蛇のように部屋を這はいずり回まわり、俺の周囲に浮いた包丁やナイフ、リザを襲うテーブルや椅子、店内に佇たたずむワインセラーや棚の数々に巻きついていく。

　ユルゲンの目は大きく見開かれた。当然だ。自らが操作していた弾丸がすべて赤い縛ばく鎖さに捕らえられ、全く動かせなくなってしまったのだから。紅ぐ蓮れんの輝きは絶頂を迎え、周囲に発生した黒い霧に捕らえた物体を飲み込んでいく。一瞬にして、〈アルーゼ〉の店内は客どもや高価な酒瓶だけを残してもぬけの殻となった。

　脅威から解放されたリザが、歓喜の表情とともに疾走。ユルゲンは店内に残った木片や酒瓶を射出するも、猫の速度で迫る銀使いを仕留めるには数が足りない。迎撃を諦めて後退しようとしたところをリザの斬撃が襲う。高速移動で即死は免まぬがれたものの、逃げ遅れた右腕の肘から先は綺き麗れいに切断されていた。男は出血の止まらない断面を押さえながら呟つぶやく。

「いったい何を。こんな能力は報告にはなかった」

　俺にはまともに答えてやる親切心などはなく、穏やかな笑みとともに銃弾で応答するに留とどめた。眉み間けんに僅かな皺しわを形成しながら、ユルゲンは能力を発動して銃撃から逃れようとする。

　男の輪郭が風景に溶けていく刹那、対面するリザの右手が霞かすんだ。

　水平に振り切られた美しい刀身と、それに追おい縋すがる血ち糊のりの群れ。空間移動に付いていけなかった左ひだり脛すねが地面に落ちる。着地する寸前まで片脚を失ったことに気付かなかったユルゲンは、バランスを取れずに汚い床に崩れ落ちた。俺や客どもの銃撃が無防備な隙を狙い、男は床を転がって逃げるしかなくなる。

　傭よう兵へいとして、罠が張り巡らされた戦場を渡り歩いてきたユルゲンでも、俺の罠わなには最後まで気付くことができなかったようだ。

　──先程、老店主はリザにオレンジジュースを差し出しながら苦い顔をしていた。

「客の頼みはなるべく聞くようにしていますが、本当にこれでよろしかったのですか？」

　もっともな疑問だ。なんせ俺は、非常識にも程がある商談はなしを持ちかけていた。あまりにも俺にメリットがない、自暴自棄になってるとしか思えない取引だ。

　俺は〈アルーゼ〉に置かれているすべての家具や食器、調理器具を買い占めたのだ。言い値でいい。しかも買うのは所有権だけで、実際に俺がそれらを使用することはない。

　店からすれば、何もせずとも大金が転がってくる寝物語だ。無駄な交渉を省くために先行してカウンターに置いた分厚い札束を、ジジイは穏やかな笑みのまま躊ちゆう躇ちよなく懐ふところに仕舞った。そして一度購入した物は、俺の意思で自由に出し入れが可能となる。事前に買い占めておいた凶器を掌てのひらに仕舞えば奴の攻撃は完全に無効化され、致命的な隙ができるということだ。

　俺の罠わなとは、ユルゲンの攻撃をたった一度防ぐためだけの、殺意なき劇薬だったのだ。

　なんにせよ、奴は手足を二本も失った。能力による高速移動を制御しきれないのは先程の転倒からも明らかで、物体操作をしようにもリザを殺せそうなものはもう店内にはない。どうやら客どもが今握っている凶器には干渉できないようで、そのあたりが奴の能力の限界なのだろう。怯おびえて止とどめを刺そうとした客のひとりを威嚇射撃で制し、俺は尋問を開始する。

「死ぬまでのおしゃべりに付き合ってやる代わりに、いくつか教えてくれ。まずは、そうだな。オルテガに時間と場所を伝えて、何故なぜお前たちが現れる？　奇妙な偶然の一致ってやつか？」

　男は答えない。だがリザの能力については奴も充分知っていることだろう。この場において黙秘は意味を成さず、心拍の乱れはすべて筒抜けとなる。正規軍に所属していたならともかく、陣営を頻繁に鞍くら替がえしていた傭よう兵へいには、このような尋問に抗あらがうための技術を体得する必要性などなかったはずだ。

　いつでも刀を突き刺せる位置で構えるリザが、静かに頷いた。それがこの問いへの答えだった。疑うまでもなく、この二匹の化け物はオルテガの放った刺客だったのだ。

「じゃあ次の質問。何故なぜオルテガはわざわざ、銀使いである俺たちを冤えん罪ざい者しやに仕立てた？」

　俺は最初、ただの運転手に組織お抱えの娼しよう婦ふが連れ去られるという不手際の、責任問題を曖昧にするためだと結論付けていた。確かに銀使いが手引きしていたのであれば責任の追及もいくらか弱まるだろうし、メリットのない行動の理由も「化け物の考えは理解できない」で済ませられる。

　だがオルテガは、自分の策が失敗する可能性を全く考えていない。それが不気味だった。

　極論を言えば、その辺のチンピラを雇い、あのホテルでダニエルもろとも殺した方がよっぽどましだった。組織から危機管理能力を問われることは多少あったとしても、銀使いである俺たちの反撃ですべてを失うよりは絶対にいい。

「私はただの傭よう兵へいに過ぎない。雇い主の目的も、事情も、目の前で起きている現実すらも、すべてはどうでもいいことです。指示に従って、私の知らない誰かを殺す。それだけでいい」

「そんなのは、ただの思考停止だろ」

「それの何がおかしいのですか？　私は人を殺す能力に長たけているから、その需要に応えているだけに過ぎない。その対価として金を受け取り、それを消費して物を食い、生きている。ただの社会の法則で、誰もがやっていることです。そこに何かを感じることはない」

「……いや、おまえは狂ってるよ。獣のような本能に従っている分だけ、マクスウェルの方がまともだとさえ思う」

　人は自我なしには生きられない。殺さつ戮りく大好き病のリザやマクスウェルでさえ、彼らなりの哲学や信念、または欲求に従って動いている。だが、ユルゲンは違う。自らを機械の部品のように、曲線の中のひとつの点のように、世界を構成する分子の一個としてのみ認識している。ゆえに内なる自我など存在しておらず、神が定めた合理性だけが判断基準なのだ。

　奴は何も望んでいないし、拒絶もしていない。ただ単純に、己の能力を最も求める場所が戦場でありこのバーだったからで、その力を社会に還元しているだけに過ぎないのだ。そんな合理性のみに従って生きるような存在を、俺は人だと認めたくはない。

「私は捕虜を壁に並べて皆殺しにしたときも、命を懸けて守った街の住人から感謝されたときも、何も感じなかった。もうすぐ殺されるであろう、この瞬間でさえ」

　血ち塗まみれの床を芋虫のように這はう男の指が僅かに動いていることに、今になって気付いた。背後でシエナの悲鳴が聞こえ、俺は落雷に貫かれたかのような衝撃とともに振り返る。

　まず視認したのは生き物のように蠢うごめく紅あかいカーテンと、そいつに囚とらわれて声を上げるシエナだった。合理主義者が自分の内面について語るのには違和感があった。つまり奴は尋問に応じ己の異常性を独白するフリをしながら、背後ではシエナを捕まえる準備をしていたというわけだ。目の前の男にはオルテガに対する忠義などないが、同様に生への執着もない。従順なフリをして生き残ろうという意思がそもそもない者に、尋問を仕掛けた俺が愚かだった。殺傷能力がないという理由で、布類までは購入してなかったことも失敗だ。

　シエナが逃れようと必死に藻も搔がいても、カーテンが不規則に揺らめいて抵抗を無効化してしまう。高こう速そく飛ひ翔しようするユルゲンが視界の端を横切った。反応したリザがナイフを投とう擲てき。脇腹に突き立った凶器を意にも介さず、ユルゲンは残った左手をシエナへと伸ばした。

「やめっ、来るなあああっ!!」

　必死で振り回す細い手首が摑つかまれる。凄すさまじい力で圧迫されているのか、シエナの表情は苦痛に埋まっていく。追撃しようとしたリザの足が止まり、苛いら立だちとともに床を蹴りつけた。

　俺も動けない。宙に浮いた軍用ナイフの切っ先が、シエナの首元に向けられていたからだ。

「まあ確かに、それが最適解かもね」

　リザが苦々しく吐き捨てる。

　あの状況からユルゲンが生き残る方法は一つしかない。それは酷ひどく古典的で、酷ひどくシンプルな逃走手段。奴は捕まえたシエナを盾にして、正面の扉から堂々と退散していくつもりなのだ。

「お判わかりだと思いますが、あなた方が私の首を刎はねるよりも、このお嬢さんが私に殺されてしまう方が早い」

　他人ひと事ごとのような言い方に、開きかけた俺の口が止まる。奴は自らの意思ではなく、どこまでも合理性によって人を殺しているのだ。シエナが死ぬことも、俺たちが死ぬことも、自分自身が死ぬことすらも、数値の減少という結果としてしか理解しないのだろう。

　リザが俺を呪い殺さんばかりの眼力で睨にらみつけていた。解わかってる、気付いてるよ。だから大人しく待ってろ。

　俺は悪魔の甘い囁きに従って、両手にクリックガンを召喚した。並の人間なら一秒で三回は殺せる玩具の銃口を、宙に浮く二人へと向ける。

「交渉は無意味だ。解わかってんだろ？」

　オルテガはあくまでも、生きた状態でシエナを連れ帰ろうとしている。あの殺人狂のマクスウェルでさえ手を出さなかったところを見ると、明らかに彼女にはお抱えの娼しよう婦ふとして以上の価値がある。任務を放棄し自暴自棄になっているならまだしも、感情を持たないユルゲンが命令に背く可能性はほぼないだろう。想定よりも冷静だった俺の対応に、男は論点を変更する。

「それでも、二度と動けない身体にしてしまうことぐらいは可能です」

「だからどうした、よーく考えてみろ。そもそも、その女が殺されたところで俺らは何も困らねーんだよ。なんなら二人まとめて、火を通す前のハンバーグみたいにしてやろうか？」

　絞られた引き金に連動して、銃弾の嵐が放射される。

　ユルゲンは動かない。俺の言葉がハッタリで、弾幕が自分たちを襲うことはないと気付いているからだ。そして、ユルゲンは動けない。俺の放つ銃撃によって、逃げ場を完全に塞がれてしまったからだ。

　凶きよう刃じんを携えたリザが、銃弾の檻おりに囚とらわれた二人の眼前まで辿たどり着つく。奴に取れる行動はただ一つ。リザへの被弾を防ぐために銃撃を停止した一瞬の隙を突いて、高速移動を発動させること。それしか逃げ延びる手はない。

「引っかかったな、根ね暗くら野や郎ろうっ！」

　リザは轟音に包まれた領域に、満面の笑みで踏み込んでいく。鳴なり止やまない銃声がリザの能力による幻だと奴が気付いたときには既に、相棒は絶望的な間合いまで侵攻していた。俺は一瞬だけ停止していた銃撃を再開し、ユルゲンの後方の退路を塞ぐ。

　窮地に立つ男は苦し紛れに上方へと飛ぶが、天井は低く刃の射程から出られていない。リザはシエナを摑つかんで奪還しつつ、空中で身動きが取れないユルゲンに切っ先を向ける。

　ゆるりと墜ちてくるユルゲンの胴体に、歪わい曲きよくした刃が突き立った。

　だがそれはリザが握る刀ではない。見覚えのある大鎌が、相棒から止とどめを横取りしたのだ。

　部屋のどこからか投とう擲てきされた大鎌は、ユルゲンの鳩尾みぞおちから背中までを貫通している。突き立った箇所から止とめどなく溢あふれる黒血が、傭よう兵へいの死がすぐそこまで迫ってきていることを雄弁に物語っていた。能力も強制的に解除され、ユルゲンは吊つるす紐ひもが切れたかのように地面に叩きつけられた。

「ちっ、ゴキブリかよ」

　リザが睨にらむ方向を追う。男に止とどめを刺した亡霊の正体は、首から上がないまま立っているマクスウェルだった。左手に摑つかんでいる球体が、壊れたように嗤わらい続つづける自身の頭部だと判明した瞬間、全身を寒気が覆い尽くした。声帯のない頭部だけではまともな発声ができず空気の漏れる音が聞こえるだけではあるが、口汚い揶や揄ゆや怨えん嗟さで俺たちを呪っていることだけは解わかる。

「安っぽい恐怖映画みたいな光景だな」

　俺の言葉に、リザが忌いま々いましく舌打ちをして肯定する。

　ゴキブリは頭を切り落としてもしばらく生存し、飯を食う口がなくなったことによる飢えでやっとくたばるらしい。原始の時代から生きている下等生物ならただの嫌けん悪お感かんで済ませられるが、銀使いとはいえ人の形をしている者によって再現されるとなると、たまったものではない。

　リザはシエナをこちらに引き渡し、再び臨戦態勢に入る。対たい峙じする不死者は、手に持った自らの首を断面に合わせている最中だった。

　引き寄せたシエナの肩はひどく震えており、うわ言のように「やめて……来ないで」と呟つぶやいている。彼女の視線の先のユルゲンは既に、他の死にゆく銀使いと同様に、死ではない何かに喚よばれているようだった。男の表情には、僅かではあるが恐怖が染しみ出だしていた。

「てか、はあ？　いくら屍し肉にくを使って再生できる能力でも、首を切断したら死ぬでしょ普通」

「ああ。奴が常識の範囲内にいる人間なら、脳に酸素が行かなくなった時点で終わりだ。それに、首を刎はねてからもう一〇分以上は経たってる」

「もう一回戦やるのは別にいいけど、殺しても死なないんじゃモチベが上がんない。そもそも、殺されても大丈夫とか思ってる奴とやり合っても全然楽しくないんだけど」

「論点はそこかよ。バカ言ってねえで考えろ。奴が生物である以上、いつかは必ず死ぬ。要は、人間を殺すときの常識を捨てればいいだけだ」

　銃撃で全身に穴を開けようが、ナイフや刀で切り刻まれようがマクスウェルは再生してしまう。死肉を集める間もなく即死させればいいと思って首を切断してみても、奴は復活して気色悪い笑みを浮かべてみせた。どうすればいい、どうすればこいつを殺すことができる。

「火炎放射機で消し炭にでもする？」

「この地下室で？　正気かよ。それで奴が死ぬ保証はないし、こっちが先に窒息死しちまう」

「じゃあどうすんの」

　リザは明らかにイラついている。強きよう者しやとの戦闘を何より愛するリザであっても、得体の知れない生命体を殺すという作業は苦痛でしかないのだろう。そもそも、あの状態で生きている化け物を正常な手段で殺そうというのが間違っているように思える。ならば、消去法だ。

「奴を、マクスウェルを拘束する。無力化してから海の底に沈めればいい、簡単だ。たとえ奴が深海魚に喰くわれながら生きていたとしても、地上にいる人類には何の心配もない」

「どうやって無力化する？」

「手錠に合金製の鎖、大型動物用の麻酔銃まで方法は様々だ。リザ、お前の能力で脳をかき混ぜてやってもいいな。俺たちの得意分野だろ？」

　諦念にも呆れにも似た笑みとともに、リザは刀を構え直す。俺も麻酔銃を召喚し、生き残った客どもに叫んだ。

「奴の能力はもう解わかったはずだ能無しども！　いいか、もう誰も殺されるんじゃねえぞ。奴の汚きたねえ身体に同化したくねえならな！」

　抗議のためか恐怖からの暴発か、俺の足元に数発の銃撃。不本意だろうが、連中も底抜けの馬鹿ではない。生き残るために誰の指示に従うべきかをすぐに理解してくれた。

　見ると、男の首周りが泡立って接合し始めていた。完全に繫つながってしまう前に拘束すべきと判断して麻酔弾を放つ。男は身をよじってそれを回避し、瀕ひん死しのユルゲンの方向へと走った。大鎌を回収するつもりなのだろう。

「させるなっ！　脚を狙え！」

　客の誰かの怒号を合図に、店内の至るところから轟音が噴出した。

　ざっと見ても援軍は五人。客どもの銃撃がマクスウェルの左脚に命中。脛すねから下を吹き飛ばすも、何処どこからか飛んできた球状の血液が即座に修復し、奴は体勢を崩すこともなく裸足はだしで着地。そのまま床を蹴って疾走は続き、ユルゲンに突き刺さった大鎌の柄つかを摑つかんで引き抜いた。

「殺したと思ったか？　てめえら雑魚がこの俺を？　はっ、残念だったなあすべてが無駄に終わって。てめえらクソどもの死体さえこしらえれば、俺は絶対に死なねーんだよ。斬られて焼かれて灰にされたとしてもな」

　ほとんどの客の戦意は既に喪失し、弾が切れた者から避難者たちの一群に加わっていた。マクスウェルの行動は実に不合理で、策も何もあったものではない。だが、常識も駆引きも通用しないイカレっぷりは、時にどんな戦術よりも破壊力を持ってしまう。

　死神がこの隙を見逃してくれるはずもなく、恐怖に凍りついた男たちへと突進していった。客どもを自らの贄にえとすべく迫る大鎌を、真横からの斬撃が弾はじく。筋力差から体勢を大きく崩されたリザは、追撃の刃を辛かろうじて回避。肩を軽く裂かれたようだが、まさか重傷ではないだろう。

「あんたら、ホント邪魔！　さっさと、そこの扉まで走れ！」

　刃を交えながらリザが叫ぶ。続けて俺が天井に発砲したのを合図に、隅で固まっていた連中が一斉に出口へと走り始めた。さっきまで加勢してくれていた大男が空っぽの銃を投げ捨てて敗走。俺にキスをしてきやがった酒臭い年増女が酷ひどい顔で駆けずり回り、酔い潰れていた瘦そう身しんの男がふらふらと後続に続く。

　先頭にいた上半身裸の男が崩れ落ちる。倒れた男に年増女が躓つまずき、背後に続く連中も雪崩のように倒れていく。階段の上の方で倒れたからタチが悪い。これでは、客どもはこの酒場から逃げ出すことができなくなる。

　階段の上で倒れた男の太ふと腿ももには、投とう擲てき用ようのナイフが突き刺さっていた。あれは間違いなくリザがユルゲンに投げたものだ。リザと踊っているマクスウェルにそんな暇があるはずもなく、イカレた麻薬中毒者が自ら太ふと腿ももを突き刺フアツクしたわけでもないだろう。

「ラルフ、あいつまだ生きて……」

　俺の横で憔しよう悴すいしきっていたシエナが、答えを教えてくれた。彼女の唇は紫色に染まっており、凍えた表情は絶望に埋められた凍土を想起させる。

「まさか自分にトドメを刺した相手を助けるために、か？　いや、そうか。奴はそれでも」

　続く言葉を口に出すのは躊躇ためらわれた。ユルゲンは自分が裏切られようと、常に任務遂行への道を選択する機械なのだ。今の奴の行動理念は、シエナを捕まえることにしかない。

「絶対イカレてる。何をそこまで……あんな恐ろしいのが迫って来てるのに」

「何？　何が来てるって？」

　上手うまく摑つかめない言葉に質問を投げてみても、両肩を抱いて震えるシエナからは不明瞭な音の震えしか出てこない。無理もないが、彼女は既に限界だった。

　ユルゲンの土気色の顔からはもはや生気が感じられなかった。くたばり損ないを今なお世界に縛りつけているのは、金銭と引き換えにオルテガと交わした契約だけなのだ。サイン付きの契約書すら口約束以上の意味を持たないこの街において、奴の価値観は全く理解ができない。感情を持つ人間には、ユルゲンの言う合理性は恐ろしすぎる。

「亡霊が。さっさと殺してやる！」

「やめて！」

　耐え切れず男に向けたクリックガンの射線を、両手を広げたシエナが遮さえぎった。怯おびえきった表情で何かを訴えているが、俺には意味が解わからない。

「そこをどけ、シエナ。正義の味方にでも目覚めたか？　なら教えてやる、てめえのそれはただの痛い勘違いだ。死にたくねえなら、今すぐそこをどけ」

　必死に平静を装よそおって、俺は告げる。引き金に掛けた人差し指が震える。シエナは正気を失っている風でも、不殺主義の新興宗教に目覚めた風でもなさそうだったからだ。恐怖に打ちのめされながらも、理性の籠った瞳をこちらに向けている。

「だって、あなたには解わからないの？　あいつが死んで一番喜ぶのは……」

　またも彼女は俺には解わからない言葉を告げて、世界から消えていった。いや、違う。おかしくなったのは俺の世界だ。世界は回転し流動し攪かく拌はんされて、俺の平衡感覚を犯してくる。

　理解が及ばぬ速度で俺を床に叩きつけたのは、高速移動能力を発動させたユルゲンだった。頭をシェイクされ、身体を起こすことができない。首筋に走る激痛。頸けい動どう脈みやくを正確に狙って、ユルゲンが嚙かみついてきていたのだ。既に皮膚は突破され、痛みと出血で失神しそうになる。視界の上下から、幕が下りるように赤が迫ってきていた。

「あ……あっ、ごめんなさい、私はただ……」

　涙すら流しながら、シエナは罪悪感に満ちた表情をこちらに向けていた。死への願望すら伴う既視感が俺を襲う。やめてくれ。その目で俺を見るんじゃねえ。その目を、その哀かなしみを帯びた翡ひ翠すい色いろの瞳を俺に向けてくれるな。

　俺にはもはや、この糞クソに塗まみれた生を続ける理由など存在しなかった。迫ってくる暗闇に心を許してしまえば、この微睡まどろみに身を預けてしまえば、俺はようやく地獄から抜け出せる。生きていても苦しいだけの、シャルロッテのいない絶望の世界から。死は救いだ。俺という存在は消えてなくなり、すべてが元に戻るだけだ。

「本当にそうか？」

　完全な無と見み紛まがう暗闇の中で、誰かが言う。

「死は救いだと、魔女の呪まじないに罹かかった羊にとっての死がただの終しゆう焉えんであると、本当にそう思うのか？」

「俺の声に似てやがる。はっ、良くできた幻覚だな」

「この状況でよくも、呆けたことを言っていられるものだ。後ろを見てみろ」

　声の指示に従って振り返る。そこに広がっていたのは、無数の青白い手と、数百はある猛もう禽きん類るいのような金色の瞳だった。それらが暗闇へと落ちていく俺を待ち構え、嬉うれしそうに嗤わらっている。絶叫しそうになる自分を必死に抑えつけ、俺は初めて生を渇かつ望ぼうした。

　嫌だ。死にたくない。生きていくことが絶望でも、それでも眼下に広がるこの無む間げんの闇に比べれば遥はるかにマシだ。理性を押し切って、喉の底から何かが溢あふれてくる。

　それは自らの存在が涸かれ切きってしまうほど、果ての見えない慟どう哭こくだった。




　気が付くと俺は、現実に引き戻されていた。

　首元に掛かる圧力も消えていた。見ると、ユルゲンはこめかみから血を流して倒れている。意識が飛んだ一瞬のうちに銀使いは絶命していたのだ。呻うめき声ごえとともに上半身を起こすと、放熱中で煙を垂れ流す拳銃を両手で抱えた、一七歳の少女がへたり込んでいた。

「そんな……私……はは」

　自分の将来と尊厳を売り歩き、成れの果ての街に流れ着いたシエナでも、人を殺す経験は初めてだったのだろう。洗い流されることのない業ごうを背負ってしまった事実に耐え切れず、壊れかけの自我が空虚な笑いを漏らしていた。俺は放心するシエナを強く抱き締める。

「シエナ、お前は何も悪くない。いいか、これは仕方のないことだったんだ。あのままじゃ俺は死に、自分自身も連中に攫さらわれてしまってた。ああ、そう言えば助けられるのは二度目だな。シエナ、お前は俺を救ってくれたんだ。感謝こそされても、咎とがめられることなんて」

　両肩を摑つかんでシエナを見るが、彼女の瞳はもう何処どこにも向けられていなかった。何処どこまでも虚うつろで、感情が崩れていく様さまに身を任せている。肩に掛かる重みをしっかりと受け止めながら、俺は戦闘を続けるリザに言った。脳裏には、さっき見た幻がこびりついていやがる。

「リザ。作戦は失敗だ」

「はっ？　ここまで来て今更？　ついに去勢手術でも受けたかインポ野郎」

「ああ解わかってる。ここで逃げたら、俺たちを取り巻く状況は悪化するだけだ」

　オルテガが手を回せば、俺たちはめでたく大組織に歯向かう自殺志願者の仲間入りだ。

「だったらなんで！」

　下方から迫る薙なぎ払はらいを辛かろうじて躱かわしながら、相棒は叫ぶ。俺の回答は決まりきっていた。

「時間切れだ。それに」リザは既に満まん身しん創そう痍い。常人なら出血多量でとうに死んでいる。「こんな汚らしい酒場でくたばるよりはいい」

　いくら銀使いといえど、リザは普通の人間より死ににくいだけのただの化け物に過ぎない。戦えば疲労もするし、負傷が一瞬で完治するなんてこともない。マクスウェルのような不死者に対して、消耗戦に縺もつれ込こんだことがそもそもの失敗だ。

「俺から二度も逃げられると思ってる？　めでたいお馬鹿ちゃんどもだ」

「はっ、俺が何のリスクも考えずに招待状を送ったとでも？」

　地上に通じる扉の向こうから、サイレンによる多重奏が聴こえてきた。音は少しずつ大きくなり、既にアルーゼの入り口を包囲しているのがわかる。リザの能力による幻ではなく、まさしく俺が掛けていた保険だ。

「警察ねえ。雑魚どもがわらわら集まったところで何になる？　殺して奴隷にするだけだ」

「やってみろ。無能の象徴の警察署が未まだ爆破されてない理由ぐらい流石さすがに知ってるだろ？」

　連中は確かに職務怠慢が常の烏う合ごうの衆しゆうに過ぎないが、それでも権力という名の兵器は持っている。これだけの大量殺人を起こし、しかも集まった警察も皆殺しにしてしまえば、晴れて国家の敵の仲間入りだ。口に出すのも恐ろしい〈猟犬部隊ドツグス〉どもに追い回される羽目になる。

　マクスウェルは去り際に何かを言い残して、扉へと走り出した。

「パーティー会場で待ってるぜ、他殺志願者ども」







　窮屈な護送車の雰囲気は、完全に煮詰まっていた。後部にある鉄てつ格ごう子し付きの窓から車外を警戒しているリザは、椅子にも座らず無言を貫いている。俺の正面に座るシエナは憔しよう悴すいしきった表情で自らの肩を抱き締めていた。警察側として唯一運転席に座るグラノフは、バックミラー越しにこちらの様子をチラチラ窺うかがってきてやがる。

「……シエナ。お前が罪の意識を感じる必要なんてない。あれは正当防衛だ。警察のグラノフもそう言ってるよ」

　俺は自らの不ふ甲が斐いなさを心から憎んでいた。俺がユルゲンに追い詰められてしまったばかりに、シエナは殺人者となってしまったのだ。今の彼女にどんな言葉を掛けても不適切に違いないのに、無責任な慰めの文句ばかりが思い浮かんでしまう。

「……正当防衛？　はっ、そんな言葉ですべてをなかったことにできるとでも？」

「そんなことは思ってない。ただ……」

「あんな化け物同士の殺し合いなんて、私の知らないところでやってればいい」

　シエナの怒りが、哀かなしみが、絶望が、無数の刃となって全身を突き刺してくる。嗚お咽えつ交じりの絶叫はまだ止まらず、鋭利な言葉が加減もなく投げつけられてくる。

「お願い、ラルフ。教えてよ。なんで私はいつも奪われなきゃいけないの？　オルテガも、両親を殺した男たちも、どうして私からすべてを奪っていくの？　私が何かした？　それとも生きていること自体が問題なの？　私が死ねばあいつらはどうするつもり？　ねえ、答えてよ！」

「……落ち着け。今すべきことは何だ。巻き戻せない時間を恨むことか？　自暴自棄になって、抵抗をやめてしまうことか？」

「あなたに何が解わかる。自分の信じているすべてが奪われたときの気持ちが、どんなものだったか解わかるの？　母親が犯されて殺された光景なんて見たことないでしょ？」

　──ああ、そうか。ようやく、シエナに感じていた幻影の正体が解わかった気がする。

　彼女は確かに昔の恋人シヤルロツテに似ているが、髪型と目の色が近いだけで、どこにでもある他人の空似という範はん疇ちゆうは超えていない。それでも俺がシエナのことを苦手に感じてしまうのは、彼女の境遇が俺自身に似すぎているからだ。すべてを失い、それ故に何も信じられなくなってしまったのに、それでも世界に未練を持ってしまう救われなさが、あまりにも似すぎているからだ。

　理性の堤防を乗り越えて、感情がゆっくりと流出していく。

「……目の前で恋人が五人の男たちに薬漬けにされながら犯されて、過剰摂取オーバードーズで死んだのを見たことがある。そのときの気持ちだっけ？　クソみてえな世界を呪ったし、すべてをぶっ壊してしまいたくもなった。あのとき自殺できなかったことをいまだに後悔してるくらいには、最悪な気持ちだったよ」

「…………ごめんなさい。私は」

「いや、いいんだ。こちらこそ、さっきは無責任なことを言ってすまない。……少し昔話をしてもいいか？　犬も食わないような、くだらない物語だけどな」

　リザの横顔や、バックミラーから見えるグラノフの目に非難の色が差した。俺は慎重に言葉を探しながら、隠すべき部分とそうでない部分とを選別しながら、努めて淡々と語り始める。

　多額の借金を作って消えた父親の尻拭いのため、運び屋紛まがいの仕事を始めた男がいた。二一歳。皇立大学も中退し、完全に希望を失っていた。男は次第に、より危険な仕事に沈んでいくことになる。武器の密輸までやらされるようになり、酒に溺れていた最悪の時期。

　そこで偶然出会った女に、どうやら俺は惚ほれてしまったらしい、と自分でも驚くほど他人ひと事ごとのように言った。

　男は身分を隠しながら女と会う生活を続けた。運び屋を辞めたいと考えるようになったのもその頃だった。父親の借金を返す目途はまだ立っていなかったが、惚ほれた女を「犯罪者の恋人」のままでいさせるのは嫌だったのだろう。

　それでも肥こえ溜だめでの日々から抜け切れずにいた男に、都合のいい話が舞い込んでくる。仕事内容はいつもとなんら変わらない。何処どこかで荷物を受け取り、何処どこかの誰かに届けるだけの簡単な仕事だ。中身は決して見るなという条件までいつもと同じの、ただの腐れ仕事だった。

　唯一その仕事が特別だったのは、その巨額の報酬ギヤラだった。それは父親の借金を完済してもお釣りがくるほどの大金だったため、男には断る理由など何もなかった。危険だなどとは全く思わなかった。ただ、恋人と平和に暮らす未来のことだけを考えていたのだろう。

　要するに、男はそこで銀の弾丸に関わってしまったのだ。そう、消え入るように呟つぶやいた。

「物語の結末はあっけないもんだった。些さ細さいなミスがきっかけで銀の弾丸は奪われ、俺は依頼主に捕らえられた。目を覚ますと両手を縛られて床に転がされていて、目の前では手錠をかけられた恋人が泣いていた」

　心臓を貫く痛みと、網膜に張りついた悲劇が、束になって俺を犯してくる。

「男たちはこれ見よがしに、紛失したはずの銀の弾丸を見せつけてきた。どうやらすべてが自作自演だったらしい。俺は恋人を人質にされ、自分で銀の弾丸を心臓にブチ込むよう強制された。施せ術じゆつ士しとのコネもないような連中には、拒絶反応で死んでも構わない被験者が必要だからな」

　その続きを語ることは躊躇ためらわれた。物語は最初に戻り、薬漬けになり蹂じゆう躙りんされる恋人の尊厳と、自らの命とを天てん秤びんにかけるしかない男の絶望で幕を閉じることになる。

「そこであなたは、自分で……」

　銀の弾丸を心臓に埋め込んだ。舟渡したちの隠し部屋で、シエナに少し話したことだ。魔女の遺のこした手順通りに施せ術じゆつができる人間など一握りしかおらず、そのほとんどが大組織や政府機関と専属契約を結んでいる。金もコネもない犯罪組織が銀使いを戦力に入れたいと思えば、死んでもいい人間を実験台に使うしかない。そしてその家族や恋人を人質にして操縦するのが常じよう套とう手しゆ段だんなのだ。そんなバカどものバカな考えに翻弄されたことで、俺は愚かにも成れの果てから抜け出すことができなくなってしまった。

「まあ、これで話は終わりだ。どうだ？　退屈だっただろ？」

　絞り出すように物語を紡つむいだあと、俺は何かを誤ご魔ま化かすように煙草タバコに火を点つけた。煙を吸い込んで吐き出すという動作を何度繰り返したとしても、苦い感情は消え去ってくれない。

「あなたは今、何を希望に生きているの？　こんなにも残酷な世界の中で」

　シエナの問いは、俺というよりも彼女自身に向けられたもののように感じられる。あるいは、不条理な世界に生きるすべての者に向けた疑問符なのかもしれない。

「……さあね。だが、銀使いになってしまった以上、死はもはや救いでもなんでもない」

　銀使いは人間を超えた力と引き換えに、悪魔に魂を売り渡している。銀使いが死んだとき、その魂は悪魔に喰くわれてしまうのだ。だから銀使いが好戦的な人格に変貌するのは、悪魔が魂を頂きやすくするために過ぎないとも言われている。

「私はずっと、あなたたちのことを誤解していた。銀使いは、単なる人殺しの化け物だって。でも、だけどきっと、あなたたちほど哀かなしい存在はいない」

　憐あわれみを込めた眼まな差ざしに、俺は思わず苦笑してしまう。死によってすら救われない化け物たちは、なるほどこの世で最も呪われた存在なのかもしれない。

「か弱い俺たちに同情してくれた？　無事生き延びたら、駅前で募金活動でも始めてみるか」

「……そうやってすぐにはぐらかす弱さにも、きっと同情してもらえるかもね」

　凄せい惨さんな記憶を共有したところで、俺たちの現在が救われることなど有り得ない。何かが戻って来るわけでも、ここではない何処どこかに飛び立てるわけでもない。だがそれでも、最低な人生に囚われているのは彼女だけではないと、そう伝えることくらい許してくれてもいいはずだ。

　たとえ、痛みを完璧に理解しあうことなど不可能だとしても。誰かと喪失を埋め合うなど、永遠に叶かなうことのない幻想なのだとしても。

「あーあ」シエナは両足を投げ出しながら天井を仰ぐ。「ほんと、この街は終わってる」

　わざとらしく拗すねるシエナに、真面目な顔で言ってやった。

「今更だな。俺はお前より二年は早く気付いてたよ」

「それでも遅すぎるし」シエナはだらしない姿勢のまま、呆れたように笑った。「自分だけが悲劇の主人公になれないのが、この街の一番嫌いなところ。地獄に囚とらわれてる人間が多すぎて、誰も私一人に同情なんてしてくれないんだから」

「同情なんていらねーから、さっさと自分を指名して金をよこせってのが本音だっただろ？」

「時間が来るまでお喋しやべりしてるだけでいいとかだったら、もっと嬉うれしいんだけどね。……あ、そうだ。ラルフは私に同情してくれたりする？」

　シエナが掌てのひらを上に向けて突き出してきたので、思わず笑ってしまう。この暴力的なジョークに素直に乗っかってやるのが、俺にとって至極当然なことのようにすら思えた。

「ああ解わかったよ、買ってやる。一時間五万エルとかだったよな？」

「えっ、いいの？　冗談で言ったんだけど」

「いいんだよ、俺が買うって決めたんだから。シエナ、さっさと口座番号を教えてくれ」

「……言っとくけど、ただお喋しやべりするだけだから。それ以上を求めてくるなら、追加料金発生するから覚悟してね？」

「残念ながら、今のところ未成年には興味なくてね。……まあ、無事生き延びたらゆっくりお喋しやべりでもしよう。アルコールじゃ物足りなくなってガソリンを一気飲みしたバカの話とか、女に男気を見せるために硫酸のプールに飛び込んだバカの話とか、一時間潰せるような話題なら沢山ある。どれから聞きたいか考えとけよ」

　そこで俺は、リザの真紅の瞳がじっとこちらを見つめていることに気が付いた。

　彼女は何かを言いかけて、しかし舌打ちとともに唇を閉じる。俺はその視線が訴えていた警告に気付かないフリをして、白い煙を虚こ空くうに燻くゆらせた。
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「それで、お前らこれからどうするつもりだ？」

　警察署の草臥くたびれた応接椅子に身体を埋うずめながら、グラノフがニヤケ面で問うてきた。警察を通さずに受けた仕事なのに結局グラノフを頼ることになったため、非常に居心地が悪い。机に両足を上げてガムをくちゃくちゃ言わせてるリザの無神経っぷりが、今だけは羨ましかった。

　交渉と協調は俺の仕事だと言い聞かせ、重く錆さび付ついた口を開く。

「海に沈められた場合に備えて、禁煙でも始めるか。少しは肺活量が上がるだろうよ」

「一、二分延命するためだけに人生の喜びを捨てるのか？　やばすぎる状況で、遂にイカレちまったか」

「いっそ狂ってしまった方がマシだ」

　ダフトフラック・スタンダードの安っぽい煙を吐き出しながら、俺は目を閉じる。グラノフが言うように、状況は絶望的だった。混乱する頭をどうにか鎮しずめるために、嬉うれしくもない事実をひとつひとつ整理していく。

「カイがご機嫌な声で報告してくれたよ。俺とリザはもうフィルミナード・ファミリーのブラックリストに仲良く載っちまっているらしいってな。部隊を組んで本格的な狩りを始めるのはまだ先だろうが、少なくともこの人工島に居場所はなくなってしまったわけだ」

「じゃあ、荷物まとめて対岸シヤバにでも帰る？」

　実現不可能だと誰でも解わかるようなことをあえて訊きいてくるリザは、本当に性格が悪い。

「連中が、まだ成れの果ての街からの脱出経路も押さえていないと本気で思ってんのか？　フィルミナードがそんな無能集団なら、そもそもこうして話し合いをする必要もない」

　入るのは簡単だが、外に出るのは難しい街。まさに俺たちは、このイレッダ地区が放つ抗あらがいがたい引力に囚とらわれている。

「言っとくが、これ以上警察おれたちの力を借りようなんてのはナシだ。どう見ても善良な市民じゃないお前らのために、命を懸ける警察官なんざ何処どこにもいないからな」

「この街に市民のために働く警官なんていたのか？　そっちの方が驚きだ」

　グラノフは痛いところを突かれた、というような表情をこちらに向けてくるが、俺としても最初ハナから期待などしていない。利権と勤務地による危険手当、休みに羽目を外すことしか頭にない連中に助けを乞うくらいなら、地雷原を匍ほ匐ふく前ぜん進しんでもした方が絶対にマシだ。グラノフにしても、あくまで俺とリザの保証人というだけで、危ない橋を渡る気は毛頭ないのだろう。

「そもそも、お前らいったい何をやらかしたんだ？　オルテガを敵に回したところでメリットなんて皆無だし、自殺にしちゃ前衛的すぎだ。以前俺が回したバラドー商会の一件で何かあったのか？　知っちゃいけないことを知ったとか、殺しちゃいけない奴を殺したとか」

「その可能性も考えたが」俺たちとフィルミナード・ファミリーの最高幹部との接点なんてそのくらいのものだ。「何も思い浮かばねえな」

「連中はシエナを狙ってる。ラルフ、あんたがあの子となにか関係してるんじゃないの？　昔ヤッた相手だとか」

「ガキに欲情しないことだけが俺の取柄でね。一〇代は流石さすがにそういう対象じゃない」

　シエナに昔の恋人の面影を感じていたのは事実だ。だが俺には少女趣味なんてないから当然未成年専門の娼しよう館かんに行ったことはないし、そもそも仕事で関わった相手ならたいていは覚えている。俺と彼女は完全に初対面。あの黴かび臭くさいホテルの一室で、逃亡者と追跡者として出会ったのが初めてだ。そしてそれは、リザにしても同じだろう。

「俺たちが標的にされたのは、やはりただの偶然だよ。何処どこかでたまたま目に入り、哀れな子羊に任命されただけだ。それより今は、シエナが狙われている理由について考えた方がいい」

「奴が関わっているらしい、例の新興宗教についてはどう？　実は教祖様の娘だったとか」

「〈魔女の左目〉か？　あれは恐らく奴の資金源に過ぎねえよ。一介の信者であるわけがない」

「他に手掛かりは？」

「いいや、何も」

「じゃあ、結局オルテガをとっ捕まえて優しく聞き出してあげるしかないじゃん」

「確かにその通りだな。どこかに隠れてるオルテガを見つけ出すことさえできれば、すべての謎が一発で解ける。俺たちは身の潔白も証明できて、めでたく自由の身ってわけだ」

　問題は今オルテガがどこに潜んでいるかだが、ヒントは何処どこかに隠されていると見て間違いない。シエナを手に入れる前に、俺たちがフィルミナードにぶっ殺されるのは奴も望んではいないからだ。組織には気付かれない方法で、俺たちに自らの居場所を伝えているはずだ。

　頭の中に散らかっている断片を拾い集めていく。

「……リザ。数日前の、バラドー商会とやり合った日のことを覚えているか？」

「あのときはホント楽しかった」

「そう、あのクソ運が悪かった一日だ。あの日の俺たちの仕事は、連中がフィルミナードから奪った銀の弾丸を回収することだった」

　結果として金庫はもぬけの殻で、俺たちはエリックという銀使いとの交戦を余儀なくされた。納得いかない点があるのはいつものこととはいえ、あの仕事に関してはそれが多すぎた。

「いつもの悪い癖で、終わった仕事について深く考えなかったが……、あの仕事には不可解な部分がいくつかあった。まず第一に、あの程度の規模の組織がフィルミナードから銀の弾丸を奪えたことが不自然すぎる」

「エリックを使って輸送車でも襲わせたんでしょ」

「その輸送車とやらの情報はどうやって仕入れたんだ？　銀の弾丸に関連することだ、そう簡単に外に漏らすはずがねえ。そもそも、あの組織に銀使いを雇う資金たいりよくがあるとは思えない」

　警察にこき使われている俺やリザのような例外を除いて、銀使いのギャラは高騰している。

「それに襲撃だけならともかく、拘束時間が長くて退屈な護衛をエリックがはした金で引き受けるとは思えない」

「私らと楽しく戦えたから良かったじゃん」

「そんなのは、ただの結果論だろ。まあリザの妄言はともかく、疑問だったバラドー商会の資金源について情報屋に調べさせた」

「それで、どうだった？」

　グラノフが身を乗り出して訊きいてくる。入念に資金洗浄ロンダリングが行われていたため高額になった依頼料を思い出しながら、俺は結論を述べる。

「バラドー商会は、武器取引の対価としてリューズ警備保障とかいう民間警備会社から多額の報酬を受け取っていた。連中の事業規模には合わない額だ。今から一〇ヶ月ほど前だったかな」

「リューズ……？　聞いたことがない名前だ」

「当然。なんせリューズ警備保障は、取引パーテイーの一週間前に設立され、その三日後には解散された典型的なペーパー・カンパニーだ。この街じゃ青カビなみの頻度で発生してるから、警察や役所もいちいち把握なんてしてられない」

　いくらここが成れの果ての街といえど、派手な商取引をしたければ会社を設立する必要がある。あのフィルミナード・ファミリーですら、サービス業という名目で法人登録は済ましているのだからお笑いだ。だが業務量の削減に熱心な役人にとって、法人登記など単なる紙切れに過ぎない。形けい骸がい化かした法律すら見落とすアホどもを摘発するくらいで、リューズのように不正する気満々の会社であっても意識の外だ。

「で、その零細企業はどこから湧いてきたの？」

　リザが薄く笑いながら訊きいてくる。どうやら、大まかな見当は付いているようだった。

「代表者に登録されているリューズ・ブラックマンは、オルテガが管理する〈ミザリー〉という娼しよう館かんの常連客だった。カモとか、多重債務者とか、恋多き男とかの言い換えもできるな」

「借金に縛られた操り人形ってわけね。娼しよう館かんや賭と博ばく場じようには、リューズのような奴隷の生産工場って側面もあるわけだし」

　この街は世界の縮図だ。欲望と狂気と悪意を濃縮し、その麻薬に夢中になってしまったバカを死ぬまで利用する。命が尽きても臓器や個人情報を余す所なく奪い取る、地球環境にも配慮したエコな仕組み。全くもって、反吐へどが出るおとぎ話だ。俺は更なる情報を告げる。

「そしてもうひとつ、リューズ・ブラックマンにはできすぎにもほどがある秘密があった。リューズが以前働いていた酒場の元同僚が、自身のアカウントで『仕事仲間が新興宗教にハマっている』と零こぼしていたとのことだ。とっとと辞めてくれればシフトを増やせて助かる、と付け加えてな。リューズが仕事を辞めて警備会社とやらを立ち上げる少し前の話だ」

「新興宗教？　匂うな」

「情報屋が元同僚にコンタクトを取って確認したところ、その仕事仲間はリューズ・ブラックマンで間違いないそうだ。しかもその新興宗教とやらが」

「魔女の左目」

　結論を引き継いだリザが、不愉快そうに舌打ちをする。首肯しつつポケットの中を漁あさるが、どうやらもう煙草タバコが切れてしまっているらしい。不愉快な出来事は続くものだ。俺は取り出した空箱を握りつぶし、応接机の上に叩きつける。

「そう、〈魔女の左目〉だ。リューズは時折、世界に銀の弾丸を持ち込んだ魔女に心酔しているような発言を見せていたらしく、『もうすぐドラッグ・パーティーが始まる』と口癖のように言っていたようだ」

「ドラッグ・パーティーねえ……。言葉通りの意味ではなさそうだが」

「イカレたお祭り、ってことじゃないの？」

　リザの考えが合っているかどうかは知らないが、少なくともお上品な社交パーティーなどではないのは確かだろう。

「バラドー商会の金庫を開けたとき、その中には招待状とともに全く同じ文言があった。そのときはエリックが仕掛けた殺し合いパーテイーの合図だとしか思ってなかったが、オルテガにリューズ、マクスウェルが去り際に残した言葉……、偶然だとは到底思えない。連中は間違いなく〈魔女の左目〉とやらを通じて繫つながっている」

「本物の信者っぽい間抜けリユーズとは違って、銀使いどもはただ指示を受けてただけだろーけど」

「だろうな。とにかくオルテガは、手駒を使って俺たちにメッセージを届けていたわけだ」

　ここ数日の自分たちの仕事を冷静に思い返してみると、不自然なことの連続だった。今思えば、バラドー商会が銀の弾丸を奪ったという情報が警察に漏れたことからおかしい。さすがにレイナス・バラドーが酒場でそれを自慢するほどの自殺志願者だったわけではないだろうし、フィルミナードにしても汚点を世間に晒さらすような真似まねはしないはずだ。すべては闇の中で処理され、より深い闇の中に封じられる。それが連中の、巨大な暴力を持つ者たちのやり方だ。

　恐らく銀の弾丸が盗まれたなどという事態は、すべて掌てのひらの上の茶番劇だろう。銀の弾丸はオルテガの計画通りにバラドー商会の手に渡り、エリックによって秘ひ密みつ裏りに回収された。そんな背景など知る由よしもない警察はオルテガが流した情報を疑うことなく受け取り、金と闘争に飢えた俺たちをパーティー会場へと派遣した。

「だいたい、協調性皆無の銀使いが平然と事務所で待機してたこと自体がおかしいんだ。例の招待状といい、俺たちが来るのを待ち構えていたとしか思えない。オルテガはエリックだけに秘密のパーティーを予告していたわけだ」

「楽しい楽しいドラッグ・パーティーとやらをね」

「多分あれは、賞金稼ぎにシエナを攫さらう大役を任せられるかをチェックする、性能試験にでもなってたんだろ。で、運悪く試験をクリアしてしまった俺たちは、そのまま次のパーティーに招待されてしまったわけだ」

「性能試験、ね」リザは納得した様子だった。「オルテガは何故なぜか銀使い同士を戦わせたがってるみたいだし、大金を使ってエリックを雇っても不自然じゃないか」

「最低限、襲撃者に一瞬で殺されない程度の実力は求められてたのかもな。光栄な限りだよ」

「……あ、てかさ。元から銀使いを雇うつもりだったなら、ダニエルがシエナを連れ出したのも奴の計画通りってことにならない？」

「ああ、そうなる。俺たちを舞台に引ひき摺ずり出だすために、かわいそうなダニエルは利用された。シエナへの恋心をうまく利用すれば、逃亡を企てるよう誘導するのも簡単だったはずだ」

　煙草タバコの箱を呼び出しつつ喋しやべっている最中、死にたくなる仮説が浮かび上がってきやがった。

「……なあ、リザ。オルテガがわざわざ警察に情報を流した理由は何だと思う？」

「シエナを誘拐する犯人候補を探すためじゃないの？　あんたがさっき言ったじゃん」

「ああ、そうだ。形だけでも実績を作っておきたい警察署は、まずは猟犬部隊ドツグスではなく子飼いの化け物どもに仕事を振る。俺やリザのような銀使いが何人か惨ざん殺さつ死し体たいとなって見つかったら、そこでようやく政府に尻尾しつぽを振っておねだりするのが慣例だ」

「まあそんな感じだな。クズどもが勝手に殺し合ってくれる、素晴らしいシステムだ」

　そのクズどもの目の前で平然と肯定してくるグラノフの人格破綻者っぷりはともかく、これは大変な事態だ。俺は苦々しく告げる。

「どうやらこれは『不運な事態』なんかじゃねえ。何故なぜなら、この街で警察の言いなりになっている銀使いなんてそうはいないからな。俺たちはオルテガに、しっかりと選ばれたんだ」

　警察の下請けもやらされている俺たちは、暗殺者のような連中とは違い、不本意だが個人情報がある程度公開されている。金欠に陥ればカイを使って営業活動もやっているし、そもそもここまで立場の弱い銀使いもそうはいない。探しやすくしかも御しやすい相手という条件で検索すれば、俺たちに行き着くのは当然の帰結ともいえる。

「舐なめられたもんだねー、私らも」

　リザは珍しく自嘲気味に呟つぶやき、粗末なソファに深く身体を埋うずめた。俺も全く同じ気持ちだ。この街を爆撃で平らにして、その瓦が礫れきの山の上で拳銃自殺でもしてやりたい気分だ。

　警察や大組織とは対立しないよう細心の注意で立ち回り続けてきた、俺の努力など無意味だったわけだ。「何故なぜ俺たちが？」なんて子供じみた問いに力はない。合理的判断に慈悲などはなく、俺たちはただ「たまたま条件に合ったから」というだけの理由で殺されようとしている。

「だが、このまま諦めて首を差し出すつもりじゃあないんだろ？」

　不味まずいコーヒーを啜すすりながら、グラノフが心底面白そうに訊きいてくる。中指を立て、二人して口汚い言葉で罵ってやったのがくだらない質問への回答だ。

　俺たちは死ぬつもりはない。俺たちを殺そうとしてくる連中は、神であろうとブチ殺す。それが弱きものたちに残された、唯一絶対の行動指針なのだ。

「真っ先に考え得る選択肢は、〈魔女の左目〉という露骨なヒントを辿たどってオルテガに近付いて全面対決を仕掛けるパターン。奴を殺すかひっ捕まえるかして、首と証拠を手土産にフィルミナードに身の潔白を証明するのが目的だ。バカがまんまと罠わなに掛かりに行く、って言い方もできるな。だが現状、思い浮かぶ中ではこれが一番まともな手だ」

「早死にする確率が一番高い選択肢でもあるけどね」

「珍しく正論を言ったな。どうしたリザ、なにかの発作か？　まあそれはともかく、寿命を一日でも延ばしたいなら、オルテガが組織を騙だましたことが発覚するまで逃亡生活を続けるって手段を選ぶといい。仲の悪い二人が四六時中一緒に過ごして発狂寸前、おまけにシエナが捕まったら終了ゲームオーバーという時限爆弾もある。軽犯罪で牢ろう屋やにぶち込んだ体ていで警察に保護してもらってるが、ここの留置所のセキュリティなんて幼おさな馴な染じみの家の玄関と同等かそれ以下だ」

「そもそもロクに使ってないからな。普段は軽犯罪者程度をわざわざ逮捕しないし、手に負えない連中はお前らに頼んでぶっ殺してる。まあそれでも、金で簡単に裏切る〈舟渡し〉どもの隠し部屋よりはマシだろ？」

「得意げに垂れるな、税金泥棒が。この様子じゃ三日と経たたずに留置所は破られ、俺たちはシエナを攫さらった犯人として永遠に追い回される。その果ては、仲良く無理心中ってところかな」

「だが看守には俺かラルフ以外が近付いたら即刻通報しろと言ってあるし、そもそも配はい膳ぜん時じ以外は固く施せ錠じようもしてる。お前らと警察の繫つながりから場所の特定こそ余裕だろうが、それでも流石さすがに政府が建てた施設だ。準備もなくいきなり襲ってくるなんてことはないよ」

「信用できるのか？」

「善処はするさ」グラノフの深い瞳に、真剣な光が差した。「そんなに心配か？　よく見ると確かに、お前の昔の恋人に似ていた」

「……何が言いたい？」

「いいか？　お前は今、境界線の真上に立っている。人間と怪物とを隔てる境界の真上にだ。俺にはこの一件が、お前がどっちに進むかを決める分岐点だと思えてならないんだ」

　俺は欠伸あくびをするリザの横顔を、続けて自らの右みぎ掌てのひらを眺める。同じような肌の色で一緒に車に乗り、仲良く仕事仲間をやっていても、二人の間には途方もないほどの隔たりがある。今の自分がどちらに傾いているのかはわからない。

「そんなに哲学がしたければ教会の懺ざん悔げ室しつに行くか、怪しげな注射器でも買ってくればいい」

　難題を突きつけられたとき、思考停止して面白くもないジョークに逃げるのは俺の悪い癖だ。そして悪癖が出るときの俺がいつも苛いら立だっていることを、リザも流石さすがに見抜いている。

「いつも訊きいてんじゃん。あんたはいったいどっちに行きたいの、ってさ。こっち側に来たいなら歓迎するし、向こうに戻りたいならさっさとこの街から出ていくべきだ。それでも成れの果てに留まっているあんたは、色んなことから逃げているだけ。過去とか、未来とか、あんたの心臓に埋まった現実からもね」

「……解わかってるよ」

「そのリアクションも聞き飽きた」苦々しい表情の俺を鼻で嗤わらい、リザは立ち上がった。「じゃあ先に出てるから。またお姫様シエナに会いに行くんでしょ？」

　こんなとき俺はいつも、リザに何も言い返すことができないでいる。何故なぜなら俺はいつだって、自分の立ち位置すらも解わからず彷徨さまよっているからだ。

　俺はいったい、何がしたいのだろう。

　心を棄すてて、この罪悪感の檻おりから逃げ出してしまいたいのか

　それともまさか、今更よき人間になりたいとでも？

　シエナを守るための行動が、生き延びるための合理的判断によるものではないというのか？

　頭の中に判断を妨げる何者かがいて、そいつが思考を搔かき乱みだしている。幾ら考えても答えが出るはずもない。俺は舌打ちとともに立ち上がり、扉の向こうに消えていく背中を追いかけた。




　　　　◆




　それが解わかるのが特別なのだとシエナが初めて知ったのは、あの夜の底も凍るような寒い晩、銀使いの客を取ったときのことだった。

　化け物と寝たのは何も、それが最初というわけではなかった。

　ただ、未成年専門の娼しよう館かんにやってくるような少女趣味の変態どもには、話好きな娼しよう婦ふは好まれない。これから何が始まるのか本当に解わからないような顔で、お人形のようにじっとしていることが人気の秘ひ訣けつなのだ。男どもの歪ゆがんだ欲望が自らを貫いてくるのを、心を空にして受け入れる。自動化された悲鳴を上げながら一時間が経つのを待ち、一万三〇〇〇エルの取り分を店から受け取って次の客を待つ。その繰り返しがシエナの人生のすべてだった。

　そういうわけで、客とまともに会話をするのは非常に珍しいことだった。言葉のやりとりを望むのは、幼児退行を発症させて甘えてくる客くらいなものだ。

「ぼくはときどき怖くなるんだ。銀使いが死んじゃうところを目の前でみたことがある？　あれはひどいよ。二度と生まれてきてたまるかって顔で、この世のすべてを呪いながら死んでいくんだ。心なんてとっくに失なくしてしまったはずなのに、どうしてか死ぬ瞬間だけは怖いんだ」

　動きを止めてしまった化け物を見下ろしながら、シエナは無む垢くな少女のように尋ねた。

「それは、今あなたの奥で息を潜めている何かに連れていかれてしまうから？」

　シエナの下で天井を仰ぐ大量殺人者は、不思議そうな顔で首を振った。

「それは、銀の弾丸に埋まっている悪魔のこと？　きみにはそいつがみえるの？」

「人じゃない何かの気配は感じるけど、よく解わからない……。あなたたちは本当になにも？」

「わからない……。ぼくはなにも知らない」

　化け物は子供のような瞳でシエナを見上げた。そこでシエナは咄とつ嗟さに、今のは冗談だとおどけてみせることにした。自分が見えているものはきっと、生きていくためには見えてはいけないものなのだ。この街では、物知りは無知の次に早死にする。

「ああ……、ぼくたちはきっと、悪魔に魂を売り渡してしまったんだ」

　正解。だってあなたの奥にそいつがいるから、とは口が裂けても言えなかった。

　男が恐怖に駆られたように動き始めたので、シエナはいつものように悲鳴を上げる作業に戻る。この街では、自分は何も知らない哀れな少女のままでいい。激しく揺れ動く視界を眺めながら、シエナは自らの心がゆっくりと壊れていくのを自覚した。

　時は流れ、シエナは一六歳となった。

　混こん沌とんとした街にも秩序があり、経済があり、需要と供給のバランスというものが存在する。つまり、シエナが今の店にいられるのはあと僅かとなっていた。この一、二年の間で、常連客たちの多くが顔を見せなくなっていたのだ。あの銀使いも例外ではなかった。あるいは何人かは殺されてしまっているだけなのかもしれないが、少なくとも今後の身の振り方を考えるには充分な時期だ。

　休憩室では、可愛かわいらしい服を着せられた年下の女の子たちが客の悪口を言い合っている。そのほとんどが、人工島の外では小学生か中学生をやっていてしかるべき年齢だった。年を重ねるごとに商品価値が下がっていく業界とはいえ、皇国の法律で言えばまだ保護すべき対象にあたるのだ。それでもシエナが焦あせりを感じているのは、なかなかいい転職先が見つからないことに起因していた。

　ただ金を稼ぐだけ、それだけが目的であれば受けていたオファーもいくつかある。だがシエナには、巨大な組織の後ろ盾がある有名店に所属しなければいけない理由があった。

　瞼まぶたを閉じるたびに上映されるのは、立入禁止キープ・アウトの向こうの凄せい惨さんな光景。両親は殺され、家は荒らされ、まだ自分も追われている可能性が捨てきれない。その理由が何なのかさえ解わからない状況下において、シエナが最も欲ほつしている条件は「身の安全の保障」だった。

「仮にいい店に行けたとして、その先は？　あと何年この地獄に囚とらわれてなきゃだめなの？」

　迂う闊かつだった、と瞬時にシエナは後悔した。部屋の隅で膝に顔を埋うずめながらの独り言を、一人の男が聞いていたのだ。そいつは確か自分のことを、オルテガだと名乗っていた。

「今の手取りはいくらだ？」

　自己紹介もほどほどに、男は直接的な質問を投げてきた。その無遠慮な視線に、シエナは自分がただの商品に過ぎないことを再認識させられた。

「一時間で一万三〇〇〇エルです」

「完かん全ぜん歩ぶ合あい制せいということはないだろう。基本給は？」

　定型文をそのまま発声しているような速度で、男は次の質問に移行する。シエナは宗教裁判にかけられる魔術師の心境を理解した。今この場では、一切の噓うそが通用しない。

「二〇万くらい」

「ではこちらはその倍出そう。すぐに出られるか？　もう既にこの店との交渉は済んでいる」

　目の前に差し出された名刺を見ると、男はあのフィルミナード・ファミリーの幹部の一人だということが判わかった。フィルミナードといえば、成れの果ての街を仕切る五大組織に数えられるほど強力な犯罪組織だ。今のシエナに必要なのは給料でも心の安らぎでもなく、広くて分厚い鉄の傘に他ならない。断る理由など何処どこにもなかった。

　先に歩き始め、振り返る素振りも見せない男の背中を慌てて追いかける。地上へと続く階段を昇り、路地裏を抜け、大通りに出ると一台の黒い車が待ち構えていた。この高級車で、自分はまたすぐに次の店へと出荷されるのだろう。シエナには、次の檻おりが今よりもましであると祈ることしかできなかった。

　高級車の扉の前に立っていた浅黒い肌の男が、握手を求めてくる。

「運転手のダニエルだ。よろしく」

「……私の店ではたまに出張の仕事もある。この男は専属の配送係といったところだ」

　大組織の幹部の前にしては軽薄な態度だな、とシエナは感じた。しかし当のオルテガが特に気にする様子を見せなかったため、大人しく握手に応じてみる。先に後部座席に乗り込んでいたオルテガは、興味がなさそうに窓の外を見ていた。

「なにか困ったことがあれば、いつでも言ってくれていいから」

　下心を隠して優しく微笑ほほえむダニエルには、やはり緊張感がまるで見えない。このような男がオルテガの下についているというのは疑問だが、車に乗り込んだときの違和感はそれ以上のものだった。いや、今になってようやく気付いたといった方が正しいのだろう。

　オルテガはそのとき、小さく溜ため息いきを吐ついた。それは疲れや呆れからくるものというよりもむしろ、安あん堵どによるものだったのではないだろうか。今思えばそれはまるで、長年探していた宝物を手に入れたときのようなものだったのではないか。




　冷たい床の上で、シエナは膝を抱えて座っていた。留置所で保護されるとは聞いていたが、この薄暗い檻おりを客観的に見つめれば、本当に逮捕されてしまったと思い込みそうになる。

「まあ、犯罪者なのには間違いないか」

　すぐに思いつくだけでも、児童買春に戸籍売買に反社会勢力との関係など、思い当る節は無数にある。むしろ檻おりの中にいるこの状況こそが、本来のあるべき姿なのかもしれない。

　いや、今までの人生を思い返せば、ずっと牢ろう獄ごくに囚とらわれているようなものに違いなかった。両親を殺され、未来を絶たれ、選択肢を握り潰されてこの街に流れ着いた。過去は洗い流せないし、今更まともな人生に戻れるなどとは考えてもいない。

　自嘲気味に嗤わらいながら、閉じた瞼まぶたの裏にこの二日間に起きた映像を投影していく。

　出張の仕事の帰り道、運転席に座るダニエルの思いつめた表情。仲の悪い賞金稼ぎ二人に誘拐されたこと。ダニエルの腹から飛び出た刃。次々に襲い来る異常者たちと、彼らの胸の奥に感じる何者かの気配。未いまだに自分が正気を保っていられるのは、何かの奇跡に違いなかった。

　そもそも、何故なぜオルテガはただの娼しよう婦ふであるはずの自分を狙うのだろう。やはり、両親を殺した連中と同じ理由なのだろうか。それともシエナだけが感じられる、人外の存在に関係しているのだろうか。だとしたら、オルテガは自分を捕らえて何をしようとしているのだろう。答えが見えない問いは霧のようにシエナを覆い、牢ろう獄ごくに流れる時間を食い潰していく。

　虚うつろな目で檻おりの向こうを眺めていると、一人の男が立っていることに気付いた。

　諦念と苦悩と、それに立ち向かうことを避ける臆病さが宿った寂しげな瞳。張りぼての皮肉で武装していても、その本質の曖昧さと場違いさを隠すことができていない。

　その瞬間、シエナは気付いてしまった。この男、ラルフ・グランウィードと名乗る賞金稼ぎは、自分と同類であるということに。どこかに逃げてしまいたくて、けれど自らを鎖で縛って動けないようにする滑稽さが、どうしようもなく似ているということに。

「具合はどうだ？」

　挨拶もなく訊きいてくるラルフに少し面食らいながらも、シエナは正直な感想を述べた。

「こんな埃ほこりまみれの部屋と硬いベッドで、気分は最悪。まあ、この街に来る前に住んでたところに比べればかなりマシだけどね」

「へえ、向こうではどんな家に？　藁わらで作った家にゴザをひいて、牛と一緒に寝てたとか？」

「家自体は綺き麗れいだった。家賃の代わりに変態どもの相手をして、夜が明けたら別の飼い主を探しての毎日で、たまに客が見つからなければ屋根がない場所で寝たこともあるけどね」

　他人との距離を一定に保つため、最悪な過去を自ら晒さらけ出だすという悪癖がシエナにはあった。こうすれば相手は同情の念を抱いだきつつ、厄介者から距離を置いてくれる。それは弱きものに共通する防衛本能であるとも、思考停止の証拠であるとも解わかっている。だが幸福な人生などというものが自分の将来には存在しない以上、他者と心を通わすのは彼女にとって第一に避けるべきことだった。彼女は既に、失うことに疲弊しきっていたのだ。

　命懸けの逃避行や地下通路での生なま温ぬるい時間を経て、シエナはもうラルフを憎むべき敵だとは考えることができなくなっていた。だが、これ以上の感情を抱いだいてはいけない。頼るべき仲間であるとか、誘拐犯と被害者特有の錯覚からくる恋愛感情だとか、自分を地獄から救い出してくれる誰かだとか、彼をそのような特別な存在にしてしまってはいけない。

　いつか来る死を先延ばしにしているだけの人生において、何かを手に入れ、そして失うような物語など求めてはいけないのだ。

「護送車の中であなたの話を聞いて、少し考えてみたことがある。何故なぜ神様は、私やあなたを地獄に堕おとしたのか。……何故なぜ、指名されたのが私たちでなければならなかったのか」

　ラルフはいつの間にか檻おりの中に入ってきており、シエナの隣に腰を下ろしていた。

「それで、答えは見つかったのか？」

　右肩に感じる微かすかな体温に戸惑いを覚えながら、シエナは首を横に振る。

「いいえ、全く？　唯一解わかったことと言えば、そんなのを考えるのは時間の無駄だってことくらい。きっと神様はルーレットか何かで地獄に堕おとす奴を適当に決めて、あとはそいつが破滅していく様子を特に興味もなく眺めているだけなんだ」

「神様なんてもんの存在を信じてるんだな」

「意外だった？　両親が信心深い人たちだったから」おどけた表情を作ろうとするが、駄目だった。意思とは裏腹に、呟つぶやきは自嘲気味になる。「それに、神様がいてくれた方が楽でしょ？　じゃなきゃ、一体誰を恨んで生きていけばいいかも分からなくなる」

　自らの許容値を超える悲劇に見舞われたとき、人は心を膜で覆うことができると学んだ。両親が殺されたことも、名前も知らない大勢の男たちの相手をしてきたことも、銀使い同士の殺し合いも、すべては薄い膜の外側で繰り広げられていた。

　絶望の深しん淵えんに沈んでいても、膜の内側にいる自分にはその深さすら解わからない。激しい怒りを棄すて、薄い膜の中から、ありもしないものを遠くから呪う。そうすることでシエナは、自らの心が壊れてしまう瞬間を先延ばしにしているのだ。

「そういうあなたは？　ラルフは、不条理な世界に理由を求めたことはないの？」

「……俺からすべてを奪った世界を憎まなかった、と言ったら確かに噓うそになるな。俺も信じてもいない神を呪ったし、天に理由を求めたりもした。だけど今の俺にはもう、自分の悲劇を呪う資格すらないんだ。それほどに多くを奪い、……殺してきた。悲劇に理由が必要だというのなら、俺が殺してきた連中にとってもそうだろ？　俺は奴らの問いに、何て答えてやればいい？」

　ラルフの瞳には、一切の光も宿っていなかった。恋人を目の前で失った悲しみが、人間兵器としての葛藤が、彼を苛さいなみ続つづけている。

　護送車の中でラルフが語った物語は、三人称で語られていた。どこまでも客観的な台詞せりふに違和感を覚えつつも、心の何処どこかでは理解していた。それは自らの悲劇を処理するための自己防衛なのだ。誰しもが心の内側に抱える、触れただけで壊れてしまう砂の城。致命傷とはこのようなものを指すのだろう。

　いつしかシエナは自分の過去を、武器か何かのように扱ってしまっていた。自分だけが深い絶望の中にいて、この哀かなしみを誰かと分かち合うことなど絶対にできないと。

　しかし残念なことに、この狂った世界では悲劇など飽和しているのだ。そんなどうしようもない真実を、彼女は嫌というほど理解した。

「だがシエナ、お前は俺とは違う。お前にはまだ、救いを求める権利があるはずだ」

「家族を殺され、心も体も汚けがされたその先にある救いって何？　そんなものが何処どこにあるっていうの？」

「はっ。そんなこと、誰にも分からねえよ。……だがそれでも、お前は救いを探し続けるべきなんだ。少なくとも俺はそう思ってる。まあ、無責任なことを言うようで悪いけどな」

　この道の先に救いはあるのか。常に繰り返していた自問自答すら止めてしまっていた自分に気付いた。地獄から救い出してくれる誰かが、この世界にいるのかどうかはまだ解わからない。けれど、檻おりから伸ばす手を引っ込めてしまえば、もう二度と救われることなどあり得ない。

「まともな人生から抜けてからずっと、私は完全に希望を閉ざしていた。このまま娼しよう婦ふとして、自分が汚けがされていくのを客観的に眺めているだけでいいと思っていた。死ぬのはもちろん嫌だけど、この地獄から抜け出す想像なんて全くできなかった。このままゆっくり狂っていくのも悪くないと思っていたのに」

　それなのに、薄い膜の内側で、忌避すべき感情は芽生えてしまった。頰を伝う涙の理由も解わからずに、シエナは呟つぶやいた。

「私は今、逃げてしまいたいと思ってる。両親を殺した連中も、嫌らしく嗤わらう客どもも、イカレた銀使いもいない世界に。そんな、ありもしない世界に」

　シエナは、縋すがるような目をラルフに向けてしまう。自覚した自らの甘さに嫌気が差しながらも、言葉は喉の奥から飛び出してくる。

「お願い、ラルフ。……助けてよ。ここから私を連れ出して。この薄汚れた人工島から。この、狂いきった世界から」

　ああ、そうか。私が一番恐れていたことは、この生なま温ぬるい希望そのものだったのだ。飛び出ていった言葉の後ろ姿を目で追いながら、シエナは思った。

「……それは、正式な依頼と捉えてしまってもいいのか？」

　ラルフは小さく息を吐くと、シエナの目を見つめながら呟つぶやいた。

「ええ。あなたのことだから、高くつくかもしれないけど」

「残念、ハズレ。困ってる女からは、金は取らない主義でやってる」

　気取った台詞せりふがあまりにもぎこちなくて、シエナは吹き出してしまう。それから急に真面目な顔になり、ラルフの瞳を見つめながら呟つぶやいた。

「ああ、やっと見つけた」

　自分をこの地獄から救い出してくれるかもしれない、そんな夢にまで見た誰かを。

　想おもいが溢あふれて噓うそになってしまわないように、彼女は続く言葉をそっと胸の奥へと押し込んだ。

　視線と視線が絡み合い、留置所から言葉が消える。やがてふたりは惑星のように引かれ合い、互いの存在を確かめ合うようにキスを交わした。心と心の触れ合いなど必要ない。永遠の孤独を彷徨さまよっていたふたりが、無む間げんの闇の狭はざ間まで出会ってしまった。だから、抗あらがいがたい磁力が生じた。ただそれだけの話だった。
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　遠くから、どこか聞き慣れたような、乱暴な足音が聞こえてきた。ラルフは名残を惜しむようにシエナから離れると、溜ため息いき交じりに呟つぶやく。

「さて、仕事再開だ。迷惑な味方が、待ちくたびれてしまったってさ」







[image: 7.Shut up, and Make me Dead]







　少しずつ近づいてくる足音を聞いただけで、不機嫌な表情でだるそうに歩くリザの姿が思い浮かぶ。俺は肩を竦すくめながらシエナから離れた。

　遅れて来たくせにやたらと態度がでかい相棒は、俺たちふたりを見るなり言い放った。

「仲良く発情しちゃってるところ悪いけど、今結構ヤバい状況だよ」

「ヤバい状況？　お前が人の言葉を喋しやべって二足歩行をしてる衝撃映像以上にヤバい状況なんてあんのか？」

「後でちゃんと殺してあげるから、はしゃいでんじゃねえよ」コンバットナイフをどこからか取り出して、リザは冷酷に告げた。「……囲まれてる。この大げさな装備は、オルテガとは無関係なフィルミナードの本隊かもね。さっさとシエナを檻おりから出した方がいいと思う」

「連中が、もう軍隊を組織してここまで来たってのか？　いくらなんでも早すぎる。それに、あれだけ追っ手を警戒して留置所まで来たはずだ。お前の能力があって気付かないわけが」

「向こうにも、追跡と隠おん密みつ行こう動どうに特化した銀使いでもいるんじゃね。何かしらの能力を使って私にバレずに尾行を成功させて、バカどもが逃げ場のない留置所に入っていったあとで気配を現した。要するに、ここからはゴキブリ一匹も逃がさないって意思表示でしょ」

「シエナを大人しく引き渡したとして、あいつらが許してくれると思うか？」

「まさか。そのまま楽しい殺し合いパーテイーに突入するに決まってんじゃん。だって向こうには、私らを生かしておく理由なんてないんだし」

「じ、じゃあどうするの？　このままここで殺されるのを待つの？」

　青ざめながら狼ろう狽ばいするシエナの人間らしい反応が、逆に俺を冷静にさせてくれる。焦あせる感情を内側にねじ込みつつ、努めて淡々と告げる。

「そう悲観的になる必要はねえよ。少なくとも、まだ大丈夫だ」

「どういうこと？」

「そもそも、ここは仮にも警察が管理している施設だ。いくら連中といえど、後先考えずに正面から乗り込んでくるような真似まねはしないはずだ。今奴らにできることと言えば、留置所を囲んで逃げ場をなくすことだけ。つまり、ここでじっとしてればあと数時間は生き延びられる」

　そう、安全が確保されるのは長く見積もってもあと三時間といったところだろう。フィルミナードの斥せつ候こう部ぶ隊たいが大挙してやってきているのに「ただの脅しで、危害を加えるつもりはありません」なんて展開になるはずがない。警察を敵に回すことを避けているなら、やりようはいくらでもある。絶対に、今も俺たちを殺す手て筈はずを整えているはずだ。

「とは言っても、早くここから逃げてしまった方がいいのも事実だ。連中は、正当な手続きを通して留置所の中に入ってくることができるからな。放っておくと、見ず知らずのギャングから面会を申し込まれたり、いつの間にか銀使いが隣の檻おりにぶち込まれてきたりする可能性もある。そうなったらもう、いよいよ遺書を書く準備を始めた方がいい」

「フィルミナードみたいな大組織は、警察にとってもお得意様だからね。裏金はもちろん、犯人の偽装とか不祥事の後始末みたいな汚れ仕事も積極的に請け負ってるし。だから、この街では警察の保護なんて成り立たないってこと。必要な手続きさえ済ませば、堂々と殺し屋どもを送り込んでくるよ」

「グラノフひとりが粘ってくれたところで、警察と犯罪組織の友情は永遠に不滅だ」

　俺は涙目のシエナの前を横切り、独房に設置された粗末なパイプベッドへと進む。ベッドを持ち上げて移動させ、グラノフの言っていた通りに部屋の左隅から右に三つ、下に七つ目のタイルを探す。頑張れば大人の男一人が潜くぐり抜ぬけられそうな大きさのタイルを軽く叩きながら、俺は薄く笑った。

「だから、こんな場所さっさと逃げてしまおうぜ」

　何処どこか不服そうな態度のリザと、啞あ然ぜんとした表情のシエナを尻目に、俺は黙々と作業を続けていく。叩いた感触で内部が空洞になっていることを確かめると、鉄製の定規を召喚して僅かな隙間に差し入れる。梃て子この原理を用いてタイルを持ち上げると脱出口が露あらわになった。シエナは信じられないような表情をしている。

「その穴……もしかして最初からあったの？」

「もちろん。こいつは、かなり前にグラノフに大金を積んで作らせたものだ」

　大組織でもすぐには手が出せない留置所に、逃走手段としての利用価値があると提案したのは情報屋のカイだった。今回のように、一度態勢を整える必要があるにも拘かかわらず逃げ場がない場合、このような隠れ蓑の存在は非常にありがたい。秘ひ密みつ裏りに逃走経路でも作ってしまえば、数時間は敵を足止めしつつ安全な場所まで逃げることができるという寸法だ。

「警官が自分で脱獄ルートを作るなんて、信じられない……」

「まったくだ。この国の正義はどこにあんのかね」

　適当に返しながら、遠い目をしたシエナを無理やり穴に放り込む。それにリザが続き、最後に俺が周囲を警戒しつつ体を滑り込ませる。手て筈はず通どおりにグラノフが隠いん蔽ぺい工こう作さくをしてくれるのを期待しつつ、円筒状の脱出口を滑り落ちていく。少し進んだ足の先に光が見えたと思った瞬間、俺の身体は宙へと放り出された。

　空中で姿勢を制御しつつ周りを見ると、ここが薄暗い地下水路であることが解わかった。穴の出口がこうなっているとは全く聞いていない。常に嫌がらせを忘れない腐った根性は、まさしく警察官の鑑かがみだと思う。

　墨を溶かしたように黒い水面が下水ではないことを心から祈りつつ、俺は身体を丸めて足先から着水。襲ってくる衝撃と大量の泡あぶくによる抱擁を全身で受け止める。水を少し飲み込んでしまったが、ただの海水であったため問題はない。

　シエナは水面から顔を半分だけ出しながら、酸素を求めて必死に足あ搔がいていた。完全なパニック状態で、水も随分飲み込んでしまっているに違いない。まずは気道を確保してやる必要がある。シエナの暴れる両腕を摑つかみ、一度水中へと沈めて脱力させる。そして水中でシエナの後ろに回り込み、顎を持って気道確保しつつ水面に飛び出した。

「これからどこにいけばいいの！」

　シエナと二人で久しぶりの酸素を貪っていると、リザの苛いら立だった声が遠くから聞こえた。俺はグラノフへの怒りを抑えて冷静に返答する。

「あのおっさんは、穴から出たら左に向かえと言ってた！　恐らくどこかに地上に続く通路か梯はし子ごがあるはずだ」

　虚こ空くうに伸ばした右手の先に、安物のゴムボートとオールを喚よび出だす。エルレフ市街のアウトドアショップで購入してそれっきりだったからか、空気が少し抜けてしまっている。それでも三人分の体重を支えるだけの浮力はあるのを確認し、シエナを抱えて乗り込む。リザが泳いでくるのを待っていると、ようやく落ち着きを取り戻したシエナが忌いま々いましく吐き捨てた。

「ほんっとに、死ぬかと思った！　水に飛び込むなら事前に言って！」

「本格的に溺れて気を失わなかっただけよかったじゃねえか。さすがに、悪党に人工呼吸で助けられるなんて屈辱だろ？」

「舌とか入れてきそう。キモい」

「アホか、入れねえよ」

　昔の恋人に似た顔でからかわれては、どことなく居心地が悪い。舌打ちをしつつ、濡ぬれて身体に纏まとわりついたシャツに触れる。左手から発生した黒い霧にシャツが一瞬で吸い込まれていくと、身体を包んでいた不快感も少し消えた。替えのシャツとシエナとリザの分のＴシャツ、人数分のタオルを召喚してそれぞれに投げ渡してやる。

「こういうときだけ便利な能力だなマジで。戦闘ではクソの役にも立たないのに」

「なんなら、ドライヤーと化粧道具でも貸してやろうか？」

「いらないから。てか、何をジロジロ見て欲情してんだよ。さっさとあっち向け」

　反論の一つでもしてやりたいところだが、俺も立派な紳士だ。舌打ちとともに、着替え始めた女たちに大人しく背を向けることにした。

　グラノフに言われた通りに地下水道をしばらく左へ進んでいると、壁面の一部が少しくり貫ぬかれている場所があった。ボートを近くまで寄せてみると、壁面に取りつけられた梯はし子ごと一人分の足場が見えた。天井にはマンホールと思おぼしき円形の蓋がはめ込まれている。

「出口が車道の真ん中だったら、マジでぶっ殺す」

　不機嫌そうに呟つぶやくリザに、今回ばかりは同意するしかない。探査能力に優れたリザを先頭に、少し遅れてシエナと俺が続く。

　梯はし子ごを昇りきって外界へと這はい出でると、そこは一面が雑草に覆われた荒地だった。不ふ法ほう投とう棄きされた家具や車の部品、使用済みの注射器やコンドームなどが落ちているだけで、辺りには人の気配などない。携帯のＧＰＳ機能で確認すると、ここは人工島の北西部に位置するボビーリーズ工業地帯の一角であることがわかる。まともな産業などほとんどないこの島で工業地帯とは名ばかりで、その実態は怪しい植物の栽培施設や武器か何かの保管庫などが、工場の跡地を利用して運営されているだけだ。

「さて、シャバに出てこれたはいいけど、これからどうする感じ？」

　リザが実に退屈そうに訊きいてくる。血と闘争に飢えた銀使いにとって、逃げ回ってばかりの状況は苦痛でしかないのだろう。俺は二人を近くに呼び、携帯に表示された地図を見せる。イレッダ地区全体を表示した地図の左上辺りに赤い点があり、その横に「パーティー会場はコチラ」との注釈があった。

「ボートに乗ってる間に、カイに調べさせた。オルテガが定期的に通っているらしい新興宗教の教会とやらがそこだ。偶然だが、ここからかなり近いな」

　お目当ての場所は簡単に見つけられたわけだが、結局すべてはオルテガの脚本通りに進行しているに過ぎない。オルテガはフィルミナードより先にシエナを手に入れるため、俺たちがドラッグ・パーティーに参加せざるを得ない状況を作り上げているだけなのだ。だから奴は、俺たちにだけわかるようなわざとらしいヒントを、至るところにちりばめてくれていた。

　とにかく、決戦の刻ときは近付いている。ここらで、最大の問題を片付けておくべきだろう。

「シエナ、最後にお互いの気持ちをはっきりさせておこう」

　そう切り出した俺を、シエナが不思議そうな顔で見つめてくる。

「俺とリザは、これから教会でオルテガと対決する。オルテガが率いる私兵はもちろん、あのイカレた死人使い……マクスウェルも殺す気満々でやってくる。大勢の死者が出ることはもう確定しているようなものだ。そんな地獄の方がマシなイカレた戦場に、俺たちはシエナを連れていきたい。もちろん、オルテガとの駆け引きを成立させるための切り札としてな」

「卑ひ怯きような言い方。自分たちの生存率を上げるための、人質としてでしょ？」

「だが、お前には選択肢がある。ひとつは、このまま俺たちに連れられて教会に乗り込むという選択。無事に俺たちが勝つのを祈りつつ、完全に被害者であることが証明された上でフィルミナードに帰ることができる」

「私らが殺され、シエナ、あんたがあの変態野郎に捕まるってリスクもあるけどね。そのあとどうなるかまでは、流石さすがに分かんないけど」

　冷たい声で補足するリザを軽く睨にらみつつ、俺は続ける。

「……そしてもう一つの選択が、今すぐ俺たちから逃げてフィルミナードの元に走ることだ。途中でオルテガに見つかりさえしなければ、無事に組織に保護される可能性が高い。デメリットとしては、俺とリザを殺す相手が変わってしまうことくらいかな。まあそれも、お前にとっては関係のないことだろう」

　シエナの瞳に逡しゆん巡じゆんの色が見られないことに、俺は少なからず驚いている。

　そもそも、シエナには俺たちに付き合う理由などない。叶かなうなら、一刻も早くフィルミナードに保護されたいに決まっているのだ。そしてシエナがリスクを冒さずに生き残るには、俺たちを誘拐犯としてフィルミナードに売るしかない。一介の娼しよう婦ふがオルテガの裏切りを告発したところで、到底信じてもらえるはずもないからだ。つまり彼女がここで逃げれば、俺たちは窮地に立たされる。その事実を敢あえて言わない俺に、シエナは不敵な笑みを見せつけてきた。

「逃げてやる、って言ったら？」

　荒れ果てた空き地に、一陣の風が吹く。誰にも反応できない速度でリザがシエナの背後に回り込み、ナイフの切っ先を喉元に当てていた。切っ先は薄皮に触れており、何かのきっかけがあればすぐにでも喉笛を切り裂いてしまうだろう。脅しではない、本気だ。本気で、リザはシエナを殺すことができる。これまでの逃避行で出来上がった奇妙な絆きずななど全く関係ない。何の躊躇ためらいもなく、リザは合理性だけで人を殺すことができる。

「させると思う？　この私が？」

　恐怖に目を見開き、呼吸を激しく乱しながらも、シエナは気丈に振舞ってみせる。口くち許もとには笑みを張りつけたままで、俺を挑発するように首をかしげてみせた。

　シエナの内側で静かに燃える、覚悟のような何かの存在を強く感じた。死と隣り合わせだったこの短い逃避行の中で、ただ怯おびえていた少女の姿は何処どこにもなかった。これは成長なのか。劇的な体験がシエナを強くしたというのだろうか。いや、恐らくそれは違う。こんな短期間で、人の本質は変わらない。

　つまり彼女は、単に開き直っているだけだ。まともでいれば心が壊れてしまうのなら、狂気に身を委ねてしまえばいい。この狂った街で生き抜くための強さとは、思考を放棄して為なすべきことを為なす能力以外にないのだ。俺は初めて、シエナに頼もしさに似た感情を抱いだいた。

「逃げられるとは思ってない。だけど、勘違いしないで」深呼吸をひとつ。自分の言葉を嚙かみしめ嚥えん下かするように、シエナはゆっくりと続けた。「私も戦いたい。オルテガも、フィルミナードも、両親を殺した強盗どもも、邪魔する奴らはみんなぶっ殺してしまいたい」

　リザは既にナイフを仕舞っていた。口くち許もとには苦い笑みが見えた。無謀な発言に呆れつつも、どこか楽しそうな表情だった。

　選択を強制する必要などなかったようだ。どうやら彼女の答えは決まっている。

　それは、戦うということ。オルテガにも組織にも穢けがされることのない、完全なる自由を勝ち取るという気高い意思が、翡ひ翠すい色いろの瞳に宿っていた。




　　　　◆




「かつて、世界の裏側を覗のぞくことができる魔女がいた。裏側というのはつまり、我々が今生きているこの世界と対を為なす場所。様々な宗教が、天国や地獄などと定義している場所と近いのかもしれない」

　教会は静せい謐ひつな雰囲気で満たされていた。祭壇に置かれた黒い棺ひつぎに座りながら、オルテガがおもむろに語り始める。天井からは〈魔女の左目〉のシンボルが刺し繡しゆうされた布切れが申し訳程度に垂れ下がっている。祭壇の前には黒服に身を包んだ十数名の男たちと、生気が消えた表情の死人が六体ほど立っており、その後ろでは黒いコートの男が長椅子に腰を下ろしていた。

「……銀の弾丸と、それを創った魔女に関するおとぎ話だ。貴様も聞いたことがあるだろう」

「ガキに読み聞かせるような、つまんねえ話だ。興味はないね」

　雇い主に対する不遜な態度を咎とがめることもなく、オルテガは淡々と続ける。

「はじめ、人々は女が言っているのは世よ迷まい言ごとであると笑った。まあ無理もない。世界の裏側から異形の怪物どもがやって来て、この世界を滅ぼすというのだからな。まともな人間なら、女が狂ってしまったと考えるのが普通だ。だが、彼女が言っていたことはすべて真実だった」

　機械のように発せられる言葉に、どんな感情が込められているのかは誰にも解わからない。何故なぜならこの場にいる私設部隊の中にすら、オルテガの人間性を深く知る者は一人もいないのだ。

　オルテガという男は、とにかく記号的にしか語られない存在だった。

　フィルミナード・ファミリーの幹部の一人にして、アミューズメント部門の最高責任者。それが語られる情報のすべてであり、経歴・思想などの詳細までを知っている者はいない。ここまで聞けば、警戒心が異常に強い完璧主義者の姿を想像する者がほとんどだろう。だが彼には出世願望のようなものはなく、今ファミリーの水面下で起きている跡目争いにも参加する意欲を見せていない。とにかく、何を考えているのかが全く読めない男だった。

　そしてそんな男が語り始めたのは、誰もが一度は耳にしたことがあるようなおとぎ話だ。

「最初の異変は、近隣にあるとある村から、子供だけが忽こつ然ぜんと姿を消したという事件だった。争ったような形跡もなく、眠っていた大人たちの誰も物音を聞いてすらいなかった。続いて、どこかの山に突然大穴が開いただの、海上を航行する何なん隻せきもの商船から貨物だけが盗まれたなどという怪事件が多発し始めた。人家ほどの大きさの化け物を見たという噂うわさも広まった」

　退屈な論文を音読しているかのような抑揚のなさで綴つづられるおとぎ話に、武装したならず者たちが困惑してしまっている。長椅子に踏ん反り返るマクスウェルだけが、不機嫌を隠そうともせず祭壇を睨にらみつけていた。

「そのときにはもはや、魔女の言葉を疑う者などいるはずもない。そしてついに人々は、恥を棄すてて魔女に助けを求めたのだ。やがて彼女は自らの能力をもってして、世界を壊しにやってきた悪魔たちと対話を始めた。そして魔女は悪魔たちの力の一部を銀の弾丸に封じることに成功し、連中を世界の裏側へと撤退させた」

「バカな市民どもは最初こそ感謝したが、やがて魔女の自作自演を疑い始めた。やがて魔女とやらは宗教裁判にかけられ、生きたまま焼かれて殺された、でしたっけ？　そんで、そのときの八つ当たりで銀の弾丸を世界中にバラ撒まいた、と」

　揶や揄ゆがふんだんに含有された、幼児に言って聞かせるような口調でマクスウェルが結末を引き取った。

「よくできたおとぎ話で、大衆洗脳プロパガンダのやり方としては上出来だ。実際に俺も、ガキの頃は馬鹿みてえに信じてたよ」

　銀の弾丸と、それを創った魔女に関するおとぎ話。これが世界中に広まっていることを、主要先進国と広告代理店が仕掛けたプロパガンダだと考える人々は一定数いる。銀の弾丸の存在が公になった三十数年前に突然現れた物語である点と、根拠のある文献などがない口承文学である点、そして不自然な速度で世界中に広がっていった点が、陰いん謀ぼう論ろんを加速させている。実は銀の弾丸とは先進国が手を組んで作った新兵器で、その事実を隠すために遠い昔の魔女の呪いという物語を作ったのだ、と彼らは口々に騙かたる。

「確かに、このおとぎ話は大部分が創作なのだろう。だが一方で、銀の弾丸が科学で説明できるような代物ではないことも事実だ。貴様も銀使いなら解わかっているはずだろう？　悪魔は、裏側の世界とやらは確かに存在する。我々の手には届かない何処どこかに、確かに存在している」

　オルテガの眼めの奥にほんの微かすかな感情の揺らぎがあった。深い深い闇の底で、暗い焰ほのおが静かに揺らめいている。それをマクスウェルは見逃さなかった。すべてを理解し、口くちの端はしを邪悪に歪ゆがめてみせる。抗いがたい欲求が、果てのない快楽の予感が、酸さん鼻び極きわまる殺さつ戮りくの臭いが、すぐそこまでせり上がってきているのだ。

「はっ、なるほどねえ。あんたの狙いはだいたい読めた。つまり、今までの茶番がすべて撒まき餌えでしかなかったってことだ。俺も、ユルゲンの野郎も、あのエリックとかいう怪力男も、これから殺すあの二人組も、あんたがご執心の売春婦も、全員ただの前座でしかなかったってことだ。ああ、いやいや不満は言わねえよ。しゃーないしゃーない。むしろ、これから始まる光景を、最前列で見られることに興奮してるくらいだ」

　興奮気味に早口でまくし立てながら、マクスウェルの視線はオルテガが座る棺かん桶おけのようなものへと注がれていた。荒くなった呼吸を無理やり鎮しずめつつ、殺人鬼は最大級の賛辞を贈る。

「俺よりイカレてる奴に会ったのは初めてだぜ、旦那？」




　　　　◆




　諸事情により助手席の扉がなくなってしまった我が愛車は、不安になるほど大きく振動しながら人工島を進んでいた。車内には爆音が鳴り響き、俺とシエナの鼓膜を確実に痛めつけ続けている。もちろんリザの選曲だが、ボーカルが何を歌っているのか全く解わからないほどに激しい演奏と、相棒の難聴を疑いたくなるようなイカレた大音量とが俺の殺意を加速させていく。

「もはや故意的な暴力だ。リザ、せめて音量を下げろ。てかイヤホン付けて聴け。それができないなら、さっさと死んで公共の福祉に貢献しろ」

　当然ながら返事はなく、助手席に座るリザは瞑めい目もくしたままだ。戦いの前の儀式か何かのつもりなのだろうが、毎回これが続くとこちらの聴力にも悪影響を及ぼす危険がある。なんとなくだが、最近耳が遠くなってきた気がしないでもない。音楽の趣味が合うはずのシエナでさえ、後部座席で耳を塞ぎながらぐったりとしてしまっていた。

「わかった、お前わざとだろ。いつも救いようのないバカを装よそおってるけど、実は全部俺をじわじわ自殺に追い込むための計画的犯行だろ。でなきゃ流石さすがにおかしいもんな。こんな猟りよう奇き的てきに頭が悪い奴がこの世界に存在するはずないもんな」

「……ちっ」

「……今の舌打ちは完全に、『バレたか』的な奴だろ」

　背後からはわざとらしい溜ため息いきが聞こえる。振り返るまでもなく、俺たちに軽けい蔑べつの眼まな差ざしが向けられていることは明らかだ。一種の諦念が混じったような声で、シエナは呟つぶやいた。

「あなたたちって、本当にイカレてる」

「そりゃどうも。もしかして降りたくなったか？」

「……私はもう、一緒に戦う方にすべてを賭けた。実際、まともな精神状態ならまず選べない選択肢だとは思うけどね」

「はっ、言うようになってきたな」

　もはや俺たちとシエナの関係は、単なる逃亡者と人質とのそれとは大きく異なる。長い逃避行を通して、俺たちとシエナは共犯者になったのだ。バックミラー越しに見えるシエナは、闘争の予感に怯えつつも野望に満ちた瞳をしている。口くち許もとが薄く笑っているようにすら見えた。

　目的地である教会が、反対車線の前方に見えてきた。周囲の区画には雑草が生い茂る空き地と錆さびだらけの倉庫しかなく、人目を忍んでいけないことをするにはもってこいの場所であると言える。対向車がないことを確認すると、俺は重たいハンドルを左に切る。車は強引に中央車線を横切り、最短距離で爆走し始めた。

「最終確認だ。今回の仕事の目的は？」

　右目だけで隣を見ると、リザは既に目を見開き、弾はじけるような歓喜に身を任せていた。

「あのロリコン野郎の企たくらみを暴いて、その上で連中を皆殺しにする」

　有刺鉄線付きの、錆さびついた金網扉が近づいてくる。扉の両脇にいるふたりの男がようやく気付き、俺たちに短機関銃の銃口を向けてきた。

「じゃあ、どんな作戦で行く？」

　リザはこちらを見ながら凶悪な表情で笑っていた。相棒は椅子の上で中腰になっており、すぐにでも車から飛び出して暴れることができる体勢だった。両手に握るナイフは窓から差し込む光を妖しく反射して、鮮血を浴びるのを待まち侘わびて唸うなっているようにも見えた。

「作戦なんて要らねェし。正面から乗り込んで、向かってくるバカは全員ぶっ殺す」

「はっ、上出来だ」

　アクセルを限界まで踏み込む。車を減速させるつもりがないことに男たちが気付いたときにはもう遅く、愛車のグリムスは護衛どもを撥はね飛とばしながら金網へと激突。錆さびに侵食された金網扉はいとも簡単に吹き飛び、俺たちの正面突破を許してしまった。

　金網との激突で今度こそ廃車確実となったグリムス三〇二Ａを、右手に出した黒い霧の中に収納する。突っ込んできた車が突然消えて、代わりに襲撃者が湧いて出てくるという怪現象に面食らったのか、俺たちを取り囲む一二人の護衛の動きが一瞬止まった。

「なに気ィ抜いてんだよ雑魚ども！」

　弾はじけるような声とともに、リザが集団に向かって疾走。我に返った男たちが銃口を一斉に向けるも、少し先にリザの右手が消えていた。投とう擲てきされた三本のナイフがそれぞれ三人分の心臓や頭蓋を貫いて即死させる。これで残り九人。

　近くにいた男がいち早く反応し、銃口でリザの動きを追う。しかしその速度はあまりに緩慢すぎて、リザが太ふと腿ももに巻いたホルスターから抜いたナイフでそいつの頸けい動どう脈みやくを引き裂いてしまっていた。残り八人。

「慌てるな！　いくら化け物でも銃撃を食らえば負傷もする。落ち着いて狙え！」

　実現不可能な命令を下す男の頭を短機関銃で吹き飛ばして、俺は溜ため息いきを吐つく。

「なあシエナ、俺ってそんなに影薄い？　戦闘中なのに、毎回存在を忘れられてるんだけど」

「だって、あなたには化け物らしさが足りない」

　俺が一人殺す間に護衛の男たちを半分まで減らしてしまっているリザと比較されては、反論の余地すらない。運搬と奇襲だけが取とり柄えの俺と違い、リザのような本物の銀使いは素の戦闘力だけで一個分隊に匹敵する能力を持つ。訓練された軍人が周到な作戦を引っ提げて襲撃してくるのならともかく、正面から襲うしか能のないギャングどもなど相手にすらならない。

　射線にいるシエナを警戒して、俺への攻撃を躊ちゆう躇ちよしてしまっているところもまた素人しろうと臭くさい。こんな練度の低い兵隊を真っ先に差し向けてくる意味とやらに嫌気が差しながらも、俺は銃撃を続ける。残酷なほどに綺き麗れいな青空の下、穴だらけになった男たちが最期のダンスを踊っていた。残りは一人。

「頼む……見逃してくれ……。もうこんな、こんな化け物どもの相手は嫌だっ！」

　泣きながら懇願してくる男の脳天に、クリックガンの銃口を向ける。この軽すぎる引き金を引けば、こいつの首から上は跡形もなく消し飛ぶだろう。もう意味のある言葉すら発することができない男に、静かに語り掛ける。

「……狙撃手スナイパーがいるな。あの、五〇メートルほど先にある工場の屋上。俺ですら気付くようなわざとらしい場所にいるってことは、まあ、気の毒だがそういうことだ」

　言葉の意味を摑つかめずに怯おびえている男の頭を、クリックガンのフルオートで粉々にしていく。水風船が割れたように血液やら脳のう漿しようやらが飛び散って俺の靴に掛かった。シエナが堪えきれずに小さく悲鳴を上げる。ああ、最低な気分だ。何も知らないまま死んでいけるのなら幸福だ、などという自己正当化の言葉も無意味なほどに。

「あの狙撃手が狙っているのは俺たちじゃない。遠距離射撃で殺すなら、今までの茶番がすべて無意味になるからな」

「どういうこと？」

　成れの果ての街でも、戦場とは少し遠い観光エリアで生きてきたシエナには想像もできないことだろう。だが、こういう陰謀の裏では似たような悪夢が当然のように起きている。狙撃手がまだいるはずの工場の屋上で爆発が起き、シエナもようやく言葉の意味を理解したようだ。

「まあ私が言うのもなんだけど、外道だわ。こういう外道は殺して豚の餌にしてやるに限る」

　護衛どもの身体から生えたナイフを抜きながら相棒は言う。俺もまったくの同意見だった。

「そうだな。悪党はすべからく惨ざん殺さつされるべきだ」

「その論理だと、私らもさっさと首くび吊つって死ぬべきだけど」

「はっ、今更そんな楽な死に方で許して貰もらえるとでも思ってんのかよ」

　俺は激しい疲労感に襲われていた。この世界は狂っている。こんな世界で生きていられる連中は狂っている。こんな世界で、くだらない話をしてられる俺たちはもっと狂っている。

　俺は血に汚れた地面に唾を吐はき棄すて、教会の木製扉を両手で開く。そこは教会というには余りにもお粗末な場所だった。薄暗い教会内には装飾の類は一切なく、安物の長椅子や燭しよく台だいが整然と並べられているだけだ。採さい光こう塔とうから漏れる光に淡く照らされた祭壇には、〈魔女の左目〉のシンボルが施された布切れが天井から垂れ下がっているだけ。新興宗教にありがちな、教祖の肖像画やら意味ありげな装飾品などは見受けられなかった。〈魔女の左目〉は、何か他の目的のために作られた周到なおとぎ話でしかないということなのだろう。

　優しい光に包まれた祭壇で、オルテガは黒い棺ひつぎのようなものに腰を掛けている。マクスウェルは、最前列の長椅子に座ったまま天井を仰いでいた。挑発のつもりなのだろうが、こちらを気にする素振りも見せてこない。他にも四、五人ほど黒服を着た男がいる。こいつらがオルテガの本当の部下ということかもしれない。

「外に護衛を配置していたはずだが？」

　笑ってしまうほどの白々しさだが、ひとまず親切に答えてやる。

「ああ、庭に散らかっていたゴミなら片づけておきましたよ。あなたの望み通りにね。『ゴミはゴミ箱へ』でしたっけ？　確かに、利用価値のなくなった不用品は速やかに処分した方がいい。俺たちが手を下さなくても、あの狙撃手が生存者を抹殺していた」

　恐らく、先程の護衛どもにはオルテガの計画の全容など知らされていないのだろう。フィルミナード・ファミリーへの裏切りが発覚するのを防ぐためには、数人の忠実な部下以外は口封じに殺してしまうのが一番だ。だから連中は、ろくな装備も作戦も与えられず、正面から俺たちと交戦させられていたのだ。逃走者狩りを命じられていた狙撃手も、結局爆弾で始末された。

　だが、部下を皆殺しにしてまで隠し通したい秘密とは何か。オルテガはシエナを使ってどんなパーティーを始めようとしているのか。その明確な答えだけが、いまだに出て来ていない。

「何を言っているのかよく解わからないが、よくも私の部下を殺してくれたものだ。……ところで、後ろにいる女がシエナ・フェリエールで間違いないんだな？」

　オルテガはあくまで知らないフリを貫くつもりらしい。吐き気を催すほどの茶番劇だ。

「ええ、ご依頼通りに連れてきましたよ。途中で謎の武装勢力からの襲撃を受けたりもしましたけど。何とかターゲットを守り抜きました」

「武装勢力？　それは一大事だな。後で詳しく調査させておこう」

「いえいえ、犯人の目星はついているので」

　霞かすみを摑つかむような無意味なやり取りが、非常に馬鹿らしくなってきた。俺たちを何度も襲撃し、シエナを攫さらおうとしていたマクスウェルがこの場にいる時点で、すべてが証明されたようなものだ。そしてオルテガ本人が出てきたということは、もう俺たちに証拠を摑つかまれても問題はないという意思表示だろう。要するに、次にゴミ箱に投げ込まれるのは俺たちだということだ。

　激しい疲労感を覚えつつ、俺は右手に召喚したバラックの銃口をオルテガに突き出した。

「……俺からの質問はひとつ。オルテガ、あんたがシエナを狙う理由は何だ？　まさか、お気に入りの娼しよう婦ふを独占したいから、なんて可愛かわいらしい理由じゃあないよな？」

　突然の暴挙に、護衛どもは臨戦態勢に入る。それぞれが強こわ張ばった表情で俺とリザに銃口を向けてきた。一番危険なマクスウェルは、気味の悪い薄ら笑いを浮かべて呆けているだけだ。

「自分の店の商品がゴロツキに奪われたとなれば、取り返したくなるのは当然だろう。それが、フィルミナード・ファミリーに任されたものであるなら尚なお更さらだ」

「いいや、あんたはマクスウェルたちの存在を組織に知らせてはいない。連中はあくまで、シエナを攫さらおうとしている実行犯が俺たちだと思っているだけだ。フィルミナードの本隊と、お前の手駒が同時に現れたことがないのがその証拠だよ。あんたは組織を出し抜こうとしている」

「くだらない推測だな」

「そもそも、ダニエルがシエナを攫さらっていったこと自体が、あんたが書いた脚本だろ？　それに、ただ罪を着せて殺すだけなら、銀使いである俺たちを雇う理由がない。あんたは、化け物同士をわざわざ戦わせたがっているようにしか思えないんだよ」

「論理が破綻しているな。そんなことをして、いったい何のメリットがあるというんだ？」

　俺は深く息を吐いた。今こそ、真実を明らかにしなければならない。

「例えばアルーゼでの戦闘時、シエナは死にゆくユルゲンを見ながら恐ろしい何かの存在に言及していた。それは恐らく、銀の弾丸に封じられている悪魔のことだろう」

　オルテガは瞑めい目もくし、静かに頷うなずきながら仮説に耳を傾けている。俺は構わず続けた。

「ガキの頃に聞かされた、銀の弾丸と魔女に関するおとぎ話。その中で魔女は、化け物どもが棲すむ裏側の世界を覗のぞくことができた。これは推測だが、シエナにも似たような能力があるんじゃないか？　銀使いである俺やリザにもない、特別な能力が」

　この前提があれば、オルテガの不可解な行動の意味も何となく理解できる。銀使いである俺たちをわざわざ騎士役に選んだのも、マクスウェルやユルゲンといった銀使いを差し向けてきたのも、娼しよう婦ふとして銀使いの相手をさせていたのも、すべてはシエナの能力を覚醒させるためだったのだ。実際、真近で起きた銀使いの死を引き金に、彼女は悪魔とやらを垣かい間ま見みることになった。問題は、そんなシエナの能力を使ってオルテガが何をしようとしているかだ。

「シエナには銀の弾丸に棲すむとされる悪魔を視みるほどの力がある。そんな人間が銀使いになったら、相当に強力な化け物になれるのかもしれない。つまり、あんたの目的はこうだ」

　俺は背後に控えているシエナを一いち瞥べつする。問題ない、彼女の瞳にはもはや怯おびえの色はない。すべてを受け入れる覚悟はできているはずだ。

「俺たちと刺客を戦わせて、銀使いの死とともに現れる悪魔をシエナに見せる。そして能力を発現させた後、シエナを強力な銀使いにして自らの手駒にする。あんたはその力を使って、フィルミナード・ファミリーの次期頭首の座を奪い取りたい。……違うか？」

　風俗部門の責任者に過ぎず、まともな軍隊も持たないオルテガが正当な手段で跡目争いを勝ち抜くことは不可能だ。マクスウェルのような忠誠心皆無の傭よう兵へいでは不充分だし、今から強力な化け物を揃そろえるには時間が足りなさすぎる。

　だが、あの〈薔薇ばらの女王〉に並ぶような伝説級の銀使いを手に入れることができればどうか。上手うまく行けば、たった一人で状況を覆くつがえすことができるかもしれない。

「少し私は、貴様のことを見誤っていたのかもしれない」

　オルテガは拍手でも送ってきそうな顔で俺を見た。子供のお遊戯を褒ほめ称たたえる教師のような表情だ。俺が紡つむいだ仮説は、奴の余裕を消し飛ばすには至らなかったようだ。

「貴様の推測は正しい。……だが、半分までだ。犯罪組織の頭首の座だと？　そんな無価値な称号を得ることが、一連の動機だと？　履き違えるな」

　棺かん桶おけの上に坐したままのオルテガが、対たい峙じする俺とリザを、背後に控えるシエナを順番に見る。実験動物を観察する学者のような無機質な目に、俺は思わず後あと退ずさりをしてしまいそうになる。リザを横目で見ると、不快感を露あらわにして黒幕を睨にらみつけていた。

　こいつは、俺たちがこれまで出会ってきたろくでなしどもとは毛色が違う。成れの果ての街に流れ着いたクズどもが等しく抱えている、飢えや渇きといったものが感じられないのだ。

　奴が求めているものは、恐らく金や女や権力などではない。これが正しい形容なのかどうかは分からないが、奴には何か崇高な意思のようなものすら感じてしまう。

「そもそも、こんな掃はき溜だめの覇権を握ることにいったいどれだけの価値がある？　所詮は人の世から遠ざけられた廃棄物ゴミの集まりに過ぎないこの街に、執着する理由がどこにある？」

「じゃあ、あんたの一連の行動の意味は何だ」

「すべてはおとぎ話の中にある」

　俺には分からない言葉が、静せい謐ひつとした教会に投げられる。オルテガの真意を測りかねていると、長い間沈黙を貫いていたマクスウェルがようやく立ち上がり、俺たちの方へ歩み寄ってきた。相変わらず趣味の悪い漆黒のコートに身を包み、大鎌を肩に担かついで不敵に笑っている。

「退屈な時間はそろそろおしまいにしようぜ、旦那？　ほら、こいつらはいくつもの命令違反を犯していますよ。外にいたあんたの部下を盛大にぶっ殺すわ、雇い主に銃口を向けながら暴言を吐くわ、排水溝の蓋よりも汚い顔面なのに恥ずかしげもなく息を吸っているわで、それだけでも死刑確定だ。ああ、俺の奴隷ちゃんにならずにまだ逃げ延びてるっていう大罪も追加だねえ。契約不履行の代償として、そろそろこいつらをぶっ殺してもいいんだろ？　まさか今回も『一人までならＯＫ』とかじゃねえよあ？」

「まさか。裏切り者は皆殺しだ」

「はっ、やっと本気で暴れられる。まあ遊びは終わりってことだ。狂い死ね、薄らマヌケども」

　今までは本気で俺たちを殺しに来てはいなかった、そう聞いたところで大した驚きはない。オルテガは俺たちがこの教会に辿たどり着つく前に全滅することを良しとしていない。手違いで片方はぶっ殺してしまったとしても、俺とリザのどちらかには生きていて貰もらいたかったのは明らかだ。だが、大人しく事情を察してやれるほど俺たちは人間ができていない。

「一度首をぶった切られておいて、あれは本気じゃなかった？　何だそのガキみてえな負け惜しみは。薬のやりすぎで頭がおかしくなってるのか？　それとも、元々頭が残念な子なのか？」

「いやラルフ、こいつたぶん虚勢を張ってるだけ。見なよ、膝とか震えちゃってんじゃん。そのうち、失禁しながら命乞いでもしてくるんじゃね？　まあ見るに堪えないからブチ殺すけど」

　シエナの溜ため息いきが後ろから聞こえてきた。こうした挑発は敵の冷静な思考を少しでも妨害するための常じよう套とう手しゆ段だんだが、俺とリザの口からは呼吸よりも容易たやすく罵倒の文句が出てきてしまう。

　殺人狂の足元に、リザが勢いよく唾を吐きつけた。マクスウェルは自分の靴に掛かった飛ひ沫まつに目線を落とし、そして作り物の笑みを浮かべながら顔を上げた。

「……なるほど。てめえらの他殺志願者っぷりには恐れ入るよ」

　マクスウェルは肩に担かついだ大鎌を振り上げ、俺に向かって突撃してきた。比較的殺しやすい俺を真っ先に狙ってくることは予測できていたため、散弾銃を呼び出すと同時に引き金を絞る。

　撃鉄ハンマーが雷管を叩き、火薬に着火して無数の鉛弾が放射される。死神は大鎌の側面で身体を庇かばうが、既に追撃を始めていたリザが無防備な左脇腹を刀で貫いた。苦く悶もんの声をあげながら大鎌を振ってリザを遠ざける男が、薄く笑っているのを俺は見逃さなかった。

「リザ、下だ！」

　合図とともに、俺たちは後方に飛び跳ねる。

　先程まで立っていた床板が轟音とともに粉砕され、機関銃を乱射するゾンビどもが飛び出してきた。俺とリザは入り口付近で待機するシエナの近くまで後退する。

　予想していた通りに、せっかく重火器で武装したゾンビどもはこちらを攻撃してこない。マクスウェルがどこまで高度な命令をゾンビに与えられるかは不明だが、少なくともシエナを巻き込むような攻撃はできないようにプログラムされているようだ。

「お前、罠わなを張ったり戦略を練ったりの頭脳戦が壊滅的に下手だな。この教会の構造からして、木板の床の内部には人が入れるくらいの空洞がある。そこまで来れば何か仕込みがあることぐらいどんなバカでも警戒するだろう。おまけに、普段は放置されているはずの教会なのに、ゾンビが潜んでる場所にだけ見事に埃ほこりが被かぶってなかったからな」

　計画の雑さと頭の悪さを散々指摘してやると、今度こそ死神は苦い顔をした。

　快楽殺人者で戦争屋というこいつの性質からして、逃げ惑う敵を追い詰めるのは得意でも、襲撃してくる敵を迎え撃つことは不慣れなのだろう。一方で俺たちは警察からの委い託たく業ぎよう務むで犯罪組織への襲撃など飽きるほどやらされてきた。付け入る隙があるとすれば、この経験値の差しかない。

　俺は両手の先に黒い霧を発生させる。霧が晴れてそこに現れたのは、口径四〇ミリの個こ人じん携けい帯たい型がた擲弾銃グレネードランチヤーだった。Ｈ＆Ｔ社製の人気商品〈ＨＴ六七〉は、短機関銃と変わらないサイズだが戦車との戦闘にも対応できる威力を持つ人気商品。皇国軍の標準装備にも採用されているこいつを足がつかないように手に入れるため、俺は先日四五〇万エルもの大金を支払った。

「狭いホテルや地下にあったバーでは使えなかった切り札がこいつだ。ゾンビもろとも粉々に消し飛ばしてやる」

　肩当てから伝わる反動を受け止めつつ、小型弾頭が射出される。

　マクスウェルは着弾地点を予測して回避するも、防衛本能がないゾンビはその場から動けない。教会全体を震わせるような爆音が轟き、武装したゾンビどもを吹き飛ばしていく。

　巻き上がる白煙の内部で、爆心にあった床や長椅子が丸ごと粉砕されていた。炎が生き物のように踊り狂い、周囲の木材に延焼している。耐火処理など施されているはずもない建物は、あと数十分もすれば完全に燃え尽きて崩落してしまうだろう。

　俺はライオットシールドをシエナに投げ渡し、ゾンビどもと分断されたマクスウェルへと距離を詰めていく。

「ゾンビは火に弱いってか？　コミックの見すぎだろ日陰者ナードども！」

　左腕に纏まとわりついた炎を切り離すため、マクスウェルはコートの袖口を引き千切って投げ捨てた。炎を宿した黒い布切れが、虚こ空くうを妖美に舞い踊る。

　妙に情緒的な光景を吹き飛ばすように、リザが叫んだ。

「火がよく通るように、細かく刻んであげる！」

　狂喜に満ちた表情で、リザが間合いを詰めた。

　水平に繰り出された一撃。

　死神はそれを大鎌の柄つかで受け、衝撃を利用して後方に飛んだ。長椅子の間に身を滑り込ませて、リザの追撃を遅らせようとする判断だろう。

　俺は火炎放射器を呼び出し、レバーに取り付けられたボタンを押し込んだ。ガスが燃焼する不快な臭いとともに、噴出口から放たれる火竜の咆ほう哮こうが長椅子の群れを飲み込んでいく。

　皇国の一部の州では数年前まで一般販売もされていた雑草駆除用の代物だが、テロに使用され販売禁止になり、メーカーが倒産にまで追い込まれたのにも納得できる威力だ。木材が消し炭に変換されていく過程で、内部の水分が弾はじける音が連鎖して教会に響き渡っていく。

「理系科目は苦手だったが、俺の知る限り消し炭になってまで生きてられる生物はいない」

「じゃあ、そのクソみてえな教科書が間違ってたんだろ」

　炎の檻おりの中から、マクスウェルが狂喜を携えて飛び出してきた。全身に纏まとった炎は薄緑色の前髪まで燃やしている。まともな人間なら、激痛で動くことすらできないはずだ。

　見ると、奴の全身からは炎によるものではない白煙が上がっており、高熱で死滅した細胞が凄すさまじい速度で修復されていた。つまりこいつは、身体が焼かれたそばから再生を繰り返すことで動き続けているのだ。

「こんの、化け物がっ！」

　業ごう火かを放射しても、狂気に突き動かされた殺人者は止まらない。

　しかし、顔まで覆いつくす炎で俺の姿を捉えることができなかったのか、大鎌は虚むなしく空を切った。不死身の男に対しても、炎は目くらまし程度の意味はあるらしい。この隙に、リザが俺をカバーできる位置まで下がってきた。

　相棒は忌いま々いましく呟つぶやく。

「マジ萎える。なにあれ」

　炎上するマクスウェルの身体は凄すさまじい速度で修復されていき、気付けば全身を包んでいた炎までもが消失してしまっていた。

「戦っても意味ないじゃん。あんなに殺しても死なないんならさ」

「やはり、命のストックとなるゾンビどもが全滅しない限り奴は不死のままだ。最低でも、今この教会に残っている三匹分は生き返れるってことか」

「今見えてる分が全部ってわけでもなさそうだけど？　地中に埋められてるゾンビとかがいたら、さすがに私でも感知できない」

「奴の再生能力は間違いなく強力だが、決して無限じゃねえよ。いくら奴が筋金入りの異常者で大量殺人鬼シリアル・キラーだとしても、手に入る死体の数には限りがあるはずだ。しかも、中には腐臭がする個体もあるだろ？　つまり、奴の能力では死体の腐敗までは遅らせることはできない」

「要するにゾンビどもの雇用形態は身体が腐り落ちるまでの期間限定ってことね」

「しかも、リクルートには現地で連続猟奇殺人事件を起こす必要がある。ここが奴がいつも遊んでる紛争地帯ではない以上、そんな大量にストックがあってたまるか」

　もしここが戦場で、敵国が雇った傭よう兵へいにマクスウェルがいたと考えると鳥肌が立つ。決して死ぬことのない化け物と、そいつが率いる無限に増殖する兵隊たち。

　だが、この人工島でなら決して無敵ではない。絶対数が違うだけで、命に限りがあるただの生物に過ぎないのだ。

「とにかく、あと三回ぶっ殺すだけでいいんだ。同じ相手と何度も遊べてお得だろ？」

「はっ、生き返るのが嫌になるほど痛めつけてやる」

　底冷えがするほど凶悪な笑みとともに、リザの輪郭が燃え盛る炎の中に溶けていく。

　舞い踊る火の粉を蹴散らしながら突進するリザに敵の意識が向いたところで、俺は次の手を打つため動き出した。

　オルテガを守るように配置されている二体のゾンビに、火か焰えんを放出する。恐らくオルテガが飼っていた多重債務者たちなのだろう。雑巾にしか見えない下着だけを身に着けた男たちは、哀れにも業ごう火かに囚とらわれていく。

　これで、命のストックとなる薄汚い死体どもを焼却処分することには成功した。黒焦げの状態でも機能するなら話は別だが、これで奴はもう蘇そ生せいすることができないと考えていい。

　今までの俺たちの失敗は、奴との戦闘をただの殺し合いだと考えていたことだった。

　しかし相手はその能力で兵士の補充と回復を同時にやってしまう、連携のとれた軍隊のようなもの。ならばこちらも軍隊と戦う際の定石通りに、補給源から先に断ってしまえばいい。

　さて、次の段階だ。

　相棒にしか聞こえないほどの声量で合図を出すと、リザが自然な動きで射線を空けてくれた。

　意図に気付いたマクスウェルは回避しようとするが、リザが投とう擲てきしたナイフが左足を貫通。そのまま床に突き刺さり、男を文字通り釘くぎ付づけにしてしまった。俺は怒号とともに短機関銃クリツクガンの引き金を絞り、鉛弾の颶ぐ風ふうを変態野郎にお見舞いしてやる。

「今度こそちゃんと死ね！」

　夥おびただしい量の弾丸が、男の身体を喰くい散ちらかしていく。

　死神は血と臓物を撒まき散ちらしながら最期のダンスを踊ったあと、糸が切れたように血の湖こ畔はんへと倒れ込んでしまった。

　リザは珍しく心底疲れきった目を向けてきた。肩口や腹部に斬り傷を負い、出血が止まらないでいる。俺なら集中治療室を経由せず、そのまま霊安室に送られているほどの重傷だ。

「ゴキブリ退治はこれで終わり？」

「はっ、一匹見つけたら一〇〇〇匹は隠れてるって習わなかったか？」

　視界の端に、黒い影が飛ひ翔しようしてくるのが見えた。

　回転しながら飛んできた大鎌を、俺は尻餅をつきながら回避。

　股間から一〇センチ先の地面に、黒く光る切っ先が突き刺さっていた。

　またしても生還した不死者は、瞳孔が開ききったまま、体勢を完全に崩した俺に突撃してきている。

　短機関銃の銃口を向けたときにはもう、死神は五メートル先まで迫っていた。それでも超至近距離からの一斉掃射が、男の右足首を、左膝を、腹部を、心臓を、肺を、眼球を、喉笛を、瞬またたく間まに破壊し尽くしていく。

　しかし吹き飛ばしたはずの足は次に床につく頃には元通りになり、穴が空いた顔面は泡立ちながら再生していく。声帯を破壊しても、壊れ切った哄こう笑しようは途切れない。

　考えが甘すぎた。

　このままでは俺は、俺自身の甘さゆえに殺されてしまう。

　マクスウェルの蘇そ生せい能のう力りよくには限界がある？　ああそれは確かだろう。死体が有機物でできている以上、いつかは腐ってゴミ箱行きになるという推測も間違ってはいないはずだ。

　だが奴が、死体をこまめに冷凍保存しているとしたら？

　人工島の外に無数のストックを保管しているとしたら？

　奴は何年も一線で暴れてきた戦争屋だ。資金はそれこそ腐るほどにあるに決まっている。

　リザは部下どもの援護射撃で柱から動けないしあと三〇秒も経たたずに弾が尽きるだろうし次の武器を呼び出している間に間違いなく殺されるし死ぬのはやはり怖いし時間感覚がなんかおかしいしもう何回殺したのかも解わからねえし吐きそうだし膝も震えてきたし恐こわい恐こわい嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ畜生ッ！

　眼前に広がっているのは、極限の恐怖そのものだった。

　殺しても殺しても立ち上がる怪物が、気が狂ったような奇声を発しながら迫ってきている。俺は立ち上がれない。短機関銃の放射を止められないというだけでなく、単純に腰を抜かしてしまっているのだ。死線なら幾つも超えてきたはずだが、奴の異常という範はん疇ちゆうすら超えた執念に圧倒されてしまっている。

　死神は既に、あと数歩踏み込めば銃口に手が届くほどの距離まで迫ってきている。

　弾倉マガジン内部の銃弾が尽きるのが先か、

　マクスウェルの死体のストックが枯こ渇かつするのが先か。

　祈るべき神などいない俺にできるのは、思考を停止して弾丸をぶっ放し続けることだけだ。

「とっとと、死ねえええええええええええッ！」

　喉がイカレるほどの絶叫で恐怖心を強引に押し込め、人差し指に力を込める。鉛弾の奔流が死神を飲み込み、少しずつ後退させていく。

　世界からは喧やかましい銃声などとうに消え去り、短機関銃から全身に伝わる振動と、迫りくる死神の姿だけが存在していた。永遠のような一瞬が連続し、死の感触が俺の首を後ろから締め上げていく。

「あははははははははははははははははははは！　楽しすぎて逝イっちまいそうだ！　あはっ、死ね死ね死ね死ね死ねえっ！」

　脳内麻薬の分泌によって完全に壊れてしまったマクスウェルが、肉塊同然の右手を伸ばしてきた。俺は構わず銃撃を続けて、死神の身体を粉砕し続ける。
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　経過時間と腕に伝わる重量からして、あと数秒で銃弾は尽きる。それまでに奴の命の残量ストツクが切れなければ俺は死ぬ。

　一秒後、未まだマクスウェルの前進は止まらない。全身から白煙を上げ続けて再生を際限なく繰り返している。二秒後になっても状況は変わらない。

　そして三秒が経過した時点で、クリックガンの弾が切れてしまった。俺は立ち上がって後退しつつ、ホルスターから抜いたバラックを構える。大鎌を回収して眼前に踏み込んできた男の左腕が、まだ吹き飛んだままであることに気付く。奴のストックももう尽きかけている。

　両肩を固定し、冷静に照準を定めて発砲する。

　極限の集中状態で放たれた鉛の矢が、左胸、右肩、下腹部を正確に撃ち抜き、血の花弁を虚こ空くうに咲かせた。

　死神の手から滑り出た大鎌が、俺の脇腹を抉えぐって背後へと抜けていく。だが、すぐに死ぬような傷ではない。

　マクスウェルを見ると、能力による回復はもうほとんど機能しておらず、辛かろうじて即死を免まぬがれているような状態だった。全身からの出血は止まらず、膝をついて息を切らしている。

　マクスウェルはなおも、壊れた笑みで喚わめき散ちらした。

「はっ、随分と追い込んでくれたじゃねえかクソ野郎。もうマジで知らねえ、俺でもビビるぐらいの拷問で遊んでやる。ドラッグ・パーティーはまだまだこれからだ。なあ、そうだろ？」

　マクスウェルはその能力ゆえに、自らの死を全く恐れない怪物になってしまったのだ。戦場という箱庭において、確かにその精神性は恐ろしい。

　だが、生物の根源にあるべき恐怖すら忘れてしまった人間は、果たして本当に強いと言えるのだろうか。

　手術痕に潜む悪魔に操られ、その身を捧ささげるだけの供く物もつと何が違うというのだろうか。

　既に視力も失い、見当違いの方向に喚わめき散ちらしている男に、俺は哀れみすら感じていた。

「いいや、おまえはもう終わりなんだよ」

　俺は改めて召喚した短機関銃を、男の頭蓋に向ける。

　そして、苦い感情とともに引き金を引いた。

　マクスウェルの頭部はイカレた笑みを残して爆散。鮮血と臓物を撒まき散ちらしながら、奴の身体は自らの血で汚れた床に墜つい落らくしていった。

「あの悪趣味な大鎌が消えた。ってことは、これでやっと終わり？」

　リザが顎で指した方向を振り向くと、確かにあの黒光りする大鎌が跡形もなく消えてしまっていた。武器が能力によって生み出されたものだとするのなら、奴はもう生き返ることはないということだ。どこかに保管していた死体のストックも切れ、マクスウェルは自然の摂理に抗あらがうことなく死を迎え入れた。

　今頃、マクスウェルの魂は銀の弾丸に棲すむ悪魔に捧ささげられているのだろう。永遠に続く苦しみの中で、ようやく奴は人間に戻ることができるのかもしれない。ただそれは、笑えない悲劇であることに違いなかった。

　余計な思考はやめだ。鎮痛薬の効果も切れてきて、叫びたくなる痛みが全身を犯してきている。だが、まだ残党を皆殺しにするくらいわけはない。

「この状況は少し意外だな。酒場で一人、この教会でもう一人が死ぬと予想していた。まさか、今立っているのが〈ガミ・ジン〉ではないとは」

「そりゃ残念だ。向いてないからギャンブルは一生やらない方がいいぜ」

　オルテガは、世間的に名の通った〈墓場の支配者〉やマクスウェルという通称ではなく、銀の弾丸の悪魔の名前で死者を語る。そこで、さっき感じた違和感が確信となった。こいつはギャング・スターというよりもむしろ、レイルロッジ協会の学者に近い感覚を持っている。

　まあ、これから拷問する相手だ。どうでもいいことだと判断してリザに視線を送る。

　相棒が頷うなずくのと同時に、俺は長椅子の陰から飛び出した。バラックによる射撃で威嚇しつつ柱の後ろに滑り込む俺に、追おい縋すがるような銃撃が続く。

「どこだ！　あの女の姿がないぞ！」

「動くな」

　教会に鳴り響いたリザの声が、護衛どもの身体を凍りつかせる。俺を囮おとりにしてまんまと接近したリザが、オルテガの首元に刀の切っ先を向けていたのだ。俺も祭壇へと歩いていく。

「銃を棄すてろ。両手を頭の後ろで組んで膝をつけ。そんで床でも舐なめてお掃除してろ」

　男たちはリザの強制力を伴う命令に大人しく従う、フリをした。投げ捨てた機関銃が床に落下するその前に、懐ふところから抜いた拳銃をリザに向けたのだ。

　──馬鹿野郎どもが。

　俺は舌打ちとともにクリックガンを乱射する。黒服の男どもが暴虐の嵐に蹂じゆう躙りんされ、飛び散った体液で祭壇を赤黒く染め上げていった。

　あまりにも見慣れた光景。反吐へどが出るほど退屈で、死にたくなるほど陳腐な光景だった。右手人差し指で感覚する引き金の軽さと、奪った命の量は明らかに釣り合ってはいない。

　今にも燃え上がりそうな激情を押し留め、俺は録音機器を喚よび出だしつつ語りかける。

「これであんた一人だ。死にたくなければ、今ここですべてを証言しろ。私は組織を裏切り、罪もない善良な構成員たちを大勢ぶっ殺しましたとな」

　オルテガは棺かん桶おけに座ったまま涼しい顔をしてやがる。圧倒的不利、というか今すぐ殺されても全くおかしくない状況を、まるで意に介していないようにすら見えた。

　俺は畳みかける。

「愉快なお遊戯ならいくつも知ってる。両手両足の指を一つずつハンマーで潰していく遊びは定番だし、最近は爪の間に針を刺していくゲームも流行はやってるらしい。ああ、喋しやべるだけなら眼球なんていらねえな。鼓膜が一つと声帯さえあれば充分だから、二度と立ち上がれない身体にしても問題はない。なに、殺しはしねえから安心しろ。それはあんたのお仲間たちの仕事だ」

　拘束椅子と拷問道具まで出して脅迫しても、冷や汗すらかかない人間は初めてだ。異常者なら異常者なりに興奮してくれてもいいはずだが、それすらない。

　こいつの態度はまるで、自分が助かることを知っているようなものだった。

「貴様らは何も知らない。シエナ・フェリエールに銀使い同士の殺し合いを見せることの意味を。銀の弾丸が創られた本当の目的を。あのおとぎ話の、語られなかった結末を」

「いいか、お前の計画は終わったんだ。これからは聞かれたことにだけ……」

　男が座っている棺かん桶おけの内部から、何かが激しく蠢うごめくような音が聞こえてきた。

　オルテガは不遜にも立ち上がり、前方へと歩き始める。俺とリザは警戒して動けない。

「終わり？　何を言っている。……これからすべてが始まるのだ」
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　左胸に激痛が走る。内部で獰どう猛もうな生き物が暴れているかのような激痛だった。

　視界が赤く染まり、痛みに耐えること以外何も考えられなくなる。

　呼吸もまともにできなくなり、俺は埃ほこりまみれの祭壇に膝から崩れ落ちた。必死に酸素を貪りながら隣を見ると、リザも同じような有様だった。普段の飄ひよう々ひようとした態度はどこかに消し飛び、額に脂汗を滲にじませながら苦く悶もんに身を委ねている。

　二人同時に心臓発作になるような偶然はあり得ない以上、この激痛の原因は心臓に埋め込まれている〈銃創ステイグマ〉が、何らかの理由で誤作動を起こしているからに違いない。

　オルテガは俺たちの間を悠然と歩きながら、やはり学者のように所感を述べた。

「なるほど。高次の存在が顕現したとき、受信機である銀の弾丸は誤作動を起こすということか。これだけでも充分に学術的価値のある発見だ」

「……なんだ……てめえは何を言っている」

「〈銀の弾丸〉とは何か。貴様はそれを、正しく理解しているのか？」

　オルテガの不愉快な口を塞ぐために武器を呼び出そうとしても、何故なぜか能力がまるで発動しない。化け物であるはずの俺たちが、ただの人間の前で動くことすらできずにいる。

「別の世界にいる悪魔の力の一部を封じ込めたもの、そういった回答が一般的だろう。だが、レイルロッジ協会のなかでも一部の学派の見解はそれとは異なるものだ」

　オルテガはゆっくりと長椅子に腰を下ろしていく。

「銀の弾丸とは、魔女の『裏側の世界を覗のぞく能力』を物質化したものだ。別次元の存在が絶えず発信している信号を銀の弾丸が受信機のように受け取り、特殊能力の形で具現化アウトプツトしている」

　痛みで正常に働かない思考で、オルテガの真意を探る。奴が語る学説はもちろん俺も知っている。むしろ、一般的に言われている「封印説」の方が現実味がなく疑っていたくらいだ。

　だが恐らく、オルテガが語っているのはその更に先のことだろう。

「それは恐らく正しい推論だ。だが考えてみれば、何故なぜ連中はわざわざ銀使いの要求に応え能力を発動させてあげているというのか。奴らにとってのメリットは？　……そして、あのおとぎ話の結末だ。考えられる答えは一つしかない」

　俺の頭の中で、痛みと情報とが混こん沌とんたる渦を形成している。

　銀の弾丸と銀使い。別の世界にいる悪魔。魔女にまつわるおとぎ話。別の世界を覗のぞく力。魔女への迫害と、それが招く復讐。悪い魔女が悪魔の軍団を率いてやってくる──。

「つまり、悪魔と呼ばれる連中は我々の世界に侵攻してくるつもりなのだ。魔女が死の間際に銀の弾丸を創った目的は、侵略者どもに次元の壁を越える手段を提供するために他ならない。魔女と盟約を交わした悪魔どもは、喜んでその企たくらみに協力しているというわけだ。銀使いの魂は、お駄賃のようなものと言える」

　オルテガの演説は止まらない。

「もちろん普通の人間が銀使いになったくらいでは、ただの人間兵器に過ぎない。だがもし魔女に近い資質を持つ者、別の世界を覗のぞくことができるほどの異端者に受信機を埋めることができれば、かつて魔女がやったように悪魔の実体を呼び出すことすら可能になるかもしれない」

「悪魔の実体……だと？　まさか、いや……」

「信じられないか？　なら、後ろを見てみるといい」

　弾はじかれたように振り返ると、棺かん桶おけを突き破って現れた数本の触手が見えた。

　烏賊いかのようにも蛸たこのようにも見える形状。漆黒の金属のようなもので全体が覆われており、蠢うごめくたびに不快な摩擦音を生じさせている。膨張を続ける木製の棺かん桶おけはほとんど破裂しかけており、ひび割れた隙間から内部で蠢うごめく何かの存在が窺うかがえた。

　ああ、これはヤバい。

　何がヤバいって、明らかにこの中にいるのが人間じゃないことが解わかるからだ。

「リザっ！　逃げろ！」

　心臓を鷲わし摑づかみにされるような激痛にも、徐々に慣れてきた。激情に任せた咆ほう哮こうで身体を強引に動かし、既に立ち上がっていたリザとともに教会の入り口へと走る。僅かに笑みを浮かべながら微動だにしないオルテガと、マクスウェルだった屍し体たいを横切ってただ進む。

　黒い触手の群れはまだ無秩序にうねっているだけで、すぐにこちらを襲ってくるような気配はない。あれが本当に向こうの世界からやってきた悪魔なのかは解わからないが、静かにしてくれているなら好都合だ。

　とっととシエナを回収して逃げ切ってしまえば、それでオルテガは終わり。この教会の有あり様さまを前にしてもなおオルテガの裏切りを疑わないほど、フィルミナード・ファミリーがマヌケの集会ではないと信じるしかない。

「シエナ、また腰を抜かしたりしてないよな？　立てるか？　早くここからずらかるぞ」

　合金製の盾の裏で身をかがめていたシエナが、不思議そうな目で見上げてくる。その表情には恐怖や焦燥は含有されておらず、あるのは純粋な疑問だけだった。なんでこの男はこんなに急いでいるのか、本気で疑問に思っているような目をしていた。

　リザはもう教会の扉に到達しており、舌打ちをしながらこちらを睨にらみつけている。その場から動こうとしない女に、俺は苛いら立だちを隠さず怒鳴りつけた。

「てめえ何のつもりだ、もしかして助かりたくないのか？　それともこんな状況で、今さら自殺衝動にでも目覚めたのか？　まあそんなに死にたきゃ勝手に死ねばいいが、それはフィルミナードに俺たちの無実を証言してからの話だ！」

　女の細腕を摑つかみ強引に立ち上がらせようとしたところで、悪い直感が電流となって俺の脳内を駆け巡った。

　ちょっと待て。

　何故なぜシエナが今、ここにいる？

　ああそうだ、俺とリザがこの腐れ教会まで連れてきたからだ。留置所の隠し穴から地下水道を経由して、廃車寸前のグリムス三〇二Ａに乗せて連れてきた。

　だが、あの棺かん桶おけから出てきた化け物について、オルテガは何と言っていた？

　魔女に近い才能を持つ人間に銀の弾丸を埋め込んで、別の世界にいる悪魔を呼び寄せたと言っていなかったか？

　これまでの流れからして、魔女の代替品こそがシエナだったはずだ。

　だが、シエナは今ここにいる。だとしたら、あの気色悪い化け物はいったい何なんだ？

「あれ？　もしかして気付いちゃった？　何も考えずにアレと戦ってくれると思ってたのに」

　シエナの声。それは確かにシエナの声だった。同じ声帯から発せられる、僅かに甘さの残った少女の声。

　だがその口調は、

　細かい単語の発音の仕方は、

　台詞せりふから読み取れる人間としての性質は、

　明らかに俺たちが知っているシエナ・フェリエールとは異なるものだった。

　女は立ち上がり、混乱して動けない俺に顔を近づけた。目を閉じ、細い首を傾けて緩慢な速度で迫ってくる。俺は動けない。あらゆる衝撃が一度に俺を襲い、正常な思考を麻ま痺ひさせているのだ。シエナは更に身体を寄せ、俺の両肩を摑つかむ。

　唇と唇が重なる。

　停止した世界に、女の体温が侵入してくる。

　永遠にも感じられる一瞬ののち、女は名残を惜しむように微笑ほほえみかけてきた。

「なんで驚いてるの？　こんな思春期みたいなキス、ついさっきしたばかりなのに」

　様々な記憶が目の前で弾はじけては消える。明滅を続ける視野の中で、俺は完全に打ちのめされていた。教会の木製の床が、水に浮いた薄い板のように不安定に感じられる。

「お前とキスをした記憶なんて……、俺にはない」

　俺は今、何を信じればいい。

　目の前の女が喋しやべっている言葉か、自分の頭の中にある記憶か。

　それとも、信じるに足るものは何もないというのだろうか？

「……ああ、そうか。あなたとキスをしたのは、この姿のときだった」

　目の前のシエナの姿が歪ゆがんでいく。比喩ではなく、本当に歪ゆがんでいるのだ。絵えの具ぐを水に溶かしたように顔面の構成要素が崩れていき、瞬またたく間まに再配置され、全く違う誰かの表情に変わっていく。シエナの華きや奢しやな体が膨張し、細い腕が芋虫のように太っていく。

　姿を現したのは、厚化粧の鎧よろいを顔面に纏まとった無愛想な年増女だった。

　記憶の奥底に、確かにこの女はいる。あのとき、マクスウェルとユルゲンを迎え撃つために訪れていたバー〈アルーゼ〉のトイレの前で、酔っ払って俺の唇を奪っていった迷惑な女だ。

　女は心から同情するような視線を、俺に向けてくる。

「まだ何が起きてるかわからないって顔してる。可哀かわい想そうだから教えてあげるけど、私も銀使いなの。あなたたちと同じように、私も化け物のひとり」

　状況があまりにも異常すぎて、リザですら行動を躊ちゆう躇ちよしている。女が俺たちの同類で、姿を変化させる能力があるのは解わかった。

　だが、こいつはいったいいつからシエナになり代わっていた？

　年増女の醜悪な姿が、また曖昧になっていく。全身が骨格ごと変化し、徐々に筋肉質な男の姿になっていく。全く同じ目線の高さのそいつを見た瞬間、戦慄が俺を氷漬けにした。

　金色の短い髪に、疲れた表情、皮肉げに歪ゆがんだ口くち許もと。

　俺と全く同じ姿をした人間が、くすんだ青色の瞳でこちらを気け怠だるそうに見つめている。服まで俺と同じ安物のシャツに換わっていた。

「私は、キスをした相手の情報を完璧に模倣トレースすることができる。姿形や声はもちろん、キスをした時点までの記憶さえも。もちろん、演技が下手な人には使いこなせない能力だけどね」

　シエナを一時的に匿かくまっていた留置所で、俺は守衛どもに「俺以外の人間は通すな」と伝えていた。しかし連中は俺たちとの関わりも薄ければ、仕事に対する誇りも持ち合わせていないような連中だ。

　だから、俺と全く同じ姿で全く同じ記憶を持ち、演技力も抜群の人間がやってきたとしても疑うことなどできるはずがない。協力者……おそらくマクスウェルが隣にいたとしても、まさか俺たちを追っている相手だとは思わないだろう。こいつは散歩でもするように武装警官たちの脇を抜け、まんまと留置所への潜入に成功したのだ。

　とにかくこいつは俺の姿でシエナに近付き、どうにかして信用を摑つかみキスをした。

　そして俺の記憶を辿たどって床に隠された脱出経路を見つけると、シエナとマクスウェルを逃がす。抜け穴を使った痕跡を消したら、あとはシエナに変身して俺たちを待っていればいい。

　確かに、留置所を出た後のシエナの態度には少し違和感があった。あれだけ精神的に追い詰められていた少女が、たった数時間のうちにあそこまで強くなることは普通では考えられない。だが、あのときの喋しやべり方も僅かな表情の変化も、間違いなくシエナのものに違いなかった。だから俺は心境の急激な変化を「開き直っているだけ」と誤って解釈してしまったのだ。

　目の前の俺の姿が崩壊し、粘土のようにこねくり回されてまた別の人間が創られていく。放心する俺の前に現れたのは、場違いな赤色のドレスに身を包んだ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女だった。

　この女も知っている。今のこいつは、世界中の誰もが知っている往年の映画女優、ヴィクトリア・エドモンドそのものだった。

「私にはオルテガの陰謀も、異界からやって来る化け物もどうでもいい。それでも協力していたのは、私の演技に騙だまされた人間の可愛かわいらしい表情を見たいから。本当よ？　ほら、今のあなたの、怒りと絶望が交じったような表情も素敵」

「……記憶が確かなら、その女優は三〇年前に事故死したはずだが？」

「ああ、女優業にも飽きたから偽装したの。演技はもう充分身に付けたし。今の私は何者でもないただの銀使い。呼称がないと面倒だから、名無しジエーン・ドウと名乗ってるけどね」

「……シエナを、彼女をどこにやった」

「だから、アレがそうだって言ってる」

　呼吸が乱れる。心臓を殴られ続けるような動どう悸きで、目が眩くらんできた。それでも何とか後ろを振り返ると、今度こそ俺は絶望に蹂じゆう躙りんされた。

　棺かん桶おけから出てきたのは確かにシエナだった。華きや奢しやな体に、白金色の美しい髪、翡ひ翠すい色いろの大きな瞳。俺たちが出会った少女は確かにそこにいる。

　だがその姿は、悪夢を具現化したかのように変貌していた。

　腹部や股の間、大きく開かれた口などから飛び出して蠢うごめいている黒い触手の群れ。

　血液とも原油ともつかぬ粘着質の黒い液体に塗まみれた全身。

　教会の隅まで届くほどに強烈な、腐乱死体が放つような異臭。

　今この空間に存在していること自体が、笑えないジョークであるような化け物だ。オルテガやこの女が話したように、シエナは悪魔とやらを呼び寄せる媒体にさせられたのだ。理性を喪失した瞳からは、血の混じった涙が流れ続けている。

　俺は認めたくない。

　シエナが、悲劇と絶望に抗あらがいながらも泥ぬか濘るみから抜け出せずにいる少女が、あのような化け物になってしまったことを信じたくない。

　残酷で容赦がなく、吐き気を催すほど邪悪な悲劇が、またしてもシエナを襲うという現実を許すことができない。

　リザの声が遥はるか遠くから聞こえる。目の前のすべてが白い霧に覆われたように霞かすんでいて、五感から伝わる情報を理解するのを脳が拒んでいる。鼓膜は震えても、脳が意味のある言葉として処理することができていない。

　眼前の白い霧が切り裂かれた。

　黒く光る触手が見えた瞬間、俺の身体は颶ぐ風ふうに巻き込まれ、紙切れのように宙を舞った。




　　　　◆




　遠くから、どこか聞き慣れたような、乱暴な足音が聞こえてきた。

　名残を惜しむように、唇と唇が引き離されていく。戸惑うシエナを、男は憐あわれむような目で見つめていた。行為の理由を訊きこうとしたとき、ラルフは人差し指を自らの唇に当てた。

「さて、仕事再開だ。迷惑な味方が、待ちくたびれてしまったってさ」

　少し早口な台詞せりふが照れ隠しのように見えて、シエナは思わず微笑ほほえんでしまう。次の言葉も見つからないので、彼女は留置所に降りてくる淡い沈黙に身を委ねてみることにした。

　──ああ、この静けさが世界のすべてだったらいいのに。

　彼女は目を閉じて、そんなことを考えていた。

「はっ、本当にすんなり入れるとはな」

　聞こえたのは男の声だった。

　言葉の奥で悪意が粘ねば着ついているような、生理的不快感を感じさせる声。檻おりの向こうに現れたラルフの相棒は、リザ・バレルバルトではなかったのだ。

　幾度となく襲ってきて、そのたびに殺され、そして生き返ってはまた襲ってくる理不尽な化け物。マクスウェルは薄ら笑いを浮かべながら、シエナを舐なめまわすように見つめている。

　想定の埒らち外がいにある状況を、頭が理解できていない。

　何故なぜこの男がここにいるのだろう。

　何故なぜ男は平然と牢ろう獄ごくの中に入ってきているのだろう。

　何故なぜラルフはまだ優しい笑みを貼り付けたまま、こちらを見ているのだろう。

　何故なぜこの身体は、芯まで凍えて動けなくなっているのだろう。

　悲鳴を上げることすら叶かなわないシエナの首を、殺人鬼の氷のような五指が握り締める。

「……がっ……あっ…………」

　意識が飛ぶ寸前で手の力を緩め、酸素が最小限肺に行き届いたところでまた喉を締められる。文字通り命を握られてしまった絶望と、地獄のような苦しみだけが支配する世界で、シエナは自らの残酷な結末を確信した。

　殺人鬼は興奮を隠そうともせず、耳元で囁ささやいた。

「ゲーム・オーバーだ、哀れなお姫様。これから数時間後、てめえはこの世の誰も経験したことがないような苦痛を存分に味わうことになる。あーあー、なんだその顔。涙まで流して悦よろこんでやがんのか、この淫売ビツチは。羨ましい限りだなあ、代わってやりたいくらいだ」

「……マクスウェル。解わかってると思うけど、計画の進行が第一よ？　その娘こを依頼主の所まで送り届けるまでが貴方あなたの役目で、勢い余って殺しちゃうなんてもっての他。興奮してしょうがないなら、その辺でマスターベーションでもしてたらどう？」

「……ジェーン。てめえから死ぬか？　ああ？」

「お好きにどうぞ。あなただけでタスクを完遂できるつもりならね」

　興を削そがれたのか、マクスウェルはシエナの首から手を離す。舌打ちとともに首を振ると一転、シエナの鳩尾みぞおちを正確に狙って拳を突き出してきた。

　痛みすら感じずに、シエナは自らの呼吸の断絶と、意識が宙を舞っていく様を感覚した。

　霞かすみゆく視界の端に見えたのは、自分と全く同じ姿をした女。焦燥と恐怖で疲弊した表情まで、何から何まで同一の人間がそこにいる。

　幕が下りていく世界の中で、シエナは自らの声が空から降って来るのを感じた。

「おめでとう。あなたはここではないどこかの扉を開く、世界で最初の憑より代しろになる。それは決して語り継がれず、それでも必ず人の歴史に刻印される。……個人的に、同情はするけどね」




　網膜を焼くような光で目を覚ます。

　次第に輪郭を取り戻していく世界の中にいたのは、自分を組織に誘ったオルテガだった。血ち塗まみれの手袋に覆われた男の掌てのひらには、蒼あお白じろい照明を反射して輝く銀の弾丸が見える。もう片方の手に握られている鈍にび色いろの手術刀は、やはり赤黒い液体で染め上げられていた。

「犯罪組織に取り入って幹部にまで昇りつめ、新興宗教まで作り上げて資金を捻ねん出しゆつした。各地に部下を放って憑より代しろとなり得る人間を探し続け、ようやく片田舎に住む少女を手元に置くことができた。銀の弾丸の干渉率と、肉体との融合率を限界まで高める完璧な理論も構築した。失敗は絶対にありえない」

　熱を帯びた男の声が、光の中に溶けていく。

「魔女がバラ撒まいた文献エサを解読するしか能がない、協会の愚かな学者どもに存在意義はない。だが私は違う。忌いまわしき魔女よ。……ついに、ついに私は裏側の世界へ至る扉を開くぞ」

　消毒液の匂いが僅かに鼻を刺すが、それだけだった。

　痛みも、音も、感触も。シエナは何も知覚することができない。

　やがて微睡まどろみの世界に誰かの掌てのひらが現れ、シエナを再び無む間げんの闇へと引ひき摺ずり込こんでいった。
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　自殺したくなるほどの痛みで目を覚ます。鎮痛薬などとっくに機能しておらず、砕けた右足首と左腕、引き裂かれた右脇腹の激痛で一秒ごとに気絶しそうになる。

　どうやら俺は横向きに倒れているらしく、目に見える世界はすべて垂直に回転していた。

　雑草が生え放題の砂利の壁から生えた教会は、既に半壊といっていい状態だった。マクスウェルとの戦いで火を放たれ、ところどころが焼け落ちてしまっている。扉の横には穴がぽっかりと開いているが、恐らくそれは俺が吹き飛ばされたときに開いた穴だろう。大の大人を一〇メートル近く吹き飛ばす怪力で、今身体がバラバラになっていないのは奇跡に違いない。

　内部からはまだ戦闘音が聞こえていた。悲鳴を上げる身体を強引に動かして立ち上がる。

〈銃創ステイグマ〉に干渉してみると、今度は反応があった。疑問を感じる余裕もない俺は、トレイルセットを喚よび出だして、水もなしに嚥えん下かする。だが、もはや気休めにすらならないだろう。

　大穴から中の様子を探る。

　全身から触手が生えたシエナは祭壇から動かず、伸縮自在な二本の触手だけでリザを追っていた。これまでの戦闘で満まん身しん創そう痍いとなっている相棒の動きは重く、反撃に転じる余裕もないように見える。早く援護しなければ、そう長くはもたないだろう。

　俺は壁に背を預け、深く息を吸い込んだ。瞑めい目もくし、自分に言い聞かせる。

　あそこにいるのはただの化け物で、駆除すべき標的でしかない。

　そもそもシエナは、ひっ捕まえてオルテガに引き渡すだけの相手だったはずだ。

　忌いまわしい過去の、あのシャルロッテの幻影を彼女に重ねていたのか？

　恋人を助けられなかった後悔を、哀れな娼しよう婦ふを救うことで拭い去ろうとしていたのか？

　シエナの存在が、俺を人間の世界に踏ふみ止とどまらせる安全装置になっていたとでも？

　──悪い冗談はやめろ！

　無駄な思考は劇薬だ。立ち止まっていても、クソのような疑問に支配されるだけ。俺は我を忘れるために絶叫しながら、銃を携えて穴を飛び越えた。

　もはやオルテガに流れ弾が当たらないように配慮する必要もない。教会に立ち込める悪臭を切り裂くように、短機関銃を乱射する。

　一発一発が人体を容易たやすく貫通する威力の弾丸を受けても、黒い触手はまるで損傷していない。それだけの硬度を誇る物質というのならまだマシだが、どうやら真相はそんな生易しいものではないようだ。

　黒い触手に触れた銃弾は一瞬で粉々に砕け散り、黄金色に光る粒子となって宙を舞っていた。

　更に周囲を見渡すと、さっきまでリザが握っていた刀が刀身を消失させた状態で床に転がっていた。本来なら折れた刀身がどこかにあるはずだが、それも見当たらない。

「素晴らしい。ドゥルジーアスの権能は〈死の穢けがれ〉ということだったが、触れただけで物質を消滅させることができるとは。本来の能力がここまで強力だとは思わなかった」

　ガラスケースの中のモルモットを評価するような淡々とした口調で、オルテガは呟つぶやいた。傍かたわらには、かつての世界的女優の姿をした、ジェーンと名乗る女が微笑ほほえんでいる。

　だが、連中に殺意を抱いだいている暇もない。触れただけで金属だろうが何だろうが粉々にしてしまえる能力なんて、規格外にもほどがある。今俺がまだ生きていられるのは、奴が寝起きで能力を発動していなかったからに過ぎないのだ。

「やっと目を覚ましたの？　役立たずのタマ無し野郎」

「迷惑な相棒が哀れにもくたばる様を、どうしてもこの目で見たくてね」

「夢を見るのは自由だけど、もうすぐ背後から刺されるバカには絶対に叶かなわねえよ」

　俺に殺意を向ける余裕があるとは、随分頼りになる相棒だ。絶対に言ってあげないけどな。

「とにかく、くだらねー言い争いをしてる場合じゃねえ。どうやってこの状況を切り抜けるのかだけ考えるべきだ。触れれば即死の触手を躱かわして、シエナを無力化する方法はなんだ？」

「無力化……ね。まだそんな甘いこと言ってる」

　リザの氷ひよう刃じんのような声が、俺の心臓を貫いた。

　どこまでも合理的で、冷血で、だがどこかに寂しさを感じる声色。

　リザは既に覚悟を決めている。

　すなわち、シエナをその手で殺すという覚悟をだ。

　俺が今リザに対して抱いだいている怒りは、恐らく正義感によるものではない。俺はどこまでも独善的で、笑えるほどに弱く、殺したくなるほどに愚かだった。足元を蠢うごめく自じ己こ嫌けん悪おに支配されつつも、しかし喉の奥からは情けない言葉が溢あふれてくる。

「……別の道もあるはずだ。例えば彼女をレイルロッジ協会の学者どもに見せれば、化け物だけを引き剝がす方法が見つかるかもしれない」

「は？　ふざけてんの？　……見なよ、シエナはもうあの化け物に完全に取り込まれてる。あれじゃ、じきに死ぬよ。私らがやらなくても、あの子は死ぬ」

　俺はまともな答えを返せない。苦しむシエナを、黙って眺めることしかできない。

　シエナから生えた黒い触手は、周囲を無差別に破壊し続けている。この暴虐の嵐の中でオルテガたちが平然な顔をしていられるのは、悪魔とやらとそういう契約を交わしているからなのだろうか。

　よく見ると、まだ辛かろうじて残っているシエナの白い肌が、徐々に黒色の液体に覆われていっていることが解わかる。液体はまるでアメーバように動き、シエナの皮膚を突き破って内部へと侵入しようとしていた。シエナに寄生しているというより、完全に身体を乗っ取ってしまおうとしているように見える。

「困惑してる？　まあ、無理もないけど」

　静観を決め込んでいたジェーンが、俺に問い掛けてきた。口くちの端はしを僅かに歪ゆがめながら、この状況を本気で楽しんでいるように語っている。

「でも、早く手を打たないと手遅れになる。今はまだ彼女の肉体が生命維持機能を担になっているみたいだけど、悪魔の支配が進めばそれも逆転する。〈ドゥルジーアス〉が完全に召喚されるのも時間の問題かもね。そうなったらもう、誰にも止められなくなる」

「ジェーン。余計な発言はやめろと言ったはずだが？」

「この実験が、不完全な化け物を生み出しただけで終わるのか、人類を超えた神的存在が顕現する歴史の特異点となるのか。それがもうすぐ決まる。あなたも内心では楽しんでるんでしょう？　たかだか二人の賞金稼ぎに世界の行く末が委ねられている、このイカレた状況を」

　オルテガは否定も肯定もせず、ただシエナを見つめていた。

「私の目的は一貫している。ただ知りたいだけなのだ。魔女だけが覗のぞくことができた世界に、悪魔どもが棲すむ裏側の世界に、私も触れてみたい。人ならざるものどもと対話をしてみたい」

「ただ知るためだけに、好奇心を満たすためだけに、ここまでのことをやったってのか？」

　喉の奥から込み上げた疑問が、ひとりでに零こぼれてしまっていた。

　あの悪魔を軍事利用しようとか、そんな俗物的な理由の方が絶対にまともだ。奴はただ、悪魔をこの世界に呼び寄せてみたかっただけなのだ。その先にどうしようなど、全く勘定に入れていない。
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　ただ知りたい、それだけの理由でシエナを成れの果てへと導き、銀使い同士の殺し合いを演出し、そして悪しき種を発芽させた。自己の利益を考える発想がないからこそ、オルテガは制御の効かない化け物になれたのだ。

　異常な執着心と、倫理観の欠如。

　銀使いが心を喪うしなった怪物だというのなら、この男はいったい何と揶や揄ゆすればいいのだろう。

　両者の違いは何だ。境界線はいったいどこにある。

　消え入るようだった俺の問いに、オルテガは無表情のまま答えた。

「知りたいという欲求は、人間の根底にあるもっとも本質的な要素だよ。原初の人類はまだ見ぬ世界を見たいと願ったから二足歩行を始め、他者の気持ちを知りたいと願ったから言葉を発明した。そこに世俗的な打算が入り込む余地があると思うか？」

　人間として当然あるべき悪意や計算が、こいつにはない。崇高な目的のためなら、すべてを棄すてることができる人間なのだ。金も、地位も、倫理も、恐らく自らの命さえ。

　そんな人間に、駆け引きや交渉が通じるはずがない。

「とにかく、私の目的は既に果たされた。あとは……そうだな。〈ドゥルジーアス〉が何を望むか次第だろう。あのおとぎ話のように、奴が世界を壊すことを欲ほつするなら私も協力しよう。奴が人類の発展に貢献したいと言うのなら、それもまた一興だ」

　僅かに熱を帯びながら語るオルテガに、ジェーンは薄い笑みを向けている。その意味深な表情が少し引っかかったが、視界の端に捉えた危機が俺の思考を遮った。黒い触手が、俺を正確に狙って飛んできているのだ。

　地面を転がって回避すると、さっきまで立っていた床に半径一メートルほどの穴が開いていた。穴の断面はレーザーでくり貫ぬいたように綺き麗れいで、周囲の床板が衝撃で外れている様子もない。速度と質量による破壊では、絶対にありえない現象だ。

「無差別に暴れてただけじゃなかったのかよ！」

　追撃してくる別の触手を躱かわしながら叫ぶ。熟練の槍そう術じゆつ使づかいのような予測と正確さで、俺は確実に追い詰められていた。

　右から薙なぎ払はらわれる触手は囮おとり。しゃがんで回避した無防備な背中を狙って、上空から極大の槍やりが降って来る。地面を転がって回避すると、今度は先に躱かわした触手が左からやってきた。

　リザに襟首を摑つかまれて宙に浮いた足元を、黒色の颶ぐ風ふうが通り過ぎていく。床を転がって着地の衝撃を殺し、俺は立ち上がる。そのまま絶望的な感想を漏らした。

「ただの獣じゃありえねえ動きだ。俺たちを殺すため、大雑把だが戦術を組み立ててやがる」

「少しずつこっちの世界に順応してきてるってことかもね。早く決着をつけないと」

　リザの言う通りだ。オルテガの口ぶりを信じるなら、悪魔とやらは俺たち人間より遥はるかに高い知能を持つらしい。ただ強大な力を持つだけの化け物ならまだしも、戦術面でも上回られたら勝ち目など何処どこにもない。

「いい加減覚悟はできた？」

「ジェーンの存在を知らなかったとはいえ、俺の不注意が招いた事態だ。……俺が責任を取る必要がある」

　だが、シエナの魂はどうなる？　他の銀使いと同じように、死後に永遠の苦痛が待っているのだとしたらどうなる？

　バラックを握る右手が小刻みに震えていた。

　ああ、クソ。俺は未いまだに恐れている。

　自分を守るためだけに、シエナを地獄に堕おとす罪の重さを。

　足元に引かれた境界線を踏み越えた先にある、狂気に満たされた世界を。

　心に蓋をして、俺はなんとか絞り出した。

「問題はあの触手だ。アレをどうにかしない限り、シエナに近づくことすらできない」

　声が震えていたが、リザは何も言ってこない。ただ真剣に前を見据え、俺の弱さに気付かない振りをしている。

　コンバットナイフを手の上で弄びながら、相棒は冷静に分析した。

「まあ、手はあるよ。確かにあの触手は触れただけでアウトだろうけど、それでも本体のシエナはただの衰弱した人間。上手うまく懐ふところに入ってしまえばすべてが終わる」

「簡単に言うが、いくらお前でも可能なのか？　ナイフで受けることすらできねえんだぞ？」

「あんたのサポートがあれば簡単でしょ。てか、いい加減気付いてんだろ。銃弾が効かねえ相手にどうすればいいかぐらい」

　リザが責めるような目を俺に向ける。分かってる、確かに手はあるよ。だがそれは確実にシエナを傷付けてしまう方法で、真っ先に頭の隅に追いやっていた選択肢だ。

　致命的な想像が泡のように広がっていく。

　両親を強盗に殺された少女の絶望。自らを切り売りして辿たどり着ついた成れの果ての街。二度も俺を死から救ってくれた、儚はかなくも尊い勇気。

　それらすべてを脳内から無理矢理追い払い、俺は火炎放射器を召喚した。

　いくらあの触手が物質を触れただけで消滅させてしまう能力を持っていようと、プラズマ現象である炎までは防ぐことができないはずだ。その証拠に、触手の通り道にあった炎は消火されずに長椅子を燃やし続けている。

「確かに、今のアレを止めるにはそれしかないだろう」オルテガの、品定めするような声。「だが果たして、炎の射程まで近付くことができるかどうか」

「黙ってろ。お前は後で必ず殺してやる」

　吐き捨てながら足を踏み出そうとした瞬間、再び触手が一直線にこちらへと迫ってきた。

　俺とリザはそれぞれ反対方向へ逃げ、そのまま教会の両端へと走る。側面から回り込む俺たちを攻撃すれば、長椅子の外側に並ぶ主要な柱を破壊することになるだろう。

　たとえ教会が倒壊したとしても、触手で物質を粉砕できる化け物や、銀使いであるリザやジェーン、能力で対処可能な俺は生き残る。だが少なくとも、ただの人間に過ぎないオルテガは瓦が礫れきの下敷きとなって死ぬ。

　読み通り、触手は俺やリザを横よこ薙なぎの攻撃では狙わず、進行方向を予測した直線的な突きのみを繰り出してきた。点での攻撃ならばなんとか回避できる。射程圏内である四メートルの距離まで近付いた俺は、火炎放射器のノズルをシエナに向ける。射線上にいるオルテガは、ジェーンに促されて祭壇の上から退避していた。

　俺は一切の躊ちゆう躇ちよを振り払ってボタンを押し込む。

　紅あかく猛たけり狂くるう奔流。

　高温が空気を焦がしていく音。

　しかし炎は、突き出された触手の盾によって受け止められてしまった。

　触手は耐火性能もかなり高いようで、延焼したり熱で変形する様子もない。七本の黒い触手はまさに、戦闘において無敵と呼ぶにふさわしい性能を持っていた。

　触手に弾はじかれた火の粉が掛かるたびに、シエナの口から獣のような悲鳴が漏れる。だが火傷やけどにも至らないほど小さな火花では、彼女を止めることなど到底不可能だった。

　まあ、こんな安物の武器でどうにかできるなど最初から思ってもいない。俺の役割はあくまで陽動と妨害だ。

「どこ見てんだよ、このタコ！」

　注意をこちらに集中させ、更に炎で視界を塞いだ隙を狙い、リザが触手の生えていない左脇腹にナイフを突き出した。

　しかし相棒は突然急停止し、弾はじかれたように後方へと跳ぶ。

　長椅子の背に着地したリザの横顔は焦燥に染まっていた。見ると、相棒が左手に握っていたはずのナイフが、柄つかだけを残して跡形もなく消滅していた。親指の付け根から肘にかけて帯のような傷が走っており、そこからは止とめどなく血が流れている。

　シエナの脇腹を突き破って、少し小さめの触手がうねっていた。

　わざと隙を作りそこを攻撃させ、新たに生やした触手で追撃する。リザの超反応があったからこそ軽傷で済んだが、危険極まりないカウンターだった。今のシエナは間違いなく、本人ではない何者かの意思によって動かされているということだ。それも、恐ろしく高い知能と鋭利な悪意を併せ持った存在に。

　休む暇など与えられるはずがない。上方から黒色の槍やりが降ってきたのだ。即座に武器を消して後ろに飛とび退のくが、少し掠かすめたのか、革靴の先端が食い破られて黒い靴下が覗のぞいていた。

　少しでも遅れていれば、頭頂部から肛こう門もんまで串刺しにされてしまうところだった。

「くそっ、次だ！」

　計画は崩壊したが、また逃げ回って時間を浪費することだけは避けたい。

　すぐに体勢を立て直し、右手に二本の瓶を召喚する。高濃度のガソリンが詰まっているだけの簡素なものだが、火炎放射器による被害をモロに受けて炎上している祭壇に投げ込めば充分な効果が期待できる。

　投とう擲てきされた上質な燃料で、祭壇は完全に炎に包まれるはずだった。

　だが、俺の目には想定外の光景が映し出されている。

　シエナを包んでいた触手は蕾つぼみが開花する瞬間のように回転しながら広がり、燃え盛る祭壇を炎ごと喰くらい尽つくしてしまったのだ。

「炎の熱自体が効かなくても、酸欠にさせて意識を奪うくらいはできると思ってたんだけど」

　燃えている物質が消滅すれば、炎も当然消えるということか。これでは攻め手がない。

「毒ガス兵器かなんか持ってないの？」

「銀使いに効くほど強力なものは、禁止条約に批准している皇国じゃあ手に入らねえよ。そもそも、そんなもんを室内で使えば俺たちもくたばる。まあ、あれだ。手詰まりってやつだ」

「駄目じゃん。無能かよ」

「他殺願望を口にする暇があったら、お前も少しは考えろよ。その足りない脳のう味み噌そに、一から一〇まで数える以上の知能があるとしたらの話だけどな」

　リザは意地にでもなったのか、眉み間けんに皺しわを寄せながら考えている。

「……じゃあ、ラルフを生いけ贄にえに捧ささげて神の裁きにでも期待する？　ちょうど教会だし」

「マシな案が思い浮かばねえなら口を閉じてろ。知能レベルが低めなお前には初耳だろうけど、実は人間は鼻でも呼吸できるから安心していい」

　背後に迫る死神に唾を吐くように、銃弾のような言葉が二人の間を行き交っていく。

　まさに通常運転だ。確かに歪いびつな絆きずなだとは思うが、俺たちが今の今まで共犯者パートナーを続けられているのは、この配慮のなさがむしろ心地いいからなのだろう。

　短機関銃を右手に召喚。俺は今まで抱いだいていた違和感を、静かに投げ付ける。

「まだ、そんなに致命的な状況じゃねえみたいだぞ。考えてもみろ。もし奴が本気を出せば、今もまだ俺たちが生きてられる道理なんてないはずだ」

　実際、俺たちにはあの触手による攻撃を防ぐ手段などない。しかもそれが八本だ。ハッキリ言って、素人しろうとが無茶苦茶に操作したとしても俺一人くらいならとっくに死んでる。

「遊ばれてるってこと？　それともオルテガの指示とか」

「……いや、たぶんそれは違う」

　化け物に身体を奪われ苦痛に喘あえいでいるシエナは、それでも自我を完全に失っているわけではない。触手で塞がれた口では正確に聞き取ることなどできるはずもないが、呻うめきとなって漏れ出す声は間違いなく彼女が伝えようとしていることだ。自分の意思で身体を動かすことは不可能だろうが、必死に抵抗しているのは明らかだった。そもそもあれだけ戦術に長たけた化け物が、様子を窺うかがう俺たちを襲ってこない理由など他にはない。

　彼女はまだ生きている。だから、助け出す道を探るべきだ。

　……そんなのは、現実が見えていないだけの、ただの甘ったれた願望だろう。

　だが少なくとも、シエナは今も戦い続けている。それだけは確かに言える。

　先の見えた絶望的な戦いに、どんな痛みが伴っているのか。そして、彼女に対して俺が何をしてやれるのかは解わからない。

　それでもシエナはまだ、生を諦めてはいないのだ。

　再び膠こう着ちやくした状況に痺しびれを切らしたのか、入り口付近まで移動していたオルテガが苛いら立だったように叫んだ。

「何だ？　何をやっているドゥルジーアス。そんな娼しよう婦ふなど、早く喰くい尽つくせ」

　男の台詞せりふには先程まで纏まとっていた余裕は感じられなかった。奴が唯一執着するものが悪魔との対話なのだとすれば、その焦あせりにも頷うなずける。このままシエナの自我が抵抗を続ければ、肉体が完全に化け物に置換する前に限界を迎えてしまうかもしれない。

「シエナ・フェリエール。貴様のくだらない人生のどこに、そうまでしてしがみ付く価値がある？　いいか、貴様には悪魔をこちらの世界に呼び寄せる憑より代しろとしてしか存在意義はない」

　悪魔がシエナを完全に飲み込めていないのは、彼女が全力で絶望に抗あらがっているからだ。

　何が彼女をそうさせているのかは解わからない。それでも彼女は、波は濤とうのように押し寄せる苦痛の中でもがいている。

　オルテガは、冷酷な言葉でシエナの気高い精神を圧へし折おろうとしていた。

「貴様の両親に接触したのは、かつて協会に所属していた父親の、未完成の研究結果を譲り受けるためだ。既に俗世で生きることを選んでいたあの男は、快く承諾してくれたよ。では何故なぜ、貴様の両親は殺されなくてはならなかったと思う？」

　オルテガを黙らせるため短機関銃の銃口を向ける。引き金に指を掛けた瞬間、俺の右こめかみに硬質の物体が触れた。

　俺の耳元で、ジェーン・ドゥが悪戯いたずらめいた声色で囁ささやく。

「早まったら駄目。落ち着いて話を聞いたらどう？」

「……あんた、まだいたのか。完全に存在を忘れてたよ」

　軽口を叩きながらも、背筋には戦慄が走っていた。俺の精神状態がまともではないとは言え、ここは戦場だ。これだけ目立つ格好の女を見失うなどあり得ない。だがこの女は、気付かれることもなく背後から接近し、俺に銃口を突きつけるまで気配を悟らせなかった。

「完全に風景と同化するくらい、存在感を希釈してみたの。いくら世界的女優でも、たまには脇役の演技をすることもあるでしょ？」

「……お芝居でできる範はん疇ちゆうじゃねえだろ」

　武器を消し、大人しく両手を挙げる。化け物に取り込まれつつあるシエナの攻撃を躱かわしながら、銀使いをも搔かい潜くぐってオルテガを殺すのは極めて困難だ。

　リザにしても触手の攻撃を警戒しており、背後のオルテガに構う余裕は全くないように見える。状況は煮詰まっていた。

「初めはただの保険だった。父親が受け渡しを拒んだ場合に攫さらう予定だった小娘が、尾行していた銀使いの存在に気付くまではな。その後も銀使いに何度か接近させてみたが、悉ことごとく貴様は過剰な反応を見せた。標的が貴様に変わったのはそれからだ」

　残酷なまでに淡々と語る声に、シエナは明らかに動揺していた。黒い触手がまた暴れはじめ、教会の天井や壁、長椅子や柱の一部を喰くい散ちらかしていく。

「すぐにでも攫さらってしまおうかと考えたが、それは流石さすがに組織が良しとしない。組織とは切り離した健全な経営を心掛けていたからこそ、フィルミナードの娼しよう館かんは皇国から黙認されていたからだ。だから、あくまでも貴様自身の意思で成れの果ての街へと来てもらう必要があった」

　俺はすべてを理解してしまった。

　これ以上は駄目だ。早くあの汚い口を塞ぐ必要がある。

「やめっ……」

　撃鉄ハンマーが起こされる音が頭蓋に響く。

　ジェーンの無言の警告が、俺の行動を完全に制限してしまった。オルテガはこちらの動向など気にも留とめず、更に続けていく。

「だから私は、脚本を書き上げた。悲劇に見舞われた哀れな少女が、成れの果てまで墜おちてくる物語をな。……まずは貴様を孤児にするため、両親を皆殺しにした。孤児院で提供される生なま温ぬるい家族ごっこすら苦痛に感じられるように、貴様が家にいる時間を狙って殺した。考え得る限り最も残酷な方法で殺した」

　少女の脳裏には、かつての絶望が鮮明に映し出されているのだろうか。今だけは、激痛で何も思考できなくなっていると願うしかない。

「後は簡単だ。斡あつ旋せん業ぎよう者しやどもを使い、自暴自棄になっていた貴様を少しよう女じよ娼しよう婦ふへと転落させた。要所要所で地元の資産家に貴様を買わせて、人気商品に仕立て上げた。自分の生きる道はこれしかないと錯覚させた。私の関与を疑わせないため、わざわざ別の娼しよう館かんを経由してフィルミナードに引き入れた。そして遂に先日、ダニエル・ゴースリングを誘導して貴様を攫さらわせたのだ。いいか？　貴様の悲劇的な人生とやらはすべて、私が書いた脚本通りに進行しているに過ぎないのだ。その苦痛も、疑問も、絶望も、怒りも。私が仕組んだからそうなっただけだ」

　絶叫。夜の森にこだまする獣けものの遠とお吠ぼえのような、理性を喪うしなった慟どう哭こくが響き渡る。

　それは紛れもなく、シエナの心が壊れたことを告げる音だった。喉の奥からは再び触手が生えてきて、叫び続けるシエナの口を完全に塞いでしまう。

「私を殺したいか？　殺したいほど憎いか？」

　歩み寄りながら語り続けるオルテガを攻撃することもなく、触手の群れはシエナに向かって収束し始める。やがて主を守る騎士団のように、のたうち回るシエナを取り囲んでしまった。

「だが残念、それは無理だ。〈ドゥルジーアス〉が完全に召喚される前に私が死ねば、銀の弾丸による干渉は停止されるよう設定してある。つまり貴様がいくら望もうとも、身体を動かしている悪魔は私を攻撃できないということだ」

　なおも男は悠然と歩みを進め、ついには手を伸ばせば届く距離までシエナに近付いてしまった。どこまでも冷静で無遠慮な視線が、悪魔に侵食されゆく少女を観察する。しばらくしてオルテガは納得したように頷うなずき、致命的な言葉を吐いた。

「……もう受け入れろ。貴様の物語に、初めから価値などなかったのだ」

　触手の隙間から漏れ出ていた呻うめきが、ぴたりと途切れた。シエナは糸が切れたように頭を垂らし、周囲を取り囲んでいた黒い触手の群れも活動を停止する。今何が起きているのか、俺には全く解わからない。不気味な静寂の中に、押し殺した笑い声が落とされていく。

「ははははは、やっと、やっと私の願いが成じよう就じゆされた」

　オルテガは両手を大きく広げ、達成感に満ちた表情でシエナへと近づいていく。

「さあ、語り合おうドゥルジーアス。魔女が覗のぞいた貴様の世界のことを、私にも教えてく」

　金属が切削されるような轟音が響き渡り、オルテガの言葉が搔かき消けされた。

　いや、消えたのは言葉だけではない。

　オルテガの胸から上が血の一滴も残さず消滅しており、残った下半身の断面から黒色の体液が溢あふれ出だしているのだ。

　あまりにもあっけない最さい期ごだった、などと感傷に浸っている場合ではない。

　本能が、「逃げろ」と絶叫している。恐怖のみに突き動かされ、俺は教会の出口へと全速力で走り始めていた。

　金切り声の洪水の中を、純黒の触手が貫いてきた。

　防御不能の攻撃が放射状に放たれ、教会の床が、燃え残った長机が、触手の軌道上にあったすべての物質が一様に削り取られていく。

　疾走する俺の、眼前の床が貫かれた。方向転換を余儀なくされ、足を一瞬だけ止めてしまう。

　まずい、これでは的にされてしまう。

「ノロいんだよ、こんの馬鹿っ！」

　俺は背後から蹴飛ばされ、床を勢いよく転がった。肩先を黒い触手が掠かすめていく。俺は自分の不注意を心から呪った。リザが助けてくれなければ、今確実にくたばっていた。

「悪い、助かった」

　すぐに立ち上がりながら感謝してみたが、リザからの返答はない。

　文句の一つでも言ってやろうと振り向くと、リザはまだ立ち上がることができずうつ伏せで倒れていた。右足のふくらはぎ付近から大量の血が流れており、両手で圧迫して失血を食い止めている。

「あー……、これはマジでヤバイやつだわ」

　相棒は平静を装よそおって言うが、明らかに尋常な状態ではない。額には脂汗が滲にじみ、過呼吸気味に酸素を貪っていた。

　包帯と痛み止めを投げ渡す。ここまで追い詰められているリザを見るのは初めてだった。

　触手による攻撃で負傷したのであれば、その部分の組織は完全に消滅してしまっていることになる。俺を助けた際に掠かすめただけだろうが、銀使いであるリザが立てないとなると、腱の部分をやられている可能性もある。

　触手は俺たちを挑発するように、シエナの周りをゆらゆらと漂っていた。前方を最大限に警戒しつつ、俺はリザに問い掛ける。

「立てそうか？」

「立って歩くだけなら大丈夫だけど、もう前線で動き回るのはムリっぽい」

「それじゃあ完全にお荷物だな。生きてて恥ずかしくないか？」

「存在自体が人類の恥のカスをぶっ殺すくらいなら、片足でも余裕でいけるけど？」

　この状況で、中ちゆう途と半はん端ぱな慰めや配慮などは要らない。いつも通りに悪態をぶつけ合い、それでお互いの心が折れていないことを確認し合うだけだ。俺たちはこのやり方しか知らないし、お互いにそれで充分だと思っている。

　しかし、絶望的な状況であることは間違いない。

　リザの機動力が失われた今、懐ふところに入り込んでシエナ自身の身体を狙うという戦術は棄すてなければならない。それに、またさっきのような一斉攻撃が来たら、今度はどちらか一人は確実にぶっ殺されてしまうだろう。

「あアアアアアアアアアアアアっ！」

　触手の隙間から、シエナのものではない唸うなり声ごえが解き放たれた。

　理性のある存在とは到底思えない、感情が一切含有されていない空虚な叫び。あれは言葉ではない。動物の鳴き声ともまた違う。根拠はないがそう理解してしまえるほどの、致命的な欠陥を感じさせる咆ほう哮こうだった。

　混こん沌とんを極めていく世界に、女の澄んだ声が響いた。

「オルテガの失敗は、計画の目的を彼らとの対話に設定してしまったこと。高次元存在である彼らに、理性があると錯覚してしまっていたこと。召喚が完全に済んだら、後は殺されるだけだと想像もできていなかったこと」

　これだけの暴虐の嵐の中で、ジェーンは平然と佇たたずんでいた。舞台役者の独白のように、どこか哀しみを帯びた声色で続ける。

「残念だけど、悪魔は人類を導く存在どころか、まともな生物ですらない。ただの、制御の利かない兵器でしかないの。……かつて魔女が望んだように、世界を壊すためだけにアレを利用すればよかったのに」

　臓物が溢あふれ出でるグロテスクな断面に向かって、ジェーンは憐れん憫びんの目を向ける。

「あなたたち協会の学者は、世界に散らばった文献を元に悪魔の姿を勝手に想像しているだけ。それが、あの女が世界を壊すためにバラ撒まいたおとぎ話だとは疑いもせずにね。だから、あなたと話しているといつも違和感を感じていた。感情のない生体兵器を、神か何かのように崇あがめるあなたに、本当は心の底から失望していた」

　銀の弾丸の悪魔が実際に召喚されたり、神に近い何かだと思っていたそいつが破壊しか能のない化け物だったりと、目の前の光景にはあまりにも現実味がない。いっそのことすべてが夢や幻であればいいのになどと、幼稚な発想すら頭を過よぎった。

　俺は思わず問い掛ける。

「……お前はいったい、このイカレた状況についてどれだけ知ってる」

「一つだけ言えるのは、アレはこっちの世界にいる生物とは性質が根本的に違うってことくらいかな？　例えるなら破壊をプログラムされた情報体システムが生命を持ったようなもので、そもそも彼らに実体なんて存在しない。あんな風にふざけた姿になっているのも、媒介となった生物の体組織を原子レベルで変換するほどの力があるからってだけ」

　彼女が口にしているのは、恐らくレイルロッジ協会の学者どもも、各国政府の重役たちすらも知らないような情報だ。

　衝撃的にもほどがある事実に、理解など全く追い付かない。

　いつからこの世界は、そんなイカレたおとぎ話を受け入れてたんだ？

「とにかく、今のうちにアレを止めないと大変なことになる。悪魔が情報生命体であるということは、短期間での成長や増殖が可能だということ。次々に周囲の生物の生体情報を取り込み、加速度的に成長を続けていく。召喚アツプロードされて間もない今のうちに媒体シエナを殺さないと、この島ごと核で消し飛ばすしかなくなるかもね」

「……何故なぜお前はそれを、俺たちに伝える？」

「ねえ、悪魔はもう完全に召喚アツプロードされている。じっとしてていいの？」ジェーンは俺の瞳を挑発するように見つめながら、甘い声で続けた。「ああ、あなたにはこう言った方が効果的かもね。……愛いとしのシエナはじきに基礎的な生体活動すら乗っ取られて、媒体となる魂を内包するだけの容いれ物ものに成り下がる。彼女は生物学的には死を迎えるのに、悪魔の一部となった肉体は永遠に朽ちることもなく、魂も苦痛に囚とらわれたまま」

　ジェーンは微笑ほほえみとともに締めくくった。

「つまり彼女は、怪物が世界を滅ぼしていく様を最前列で見届けることになるってこと。もちろん、永遠にね。そんな悲劇が完成する前に殺してあげるのが、あなたの使命なんじゃない？」

　ジェーンは舞台からはけていく女優のような優雅さで、教会の外へと歩いていく。真意も正体も分からないまま、どこか寂しげな笑みだけを残して去ってしまった。

　黒い触手どもはまるで現世の感触を確かめているかのように静かだが、いつまた一斉攻撃が襲ってくるかは分からない。そしてそれを俺たちが防ぎきれる保証もない。

　ジェーンに面白半分で言われるまでもなく、やるべきことは分かりきっていた。

　それが、どんなに残酷な行為なのだとしても。

　天てん秤びんに載せたものの重みが、どんなに釣り合っていないとしても。

「もう、覚悟は決まったの？　あの子を、地獄に堕おとす覚悟は」

　リザはいつものように挑発する風でもなく、ただ淡々と問い掛けてきた。抑揚のない声からは相棒が何を考えているのかまでは読めないが、既に事実として受け止めているようだった。俺たちが、不自由極まりない選択を迫られているということを。

　俺たちがシエナを殺せば、彼女の魂は銀の弾丸の悪魔に喰くわれてしまう。

　かといって、このまま時間が過ぎるのを待っても魂は地獄に囚とらわれ続つづけるだけ。

　つまりこれは、彼女をどちらの地獄に堕おとすのかという選択なのだ。

　そこに救いなどは一切用意されていない。

「……とにかく、シエナに世界を滅ぼすような業ごうを背負わせるわけにはいかない。たとえ、彼女を、この手で殺すことになったとしてもだ」

　いや、違う。そんなのはただの綺き麗れい事ごとだ。

　この状況では、偽にせ物ものの言葉は何の力も持たない。

　俺は首を振り、リザの真紅の瞳に向かって言い放った。

「ここで彼女を殺さなければ、俺たちがくたばる。……答えなんて、それで充分だろ」

　荒野に引かれた一本の白線の目の前で、俺は立ち尽くしている。この狂った世界で生き残るために、どちらに進まなくてはいけないのかなど、痛いほどに解わかりきっていた。

　俺は思考を切り替え、目の前の敵をどうやって殺すのかだけを考える作業に没入する。

　そうだ。これはいつもと何ら変わらない、ただの腐れ仕事に過ぎないのだ。

　確かにアレは恐ろしい化け物だ。だがその本質は、イカレた性能の兵器を身に纏まとっただけの、ただの衰弱した少女でしかないのも事実。

　だったら、あの黒い触手を戦場から排除してしまえばいい。

　俺は唇に人差し指を当て、リザに周囲の音を消すように指示する。そして、二人だけにしか聞こえない声で作戦を告げた。

「……俺と、お前にしかできない戦い方だ。賭けるには充分すぎる理由だろ？」

「しょーもねーミスしたらマジ殺すから。しっかりやれよ」

　意地をぶつけ合うような殺伐としたやり取りが、今だけは心地いい。ここは戦場だ。共感や配慮など全く必要としない、荒涼とした世界なのだ。

　相棒の右足の状態も、変革者気取りの哀れな男の最さい期ごも、利用され続けた少女の絶望も、入り込む余地など何処どこにもない。ここにはただ血と煙の臭いだけがあり、殺すものと殺される者、その生と死だけが存在する。

　極限まで濃縮された、ある意味で純粋な世界の中で、俺たちは血を流しながら進み続けなければならない。

　左胸に埋まった銀の弾丸に干渉し、俺は忌いまわしい悪魔から能力を借り受けた。
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　掌てのひらの先に呼び出したのは、愛車のグリムス三〇二Ａだった。もはやエンジンもかからず、遮しや蔽へい物ぶつとしての役割しか果たせなくなった鉄の塊。

「あぐるるああああああッ！」

　絶叫とともに三本の黒こく槍そうが放たれるが、予測していた俺たちはそれぞれ直撃を回避。

　愛車の側面が薄紙のように貫かれる。触れた部分を消滅させているため破砕音など発生しないが、爆発物による怒号が代わりに轟いた。左手の中に隠していたボタンと連動して、車の中に仕掛けていた爆薬が炸さく裂れつしたのだ。

　ガソリンに引火して、愛車が黒煙を吐きながら更に激しく燃え上がる。そんな悲劇的な光景を視界の端に捉えつつ、俺は更に能力を発動させた。

〈銃創ステイグマ〉に最大級の負荷を掛けて出現させたのは、鉄でできた一辺一メートルの正方形の壁。知り合いの技師に作らせた、ただ身を隠すことが目的の鉄クズだった。

　だが俺はそれを、教会の至る所に計九つ召喚した。おかげで、今すぐぶっ倒れてもおかしくないほどの疲労感と、心臓が破裂しそうなほどの痛みが襲ってくる。

　俺の能力は自分の所有物を自在に出し入れするだけのシンプルなものだが、実は召喚できるのは掌てのひらの先だけではない。

　しかし負担が大きすぎて最悪の場合失神してしまう可能性がある上、位置の指定が大雑把にしかできないため、今回のように遮しや蔽へい物ぶつをランダムに配置したいときにしか使えない手段だ。

　爆音と炎で注意を引きつけている間に、俺たちはそれぞれ身を隠すことに成功。リザの能力で教会全体の音を消失させているため、向こうは獲物の姿を完全に見失ってしまった。

　それでもすべての壁を一つ一つ破壊してしまえばいいと、九本の黒い触手たちが狙いを定める。

　だが、そんな思惑を消し飛ばすように背後から機関銃が掃射された。

　触手のうち三本が盾となって本体を守る。

　柱の陰に設置された機関銃は引き金を引く必要がない自動操縦型の最新モデルで、俺が所有する武器の中でも一、二を争うほどの高級品だ。五〇〇万エルの玩具おもちやは黒い触手によってすぐに消滅させられてしまったが、その間にも俺は移動してシエナへの距離を詰めていく。

　すべてが作戦通りに進んでいる。

　次に作動したのは、裏通りの露店で買った粗末な小型爆弾だった。固形燃料に着火装置を括くくりつけただけの安物で、よほど至近距離で命中しない限り殺傷能力はない代物。

　だが、気を張っている化け物の意識を誘導する程度の役目は充分に果たしてくれた。

　純黒の閃せん光こうが迸ほとばしり、今度は四本の触手が盾となってシエナを包み込んだのだ。明らかに過剰な反応だが、それは警戒度が高まっている証明に他ならない。

　俺は更に前進し、ついにリザと打ち合わせた地点に辿たどり着つくことに成功。最も使い慣れたバラックを右手に召喚して、機を窺うかがう。

　防御本能を全開にしていた触手たちが一転、賭けに打って出た。

　一本だけを防御に回して、残りの八本が鎌首をもたげてすべての鉄壁を狙っているのだ。

　触手はそれぞれが直径五〇センチはある大おお槍やりで、たとえ壁に隠れていたとしても即死は免まぬがれない。化け物は防御を多少薄くしてでも、確実に俺たちを仕留める方法を選んだのだ。

　──受けて立ってやるよ化け物。俺たちを一撃で殺せるといいな。

　バラックを握る手に力が入る。心臓の鼓動が加速する。

　全身の痛みが消失し、眼前にある死の気配だけが存在感を放っている。

　そして視線は、九本の黒い触手だけを捉えていた。

　耳に障さわる金属音とともに、八本の黒こく槍そうが放たれた。触手は大気を切り裂き、空気中の塵ちりや分子を蹂じゆう躙りんして、それぞれ鉄の壁の中央に着弾。八枚の鉄の壁を、黒い触手が笑えるほど簡単に通り抜けていく。

　触れただけですべてを無に帰すことができる理不尽な力の前では、鉄の壁など景色を鈍にび色いろに塗りつぶすだけの、質量を持たない立体映像に成り下がる。背後にある何かを隠すことはできても、守ることなど到底できない。

　だが俺たちにとっては、それだけで充分だった。

　黒い触手は確かに壁を貫通したが、ふたりは全くの無傷。つまり俺たちが隠したかったのは、そこには何も隠していないという事実そのものだったのだ。

　俺は頭上に覆おおい被かぶさっている床材を突き破り、地上へと躍り出た。

　そこは既にシエナの懐ふところの中。伸び切った触手が戻る前に、バラックで彼女を撃ち抜くことを可能とする間合いだった。

　床の下に這はって動き回ることができる空洞があることは、マクスウェルが用いた罠わなが示していた。そこに意識を向けさせないためだけに、爆弾や遠隔操作式の機関銃、そして張りぼての鉄の置物を使ったまでだ。

　消えていった五〇〇万エルも、能力の連続使用による失神の可能性も、すべてはシエナとの距離を詰めるために冒さなければならないリスクだった。

　賭けには勝った。標的はもう目と鼻の先。

　使い慣れたバラックなら、まず間違いなく急所を正確に撃ち抜くことができるだろう。まだ握力は充分に残っているから、僅か一〇〇グラムの引き金を押し込むことぐらいわけはない。

　──本来なら、気付くことなどできなかっただろう。

　時間感覚の矛盾が引き起こす処理能力の高速化か、あるいは拡大された知覚によって、俺は目には見えない予兆を捉えた。

　ずる、ずるっ。

　リザの能力によって音が退場した世界の中で、実際に鼓膜が震えたわけではない。

　いうなればこれは幻聴、もっと単純に例えれば死の気配のようなものだ。それが確かに、シエナの左胸の辺りから聴こえた。

　そこから、何かが飛び出してくる。

　触手が全部で九本しかないと、いったい誰が教えてくれたんだ？

　予感は、予感のまま終わってはくれなかった。シエナの左胸からは実際に黒い触手が飛び出し、俺の眉み間けんを正確に狙い迫ってくる。

　黒い触手が世界から消去していく空気分子たちの断末魔が聴こえた。ああ、俺は今、かつてないほどに濃縮された一瞬の中にいる。死の間ま際ぎわに立たされた者は酷ひどい集中状態に入るというが、それは恐らく神様とやらによる悪意の産物に違いない。要するに連中は、人が苦しみもなく一瞬で死ぬということが許せないのだ。だから思考する猶予を与え、死への恐怖を存分に味わわせ、生への渇かつ望ぼうを植えつけたあとで、確定された死という結果をもたらすのだ。

　だが俺はまだ、何一つ諦めてはいない。

　ただ冷静にバラックを構え、黒い触手が飛び出てきた左胸へと照準を合わせた。

「早く来いよ、相棒」

　俺は静かに呟つぶやいた。一秒にも満たない一瞬の中で、実際に声が出ていたわけではないだろう。だが眼前に迫る死を搔かき消けすためには、俺ひとりではまるで足りない。

　視認することができない何かが、俺の右頰を掠かすめていった。

　そして、黒い触手の槍やりが、絶対的な死の気配とやらが、目の前で弾はじける。

　まるで強力な磁場が俺の鼻の先にあるかのように、触手は指向性を喪うしなって明後日あさつての方向へと逸それてしまったのだ。

「はっ、なんとか間に合った」

　リザは疲弊しきった表情で、炎上を続けるグリムスの後ろに佇たたずんでいた。

　相棒が寄り掛かっている黒い箱は、本来なら暴徒鎮圧用の非殺傷兵器に過ぎない。ただしリザが使用する場合に限り、回避不可能な超常兵器へと変貌する。

　それは、いわゆる音響兵器と呼ばれるものだった。黒い箱の前面はすべて指向性スピーカーとなっており、鼓膜を破壊するほどの爆音を特定方向へと飛ばし、対象の平衡感覚を奪うことができる。悪意を持って音量や周波数を設定すれば、人体を内部から破壊できる代物だ。

　そんな兵器を、「音」を操作して対象の鼓膜に確実に届けられる銀使いが使えばどうなるのか。

　答えは簡単だ。

　一度発動してしまえば絶対に防げない、不可視の音の弾丸となる。

　もちろん、起動まで時間がかかる兵器を戦闘中に使用するのは非常に難しい。だから俺たちは発動までの時間を稼ぐために、リザと音響兵器の現在地を隠し通す必要があった。

　車が破壊されて炎上したあと、鉄の壁を九枚も呼び出せば、当然俺たちがそのどれかに逃げ込んだと思うだろう。更に機関銃や爆薬での牽けん制せいや、床の下から飛び出てきた俺に注意を搔かき乱みだされれば、リザの存在などは思考から完全に消える。

　鼓膜を破壊され、三半規管をシェイクされたシエナは、触手が生えた口くち許もとから泡を吹き出して白目を剝むいていた。命令を喪うしなった触手はシエナの頭上を漂っているだけで、しばらくは無視してもいい状態だろう。

　この化け物を殺せるのは、今しかあり得ない。これは間違いなく好機だ。

「……シエナ。悪いが、これですべて終わりだ」

　俺はバラックの撃鉄が起きているのを再度確認し、銃口をシエナの頭部に向ける。

　引き金に人差し指を掛け、左手でグリップを支えて安定させる。後は、この人差し指を僅かに内側に押し込むだけでいい。この軽すぎる引き金を引くだけで、すべてを完結させられる。

　掌てのひらに脂汗が滲にじむ。

　少しでも気を抜けば、鉄の塊は容易たやすく滑り落ちてしまいそうだ。

　右手の人差し指が、石せつ膏こうで固められたかのように動かない。

　何度呼吸を繰り返しても、酸素が頭に回っている気がしない。

　襲い来る眩暈めまいが、視界の縮尺を狂わせていく。

　俺のクソったれの身体は震えるばかりで、照準が一向に定まらない！

「ふっざけんな、何やってんだこのバカ！」リザの怒号が背後に聞こえる。「なに躊ちゆう躇ちよしてんだよ、さっさと撃て！」

　リザの言う通りだ。俺は何を躊ちゆう躇ちよしている？

　ただ脳天に照準を合わせて、引き金を引き、目の前の人間を、丁寧に、ブチ殺してあげるだけだ。これまで何度もやってきたことだろ、何を恐れてる。

　お前の手はもう充分すぎるほどに汚れてるはずだ。

　今更何をどうしたところで、お前の地獄行きは揺るがない。

　甘えは棄すてろ。

　感情などぶち殺せ。

　撃て。撃て。撃て。

　俺は存在をすべて吐き出すかのように絶叫する。

　それは矮わい小しような自己を、そして穢けがれた世界を呪うような絶叫だった。

　時間感覚がまた引き延ばされる。絶叫で麻ま痺ひしかけた俺の脳内を、様々な映像が機関銃のように犯してくる。




　オルテガからの依頼でホテルに向かう途中。カイから送られてきた文書を眺めて、俺は思わず顔をしかめた。

　一四歳の、平凡な少女を襲った悲劇。押し入ってきた強盗。寝室で耳を塞いで震える少女。原形を留とどめなくなるまで銃を乱射された父親と、男どもに犯されて殺された母親。そして、その光景を網膜に焼きつけてしまった娘。心に致命傷を負った少女が、成れの果てに流されていく絶望の物語。

　シーンが切り替わる。

　苦い感情を押し込めてホテルに突入した俺は、そこで初めてシエナと出会った。その瞬間の彼女の怯おびえきった表情に、俺はただ気付かないフリをした。

　シーンが切り替わる。

　やがて、俺たちは奇妙な逃避行を共にすることになる。異臭が漂う地下水路を歩きながら、三人で交わした他愛のない会話が鮮明に蘇よみがえる。そのときシエナが、「こんな時間が永遠に続けばいいのに」と呟つぶやいていたことも確かに覚えている。だがそこでも俺は、転がっていく彼女の言葉を見送ることしかできなかった。

　シーンが切り替わる。

　バーでの戦闘が終わった直後の、護送車の中。そこで俺は、シエナの言葉や表情に正面から向き合うことができない理由に気付いたのだった。

　そうだ。彼女はあまりにも俺に似ているのだ。

　信じていたすべてを喪うしない、それ故に世界を呪い、しかし狂ってしまうこともできずに、決して来るはずのない救いを求めている。そして、そんな自分の願望に気付かないようにしているという弱さまでもが同じだった。彼女の恐怖に、絶望に、そして張りぼての希望に向き合うことは、暗闇に浮かぶ鏡を覗のぞくことを意味する。

　つまり俺は、シエナを通して自分自身を見つめることを恐れていたのだ。

　正気と狂気の境界線上に立たされている現実から、目を背けていたかっただけなのだ。




　様々な記憶が波は濤とうのように押し寄せて、俺の内側から何かを洗い流していく。それはまさに、つい先刻まで眼前に横たわっていた境界線の幻影だった。

　気が付いたときにはもう、拳銃を握る右手を降ろしてしまっていた。俺は唐突に理解したのだ。もはや、すべてを認めるしかないことを。

　俺はシエナを殺せない。

　境界線を踏み越えることなどできはしない。

　シエナを、自分の内側にある大切な何かを撃ち抜くことなどできないのだ。

　触手たちは既に正気を取り戻し、立ち尽くしている俺たちに槍やりの穂先を向けていた。黒色の液体は滝のように溢あふれ、シエナを完全に覆ってしまっている。

　ジェーンの言葉を信じるなら、いよいよシエナの生命活動が悪魔に乗っ取られてしまったということだろう。シエナはこれで人間ではなくなり、魂を容れただけの人形となってしまった。

「ラルフ、あんたは結局こっち側には来れないってことね。まともな人間のまま、死にたいってことだ。……はっ、反吐へどが出る」

　いつの間にか俺の隣にいたリザは、最大限の侮蔑を込めて呟つぶやいた。その手にはコンバットナイフが握りしめられており、変貌していく化け物に真まっ直すぐな殺意を向けている。

　絶望的な現実を、俯ふ瞰かん的てきに眺める自分がいる。何かが頭の隅に引っ掛かっていた。

　リザはナイフを構えながら機を窺うかがっているが、触手にも、黒い液体にも触れずにシエナを攻撃する手立てが思い浮かばないのだろう。焦燥とともに、変貌していく化け物を睨にらむのが精一杯のようだった。俺はそれを横目で見ながら、記憶の海を探っていく。

　引っ掛かりの正体が見つかった。

　俺は左手を伸ばし、やけになって飛び出そうとする相棒を制した。

「……何のつもりだよ。まさか本当に死にたいの？」

「いや、俺はまだ生きることを諦めてはいない」

「解わかってんの？　あの娘こを、シエナを殺さないと私らは生き残れない。くだらない正気とやらを棄すてられないなら、私がやってやるよ。あんたはそこで、腰を抜かして神に祈ってればいい」

「……違うよ、リザ。むしろ逆だ。俺はたった今、狂気に身を委ねてみることに決めた」

　それはすなわち、この狂った世界で、それでも正気であろうとし続ける狂気だ。

　俺は人間であり続けるために、境界線の内側に留まり続けるために、たった今浮かんだアイデアにすべてを賭けることに決めたのだ。

　シエナから溢あふれる黒い液体が教会の床を伝い、足元まで迫って来ている。あと数歩前に進んでしまえば、俺もこの化け物に取り込まれてしまうのかもしれない。

　俺は深呼吸とともにバラックを消し、黒い塊に向かって右手を突き出した。

「悪いな化け物。そいつはとっくに、俺が買い取ってる」

　紅ぐ蓮れんに発光する文字列の群が、掌てのひらから噴出していく。紅あかい奔流は投網のように広がり、黒い塊に取り込まれているシエナを目指していった。

　触れた物質を塵ちりに変換してしまう触手をもってしても、文字列の縛ばく鎖さは止められない。触れることすら叶かなわずに赤い帯を素通りしていく。やがて文字列は黒い液体の中に沈んでいき、囚とらわれているシエナの身体に巻きついた。

　──俺の能力には、生物には使えないという絶対的な制約がある。

　ただしそれは、対象が生きている間だけ。つまりどうしても生物を出し入れしたいなら、事前に所有権だけを買っておき、死んだ後に文字列に取り込んでしまえばいい。

〈アルーゼ〉での戦いの後、俺は護送車の中でシエナから彼女自身を購入していた。ただあのときはシエナの暴力的なジョークに身銭を切って乗っかっただけで、実際に能力を使うことなど微み塵じんも考えてはいなかった。

　そう。これは、極めて確率の低い大おお博ばく打ちなのだ。

　あの護送車でシエナを買ったことが悪魔との契約として成立していて、しかもジェーンが言った「悪魔に取り込まれれば、彼女は生物学的には死を迎える」という発言が真実で、更に悪魔の支配すら無視して俺の能力が発動してくれる、という三つの条件がすべて満たされた場合のみ成立する賭け。

　作戦というにはあまりに不確定要素が多過ぎて、やってみるまで結末は誰にも分からないという運うん否ぷ天てん賦ぷの勝負。それでも俺は、境界線の内側の世界を守るために、この博打ばくちにすべてを賭けるしかない。

　すべての賭けに勝ち、化け物からシエナを取り返すことができるのか。それとも、能力が解除されてこのくだらない生涯を閉じるのか。祈るべき神などいない俺には、ただ行く末に身を委ねることしかできなかった。

　失敗した後のことなど知ったことか。

　俺がどうなろうとも、世界がどうなろうとも、すべてがどうでもいい。

　狂気の世界に踏み込んだ先の安寧より、まともな人間として苦しみ続ける地獄を選ぶことに決めたのだ。

　黒い液体の中で、シエナに巻きついた文字列が鮮烈な輝きを放つ。だが、鼻先まで迫っている漆黒の槍やりの動きはまだ止まらない。

〈銃創ステイグマ〉が熱を持ち始め、心臓が沸ふつ騰とうしそうなほどの激痛が襲い掛かってくる。間違いなく、今まで経験した中で最大級の痛みだ。断言してやってもいい。

　俺はもはや立っていることもできずに、膝をついてしまう。

　濃厚な死の気配が、すべてを無に帰す触手の槍やりが眼前に迫ってくる。

　だが俺は目を閉じない。掌てのひらを突き出したまま、向かってくる絶望を睨にらみつけてやる。

　──触手の軌道が、眉み間けんに突き立つ直前で僅かに逸それた。

　俺の顔面を世界から消し去るべきだった悪魔の槍やりが、右頰に僅かな擦り傷を付けることしかできずに後ろへと流れていく。その他の触手も俺たちを狙うことを止め、赤い文字列を振ふり解ほどこうともがいているように見えた。

　黒い液体に囚とらわれたシエナを引き摺り出すため、右みぎ掌てのひらに全力を込める。喉の奥から込み上げてくる絶叫を止めることなど、俺には到底できなかった。

「シエナっ！　とっとと戻ってこい！」

　文字列の紅あかい輝きと、のたうち回っていた黒い触手の動きが同時に止まる。

　沈黙が教会を覆っていく。

　教会を漂っていた死の匂いも、

　まだ僅かに残っている炎から伝わる熱も、

　全身を蝕むしばんでくる耐えがたい激痛も、

　すべてが急速に曖昧になっていく。

　存在感を見失っていく。

　右みぎ掌てのひらの先にある光景だけが、この世界のすべてだとすら感じられた。
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　シエナを覆い、俺やリザの足元まで迫っている黒色の液体が振動を始めた。粘着いた泡を発生させながら波立ち、ドス黒い水面から異臭混じりの粒子を撒まき散ちらし始めた。シエナの全身から生えていた触手も同様に、痙けい攣れんしながら黒い霧のようなものを空中にバラ撒まいていく。

　シエナを包み込む紅あかい輝きがより一層強くなり、俺は目を細めた。

　黒い液体が凄すさまじい速度で蒸発し、シエナの姿が露出していく。狂ったようにのたうち回っていた触手たちは崩壊を始め、僅か数秒の内に、夢か幻のように消え去ってしまった。

　異形から解放されたシエナは虚うつろな目をしたまま、後頭部から倒れ込んでいく。彼女を受け止めるため走ろうとするが、思い出した激痛で身体が全く動かない。

「ごめん、ラルフ。さっきの言葉は訂正する」リザが片足だけで跳躍し、床に叩きつけられる前にシエナを受け止めた。「あんたがこの街で一番、まともじゃないよ」

　あの瞬間、俺たちが生き延びるにはもっと確実な方法があった。

　甘かん言げんを振ふり撒まく狂気に身を委ねて、シエナの心臓を撃ち抜くだけですべてが終わったのだ。

　自らの命も、世界の存亡すらも賭け金チツプにしてシエナを救い出すという選択は狂気の沙汰としか思えない。まともな世界の理ことわりを外れた〈成れの果ての街〉で、それでも必死で境界線の内側に留まろうとする俺の決意は、どう考えてもイカレてしまっている。呆れた顔のリザに言い返せる台詞せりふなど何処どこにもなかった。

　だがこれで、シエナは悪魔から解放された。そして俺の能力が自動的にキャンセルされたのは、停止していた生命活動が再開されたことを意味する。

　とはいえ、感傷に耽ふけっている時間など全くない。

「リザ、シエナの状態はどうだ！」

　激痛を無視して駆け寄ると、シエナはリザの腕の中で苦しみに悶もだえていた。彼女が生きていることへの安あん堵どなどよりも先に、焦燥感が押し寄せてくる。

　どう控えめに言っても、シエナは瀕ひん死しと呼べる状態だった。彼女は、全身を内側から触手で貫かれているのだ。悪魔が宿主シエナを殺さないように調節していたとしても、直ちに適切な処置を行わなければ確実に死へと向かってしまうだろう。

　赤く点滅する意識の中で、グラノフへの連絡をリザに指示しつつ、能力で呼び出した応急処置セットを床にばら撒まく。失血過多で震え始めた手で消毒液とガーゼを摑つかんでいると、シエナの音程の狂った声が静寂に溶け出していく。

「私……、……このまま、死ぬの？」

「絶対に助けてやるから、もう喋しやべるな！」

　血が止めどなく溢あふれ続つづける傷口を押さえながら、俺は叫ぶ。特に、腹部の損傷が深刻だ。激痛に叫ぶシエナを無視して、止血帯を巻きつける。最低限の医学知識しかない俺はとにかく混乱しているが、彼女の命がこれ以上流出していくことだけは絶対に防がなければならない。

「ああ、何故なぜだか……少しも怖くない。きっともう、悪魔は私のなかにいない、から」

「喋しやべるなって言ってんだろうが！」

　音響兵器で鼓膜を破壊されているシエナに、俺の言葉が届いているはずもない。虚うつろな目で虚こ空くうを見つめる彼女には、こちらの姿すら映ってはいないだろう。それでも叫び続ける俺の頰に、冷たい掌てのひらが触れる。

「……はは、もしかして泣いてる？」シエナは虚こ空くうを見つめながら笑う。死後の痙けい攣れんのように笑う。「それじゃ、……ただの人間じゃん」

　それだけ言って、シエナは完全に意識を失ってしまった。

　まだ脈はある。大丈夫だ、絶対に助けられる。俺は呪文のように繰り返しながら、迅速に処置を続けていく。

　シエナを、呪われたおとぎ話から救い出すために。

　そして何より、境界線の内側の世界を守り抜くために。
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　薬品の匂いが鼻腔を刺し、俺は目を覚ました。

　白い壁に白い天井、両腕に巻かれた包帯、右足を固定するギプス。俺たちはフィルミナード・ファミリーに身の潔白を証明することに成功し、入院してまともな治療を受けることを許されていた。あの教会での死闘から、今日で二週間になる。

　あのとき、シエナに救命措置を施していた俺たちには無数の銃口が突きつけられた。二人とも満まん身しん創そう痍い。訓練された軍隊を相手に、シエナを守りながら生き延びることはほとんど不可能と言ってもいい状況だった。

　その場を何とか切り抜け、今こうして手厚い治療を受けられているのは、俺の交渉術が優れていたからではない。というより、連中に敵意のようなものはほとんど感じなかった。銃口を向けていたのは、手負いの化け物の暴走を警戒してのものに過ぎなかったのだ。

　俺たちは奴らに促されるまま、黒塗りの車内で簡単な応急処置を施され、密輸船で島外の大学病院へと担かつぎ込こまれた。名門とされるエルレフ大学にまでフィルミナードのコネクションが及んでいることに眩暈めまいがしたが、あのときの俺たちはすべてを受け入れるしかなかった。病院に着くなり瀕ひん死しのシエナと引き離され、俺とリザはそれぞれの病室へと搬送されていった。

　とにかく、俺はオルテガが紡つむいだおとぎ話から無事生還した。

　相棒のリザは俺よりも重傷だったが、銀使いの生命力を考えると余計な心配など必要なかった。二人仲良く、今日で退院を迎えることになっている。

　問題はシエナだ。

　俺たちが応急処置をしていたときには既に、彼女は生死の淵ふちを彷徨さまよっていた。黒服の男たちによって引き離された後の行方は全く分からない。同じ病院に入院していると思っていたが、この二週間では手掛かりを摑つかむことすらできなかったのだ。自らの痛みを処理する暇すらないほどに、激しい焦燥に駆られている自分がいる。

　病室の扉が勢いよく開かれ、相棒のリザが入ってきた。

　包帯やガーゼで所々を保護してはいるものの、瀕死の重傷を負っていたとは考えられないほどの回復っぷりだ。杖つえもつかず普通に歩き回れているということは、触手で傷付けられた足ももう問題ないということだろう。

「ラルフ、さっさと起きてくれる？　もういい加減ヒマだし、早く病院ココから出たいんだけど」

「そうは言っても、退院手続きとか……」言いながら、そんなものが不必要であることに気付いた。「いや、俺たちみたいなのは、さっさと出てってくれた方が病院側も嬉うれしいか」

　ベッドから起き上がり、能力で呼び出したスーツに素早く着替える。顔くらい洗わせてくれと言おうとしたとき、病室に近付いてくる幾つもの足音が聞こえてきた。

「ラルフ」

「解わかってるよ。お迎えが来たみたいだな」

　ぞろぞろと病室に入ってくるフィルミナードの構成員たちに、俺は最大限の愛あい想そを込めて微笑ほほえんでやった。

「何の用だ、不愉快な傍ぼう観かん者しやども？」




　地下へと続く長い階段を下りながら、隣にいる相棒に問い掛けてみた。

「リザ、フィルミナード・ファミリーの代紋エンブレムに薔薇ばらが使われてる理由を知ってるか？」

「何となく品がありそうだからとか？　どうせ、ラリってるときに適当に考えたんだろうし」

　少し前を歩く黒服の男が、こちらを睨にらみつけてきた。そいつが着ているスーツの左胸に刺し繡しゆうされた薔薇ばらを見ながら、俺は続ける。

「初代の頭領ボスであるエンリコ・フィルミナードには、妻とは別に好きな女がいた。ギャング・スターを夢見るチンピラなんかには全く興味を示さない女を振り向かせるために、エンリコは薔薇ばらを何度も送り続けたとのことだ。あなたを愛しています、という想おもいを込めてな」

　リザがわざとらしく口笛を吹いた。俺に似て性格の悪い相棒は、当然のように意図を汲くみ取とって前を歩く男に悪あく意い満まん載さいの笑みを向けている。入院していたせいで贔屓ひいきのバンドのライブに行けなかったことに対する、憂うさ晴ばらしをしたいという思惑もあるのだろう。

　援護を得られたところで、俺は更に続ける。

「でも女は振り向かない。そこで奴は何を思ったか、贈る薔薇ばらの本数を増やすことにした。一本ならただの『愛してます』でも、九九本贈れば『永遠の愛』に変わるからな。それでも女は振り向いてくれなかったから、哀れなエンリコは薔薇ばらを象徴にした犯罪組織を創り、せっせと拡大作業に勤しんだってわけだ。女と結ばれる前に銃撃で死んだのは、まさに悲劇だな」

「はっ、随分と重たい愛情じゃん。そのイタい感じが、今の今まで引き継がれてるってこと？」

「そういうことだ。退院も待たずに車に連れ込まれて、こんな場所にまでエスコートされた理由が分かっただろ？　要するにこいつらは、俺たちを心から愛してくれてるのさ」

　退院の準備を進めていた俺たちは、病室に押し入ってきたフィルミナード・ファミリーの構成員どもに促されるまま高級車に乗せられた。〈墜つい落らくへの道〉を渡ってイレッダ地区に戻ってきたあと、アイマスクをさせられ、街中をデタラメに走った後でここまで運ばれたのだ。

　理由を聞いても連中は何も答えてくれないので、少し悪戯いたずらを仕掛けているわけだ。

「『ファミリーには無償の愛を、それ以外には薔薇ばらの棘とげと死しを』だ」

　男はこちらを振り返りもせずに呟つぶやいた。挑発は成功したらしい。

「無知で悪かった、素直に謝るよ。だけど、酒場じゃさっきの説の方が広く出回ってるぜ。早く酔っ払いどもに真実を伝えてやらねえと」

　舌打ちとともに振り返る男に主導権を握らせないため、俺は矢継ぎ早に問い掛けた。

「それで、慈愛に満ちたフィルミナード・ファミリー様が、俺たちに何の用件だ？　まさか、一連の謝罪をするためだけにこんな場所まで連れてくるわけがねえよな？」

　気付くと俺たちは階段の終点までやってきており、目の前には電子錠が設置された重厚な扉があった。男は電子錠を解除しつつ答える。声は完全に怒りで震えていた。

「お前らをここまで連れてこい、としか俺たちには知らされてねえよ。クソっ、こんな性格の悪いガキどもを『丁重にご案内しろ』だと？　上の考えは全く分からねえ」

　恭うやうやしく礼をしながら光の中に進むと、男は中指を立てながら扉を閉めて来やがった。俺とリザで、余裕の笑みを男に返してやる。

「久しぶり、お二人とも。二週間ぶりってところ？」

　弾はじかれたように声の方向を振り向くと、全面が真っ白な部屋で優雅に佇たたずむ、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女がいた。白一色の部屋では壁と天井の境目はおろか、距離感覚が狂って正確な広さすら全く分からない。そこに立つ女が纏まとう赤だけが、絶対的な存在感を放っていた。

　そこで俺は、すべてを理解してしまった。

　くそったれ。何もかもが結局、茶番劇でしかなかったってことか？

「はっ、あんたらには全部お見通しだったってわけだ。フィルミナード・ファミリーはオルテガの計画を知っていて、あんたはそのおとぎ話を特等席で見物していた」

「ご明察。理解が早くて助かる」

　ジェーン・ドゥは妖よう艶えんな笑みで肯定する。

「オルテガがかつてレイルロッジ協会に所属していたことも、私兵を組織して陰で色々やっていたことも、私たちはすべて知っていた。だけど彼のプロジェクトは面白そうだったから、しばらく泳がせてみることにしたの。魔女のおとぎ話は誰でも知っているけど、それを現実に再現しようとする狂人はなかなかいないしね」

　俺は途方に暮れていた。淡々と語る女の前で、自らの無力さを呪うしかなかった。

　オルテガが書いた脚本の上で踊らされ、俺たちはシエナと出会い、戦いの中へと墜つい落らくしていった。だがその脚本すらも、フィルミナードよって既に校閲済みのものだったのだ。

「一連の茶番劇を予見していたフィルミナードは、オルテガが使う傭よう兵へいの中にあんたを紛まぎれ込こませたってわけか。ジェーン、あんたには確かに、どこか他人ひと事ごとみたいな雰囲気があった」

「最高に楽しい見世物だった」

　血液が上半身へと昇ってきているのが分かる。静観を貫く姿勢だったリザの横顔にも、はっきりとした怒りが見えた。

　オルテガが仕組み、フィルミナードが陰で支えていた謀略によって、一人の少女は地獄を見た。人生を歪わい曲きよくさせられ、成れの果てに引き込まれ、そしてグロテスクな怪物に変貌させられた。様々な偶然が重ならなければ、彼女は間違いなく、他でもない俺の手で殺されていた。

　最悪の事態を回避できたとはいえ、シエナは瀕ひん死しの重体に陥っている。今も彼女は地獄の淵ふちに立たされているのだ。

　理性とは裏腹に、言うべきではない言葉が喉の奥から飛び出してくる。

「はっ、お気に召していただけたなら何よりだ。なあ、おい。陰でコソコソ見ていた変態どもに、ぜひ伝えといてくれよ。この腐れ外道どもが、ってな」

　ジェーンは何も言わずにただ微笑ほほえんでいる。

　この表情には見覚えがある。あれだ、動物園で飼われる肉食獣の精一杯の威嚇を、絶対的な安全圏から見つめるときのような表情だ。

「私は、あなたがそこまで愚かだとは思わない。フィルミナード・ファミリーが管理する施設の中で、反抗的な態度を取ることの危険性くらいは知っているはずでしょう？」

　ジェーンの冷静な言葉に、俺は弾倉に装塡された殺意のやり場を喪うしなってしまう。昂たかぶる感情を必死に抑えつけながら、建設的な質問に切り替えることにした。

「……シエナは、彼女は無事なのか」

「あなたや相棒さんと違って、かなり危険な状態だった。全身穴だらけで、内臓もかなり損傷してた訳だから、生きているのが不思議なくらい。でも、優秀な外科医に付きっ切りで手術させたから安心してくれていい。……個人的な約束もあったしね。とにかく、集中治療室はとっくに抜けられたし、三日前には意識も戻ったみたい」

　ジェーンは真摯な表情で俺の瞳を見つめていた。その内側にある、俺の弱さを見つめていた。シエナが助かったという安あん堵どよりも先に、一抹の不安が過よぎってくる。

「これから、あの子はどうなるの？」俺の疑問を、リザが代弁してくれた。「まさかまた、あの化け物を呼び出すために利用しちゃう感じ？」

　女は悪戯いたずらめいた表情を一瞬だけ浮かべたあと、何処どこからか取り出した銀色の物体を俺に投げ渡してきた。九ミリ口径で、先端が丸まった純銀製の弾丸。俺たちの心臓にも埋め込まれている〈銀の弾丸〉だ。こんな掌てのひらに収まるような代物が、世界の歯車を狂わせてしまっている。

「これは？」

「シエナ・フェリエールの心臓から摘てき出しゆつした銀の弾丸。だけど今はもう、中身が空っぽな純銀製の玩具おもちやでしかないみたい。どこまで調べても、悪魔の痕跡なんて全く出てこなかった」

　銀の弾丸は人間の心臓に埋まった時点で、原形が溶け出して細胞レベルで人体と融合するとされている。つまり、本来であれば銀の弾丸だけを抽出するなんていう芸当は不可能なのだ。

「彼女が意識を失う前に言った言葉は本当だったみたい。悪魔をこっちに呼び出してしまった時点で、銀の弾丸はその効力を失ってしまう。彼女は特異体質を持つサンプルとして保護観察していくつもりだけど、今回のようなお遊戯はもうできない可能性も充分にある」

　ジェーンの回答に俺が感じたのは、決して安あん堵どなどでなかった。

　悪魔を呼び出す媒体としては使えなくなったとしても、シエナはフィルミナードにとっての重要機密であり続けるはずだ。銀の弾丸が公になって三〇年以上が経たった今でも、悪魔の存在を感じ取ることができるような人間は、俺の知る限りシエナしかいないのだから。

　だが一方で、彼女の身の安全はこれで保障されたということでもある。

　それがたとえ、彼女を幽閉する檻おりの形が変わっただけなのだとしても。

　俺は銀色の塊を強く握り締める。これ以上どうすることもできない自分への、泥でい濘ねいのような怒りだけが掌てのひらの中にあった。

「そもそも、シエナはともかく、何故なぜ俺たちまで生かされてる。普段のあんたらのやり口なら、秘密を知った人間には強制的に黙ってもらってるはずだろ？　全身を穴だらけにするとか、海底にボンベなしでダイビングさせるとかのやり方でな。何故なぜわざわざ病院にまでエスコートしてくれたんだ？」

「他人の好意は、もっと素直に受け取るべきよ」ジェーンは相変わらず、余裕に満ちた笑みで返してきた。「私はあなたたちのことを気に入っている。不審に思われないようにもっと打算的な言い方をすると、あなたたちには利用価値があると踏んでいる。恐らく今回しか使えない方法とはいえ、悪魔の実体を引き剝がすこともできたわけだし」

「今何歳かもわからない化け物に気に入られても、全く嬉うれしくねえよ。言っとくが、俺は一〇以上も年上の女はそういう対象として見ていない。まあそもそも、女なのかどうかも疑問だね」

「わざと挑発してこちらの沸点を探ることで、形勢逆転の情報カードを引き出そうとするやり口は好きにはなれないかな」ジェーンは困ったように笑う。「あとあなたは何か勘違いをしているみたいだけど、今回の一件はオルテガが勝手にやったことで、組織には何も関係ないの。たまたま組織の人間がその場にいて、たまたま施せ術じゆつ方法ほうが暗号で書かれた手記を拾って、たまたま特異体質の従業員を保護しただけ。ああ、もしかしてどこかにリークでもするつもり？」

「……まさか」

　できるわけがない。銀の弾丸の悪魔なかみを現世に呼び出すことができるなどというおとぎ話が知れ渡ったら、その発信源である俺は間違いなく粛清されてしまうだろう。

　その相手がフィルミナードになるのか、それとも政府になるのかはわからないが、とにかく俺たちの手に余る案件であることは確かだ。組織は俺たちを殺して邪魔な口を塞ぐより、秘密を共有する協力者……要するに弱みを握った奴隷として利用することを選んだのだ。

「とにかく、仲良くやっていきましょう。深い付き合いになるかもしれないんだし」

「それは、今回のような案件がまだ起こるかもしれないってことか？　魔女のおとぎ話が関わって来るような、イカレた事態が？」

　こんなヤバい秘密は、恐らくフィルミナードの中でも一握りの人間にしか知らされていない。つまり奴らには動かせる軍隊も限られているということだ。魔女のおとぎ話を知っており、なおかつ制御が容易な俺たちは、奴らにとって非常に便利な駒なのかもしれない。

　状況はもはや、引き返せない所まで来てしまっている。全力で逃げ出したいところだが、どうやらそれは叶かなわない夢なのだろう。無駄だと解わかっていながらも脱出経路を探り続ける。

「あんな破壊しか能がない怪物のどこに、そんな利用価値があんの？　まあ、私は暴れられる相手がいるならそれでいいんだけど」

　俺の代わりに、リザが牽けん制せいの言葉を投げた。もはや相棒は殺意を隠そうとすらしていないが、対するジェーンは涼しい顔をしている。

「……これは幹部の中でも一部の人間しか知らない情報だけど、私たちのボス、アントニオ・フィルミナードは銀使いなの。そして彼は今、病に伏している」

「どうせ死ぬなら怪物になってみんなを道連れにしたいタイプの困ったちゃんってこと？」

　リザが皮肉たっぷりに呟つぶやいている中で、俺は組織の目的に気付いてしまった。

「なるほどね。つまりあんたらは、ボスが安らかに死ぬことができる手段を探しているってわけだ。随分と健けな気げな忠誠心だな」

　ジェーンは少し驚き、続いて一瞬だけ苦い顔を見せた。どうやら俺の推測は当たっているようだ。

　銀使いが死ぬと、その魂は銀の弾丸に宿った悪魔に連れていかれ、永遠に地獄の底を彷徨さまよい続けるとされている。死はある意味では救いだが、銀使いにとってはそうではない。魂を担保に強力な力を手に入れた罪人は、死んだ後に存分に債務を取り立てられるのだ。

　だが、悪魔の実体を呼び出すことができれば、その呪いからは解放される。教会でシエナが言った言葉が、掌てのひらの中の硬い感触が、それを肯定してくれている。

　だが、ただでさえ病に侵されている老人が悪魔に身体を蝕むしばまれることに耐えられるとは思えない。それに、シエナは俺の能力によって悪魔から引き剝がされたが、恐らくあれは一時間五万エルで売買されていた娼しよう婦ふだからできたことだ。もう二度と、あんな奇跡は起こらないと思った方がいい。

「銀使いが救われるためには、本当の悪魔となった自分を誰かに殺してもらうしかない。でも、それは本当に希望と呼べるの？　アントニオや、ラルフ、あなたのような人間にとって」

　銀使いが救われるためには結局、命を棄すてて悪魔に身体を明け渡すしかない。怪物となった自分が世界を壊す前に、周囲の人間に殺してもらうしか術すべがないのだ。

　ジェーンは苦渋に満ちた表情をしていた。忠誠を誓った人間をいずれ殺さなければならない者の、極限の苦悩がそこに見える。いや、そうとしか見えない演技をしていた。

「はっ、安い芝居はやめとけよ。あんたは私の同類でしょ。楽しけりゃそれでいいだけの、歯車の壊れた破綻者。まともな人間の演技はやめろよ、反吐へどが出る」

　リザの言う通りだ。こいつに忠誠心などあるはずがない。

　何故なぜならこいつは、あの教会で楽しそうに笑っていたのだ。アントニオの魂の救済など、どうでもいいとしか思っていないだろう。こいつの望みはもっと退廃的で、混こん沌とんとした場所にあるに違いない。

「あはは、バレちゃった？　たしかに、アントニオの魂の行方なんてどうでもいい。むしろ楽しみなのは、それを巡って巻き起こる、陰謀に満ちた悲喜劇トラジコメデイの方だったりして」

　俺とリザは揃そろって中指を立ててみせた。

　今まで数多くの異常者どもを相手にしてきたが、こいつほど厄介な敵はいない。何故なぜなら、この女には悪意が全くないのだ。悪意もなければ、善意もない。あるのはただ、繰り広げられる物語を特等席で見ていたいという意思だけ。

　だがジェーンには、登場人物の配置や心情を誘導し、無茶な脚本でも成立させることができる力がある。こいつは危険だ。悪意ある誰かが創った物語にこの女が参加すれば、いつか本当に世界が壊れてしまうかもしれない。

「まあ、安心して？　アントニオを使って悪魔を呼び出すのは当分先の話になるはずだから。オルテガの手記の解読は全く進んでいないし、そもそも現時点では、シエナのような特異体質の人間以外を媒体にできるかどうかも分からない。まだプロジェクトは動き出したばかりなの」

　俺とリザはこれから、ジェーンの言うプロジェクトとやらの実行部隊に組み込まれてしまうのだろう。末端も末端、不要となればすぐに切り捨てられるような使い走りとして。

「一つ言っとくが、俺たちは……」

「心配しなくても、それなりの報酬は用意するつもり。それに、引き受けてくれるなら素敵なプレゼントも渡せるように手配してる」

　もはや、断ることなどできるはずもない。俺は歯を食いしばりながら首を縦に動かした。リザが白い床を蹴りつける音が室内に反響する。俺たちはあまりにも無力だった。

　ジェーンはそれを満足そうな表情で眺めたあと、力を持たない俺たちに同情するかのような優しい表情で告げた。

「ありがとう、お二人とも。……じゃあ早速だけど、約束通りプレゼントをあげる」

「は？」

　俺とリザは揃そろって間抜けな声を上げる。ジェーンの悪戯いたずらめいた表情からは、嫌な気配しか感じられない。

「そんなに警戒する必要なんてないのに」ジェーンは余裕の笑みを見せつけてくる。「今から二人を、お姫様に会わせてあげる。……ああ、ラルフ。それはあなたにとって、決して嬉うれしいことではないのかもしれないけど」

　この場所が分らないように街中を連れ回された理由が判明した。この施設のどこかに、病院での治療を終えたシエナが匿かくまわれているのだ。

　彼女の無事に安心はしたが、ジェーンの言う通り、再会を素直に喜ぶことなどできない。

　シエナは俺の不注意が原因で殺されかけ、一命を取り留めた後もフィルミナードの監視下に置かれることになってしまったのだ。俺には、彼女に合わせる顔がない。そんな俺の心情まで見透かしてくるこの女は、本当に気味が悪かった。

「頼んだ覚えはない」

「そうやってすぐに強がる。何をそんなに怯おびえてるの？　やっぱり彼女に会うのが怖い？」

　悪意の籠った視線を送って来るジェーンに何かを言い返そうとした瞬間、視界の端でリザの右手が霞かすんだ。俺の目では追えない速度で、仕込んでいたナイフが投とう擲てきされたのだ。

「リザ、今のナイフはただの警告？　それともまさか、本当に怒っていたりして」

　先程と全く変わらない、落ち着いた声で女は笑う。

　信じられないことに、ジェーンはナイフが脳天に突き刺さる前に人差し指と中指だけで刃を挟み込んで止めていたのだ。リザの舌打ちが純白の空間に溶ける。

　ナイフを無造作に投げ捨てながら、ジェーンは極めて穏やかに語った。

「何度も言うけど、私はあなたたちを気に入ってるの。だからこれは特例中の特例。本来なら彼女の存在は一部の幹部しか知らないし、当然だけど誰にも会わせるつもりはないんだから」

　ジェーンは大胆にも俺たちに背中を向けながら、部屋の奥の方へと歩いていった。俺とリザも、苦い感情とともにそれに続くしかない。

　奴はあんな体勢でも、俺たちに隙を全く見せていないのだ。

「この扉の奥に、シエナ・フェリエールはいる。意識が戻ったのが三日前だから、まだベッドからは動けないけどね」

　近くからよく見ると、一枚の白い扉が壁面に取りつけられていることが解わかった。ジェーンに促されるまま、同色のドアノブに手を掛ける。

「ああ、そういえば」ジェーンが何かを思い出したように呟つぶやいた。俺は手を止める。「まだちゃんと名乗ってなかった」

「名前ならとっくに聞いた。名無しジエーン・ドウだろ？　名前と呼べるのかどうかもわからねえけどな」

「違う違う、もう一つの名前。そしてたぶん、こっちの方が有名だから」

　おどけたような表情から一転、ジェーンは底冷えのするような声で呟つぶやいた。

「私は組織では〈薔薇ばらの女王〉とも呼ばれてる。この姿まで知っている人間は、もう数えるほどしかいないけどね」

　この人工島において知らない者など一人もいない、フィルミナード・ファミリーが誇る伝説級の銀使い。そいつが、目の前のこの女だったのだ。だが驚きはない。ジェーンが放っている底の見えない気配が、今の告白の信しん憑ぴよう性せいを雄弁に物語っていた。

「いいのか？　そんな機密事項を俺たちにバラしてしまって」

「今後のビジネス・パートナーへの、お近付きのしるしだと思ってくれればいい。それに知ったところでどうせ、あなたたちには何もできないでしょう？」

　薄い笑みを残して、女はゆっくりと俺たちから離れていく。そして大衆の前に立った映画女優のような優雅さで、小さく手を振ってきた。

「一〇分後にまた来る。じゃあ、束つかの間まの再会を楽しんで」




　ジェーンの厚意の意図に気付かないフリをしながら、リザと二人で扉を開けて内部へと進む。

　そこは無機質な白い空間とは、まるで正反対な部屋だった。

　天井からぶら下がるシャンデリアに、大理石の床に敷かれた絨じゆう毯たんと、いかにも高級そうな猫脚の家具たち。そして広い部屋の中央には、レースのカーテンに覆われた天てん蓋がい付つきのベッドがあった。ここはまさしく、おとぎ話に登場するお姫様が暮らしているような部屋だ。

　悪趣味にもほどがあるブラック・ジョークに怒りを覚えつつも、俺とリザは人の気配があるベッドまで歩いていく。躊ちゆう躇ちよする俺を尻目に、リザがカーテンを勢いよく開いていった。

　そこには、ヘッドボードに背中を預けて座っているシエナがいた。

　少し驚いたように開かれた翡ひ翠すい色の瞳が、こちらを見つめている。身体中に巻かれた包帯や、細腕に繫つなげられた点滴が痛々しかった。俺は目を逸そらすこともできず、しかし掛けるべき言葉も見つからずに、ただ立ち尽くしている。

　リザが急かすようにこちらを見ていた。我に返り、声帯を強引に動かす。

「シエナ……すまない」こんな定型文のような台詞せりふが、どれほど薄っぺらいものなのかぐらい解わかっている。「俺のせいで、お前は……」

　最後まで言えなかったのは、シエナが涙を流していることに気付いたからだ。

　声も出さず、ただこちらを見つめたまま、涙が頰を伝っていくのに身を任せている。その涙が意味する感情を読み取れずにいると、彼女の薄い唇が震えた。

「ラルフ……やっと、本物のあなたに会えた」

　そこまで言うと、シエナは感情が決壊したかのように声を上げて泣き始めた。一瞬戸惑ったが、すぐにその涙が安あん堵どから来るものだと分かった。

　少しだけ安心して、俺はベッドの脇に置かれた椅子に腰を下ろす。リザもそれに続いた。

「シエナ、改めて謝罪させてくれ。本当にすまない」

「あなたが謝る必要なんて」

「いや、俺の不注意がなければ、……あんなことにはならなかった」

「でも」シエナは掌てのひらで涙を拭い、俺の目を見ながら言った。「あなたは、私を助けてくれた」

　俺は思わず目を逸そらしてしまう。

　確かに、シエナを悪魔から取り返すことには成功した。結果として銀の弾丸の呪いからも解放され、命の危険からも一ひと先まず遠ざけることができた。

　だが、未いまだに彼女は自由の身にはなれていない。人工島イレツダの外で静かに暮らしたいというささやかな願いは、このおとぎ話のような部屋に閉じ込められてしまったのだ。

　間違いなく俺の責任だ。俺にもっと力があれば、考える頭があれば、フィルミナードを出し抜いてシエナを成れの果てから逃がすことができたのかもしれない。

　感情の迷路を彷徨さまよっていると、右肩を横から強く殴られた。

　不意にやって来た激痛に耐えながらリザを睨にらみつける。相棒は前を向いたまま呟つぶやいた。

「もっとシンプルに考えなよ。哀れなシエナが悪魔もろともくたばって地獄に墜おちて、自分の手で殺したあんたは罪悪感で発狂する──そんな結末も普通にあり得たわけでしょ。てか、私はそうなるとしか思ってなかったし。……そんな絶望的な結末と、目の前の現実と、どっちがマシかくらい普通に考えたら解わかんだろ」

　リザはたまに、身も蓋もないような正論を言う。

　シエナの状況は、娼しよう婦ふとして組織に囚とらわれていた頃と何も変わらない。だが確かに、彼女の背中に追おい縋すがっていた恐怖は消し去ることができた。一時間五万エルで自らを売るしかない日々の絶望からは切り離すことができた。神でも悪魔でもない俺たちに、これ以上何が望めるというんだ？

「……まあ、あんたはよくやったよ」

　辛かろうじて聞き取れるほど小さな声を聞いて、肩を殴ってきたのはリザなりの労ねぎらいだったのだと気付いた。少し気まずくなってしまったので、話題を強引に切り替えることにする。

「シエナ、身体からだはもう大丈夫なのか？　どんな状態なのか、俺たちは何も聞かされてなくてな」

「まだ全身が痛くて、ベッドから一歩も動けない。生きてるのが奇跡ってくらいの状態だったらしいし。でも、あと一ヶ月もすれば何とか歩けるようにはなるって聞いた」

「そうか」

　良かった、などと軽々しく口にはできないが、順調に回復に向かっているようで安心した。恐らくこの地下室で保護されている現在も、フィルミナードが抱き込んでいる医者たちによる治療は受けられているのだろう。天才医師の記憶をコピーしたジェーンが看ている可能性もあるが、まあ、〈薔薇ばらの女王〉がそこまで尽くしてくれる理由は流石さすがにないか。

「でも、何もない部屋でずっと過ごすのは流石さすがに退屈かな」

　冗談めかして溜ため息いきを吐つくシエナの胸元に、何らかの物体が投げられた。

　よく見るとそれは、一冊の古ぼけた文庫本ペーパー・バツクと、イヤホンが接続された音楽プレーヤーだった。あまりの事態に驚きよう愕がくしているのは俺だけではないようだ。何が起きたか解わからないような表情で、シエナは問い掛ける。

「これは……？」

「私が入院中に暇潰しで使ってたやつ。ポケットに入ってたから」

「え、もしかして私にくれるの？」

「もう読み終わったからあげる。プレーヤーも、ちょうど買い替えようとしてたところだし」

「……ありがとう、リザ」

　あのリザが差し入れをするという衝撃映像に面めん喰くらってしまったのか、シエナは呆気あつけに取られたまま感謝の言葉を返すことしかできなかった。

「リザ、どうした？　お前が人に優しくするなんて」そういえばついさっき俺を労いたわった言葉といい、今日のリザの言動は不自然だ。「……もしかして、どっかで頭でも打ったか？」

「うるっせえな」気付くと相棒は、いつもの不機嫌な表情に切り替わっていた。「絡からんできてんじゃねえよバカ」

　いつもなら相棒の不可解な行動を問い詰めてやるところだが、今回は止めにした。リザの行動は恐らくただの気き紛まぐれだろうし、それに何より、ベッドの上のシエナが笑っていたからだ。彼女は羽根のように軽い声色で、楽しそうに笑っていた。

「やっぱり、あなたたちはいいコンビだと思う」

「シエナ、何処どこを見てそれを言ってんだ？　まだ体調が悪いなら、寝ててもいいぞ」

「地獄のような逃避行だったし、実際に地獄にも堕おちかけたけど」シエナは俺とリザを交互に見て、落ち着いた声で続けた。「でも、あなたたちに会えたことだけは本当によかったと思う」

　シエナがあまりにも真まっ直すぐな目をして言うので、俺は言葉を失ってしまう。隣のリザも居心地が悪そうな様子だった。

　だが今だけは、この生なま温ぬるい沈黙に身を委ねてみるのも悪くない。

　不意に、扉がノックされる音が響いた。約束の一〇分がもう過ぎてしまったらしい。シエナに言うべき何かがある気がするが、椅子から立ち上がるまでの短い間には、それは見つからなかった。軽く手を振ったのを別れの挨拶として、カーテンをくぐって扉へと歩いていく。

　ドアノブに手を掛けようとしたところで、レースの幕の向こうから声が投げられた。

「ラルフ。あなたはこれからも、銀使いの、狂気に満ちた世界で生きていくの？」

　心から憂うような問い掛けに、俺は動きを止める。そして振り返り、薄い幕の向こうにいる人影に向かって宣言した。

「ああ。俺の毎日はこれからも変わらねえよ。迷惑な相棒と血生臭い腐れ仕事をこなして、いつか死神に肩を叩かれる日まで地べたを這はいずり回まわる。今までと全く同じ、クソみてえに平和な日常だ」

　言葉の通り、俺とリザの日常はこれからも変わらない。銀の弾丸のおとぎ話に振り回され、左胸に棲すむ悪魔の命令に従って、殺さつ戮りくを繰り返すのだろう。

「だけど、もう俺は迷わない。どれだけ地獄のような日々が続こうと、どれだけ罪悪感に苛さいなまれようと、それでも境界線の内側に踏ふみ止とどまってやる」

　言葉の意味がシエナに伝わるかどうかなど、どうでも良かった。これは他でもなく、俺自身のための宣言なのだから。ただ、決意を固めることができたのは間違いなくシエナのおかげだ。だからこの場で彼女に聞かせる必要があった。

「思考を放棄して狂ってしまった方が、絶対に楽なのに？」

「それでも、俺は俺のままで居続けたい」

　自分でも驚くほど、力強い回答だった。カーテンの向こうのシエナと目が合う、そんな錯覚を覚える。

「確かにあなたは、それでいいのかもね。……人間のまま悩み続けるあなたのままで」

　シエナの言葉は、俺の心臓に楔くさびとなって打ち込まれた。

[image: ]

　ああ、そうすることにするよ。俺はいつまでも、人間として、境界線の内側で苦しみ続けてやる。いつまでも、いつまでもずっと。

　その先にあるのは果たして絶望なのか？　いや、きっと違う。今ならそう言い切れる。

　倫理観などケツを拭く紙よりも無価値だと言い切れるこの狂った世界では、心を棄すてて順応してしまった奴の方が楽しく生きられるのだろう。

　だが、それではただの敗北に過ぎない。

　俺はそうはならない。この壊れきった世界と、左胸に棲すむ悪魔と、そして自らの内側に潜む狂気と戦い続けることに決めたのだ。この意思がある限り、俺は自分自身を肯定していられる。

　どんな地獄が待っているとしても、覚悟はもう決まっている。

　入り口の扉がまたノックされた。俺は頷うなずき、またいつもの日常へと戻っていくことにした。







　シエナとの面会を終えた俺たちは、黒塗りの車に乗せられて再び数時間のドライブを楽しんだ。敵の腹の中にいるにも拘かかわらず寝息を立てていられるリザは、相変わらず頼もしい相棒だ。

　車から降ろされたのは人工島イレツダの外れにある駐車場だった。確か、俺たちがオルテガの依頼を受け取り、あの狂ったおとぎ話が始まった場所だ。ここで俺たちを降ろしたのは間違いなくジェーンの指示だろう。悪趣味すぎて反吐へどが出てしまいそうだ。

　特に目的もなく駐車場を歩いていると、視界の端に見覚えのある物体があった。

　それはまさしく、消し炭になった俺の愛車と同じ、グリムス三〇二Ａだ。フロントガラスの端に異物。車の鍵が白いテープによって固定されていたのだ。そこには細い書体で「感動の再会」と綴られていた。

「どう思う？」

「どう思うって？」

「ブッ壊れた車の補塡をしてくれるのは助かるよ。それもお近づきのしるしってわけだろ？　だが、どうしてわざわざ型落ちしてどこにも売ってない骨こつ董とう品ひんを寄越すんだ？　どう考えても、今なら適当な新車を買った方が安いだろ」

「ラルフに高級品は似合わなさすぎて発作を起こしかねないから、前と同じボロ車でも与えとけっていう配慮でしょ」

「それが俗にいう嫌がらせってやつだ。よかったな、また一つ勉強になっただろ？」

　溜ため息いきとともにドアを開け、年季の入った車内に乗り込む。座席は相変わらず木の板のように堅かった。エンジンをかけ、サイドレバーを操作し、アクセルを軽く踏み込むと車は前進を始めた。壊れかけの空調機器から漂ってきた埃ほこりの匂いが、窮屈な車内を埋め尽くしていく。

　車道に出てしばらく進むと、車が渋滞に摑つかまってしまった。窓から身を乗り出して前方を見ると、遠くの方で数台の車が炎上しているのが見えた。銃撃戦をやらかしているのか、断続的な銃声が聞こえてきた。渋滞の理由としては、考え得る限り最もイカレていると言い切れる。

　まさに、いつもの日常の光景だった。いつもの、クソのように退廃的な日常だ。

　あの銃撃戦が落ち着くまで車が動きそうもないので、暇潰しがてらリザに話しかけてみる。

「あれだけの戦いを生き延びても、俺らの日常は何も変わらねーんだな」

「何を今更、当たり前のこと言ってんだよ。私とあんたは今まで通り、楽しい楽しいドラッグ・パーティーとやらを続けるだけ」

「ああ、確かにその通りだよ。……だが、新たに手に入れたものもある。お前だってそうだろ？」

「はっ、……確かにね」リザは窓の外を向き、どこか苦々しく呟つぶやいた。「……あー、クソっ。完全に、あんたの悪い影響を受けてるわ」

　フロントガラスの向こうの銃声は鳴なり止やむ気配もなく、車は一ミリも前進してくれない。成れの果ての街の風景は何も変わらず、俺たちを取り巻く環境が劇的に好転することもない。

　だが、俺たちは手に入れてしまった。

　切り離すことのできないものを手に入れてしまった。

　それは一〇〇〇万エルの追加報酬でも、大口の取引先様でも、まして新たな強敵の予感とやらでもない。

「ジェーンが、俺たちにシエナと面会させた理由は何だと思う？」

　リザは窓の外を向いたまま淡々と答える。

「あの子が人質だと私らに意識させるためでしょ。楽しく暴れられればいい私と違って、ラルフ、あんたを思い通りに動かすにはシエナを利用するのが一番手っ取り早いし」

「まあ、普通に考えればそれだろうな」

　ジェーンの思惑は俺も流石さすがに理解している。俺をうまく操縦するために、シエナを人質として利用するつもりなのだ。だが胸の奥には怒りとはまた別の感情もあった。

　人間性を切り離すことができない俺にとって、シエナの存在は間違いなく大きな弱みになる。だが同時に、シエナを守るという大義名分が、俺がこれからも境界線の内側へと留まっていられる理由になる気がしてならないのだ。

　そうだ。俺は理由を手に入れた。

　正気の世界こちらがわに踏ふみ止とどまるために必要な楔くさびを。純銀製の楔くさびを。

「リザ。フィルミナードの思惑はどうあれ、俺はさっきシエナに会えてよかったと思ってる」

「……ラルフ。あんたが考えてることに、私は何も言わない。けど、あの子をそんな風に背負うことの意味を、ほんとに解わかってんの？　今まで以上に苦しむことになるけどいいの？」

「はっ、望むところだよ」いつだったか、グラノフに言われた言葉が脳裏を過よぎった。「苦悩することもまた、生きている証明だ」

「まあ、自分の立ち位置すら解わかってない頃よりはマシかもね。……いいよ、あんたはそれで行けばいい。性懲りもなくまた立ち位置を見失うようなら、そんときは私が殺してやるよ」

「……お前なら、本当にぶっ殺してくれそうで頼もしいな」

　世界は狂っている。もはや修復のしようがないほどに狂ってしまっている。

　そんな世界で、血と硝煙に覆われた日常の中で、それでも正気であろうとする俺の決意は、あまりにも無謀なのかもしれない。

　だがそれでも、罪と狂気の渦の中で窒息しながらでも、俺は前に進んでいくことができる。

　何故なぜなら、境界線の内側に留まる理由を手に入れたからだ。

　同じような絶望の中にいる、一人の少女と出会ってしまったからだ。

　俺は自らの心臓に棲すむ怪物に向けて、吐はき棄すてるように言ってやった。

　──かかってきやがれ、このクソ野郎。







　あとがき




　荒野に引かれた一本の白線。何かと何かを分かつ境界線の真上。

　そこで立ち尽くし、どちらに進むべきかも解らず苦悩し続ける男の物語。

　私、野宮有のデビュー作「マッド・バレット・アンダーグラウンド」を端的に言い表すなら、きっとそんな感じになるのだろう。




　主人公のラルフは、心を棄てた人間兵器として殺戮を愉しむ「狂気の世界」と、罪の意識と自己嫌悪に切り刻まれ続ける人間としての「正気の世界」の狭間で揺れ動いている。

　だが成れの果ての街の住人は漏れなく狂っているし、唯一の味方であるはずのリザは強者との戦いに悦びを見出すタイプの、少年漫画の主人公的な発想を持つ人間だ。

　つまりその葛藤は、誰とも分かち合えない種類のものだった。




　色の褪せた荒野でただ一人、境界線の真上に立ち尽くして、不自由な選択を迫られる。

　恐らくほとんどの方が、多かれ少なかれ、そんな種類の孤独を抱えて日々を生きているのではないだろうか。




　夢から逃げて毎晩友人たちと朝まで飲み明かすのか、

　あらゆるものを犠牲にしてでもなりたい自分を目指すのか。

　学校や会社をサボって寒い朝の布団の誘惑に身を委ねるのか、

　寝不足の身体に鞭を打ち、酷く苦しみながらも満員電車に乗り込むのか。

　虐げられ続ける自分を諦めて道化を演じるのか、

　苦しみにひたすら耐えながら、一発逆転の切り札カードを探し続けるのか。

　人生は選択の連続だと誰かが言ったが、人生における選択とはきっと、どちらの地獄に進むのかを決める行為に他ならないのだろう。




　果たして、そんな荒涼とした世界に救いはあるのか。

　それが、今作を通して描きたかったテーマなのかもしれない。




　不自由な選択を迫られた男が、最後にどちらの地獄に足を踏み入れたのか。

　その過程で手に入れたものは何だったのか。

　そしてその先に、どんな救いがあったのか。

　荒野に立ち尽くす孤独な男が紡いだ物語が、境界線の真上に立つあなたの心に何かを残せたのなら、作者としてこれほど嬉しいことはございません。

　……あと二ページ分だけ猶予が与えられたので、ここで少し私自身についての話をしようと思います（自分語りは新人作家の第一作目だけに許された特権だと思うので、どうか何卒ご容赦ください……！）。




　福岡県内でも屈指のド田舎。当然まともな娯楽はなく、放課後に遊びに行ける場所は川しかない。そんな環境でのんびりと育った私に転機が訪れたのは、中学二年生の頃でした。

　携帯小説全盛の時代に思春期を迎えた私は、「皆がやってるならちょっとやってみようかな」くらいの軽い気持ちで執筆活動を開始。友人たちが一週間足らずで飽きてしまうなか、あろうことか私ひとりだけが、創作の世界に完全にのめり込んでしまいました。




　そこから先はまさに、荒野に引かれた境界線の真上で揺れ動く毎日でした。

　淡い夢を心の何処かに封じ、誰にも心配をかけることなく、安定した毎日を享受するのか。

　あるのかどうかも解らない自分の才能を担保に、先の見えない未来に向かって突き進むのか。




　後者の世界に踏み出すまでに十年近くの歳月がかかってしまいましたが、その間に辿ってきた葛藤も、諦念も、後悔も、決意も、全て私に必要なものだったのだと今は思います。










　遅ればせながら、この本の出版に携わっていただいた皆様に心からお礼を申し上げます。

　クセの強い本作を評価し、選考委員奨励賞を授けてくださった選考委員の皆様。

　今作が世に出るまで、多大なるご尽力をしてくださった担当編集の阿南様、長堀様。

　素敵なイラストで物語に色を付けてくださったマシマサキ様。

　そして、「マッド・バレット・アンダーグラウンド」を手に取ってくださった読者の皆様。

　誠に、誠に、ありがとうございました！




　さて、作家という職業は、とてつもなく厳しいものだと聞いています。

　この先一〇年、二〇年と続けていけるかどうかは今の私には全く解りません。

　それでも私は、荒野の先にあるのかもしれない微かな救いを追い求めて、全力で突き進んでいきたいと思います。

　この本を最後まで読んでくださったあなたと、末永いお付き合いができることを願って。





野宮　有
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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